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本教育プログラムは、文部科学省の教育政策推進事業 

委託費による委託事業として、≪学校法人敬心学園 教育研

究開発センター≫が実施した令和 6 年度「専門職業人材の

最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進

事業」の成果物です。 

成果報告書の発刊にあたって 

 

 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業」にご

協力いただいた関係者をはじめ、皆さまに心より感謝申し上げます。 

 

本事業は、医療・介護分野のフロンティアに取り組む専門学校・企業・公的機関などが連携

しスキル・知識のアップデートのための実践プログラムの開発、およびそのプログラムに基づ

く講座等が安定的・持続的に確保できる体制を構築することを目的としています。 

 

現在、日本の高齢化は新しい段階に入っていることが再認識されていると思われますが、

それだけでなく、世界中が高齢化するというグローバル・エイジングという新しい事態に直面し

ています。この変化に伴って、ケア経済を構築しなければならないと世界機関は提言している

状況にあります。世界労働機関（ＩＬＯ）のいうケアは、高齢者介護だけでなく、チャイルドケア

（保育）、教育も入っています。ケア経済の構築に関しては、それを担う人材育成が何よりも大

切であると認識されています。 

 

しかし、私たちは、これから職業教育を抜本的に変えなくてはならないという思いは既にあ

るとしても、具体的にどうするかということに関しては、まだまだこれから学び、取り組まなけ

ればならない段階です。 

 

たとえば、専門学校は 2026年度からは学年制（1年間に学ぶ時間がフルコースで決まっ

ている方式）から単位制（卒業までにアラカルトでテーマ別の科目単位を取り揃えていく方式）

に変わりますが、世界の先進国では、職業教育は、さらに単位制を越えてマイクロクレデンシ

ャル制（学習内容をより細分化し、細分化されたテーマごとに個別に認証する方式）に変える

ことが推奨されています。今回取り組まれた各講座のプログラムは、このような教育課程の

変化にも対応するように形で、整えていく必要があると思います。 

 

国際的な学生及び研究者の流動性を促進することを目的として、2019年には高等教育の

資格の承認に関するアジア太平洋地域規約（通称「東京規約」）が発効しました。アジア太平

洋地域において、締約国間が相互に高等教育資格を承認・評定する枠組みを整えようと動き

になっているのです。専門学校の中でも「介護系」は最も早くから国際化が進んだ分野なので

すが、今後はその職業教育内容に関わって国際的な要件整備が問われることになるでしょ

う。 

 

例えば、今までは、介護の仕事は、日本独自の介護保険制度という制度で認められたサ
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ービスでしか、お金が支払われない労働でした。したがって、旅行支援などは介護保険制度

外のサービスとして介護報酬の対象外とされてきました。でも、クライアントが真に望んでいる

のであれば、介護保険制度外であっても、自由に、お金が得られて、職業として成り立つ広義

のケアの経済をどう構想するかということも大きな課題です。そういう新しい世界に向けて挑

戦するという宿題も残っていることを皆さんに知っていただきたいと思います。 

 

これまでの取り組みで明らかになったことについては、これから実装化を目指してまいりた

いと思います。制度内に取り入れられることはできるだけ取り入れ、さらに制度内におさまら

ないことでも、市場性のある分野は開発して、新しい日本発のケア経済を構築するといった気

概を持って、取り組んでいきたいと思います。今後ともご協力をお願いいたします。 

 

 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発センター センター長 

事業代表 小川全夫 
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1 

ⅠⅠ事事業業概概要要  

11．．事事業業名名  

これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる最新

技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研究事業 

22．．事事業業のの趣趣旨旨・・目目的的  

2025 年問題では、①医療費や介護費の増大 ②現役世代の社会保険料の負担の増大 ③慢

性的な人材不足の 3つが懸念されている。 

 企業は、特に③の「慢性的な人材不足」への対策を考える必要があり、この問題を乗り切るた

めには 3つの課題について取り組む必要があると考えられる。 

 1 つ目は、DX 推進である。DX を推進する第一歩としてデジタル化が進み、業務の効率化が可

能になることで、作業時間の短縮、ヒューマンエラーや業務の無駄が削減され、業務効率や収益

向上につながると言われているが、多くは IT 人材を育成し、安定して利用できるシステムの構築

が不十分であり、DXを推進できていない。 

 2つ目は、幅広い多様な人材確保の他、イノベーションを生み価値創造につながるという考え方

に慣れていない企業が多いのが現状である。 

 3 つ目は、一人ひとりが、リハ職・介護職の専門職としての幅を広げることにより、マルチタスク

をこなせる人材を育成し、生産性の向上ができるようになることである。 

 以上の 3 つの課題を解決するために、医療・介護分野に焦点を当て、最新のことに取り組む企

業・専門学校・公的機関などが連携し、スキル・知識のアップデートのための実践プログラムの開

発と有効性を確認し、講座等が安定的・持続的に確保できる体制を構築することを目的とする。 

【【講講座座にに関関すするる基基本本情情報報】】 

基基本本情情報報  内内容容・・目目標標等等  

対象とする職業・分野 
介護職（教育・社会福祉分野）        

リハビリ職（医療分野） 

学習ターゲット、目指すべき人材像 

現場で活躍する有資格者。 

自分のチャレンジしたいことを介護や医療と結びつけ

ることにより更なる視野を広げ専門職としてレベルアッ

プした人材  

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関する

基礎知識の有無） 

基本的な知識を要することを必須とする  

プログラム受講後に想定される受講者のキャリア・

受講者が目指す姿 

今のキャリアからステップアップできる人材。現在の組

織の中で自分が今よりも成長することで、より組織に

貢献し、利用者を支援できる姿 

開発するプログラムの目標受講者数 

（１期間あたり） 

450人 

開発するプログラムの想定総授業時数 

（１期間あたり） 

72時間 

最大 12時間×6講座(オンデマンド部分は含まない）

＝最大 72時間 

2 

開発するプログラムの想定受講期間 

（１期間あたり） 

１か月(オンデマンド含む) 

※講座は 6つ全てを受講する訳ではなく、6つのうち

から自分が受講したい講座を選択するため基本的に

6つ受講する受講生は想定していない。 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有・無 

 

（（11））当当該該学学びび直直しし講講座座がが必必要要なな背背景景ににつついいてて  

  

  

医療(リハビリ）における資格は、国家資格を一度取得したらその後は個々によって学びの継続をす

ることが任されているが、実際は個々で学ぶことが出来ておらず、最新の知識にアップデートされてい

ないことが多い。 

 また、介護分野においては、介護現場で働くためのルートはいくつかあるが、卒業や終了後のフォロ

ーアップや新しい知識・技術のアップデートできる環境はまだ整備されておらず、目に見えてスキルアッ

プする職員は非常に少ない。その上、職員一人ひとりが持つ能力や経験もさまざまであり、事業所（マ

ネジメントする側）も施設によってマネジメントに関する理解や学びが浅いため、十分なマネジメントがで

きていない。したがって、人材を育成することもできていない。マネジメントする側はマネジメントする力

をつけるためのリカレント教育を行うことで、バランスがとれかつ安定した組織統制が図れる。そのこと

で一般職の方には状況に応じた学びを提供することができる。だが、このようなプログラムは、現行見

えてきていない。 

上記のことから、施設を管理する側のマネジメントの学び直しをするためのリカレント教育が重要であ

り、ダイバーシティにも対応するマネジメントへアップデートすることで、職員一人ひとりにあったリカレン

ト教育も提供ができると考えられる。 

  

  

当実証研究に必要な背景には大きく分けて 4つの課題がある。 

①介護 4人材不足による介護業務の増大 

②ICT/DX推進の遅れによる業務改善の停滞 

③次世代の介護のニーズに合わせた人材不足 

④現場で利活用できるアフターフォローの体制 

以下、これらの課題に至った背景および解決策について記載する。 

①① 介介護護人人材材不不足足にによよるる介介護護業業務務のの増増大大  

厚生労働省は、令和 3年 7月 9日に第 8期介護保険事業計画の介護サービス見込み量等に基づき、

都道府県が推計した介護職員の必要数を公表した。これによれば、2025年度には約 243万人（＋約

32万人（5.3万人/年）の介護職員を確保する必要があると推計されている。(図 1参照)また政府は、介

護施設の人員配置基準を「入居者 3人には職員 1人」と人員配置の基準を緩和する検討をしている

が、介護事業者から介護の質の低下や職員の負担増への懸念が広がっている。  

加えて、令和 4年度の公益財団法人 介護労働安定センターが公表した介護労働実態調査による

と、介護の労働者における高齢化は年々進んでおり、全体の介護事業所で労働する 65歳以上は 7

医医療療・・介介護護ににおおけけるるリリカカレレンントト教教育育のの現現状状  

浮浮きき彫彫りりととななっったた課課題題  
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3 

割、外国人労働者の受け入れは全体の 2.6%と受け入れ率が低い結果となっている。 

  以上の結果より、人材を確保するためには、生産人口の増加が必要であり多様な人材が重要になっ

てくる。しかし、雇手は人材を確保することだけを考

え、介護職員の業務が増大しているにもかかわらず

処遇を改善する動きが全くないことも理由の一つとし

て挙げられる。 

 これらを解決するためには、処遇の改善や新しい人

材育成の取り組みが必要である。さらに、介護の魅

力を伝えることで生産人口の増加が必要だと考えら

れる。 
②②IICCTT//DDXX推推進進のの遅遅れれにによよるる業業務務改改善善のの停停滞滞 

労働環境の改善が必要とされる一方で、ICTを導入するコスト面にも問題があるが、介護職の ICT

のスキルの低さが問題となっている。 

 2021年 2月に 1240の事業所を対象とし、労働局が実施した ICT調査では、(図 2参照)感染拡大して

いる地域が 42.6％。感染が少ない地域では、53.3％と ICT 導入がされていない事業所が多い結果とな

っており、なかなか ICT導入が浸透されていない現状がある。浸透されない要因としては 3つあり、1つ

目、、介護職が、専門知識以外のスキルを勉強(研修）する機会が少ない。2 つ目として挙げられるのは、

管理職・介護職の年齢による ICT への関心・理解がないことである。3 つ目として事業者側は、介護の

専門職として採用するため、ICT スキルで採用はしないことであり、業務以外の新しいことが、さらに負

担と感じる人が多いことも現状である。 
 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

また、同調査で、新型コロナウイルス感染症禍での事業所運営において今後重要と思われるものを事

業所全体でみると、（図 3参照）「感染予防資材の備蓄・管理」が 84.5%、「職員の体温・体調管理」が 

82.6％と高かったが、ICTの必要性については、オンラインでの会議や家族との面会での重要性が高

いという結果になっており、ICTについてはこの部分は必要と感じている事業所が多いが、ICT機器を

活用した他の業務に関しては、「ICTによる介護実施記録の作成が全体で 36.3％、「ICTによるケアの 

図図１１））厚厚生生労労働働省省 88期期介介護護保保険険事事業業計計画画にに基基づづくく  

  

感感染染がが少少なないい地地域域

5533..33％％  
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時間の削減」24.9％、そして「ICTによる人で不足の解消」が 22.9％と ICT導入への抵抗がつよいのか

低い結果となっている。 

さらに、「介護ロボットの導入によ

るケアの代用」については、非常に

活用意識が低く、16.4％という結果

となっている。以上の調査の結果か

ら、管理職・介護職への ICTへの

理解が低く、導入の必要性につい

ては、必要であると思いながらも、

活用方法などの習得に不安を抱

き、なかなか ICT導入が浸透され

ていない現状となっていることがわ

かる。また、現場では、記録、行事

の準備、入浴・食事等の介助の準備、各委員会での書類作成など、直接利用者とかかわる時間以上に

他の業務量が多いが、1日平均してどれくらいの専門外の業務をしているかの可視化がされていない。

しかし、世間では ICT/DX推進を進めている中で、実際のところ事業所は、業務改善点の具体案がされ

ておらず、ICT/DXを導入した結果、活用のミスマッチが起こり、なかなか活用できない状況にある。こ

れらを解決するためには、ICT/DX活用と同時に活用のミスマッチを起こさずに ICTが導入できる知識

や活用方法を学ぶ人材を施設ごとに増やすことで活用のミスマッチを起こさずに業務を改善できるので

はないかと考える。そのためにも、即現場で活躍できる ICT/DXが活用できる人材育成を行う必要があ

り、これは勤続年数に限らず施設全体で取り組む必要があると考えられる。 

同様に、医療の業界でも今回のコロナ

禍で、"ヘルスケアのデジタル化"の遅れ

と、その必要性があらためて浮き彫りとな

っており、厚生労働省は、大規模な健康・

医療・介護の分野を有機的に連結したＩＣ

Ｔインフラを本格稼働させるべく、厚生労

働省内に「データ ヘルス改革推進本部」

を設置し、データ利活用の前提となるデジ

タル基盤整備およびサービス創出の重要

度が高まっている。 

③③次次世世代代のの介介護護ののニニーーズズにに合合わわせせたた人人材材不不足足 

2025 年団塊の世代といわれる人たちが、80 歳を迎え介護が必要になるとき今後この世代に対する

支援提供の考え方が異なってくると考えられる。 

 今後の活力ある超高齢社会の実現にあたっては、知恵やノウハウを豊富に有する「アクティブシニア」

が多く存在するようになることを念頭におき、多くの高齢者が可能な限り長く自立して暮らし、年齢を問

わず、その知恵や経験を活かして積極的に社会参加できるよう、「健康寿命の延伸」を図ることが重要

になってくるため多様なニーズが求められると考えられる。だからこそ、今までのサービスの内容では

満足しない利用者も増えてくると考えられる。団塊の世代が、介護が必要になるのはあと 10年後とする

と、10年先に対応できるサービスを構築していく必要があり、受け身的なサ－ビスではなく、ニ－ズの先

出典：IF Lifetime Venturesが作成の図版より引用し、NECで作成 
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読みと積極的なサ－ビスの展開が求められてくる。しかし、現状は介護職のキャリアアップのための研

修内容が、集団研修ばかりでこれからのニ－ズに沿った研修や個々のスキルに合わせた研修が少な

い。これは、施設側の研修に関する情報や知識の不足、つまり管理者としての人材育成マネジメント力

が足りていないことが原因ではないかと考えられる。また、人材不足などにより研修を受講したくても受

講できない状況もある。職員の個々のスキルと次世代のニ－ズに沿った研修を企画・実施することで、

利用者に対して満足のいくサービスが提供できるようになり、職員の仕事に対する姿勢も向上し、本来

の専門職としてのやりがいや自信につながり離職防止なると考えられる。また、良い人材の育成やキャ

リアアップができる環境になれば生産性の向上も期待される。 

以上のことより当センターでは、マネジメントの立場にある施設長や管理職層が有効な事業運営体

制の構築し、次世代の介護ニ－ズをキャッチアップし、そこに対する情報の提供からスキルを身につけ

るための学びが提供できるようになることが介護施設経営における課題解決を図る重要な取り組みな

のではないかと考えられる。  

④④現現場場でで学学びびをを利利活活用用ででききるるよよううににすするるたためめののアアフフタターーフフォォロローー体体制制 

神奈川県教育福祉振興会 令和 4年セミナーアンケ－ト：今後参加したいセミナー53項目を当センタ

ーが 8つにカテゴリー化し分類した結果、(図 4参照）1位は介護基本的知識 51％、2位は運営・管理関

連 12％、3位は職員メンタル・思考・趣味 10％。半数以上が、既存の介護分野の知識であることが分か

った。 

また、多くの知識や技術を身に付ける

研修を受けても、学びが一方通行であ

り、現場で利活用できるフォロ－アップ体

制が整っていないのが現状である。その

ため、学びに対する意欲の低下が生ま

れ、新しいものへ挑戦する意欲も低下し

てしまう結果になってしまう。 

レバレジ－ズメディカルケア株式会社

「きらケア介護白書 2022・介護職員調査

（表 1参照） 4‐6仕事に求めるもの・価値

観」では 1 位）人間関係を大切に働けること 41.5％、2 位）生活に必要な収入が得られること 37.8％、3

位）プライベ－トを大切にできること 36.8％、4 位）仕事が楽しくできること 32.9％、5 位）自分らしい生活

が送れること 31.7％となっている。4 位の仕事が楽しくできることに着目すると例えば、介護職員の持っ

ている知識及び技術を新しいものにするためのアップデートする環境を整える必要があり、更に既存の

資格にプラスαの別の領域の知識と技術を持つことにより、多様化した利用者のニ－ズや「心身の状

況に応じた介護」に役立つのではないか、またそれを職員自身が選択できる研修プログラムがあれば、

「仕事が楽しい」「自分らしい生活」が送れるのではないだろうか。 

例えば、アロマを取り入れた介護や身近なお出かけ支援などで、専門的知識の習得により現在の介

護分野の幅が広がっていくことに気付き、そこから新しい学びや学び直そうとすることが生涯学習につ

ながると考えるが、雇用する側の理解や介護職員の役職側のマネジメント力も必要となる。介護職員で

いえば、経験年数や仕事の力量で役職になることが多いため、マネジメントをしっかり学んできたわけ

ではないなどの課題がある。 

図４ 
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以上の①～④の 4 つの課題について、当センターでは、課題の解決策として(表 2 参照）介護職や医

療職（リハビリ）の人材スキル・知識を最新のものにアッ

プデ－トできるリカレント教育のプログラム（基礎・基本）

を開発し、受講後のフォローアップをする体制、そして、

これらの研修を行える人材教育アシスタントティ－チャ

－の研修も同時に行うことで、講座等が安定的・持続的

に確保できるプログラムを目指したいと考えている。そし

て、基礎・基本に留まらず、事業終了後もニーズがあれ

ば、応用プログラムの開発にも着手し、さらなる展開をし

ていくことで、この研究が一過性のものにならぬよう継続的な取り組みとしていきたい。  

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

課課題題  解解決決策策  

①①介介護護人人材材不不足足にによよるる介介

護護業業務務のの増増大大  

介介護護のの魅魅力力をを伝伝ええるるここととでで、、生生産産人人口口のの増増加加がが見見込込ままれれるる可可能能

性性ががああるるとと考考ええらられれるるたためめ、、力力がが発発揮揮ででききるるたためめのの改改善善やや新新ししいい

人人材材育育成成にに取取りり組組むむ。。  

②②IICCTT//DDXX推推進進のの遅遅れれにに

よよるる業業務務改改善善のの停停滞滞  

勤勤続続年年数数にに制制限限をを設設けけずず施施設設全全体体でで IICCTT//DDXX種種類類・・活活用用方方法法をを

学学ぶぶここととでで、、業業務務ににああっったた IICCTT//DDXX導導入入ののミミススママッッチチをを起起ここささずずにに

業業務務改改善善方方法法のの研研修修がが必必要要ででああるる。。同同時時にに、、IICCTT//DDXXのの活活用用方方

法法ががいいつつででもも相相談談ででききるるササポポーートト体体制制をを構構築築すするるここととでで導導入入のの促促

進進をを促促すす。。  

③③次次世世代代のの介介護護ののニニーー

ズズにに合合わわせせたた人人材材不不足足  

更更にに既既存存のの資資格格ににププララススααのの別別のの領領域域のの知知識識とと技技術術をを持持つつこことと

にによよりり、、多多様様化化ししたた利利用用者者ののニニーーズズやや「「心心身身のの状状況況にに応応じじたた介介護護」」

にに役役立立つつ職職員員自自身身がが選選択択ででききるる研研修修ププロロググララムムをを開開発発すするるここととでで

「「仕仕事事がが楽楽ししいい」」「「自自分分ららししいい生生活活」」継継続続的的ににアアッッププデデーートトででききるるリリ

カカレレンントト教教育育のの構構築築実実践践しし対対応応ででききるる人人材材をを育育成成すするる。。  

そそののたためめにに、、ママネネジジメメンントトのの立立場場ににああるる施施設設長長やや管管理理者者層層がが有有効効

なな事事業業運運営営をを身身にに付付けけるるたためめのの学学びびのの提提供供ををすするる。。  

④④現現場場でで学学びびをを利利活活用用でで

ききるるよよううににすするるたためめののアアフフ

タターーフフォォロローー体体制制  

研研修修内内容容ににつついいてて、、現現場場ででのの有有用用性性のの確確認認やや現現場場でで利利活活用用でできき

るるアアフフタターーフフォォロローーのの場場をを提提供供すするるここととでで、、研研修修をを受受けけたた人人たたちちがが

どどののよよううにに利利活活用用ししたたかかのの事事例例をを共共有有すするる場場やや、、研研修修講講師師にに相相

談談・・質質疑疑応応答答ががででききるる場場をを提提供供すするる。。  

表

表２【当センターが 4つの課題に対し打ち出した解決策】 
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い。これは、施設側の研修に関する情報や知識の不足、つまり管理者としての人材育成マネジメント力

が足りていないことが原因ではないかと考えられる。また、人材不足などにより研修を受講したくても受

講できない状況もある。職員の個々のスキルと次世代のニ－ズに沿った研修を企画・実施することで、

利用者に対して満足のいくサービスが提供できるようになり、職員の仕事に対する姿勢も向上し、本来

の専門職としてのやりがいや自信につながり離職防止なると考えられる。また、良い人材の育成やキャ

リアアップができる環境になれば生産性の向上も期待される。 

以上のことより当センターでは、マネジメントの立場にある施設長や管理職層が有効な事業運営体

制の構築し、次世代の介護ニ－ズをキャッチアップし、そこに対する情報の提供からスキルを身につけ

るための学びが提供できるようになることが介護施設経営における課題解決を図る重要な取り組みな

のではないかと考えられる。  

④④現現場場でで学学びびをを利利活活用用ででききるるよよううににすするるたためめののアアフフタターーフフォォロローー体体制制 

神奈川県教育福祉振興会 令和 4年セミナーアンケ－ト：今後参加したいセミナー53項目を当センタ

ーが 8つにカテゴリー化し分類した結果、(図 4参照）1位は介護基本的知識 51％、2位は運営・管理関

連 12％、3位は職員メンタル・思考・趣味 10％。半数以上が、既存の介護分野の知識であることが分か

った。 

また、多くの知識や技術を身に付ける

研修を受けても、学びが一方通行であ

り、現場で利活用できるフォロ－アップ体

制が整っていないのが現状である。その

ため、学びに対する意欲の低下が生ま

れ、新しいものへ挑戦する意欲も低下し

てしまう結果になってしまう。 

レバレジ－ズメディカルケア株式会社

「きらケア介護白書 2022・介護職員調査

（表 1参照） 4‐6仕事に求めるもの・価値

観」では 1 位）人間関係を大切に働けること 41.5％、2 位）生活に必要な収入が得られること 37.8％、3

位）プライベ－トを大切にできること 36.8％、4 位）仕事が楽しくできること 32.9％、5 位）自分らしい生活

が送れること 31.7％となっている。4 位の仕事が楽しくできることに着目すると例えば、介護職員の持っ

ている知識及び技術を新しいものにするためのアップデートする環境を整える必要があり、更に既存の

資格にプラスαの別の領域の知識と技術を持つことにより、多様化した利用者のニ－ズや「心身の状

況に応じた介護」に役立つのではないか、またそれを職員自身が選択できる研修プログラムがあれば、

「仕事が楽しい」「自分らしい生活」が送れるのではないだろうか。 

例えば、アロマを取り入れた介護や身近なお出かけ支援などで、専門的知識の習得により現在の介

護分野の幅が広がっていくことに気付き、そこから新しい学びや学び直そうとすることが生涯学習につ

ながると考えるが、雇用する側の理解や介護職員の役職側のマネジメント力も必要となる。介護職員で

いえば、経験年数や仕事の力量で役職になることが多いため、マネジメントをしっかり学んできたわけ

ではないなどの課題がある。 

図４ 
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以上の①～④の 4 つの課題について、当センターでは、課題の解決策として(表 2 参照）介護職や医

療職（リハビリ）の人材スキル・知識を最新のものにアッ

プデ－トできるリカレント教育のプログラム（基礎・基本）

を開発し、受講後のフォローアップをする体制、そして、

これらの研修を行える人材教育アシスタントティ－チャ

－の研修も同時に行うことで、講座等が安定的・持続的

に確保できるプログラムを目指したいと考えている。そし

て、基礎・基本に留まらず、事業終了後もニーズがあれ

ば、応用プログラムの開発にも着手し、さらなる展開をし

ていくことで、この研究が一過性のものにならぬよう継続的な取り組みとしていきたい。  

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

課課題題  解解決決策策  

①①介介護護人人材材不不足足にによよるる介介

護護業業務務のの増増大大  

介介護護のの魅魅力力をを伝伝ええるるここととでで、、生生産産人人口口のの増増加加がが見見込込ままれれるる可可能能

性性ががああるるとと考考ええらられれるるたためめ、、力力がが発発揮揮ででききるるたためめのの改改善善やや新新ししいい

人人材材育育成成にに取取りり組組むむ。。  

②②IICCTT//DDXX推推進進のの遅遅れれにに

よよるる業業務務改改善善のの停停滞滞  

勤勤続続年年数数にに制制限限をを設設けけずず施施設設全全体体でで IICCTT//DDXX種種類類・・活活用用方方法法をを

学学ぶぶここととでで、、業業務務ににああっったた IICCTT//DDXX導導入入ののミミススママッッチチをを起起ここささずずにに

業業務務改改善善方方法法のの研研修修がが必必要要ででああるる。。同同時時にに、、IICCTT//DDXXのの活活用用方方

法法ががいいつつででもも相相談談ででききるるササポポーートト体体制制をを構構築築すするるここととでで導導入入のの促促

進進をを促促すす。。  

③③次次世世代代のの介介護護ののニニーー

ズズにに合合わわせせたた人人材材不不足足  

更更にに既既存存のの資資格格ににププララススααのの別別のの領領域域のの知知識識とと技技術術をを持持つつこことと

にによよりり、、多多様様化化ししたた利利用用者者ののニニーーズズやや「「心心身身のの状状況況にに応応じじたた介介護護」」

にに役役立立つつ職職員員自自身身がが選選択択ででききるる研研修修ププロロググララムムをを開開発発すするるここととでで

「「仕仕事事がが楽楽ししいい」」「「自自分分ららししいい生生活活」」継継続続的的ににアアッッププデデーートトででききるるリリ

カカレレンントト教教育育のの構構築築実実践践しし対対応応ででききるる人人材材をを育育成成すするる。。  

そそののたためめにに、、ママネネジジメメンントトのの立立場場ににああるる施施設設長長やや管管理理者者層層がが有有効効

なな事事業業運運営営をを身身にに付付けけるるたためめのの学学びびのの提提供供ををすするる。。  

④④現現場場でで学学びびをを利利活活用用でで

ききるるよよううににすするるたためめののアアフフ

タターーフフォォロローー体体制制  

研研修修内内容容ににつついいてて、、現現場場ででのの有有用用性性のの確確認認やや現現場場でで利利活活用用でできき

るるアアフフタターーフフォォロローーのの場場をを提提供供すするるここととでで、、研研修修をを受受けけたた人人たたちちがが

どどののよよううにに利利活活用用ししたたかかのの事事例例をを共共有有すするる場場やや、、研研修修講講師師にに相相

談談・・質質疑疑応応答答ががででききるる場場をを提提供供すするる。。  

表

表２【当センターが 4つの課題に対し打ち出した解決策】 
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33．．事事業業計計画画  

（（11））具具体体的的なな取取組組のの全全体体像像  

  

  

  

  

① アアッッププデデ－－トトププロロググララムム開開発発ののたためめのの実実態態調調査査をを行行うう。。 

  6つの既存のプログラムを活用し、これから介護職となる人材と介護職員向けに活用できるプロ

グラムであるかを調査する。 

②②既既存存ののププロロググララムムのの実実証証実実施施 

●対象者  

 介護施設の職員および介護福祉士養成校の学生、卒業生 

●実証調査（10月～12月に実証を予定） 

 対象となる人数 

 ・介護・医療施設   30施設 240人程度 

 ・介護福祉士養成校       5校 150人程度 

・エリア別(1か所 20名) 3か所 60人程度 

●調査方法 

 次年度のプログラム開発をするため、既存のプログラムが介護職にとって有効的かつアップデー

トしやすい講座か否かに関するデータを収集する。 

調査方法は、講座の内容・受講形態即現場で実践できるかについて、アンケート・インタビュー

を行い、プログラムの有効性を検証する。 

●調査結果まとめおよびデータ分析 

（1月～2月に実施予定） 

 実証調査においてプログラムの有用性があるかどうかについて分析を行う。また、実証とともに 

受講形態の意識調査も行いその結果をまとめる。 

③③成成果果報報告告会会のの実実施施 

（2月に開催予定） 

 全国の介護、医療施設、専門学校を招いた成果報告会の実施。 

 

 

 

①①アアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの開開発発 

（6月～9月に予定） 

 1年目の実証の結果を踏まえ、より現場に活用しやすい教育内容を抽出し、ブラッシュアップを行

う。また、受講しやすい受講形態なども考慮した、教育プログラムおよび受講テキストの一部改

訂を行う。 

②②開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの実実証証実実施施 

（9月～12月に実証を予定） 
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●対象者  

 介護施設の職員および介護福祉士養成校の学生・卒業生 

●実証調査 対象となる人数 

 ・介護・医療施設   30施設 200人程度 

 ・介護福祉士養成校     5校 150人程度 

・エリア別(1か所 20名) 5か所 100人程度 ＊状況により異なる。 

●調査方法 

 次年度のプログラムのブラッシュアップをするために必要なデ－タを収集する。開発したプログラ

ムについて、即現場で実践できるかのアンケート・インタビューを行いプログラムの有効性を検

証する。 

●調査結果まとめおよびデ－タ分析 

 （1月～2月に実施予定） 

 実証調査においてプログラムの有用性があるかどうかについて分析を行う。また、実証とともに

受講形態の意識調査も行い、その結果をまとめ、次年度のブラッシュアップ検証を行う。 

③③成成果果報報告告会会のの実実施施 

（2月に開催予定） 

 全国の介護、医療施設、専門学校、企業を招いた成果報告会の実施。3月に専門学校を卒業 

し、就職しプログラムを受講した施設職員を調査する。 

 

 

① アアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの完完成成 

（6月～9月を予定）  

2年目の調査結果で抽出された課題をもとに内容のブラッシュアップ、教育プログラムおよび受

講テキストの一部改訂を行う。また、施設リ－ダ－職、専門学校の教員を対象に、モジュ－ル型の

アシスタントティ－チャ－養成講座マニュアルを作成する。 

※提供するプログラムに関しては、最終的に 4つのステップに沿って提供することを想定してい

る。 

②②ププロロググララムムのの実実証証おおよよびびアアシシススタタンントトテティィ－－チチャャ－－養養成成講講座座をを開開催催 

（9月～1月に実証を予定) 

令和 5年・6年度の実証の施設のみならず実装化を見据えて、プログラムの有効性を訴求し、

公募し実証を行う。する。アシスタントティ－チャ－のトライアル講座を開催し、資格制度として制度

を作り講座実施後に認定をする。 

③③調調査査ののままととめめ、、社社会会実実装装化化のの検検討討 

（1月～2月に実施予定） 

次年度に向け、更なる研究の継続やまたは施設や企業とのパ－トナ－シップを図り、事業終了

後にどう社会実証化していくのかについて仕組みを検討する。 

④④最最終終報報告告会会のの実実施施 

（2月に開催予定） 

全国の介護、医療施設、専門学校、企業を招いた成果報告会の実施。実装化に向け参加した

方へ実装意向調査を行う。 
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②②既既存存ののププロロググララムムのの実実証証実実施施 
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●実証調査（10月～12月に実証を予定） 
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 ・介護・医療施設   30施設 240人程度 

 ・介護福祉士養成校       5校 150人程度 

・エリア別(1か所 20名) 3か所 60人程度 

●調査方法 

 次年度のプログラム開発をするため、既存のプログラムが介護職にとって有効的かつアップデー

トしやすい講座か否かに関するデータを収集する。 

調査方法は、講座の内容・受講形態即現場で実践できるかについて、アンケート・インタビュー

を行い、プログラムの有効性を検証する。 

●調査結果まとめおよびデータ分析 

（1月～2月に実施予定） 

 実証調査においてプログラムの有用性があるかどうかについて分析を行う。また、実証とともに 

受講形態の意識調査も行いその結果をまとめる。 

③③成成果果報報告告会会のの実実施施 

（2月に開催予定） 

 全国の介護、医療施設、専門学校を招いた成果報告会の実施。 

 

 

 

①①アアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの開開発発 

（6月～9月に予定） 

 1年目の実証の結果を踏まえ、より現場に活用しやすい教育内容を抽出し、ブラッシュアップを行

う。また、受講しやすい受講形態なども考慮した、教育プログラムおよび受講テキストの一部改

訂を行う。 

②②開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの実実証証実実施施 
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●対象者  

 介護施設の職員および介護福祉士養成校の学生・卒業生 

●実証調査 対象となる人数 

 ・介護・医療施設   30施設 200人程度 

 ・介護福祉士養成校     5校 150人程度 

・エリア別(1か所 20名) 5か所 100人程度 ＊状況により異なる。 

●調査方法 

 次年度のプログラムのブラッシュアップをするために必要なデ－タを収集する。開発したプログラ

ムについて、即現場で実践できるかのアンケート・インタビューを行いプログラムの有効性を検

証する。 

●調査結果まとめおよびデ－タ分析 

 （1月～2月に実施予定） 

 実証調査においてプログラムの有用性があるかどうかについて分析を行う。また、実証とともに

受講形態の意識調査も行い、その結果をまとめ、次年度のブラッシュアップ検証を行う。 

③③成成果果報報告告会会のの実実施施 

（2月に開催予定） 

 全国の介護、医療施設、専門学校、企業を招いた成果報告会の実施。3月に専門学校を卒業 

し、就職しプログラムを受講した施設職員を調査する。 

 

 

① アアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの完完成成 

（6月～9月を予定）  

2年目の調査結果で抽出された課題をもとに内容のブラッシュアップ、教育プログラムおよび受

講テキストの一部改訂を行う。また、施設リ－ダ－職、専門学校の教員を対象に、モジュ－ル型の

アシスタントティ－チャ－養成講座マニュアルを作成する。 

※提供するプログラムに関しては、最終的に 4つのステップに沿って提供することを想定してい

る。 

②②ププロロググララムムのの実実証証おおよよびびアアシシススタタンントトテティィ－－チチャャ－－養養成成講講座座をを開開催催 

（9月～1月に実証を予定) 

令和 5年・6年度の実証の施設のみならず実装化を見据えて、プログラムの有効性を訴求し、

公募し実証を行う。する。アシスタントティ－チャ－のトライアル講座を開催し、資格制度として制度

を作り講座実施後に認定をする。 

③③調調査査ののままととめめ、、社社会会実実装装化化のの検検討討 

（1月～2月に実施予定） 

次年度に向け、更なる研究の継続やまたは施設や企業とのパ－トナ－シップを図り、事業終了

後にどう社会実証化していくのかについて仕組みを検討する。 

④④最最終終報報告告会会のの実実施施 

（2月に開催予定） 
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方へ実装意向調査を行う。 
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（（22））本本年年度度のの計計画画  

 【令和 6年度の活動】  

昨年度、実証調査で得た基礎データを踏まえ、受講しやすい受講形態なども考慮した、教育プロ

グラムおよび受講テキストの一部改訂を行い、そのプログラムの有効性の実証検証を行う。 

 

11..アアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの開開発発ににつついいてて（（66月月～～99月月をを予予定定））  

昨年度の課題をもとに、課題解決策を 3つ設定し、介護職が受講を継続できかつアップデートで

きるプログラム開発を行う。 

1）講座に合わせた受講レベルの設定。 

2）受講しやすい受講形態の設定。 

3）現場で実践できる活用方法や講座の意義について習得。 

 

①①講講座座にに合合わわせせたた受受講講レレベベルルのの設設定定  

内閣府が提唱している介護プロフェッショナルのキャリア段位をベースとして、受講生のレベルに

合わせた講座の提供を行う。 

 

【想定される効果】 

＊実務経験数によるプロフェッショナルの学びがアップデートできる。 

＊受講者自身もキャリア段位を基準にすることで、受講のミスマッチを防ぐことができる。 

＊キャリアに合わせた講座を受講することで、仕事のスキルやモチベーションの向上に繋がる。 

 

 

キキャャリリアア段段位位をを用用いいたた講講座座をを開開発発すするる。 

 

 

                      

       
        

       
  

         
  

         
  

             
 

      

    

        

    

       
   

       
  

        

10 

 

7段位のレベルを管理者、介護一般職、初任者・実務者研修修了者のキャリアに分け、それぞれ

のレベルに合わせた講座内容を開発する。また、受講修了後、修了証を発行する。 

  

②②受受講講ししややすすいい受受講講形形態態のの設設定定  

昨年の調査の結果、受講生が希望する講座について形態は、全体的にオンデマンド・オンライ

ンと対面が良いという回答が多かった。受講しやすい環境という面では、人的にも時間的にも余

裕がない介護の現場では、いつでも、自分の空いている時間を使って、出向かなくても学べる環

境が受講継続につながるという結果となった。また受講時間や受講回数についても平均して 1～

4時間、1～3回という短期間で希望するという回答が多かった。しかし、短期間で知識や技術の

アップデードでき、現場で実践できるものには限界があるため、このデータをもとに、モジュール

式の講座を提供することで、確実に学びの習得につながるのではないかと考えられる。 

 

＊＊CC・・DD以以外外ののキキャャリリアアレレベベルル⑤⑤⑥⑥⑦⑦ははオオンンデデママンンドドででのの受受講講ののみみもも可可。。  
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③③現現場場でで実実践践ででききるる活活用用方方法法やや講講座座のの意意義義ににつついいてて習習得得  

2021年介護報酬改定で、【LIFE】科学的介護情報システムへのデータ入力とフィードバック機能

の活用による PDCAサイクルの推進・ケアの向上を図ることが求められている加算が新設されて

いる。講座を構築するにあたっては、LIFE との繋がりのある講座を開発する必要がある。 

 これを踏まえ、講座の意義や活用方法については、現場 Q&Aを設け、講師がファシリテーター

となりグループセッションを開催したいと考えている。また、講座の意義、現場での課題解決のヒ

ントを得る場所を提供することで、より現場での実践効果が期待され、受講後のフォローアップが

でき、LIFE との繋がりのある講座になると考えられる。 

■提供方法 

講座の提供方法 

＊オンデマンド受講後に、対面またはオンラインによる講座を開催、その後、実践交流会現場

Q&Aを設け、講師がファシリテーターとなり、受講後のフォローアップ研修を開催する。 

 

 

 

 

 

 

＊2つの提供先別に分け講座を提供する。 

Ⅰ：施設・養成校を限定し講座を実施。 

Ⅱ：首都圏や地方エリアでオープンな募集をして講座を実施。 

 

22..開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの実実証証調調査査のの実実施施（（99月月～～1122月月にに実実証証をを予予定定）  

■調調査査名名 「開発したアップデ－トプログラムの有効性を検証する実証調査」 

■調調査査目目的的 

１）開発したプログラムについて、即現場で実践できるか検証する。 

２）講座の受講形態について受講しやすい形態か検証をする。 

３）提供した受講後のフォローアップ体制の有効

性について検証する。 

■■調調査査手手法法  

・受講前後のアンケ－ト調査  

・受講後直後のインタビュ－調査  

・1が月後の経過アンケ－ト・インタビュ－調査  

■■調調査査対対象象 

・介護・医療施設の管理職、一般職 

・養成校学生(2025年卒業見込み 2年生） 

及び養成校の卒業生 

 

 

 

 

 

9月～10月 オンデマンド講座開始 

↓ 

10月～11月対面またはオンラインによる講座開催 

↓  

11月～12月対面またはオンラインによる実践交流会を実施 

 

12 

■■調調査査実実施施体体制制  

 対面で受講 オンデマンド 

オンラインで受講 

■8つの講座の中から希望の

講座を１つ選択してもらい受講

する。 

■時間帯・曜日等については、

比較調査を検討しているため、

実証委員会で検討を行う。 

1回目 東京 東京・千葉・神奈川・仙台・

福島・大阪・高知・名古屋・

北海道・長崎・沖縄・福岡 

＊実証都市が増える可能

性あり 

2回目 大阪 

3回目 首都圏 4か所、 

北海道、宮城、福島、

香川、沖縄の全国 9か

所の専門学校・介護施

設の中からプログラム

に合わせて実施する。

＊実証都市が増える

可能性あり 

 

■■調調査査項項目目  

・・受講内容、時間、受講形態 

・受講後の有効性や利活用について 

・受講後のフォロ－アップについて 

■■分分析析内内容容 

・受講生の講座に対するモチベ－ション 

・ミニテストによる知識や技術定着率 

・施設などの他の研修・セミナーでのフォロ－アップ体制について 

・学習のニーズおよび継続するための受講形態に関するニーズ調査 

・どのようにしたら、地方と都市との差がない、標準化の研修を行えるか？ 

・学習の継続できない理由について、何が不足しているのか？ 

・学習効果の向上について、どのようにしたらアウトプットできるか？ 

・オンデマンドの受講時間はどのくらいが習得でき、継続して受講できるか？ 

■■成成果果（（学学びび直直しし講講座座のの開開設設））  

実証調査においてプログラムの有効性があるかどうかについて分析を行う。また、実証とともに

受講形態や受講後のフォロ－アップについて意識調査も行い、その結果をまとめ、次年度のブラ

ッシュアップ検証を行う。 
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仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校ととのの文文部部科科学学省省事事業業のの連連携携ににつついいてて  

  

■趣旨・目的等について 

仙台リハビリテーション専門学校が取り組んでいる事業は、高等部の知的障がい者を対象とし

た就業教育の開発であり、本事業が次年度開発するプログラムは、採用側並びに介護職員向け

のプログラム開発（知的障がい者とのかかわり方）を予定している。 

両校ともに、対象者は異なるものの、介護の現場で戦力になる人財育成という共通の目標が

あると考えられる。両校が連携しプログラムを提供することで、介護業界の慢性化した人財不足

の解消にもつながることが予想されるため、社会実装化できるプログラムをともに開発することを

目的としている。 

 

■連携内容 

①敬心学園 職業教育研究開発センターが開発する知的障がい者とのかかわり方講座内容へ

の助言等。 

②障がい者が受講できるアップデートプログラムの開発。 

③仙台リハビリテーション専門学校が開発する介護講座内容への助言等。 

 

■想定される効果 

＊講座の内容が、実践的でかつ現場で実践できる内容が提供できる。 

＊採用側並びに介護職への理解がより深まり、知的障がい者への受け入れができるようにな

る。 

＊知的障がい者の活躍できる業務内容を的確に提示することが出来るため、障がい者が活躍で

きる場を提供することが出来る。 

  

≪≪連連携携にによよっってて想想定定さされれるる効効果果ののイイメメーージジ≫≫
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((33))本本年年度度のの取取りり組組みみにに関関すするるススケケジジュューールル  

6月 

事業開始 

（5月 23日） 

キックオフミーテイング、運営企画委員会同時開催 

プログラム委員会開催 

実証委員会開催 

7月 

プログラム開発 プログラム委員会開催および分科会会議開催 

実証委員会開催 

8月 

プログラム開発 プログラム委員会開催および分科会会議開催 

実証委員会開催 

9月 

受講募集開催 

（上旬） 

プログラム委員会開催および分科会会議開催 

実証委員会開催 

10月 

実証講座開始 

（上旬） 

分科会会議開催  

11月 

実証講座実施 分科会会議開催 

12月 

実証講座実施 分科会会議開催 

 

1月 

実証講座修了 

（中旬旬） 

成果報告会開催 

（中旬） 

合同分科会、運営企画委員会同時開催（評価） 

プログラム委員会開催および 6つの分科会会議開催（評価） 

実証委員会開催（評価） 

外部評価委員会開催 

2月 

 
外部評価委員会開催 （評価）   

第 3者評価終了（上旬） 

3月 

事業終了 成果報告書 3月 3日完成 
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仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校ととのの文文部部科科学学省省事事業業のの連連携携ににつついいてて  
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の解消にもつながることが予想されるため、社会実装化できるプログラムをともに開発することを

目的としている。 

 

■連携内容 

①敬心学園 職業教育研究開発センターが開発する知的障がい者とのかかわり方講座内容へ

の助言等。 

②障がい者が受講できるアップデートプログラムの開発。 

③仙台リハビリテーション専門学校が開発する介護講座内容への助言等。 

 

■想定される効果 

＊講座の内容が、実践的でかつ現場で実践できる内容が提供できる。 

＊採用側並びに介護職への理解がより深まり、知的障がい者への受け入れができるようにな

る。 

＊知的障がい者の活躍できる業務内容を的確に提示することが出来るため、障がい者が活躍で

きる場を提供することが出来る。 

  

≪≪連連携携にによよっってて想想定定さされれるる効効果果ののイイメメーージジ≫≫
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((33))本本年年度度のの取取りり組組みみにに関関すするるススケケジジュューールル  

6月 

事業開始 

（5月 23日） 

キックオフミーテイング、運営企画委員会同時開催 

プログラム委員会開催 

実証委員会開催 

7月 

プログラム開発 プログラム委員会開催および分科会会議開催 

実証委員会開催 

8月 

プログラム開発 プログラム委員会開催および分科会会議開催 

実証委員会開催 

9月 

受講募集開催 

（上旬） 

プログラム委員会開催および分科会会議開催 

実証委員会開催 

10月 

実証講座開始 

（上旬） 

分科会会議開催  

11月 

実証講座実施 分科会会議開催 

12月 

実証講座実施 分科会会議開催 

 

1月 

実証講座修了 

（中旬旬） 

成果報告会開催 

（中旬） 

合同分科会、運営企画委員会同時開催（評価） 

プログラム委員会開催および 6つの分科会会議開催（評価） 

実証委員会開催（評価） 

外部評価委員会開催 

2月 

 
外部評価委員会開催 （評価）   

第 3者評価終了（上旬） 

3月 

事業終了 成果報告書 3月 3日完成 
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44..事事業業のの実実施施体体制制  

 

①運営企画委員会 

プロジェクトに参加する当事者を含む多様な関係者による事業の目的、目標、運営方法の検討・

共有を行う。各委員会の調整も行う。 

②プログラム開発委員会 

初年度は、リカレント教育にあった有効と考えられる講座を選定し、2年目以降で、1年目の実証

結果をもとに、新規プログラムを開発し、アシスタントティ－チャ－用のテキストも同時に開発す

る。また、動画教材に使用する開発も行う。 

また、本年度から次年度のプログラム開発を検討する為に講座ごとに 6つの分科会を設置し 

分科会ごとにプログラムの検討を行い、最終的にプログラム開発委員会（全体）で承認する。 

③実証委員会 

初年度、既存の講座について有効性があるかどうか、また継続して受講できる環境に関するニー

ズ調査を行う。2年目は、開発されたプログラムを各施設の職員や専門学校の学生を対象に実

証し、評価を行う。併せて、各施設や専門学校などで導入を考えている施設の職員や学校の教

員のためのアシスタントティ－チャ－養成講座を実施し、全国の施設や専門学校で実施できるよ

う人材育成を行う。 

④外部評価委員会 

プログラムの評価測定を担当するとともに、事業全体への総合評価・検証や助言を行う。 
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55．．組組織織体体制制  

（（11））教教育育機機関関  

構成機関（学校・団体・機関等）の名称 役割等 都道府県名 

１ 学校法人 敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

実証協力・実証 

 

東京都 

２ 学校法人 三幸学園                  

東京未来大学福祉保健専門学校 

実証協力 東京都 

３ 学校法人 智帆学園                                                    

琉球リハビリテーション学院(金武校) 

プログラム開発 沖縄県 

４ 学校法人 仙台北学園 

仙台リハビリテーション専門学校 

プログラム開発 宮城県 

５ 学校法人 こおりやま東都学園 

郡山健康科学専門学校 

実証協力プログラム開発 福島県 

６ 学校法人 穴吹学園 

専門学校 穴吹リハビリテーションカレッジ 

実証協力・実証 香川県 

７ 学校法人西野学園  

札幌リハビリテーション専門学校 

プログラム開発 

実証協力 

北海道 

８ 公立大学法人 山梨県立大学 プログラム開発 山梨県 

９ 学校法人 千葉商科大学 外部評価 千葉県 

10 学校法人 東京聖徳学園 聖徳大学 プログラム開発 千葉県 

11 学校法人 駒澤大学 外部評価 東京都 

12 学校法人 早稲田大学 運営企画 

プログラム開発・実証 

東京都 

13 学校法人 共栄学園 共栄大学 プログラム開発 埼玉県 

14 東京慈恵会医科大学 プログラム開発 東京都 

 

    （（22））企企業業・・団団体体  

名称 役割等 都道府県名 

１ 社会福祉法人 敬心福祉会 実証協力 東京都 

２ 社会福祉法人 善光会 運営企画・実証 東京都 

３ 社会福祉法人 千歳会 実証協力・実証 千葉県 

４ 社会福祉法人 南生会 プログラム開発 千葉県 

５ 社会福祉法人 梅仁会 実証協力・実証 長崎県 

６ 株式会社 ビーブリッド 運営企画・プログラム開発 東京都 

７ 株式会社 リエイ 実証 千葉県 

８ 株式会社 やさしい手 実証 東京都 
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44..事事業業のの実実施施体体制制  

 

①運営企画委員会 

プロジェクトに参加する当事者を含む多様な関係者による事業の目的、目標、運営方法の検討・

共有を行う。各委員会の調整も行う。 

②プログラム開発委員会 

初年度は、リカレント教育にあった有効と考えられる講座を選定し、2年目以降で、1年目の実証

結果をもとに、新規プログラムを開発し、アシスタントティ－チャ－用のテキストも同時に開発す

る。また、動画教材に使用する開発も行う。 

また、本年度から次年度のプログラム開発を検討する為に講座ごとに 6つの分科会を設置し 

分科会ごとにプログラムの検討を行い、最終的にプログラム開発委員会（全体）で承認する。 

③実証委員会 

初年度、既存の講座について有効性があるかどうか、また継続して受講できる環境に関するニー

ズ調査を行う。2年目は、開発されたプログラムを各施設の職員や専門学校の学生を対象に実

証し、評価を行う。併せて、各施設や専門学校などで導入を考えている施設の職員や学校の教

員のためのアシスタントティ－チャ－養成講座を実施し、全国の施設や専門学校で実施できるよ

う人材育成を行う。 

④外部評価委員会 

プログラムの評価測定を担当するとともに、事業全体への総合評価・検証や助言を行う。 
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55．．組組織織体体制制  

（（11））教教育育機機関関  

構成機関（学校・団体・機関等）の名称 役割等 都道府県名 

１ 学校法人 敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

実証協力・実証 

 

東京都 

２ 学校法人 三幸学園                  

東京未来大学福祉保健専門学校 

実証協力 東京都 

３ 学校法人 智帆学園                                                    

琉球リハビリテーション学院(金武校) 

プログラム開発 沖縄県 

４ 学校法人 仙台北学園 

仙台リハビリテーション専門学校 

プログラム開発 宮城県 

５ 学校法人 こおりやま東都学園 

郡山健康科学専門学校 

実証協力プログラム開発 福島県 

６ 学校法人 穴吹学園 

専門学校 穴吹リハビリテーションカレッジ 

実証協力・実証 香川県 

７ 学校法人西野学園  

札幌リハビリテーション専門学校 

プログラム開発 

実証協力 

北海道 

８ 公立大学法人 山梨県立大学 プログラム開発 山梨県 

９ 学校法人 千葉商科大学 外部評価 千葉県 

10 学校法人 東京聖徳学園 聖徳大学 プログラム開発 千葉県 

11 学校法人 駒澤大学 外部評価 東京都 

12 学校法人 早稲田大学 運営企画 

プログラム開発・実証 

東京都 

13 学校法人 共栄学園 共栄大学 プログラム開発 埼玉県 

14 東京慈恵会医科大学 プログラム開発 東京都 

 

    （（22））企企業業・・団団体体  

名称 役割等 都道府県名 

１ 社会福祉法人 敬心福祉会 実証協力 東京都 

２ 社会福祉法人 善光会 運営企画・実証 東京都 

３ 社会福祉法人 千歳会 実証協力・実証 千葉県 

４ 社会福祉法人 南生会 プログラム開発 千葉県 

５ 社会福祉法人 梅仁会 実証協力・実証 長崎県 

６ 株式会社 ビーブリッド 運営企画・プログラム開発 東京都 

７ 株式会社 リエイ 実証 千葉県 

８ 株式会社 やさしい手 実証 東京都 
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９ 社会福祉法人 伸こう福祉会 プログラム開発 神奈川県 

10 社会福祉法人 今山会 プログラム開発 福岡県 

11 コニカミノルタ株式会社  実証 東京都 

12 株式会社オリーヴ プログラム開発 東京都 

13 株式会社スタジオ ドード プログラム開発 神奈川 

14 株式会社ゆう＆あい プログラム開発 愛知県 

15 株式会社 B.A.O.V 運営企画・プログラム開発 千葉県 

16 株式会社 アライヴテック 実証 東京都 

17 株式会社 マイナビ 運営企画・実証 東京都 

18 合同会社 かいご支援サービス 実証・実証協力 神奈川県 

19 公益財団法人 テクノエイド協会 実証 東京都 

20 公益社団法人 全国老人保健施設協会       外部評価 東京都 

21 株式会社ニチイ学館 実証 東京都 

22 株式会社 SPIあ・える倶楽部 プログラム開発 東京都 

23 株式会社アイビー プログラム開発 東京都 

 

    （（33））行行政政機機関関・・そそのの他他  

名称 役割等 都道府県名 

１ 川崎市経済労働局イノベーション推進室 外部評価委員会 神奈川県 
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（（44））各各機機関関のの役役割割・・協協力力事事項項ににつついいてて  

各各機機関関のの役役割割  

■教育機関 

医療・福祉・リハビリ系 

（介護福祉士・理学療法士・作業療法士・柔道整復師・鍼灸師）専門学校（7校） 

大学 （6校） 

①既存のコンテンツを使ったプログラムの開発 

②新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

③それに伴う教材（動画も含む）の作成 

④アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

⑤アシスタントティーチャー養成講座の参加協力 

⑥プログラムを使った実証実施の協力 

⑦効果測定調査実施の協力 

⑧実証実施後のプログラムの評価・改善提案 

■企業・団体 

対人援助分野・個人 

①開発するプログラムに対する現場視点での助言 

②開発したプログラムの評価 

③アシスタントティーチャー養成講座マニュアル開発協力 

④アシスタントティーチャー養成講座の参加協力 

⑤教育機関同様の実証実施の協力 

⑥実証の効果測定の方法に関する助言 

IT関係事業者 

①介護職向けの ICT/DXにおける使用上の助言 

②ICT/DX講座プログラム開発協力 

③講座で活用する LMSシステムについての評価・助言 

業界団体 

①業界全体の状況を踏まえてのプログラムに対する評価・助言 

②業界の取り組みとのコラボレーションを検討 

■行政機関、その他 

①プログラムの導入に対する評価・助言 

②プログラムが広く受け入れてもらうための助言 

③事業全体に対する評価 
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９ 社会福祉法人 伸こう福祉会 プログラム開発 神奈川県 

10 社会福祉法人 今山会 プログラム開発 福岡県 

11 コニカミノルタ株式会社  実証 東京都 

12 株式会社オリーヴ プログラム開発 東京都 

13 株式会社スタジオ ドード プログラム開発 神奈川 

14 株式会社ゆう＆あい プログラム開発 愛知県 

15 株式会社 B.A.O.V 運営企画・プログラム開発 千葉県 

16 株式会社 アライヴテック 実証 東京都 

17 株式会社 マイナビ 運営企画・実証 東京都 

18 合同会社 かいご支援サービス 実証・実証協力 神奈川県 

19 公益財団法人 テクノエイド協会 実証 東京都 

20 公益社団法人 全国老人保健施設協会       外部評価 東京都 

21 株式会社ニチイ学館 実証 東京都 

22 株式会社 SPIあ・える倶楽部 プログラム開発 東京都 

23 株式会社アイビー プログラム開発 東京都 

 

    （（33））行行政政機機関関・・そそのの他他  

名称 役割等 都道府県名 

１ 川崎市経済労働局イノベーション推進室 外部評価委員会 神奈川県 
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（（44））各各機機関関のの役役割割・・協協力力事事項項ににつついいてて  

各各機機関関のの役役割割  

■教育機関 

医療・福祉・リハビリ系 

（介護福祉士・理学療法士・作業療法士・柔道整復師・鍼灸師）専門学校（7校） 

大学 （6校） 

①既存のコンテンツを使ったプログラムの開発 

②新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

③それに伴う教材（動画も含む）の作成 

④アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

⑤アシスタントティーチャー養成講座の参加協力 

⑥プログラムを使った実証実施の協力 

⑦効果測定調査実施の協力 

⑧実証実施後のプログラムの評価・改善提案 

■企業・団体 

対人援助分野・個人 

①開発するプログラムに対する現場視点での助言 

②開発したプログラムの評価 

③アシスタントティーチャー養成講座マニュアル開発協力 

④アシスタントティーチャー養成講座の参加協力 

⑤教育機関同様の実証実施の協力 

⑥実証の効果測定の方法に関する助言 

IT関係事業者 

①介護職向けの ICT/DXにおける使用上の助言 

②ICT/DX講座プログラム開発協力 

③講座で活用する LMSシステムについての評価・助言 

業界団体 

①業界全体の状況を踏まえてのプログラムに対する評価・助言 

②業界の取り組みとのコラボレーションを検討 

■行政機関、その他 

①プログラムの導入に対する評価・助言 

②プログラムが広く受け入れてもらうための助言 

③事業全体に対する評価 
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（（55））事事業業をを実実施施すするる上上でで設設置置すするる会会議議    

会議名① 運営企画委員会 

目的 

・ 

役割 

本プロジェクトに参加する当事者による事業の目的・目標・計画立案、運営方法の検

討を行う。 

検討の 

具体的内

容 

・事業全体の企画・運営 

・事業進捗の管理調整 

・事業計画の到達点、評価指標の設定 

・評価基準の確認 

・実証調査・実施・研修会の運営企画 

委員数        10人 開催頻度 3回 

  

  

運運営営企企画画委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 小林 光俊 

学校法人敬心学園  

理事長 

 

運営企画委員会 

東京都 

2 小川 全夫 

学校法人敬心学園 

職業教育研究開発 

センター センター長 

運営企画委員会長 

 

東京都 

3 小林 英一 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発 

センター研究員 

・運営企画委員会副委員

長 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

 

 

 

東京都 

4 竹下 康平 
株式会社 ビーブリッド 

代表取締役 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会委

員長 

 

東京都 

5 宮本 隆史 

社会福祉法人善光会  

理事  

最高執行責任者 

 

・運営企画委員会 

・実証委員会委員長 

 

東京都 

6 柳沼 亮一 

社会福祉法人三幸福祉会 

営業広報部 部長 介護 DX

コンサルティングチーム  

・運営企画委員会 

・実証委員会副委員長 

 

 

 

東京都 

20 

シニアマネージャー 

学校法人三幸学園  

東京未来大学福祉保育専

門学校 

介護福祉科 講師 

7 内田 和宏 

学校法人早稲田大学  

人間科学学術院 

人間科学部 講師 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 

・実証委員会 

 

東京都 

8 吉田 涼平 株式会社 B・A・O・V 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会副

委員長 

・ICT/DX講座 

 

東京都 

9 笹島 慶太 

株式会社 マイナビ 

未来応援事業本部 

進学情報事業部 

営業統括部 

・運営企画委員会 

 

東京都 

10 長坂 愛 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発 

センター研究員 

 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

 

 

 

東京都 

     

     

会議名② プログラム開発委員会 

目的・役割 
・プログラム全体の企画・開発をする。それに伴う教材の企画・開発を行う。 

・６つの講座開発に伴う、プログラムについての最終検討を行う。 

検討の 

具体的内

容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発の検討 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成の検討 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成検討 

委員数 21人 開催頻度 4回 

  

    

ププロロググララムム開開発発委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 竹下 康平 
株式会社 ビーブリッド 

代表取締役 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会委員長 

 

東京都 
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（（55））事事業業をを実実施施すするる上上でで設設置置すするる会会議議    

会議名① 運営企画委員会 

目的 

・ 

役割 

本プロジェクトに参加する当事者による事業の目的・目標・計画立案、運営方法の検

討を行う。 

検討の 

具体的内

容 

・事業全体の企画・運営 

・事業進捗の管理調整 

・事業計画の到達点、評価指標の設定 

・評価基準の確認 

・実証調査・実施・研修会の運営企画 

委員数        10人 開催頻度 3回 

  

  

運運営営企企画画委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 小林 光俊 

学校法人敬心学園  

理事長 

 

運営企画委員会 

東京都 

2 小川 全夫 

学校法人敬心学園 

職業教育研究開発 

センター センター長 

運営企画委員会長 

 

東京都 

3 小林 英一 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発 

センター研究員 

・運営企画委員会副委員

長 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

 

 

 

東京都 

4 竹下 康平 
株式会社 ビーブリッド 

代表取締役 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会委

員長 

 

東京都 

5 宮本 隆史 

社会福祉法人善光会  

理事  

最高執行責任者 

 

・運営企画委員会 

・実証委員会委員長 

 

東京都 

6 柳沼 亮一 

社会福祉法人三幸福祉会 

営業広報部 部長 介護 DX

コンサルティングチーム  

・運営企画委員会 

・実証委員会副委員長 

 

 

 

東京都 

20 

シニアマネージャー 

学校法人三幸学園  

東京未来大学福祉保育専

門学校 

介護福祉科 講師 

7 内田 和宏 

学校法人早稲田大学  

人間科学学術院 

人間科学部 講師 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 

・実証委員会 

 

東京都 

8 吉田 涼平 株式会社 B・A・O・V 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会副

委員長 

・ICT/DX講座 

 

東京都 

9 笹島 慶太 

株式会社 マイナビ 

未来応援事業本部 

進学情報事業部 

営業統括部 

・運営企画委員会 

 

東京都 

10 長坂 愛 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発 

センター研究員 

 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

 

 

 

東京都 

     

     

会議名② プログラム開発委員会 

目的・役割 
・プログラム全体の企画・開発をする。それに伴う教材の企画・開発を行う。 

・６つの講座開発に伴う、プログラムについての最終検討を行う。 

検討の 

具体的内

容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発の検討 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成の検討 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成検討 

委員数 21人 開催頻度 4回 

  

    

ププロロググララムム開開発発委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 竹下 康平 
株式会社 ビーブリッド 

代表取締役 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会委員長 

 

東京都 
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2 吉田 涼平 株式会社 B・A・O・V 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会副委員

長 

・ICT/DX講座リーダー 

 

東京都 

3 伊藤 健次 

公立大学法人 

山梨県立大学   

人間福祉学部  

福祉コミュニティ学科 

教授 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会リーダー 

 

 

山梨県 

4 菊地 克彦 

学校法人東京聖徳学

園 聖徳大学文学部 

教養デザインコース 

教授 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 

 

東京都 

5 高橋 利明 TWEC 
・プログラム開発委員会 

・外出支援講座分科会 

千葉県 

6 櫻井 直人 

学校法人仙台北学園  

仙台リハビリテーション 

専門学校  

作業療法学科学科長 

・プログラム開発委員会 

・多様な人とのかかわり方分科

会 

・ナチュラルセラピー講座分科

会リーダー 

 

 

宮城県 

7 上江洲 聖 

学校法人智帆学園 

専門学校琉球リハビリ

テーション学院（金武

校） 作業療法学科教

員 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 

 

 

沖縄県 

8 中内 英樹 

学校法人穴吹学園  

専門学校  

穴吹ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｶﾚｯｼﾞ 

副校長 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 
香川県 

9 内田 和宏 

学校法人 早稲田大学 

人間科学学術院 

人間科学部 講師 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

・マネジメント講座分科会リーダ

ー 

東京都 

10  鳥居 賢一 
株式会社オリーヴ 

代表取締役 

・プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座分

科会リーダー 

東京都 

11 町  亞聖 フリーアナウンサー 
・プログラム開発委員会 

・外出支援講座分科会 

 

東京都 

22 

12 尾滝 元太 

株式会社ビーブリッド  

経営企画部 

新規事業 

推進チーム 

マネージャー 

・プログラム開発委員会 

・ICT/DX講座分科会 
千葉県 

13  藪中 博章 
株式会社スタジオドード 

代表取締役 

・プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座分

科会 

神奈川県 

14  前田 みどり 

社会福祉法人  

伸こう福祉会  

クロスハート野七里・栄 

施設長 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 
神奈川県 

15  朝野 愛子 

社会福祉法人 今山会

理事 

一般社団法人 福岡市

老人福祉施設協議会 

代表理事 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 
福岡県 

16  太原 靖一郎 

学校法人 共栄学園 

共栄大学 国際経営 

学部 准教授 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 
埼玉県 

17  光星 きらら 
フリーキャリア 

コンサルタント 

・プログラム開発委員会 

・ナチュラルセラピー講座分科

会 

沖縄県 

18  吉田 あい 
株式会社ゆう＆あい 

取締役 

・プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座分

科会 

愛知県 

19  角田 大騎 

学校法人西野学園  

札幌リハビリテーション 

専門学校 

作業療法士科 学科長 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 
北海道 

20 小林 英一 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発 

センター 

研究員 

・運営企画委員会副委員長 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

 

 

東京都 

21 長坂 愛 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発 

センター 

研究員 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

 

 

東京都 
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2 吉田 涼平 株式会社 B・A・O・V 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会副委員

長 

・ICT/DX講座リーダー 

 

東京都 

3 伊藤 健次 

公立大学法人 

山梨県立大学   

人間福祉学部  

福祉コミュニティ学科 

教授 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会リーダー 

 

 

山梨県 

4 菊地 克彦 

学校法人東京聖徳学

園 聖徳大学文学部 

教養デザインコース 

教授 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 

 

東京都 

5 高橋 利明 TWEC 
・プログラム開発委員会 

・外出支援講座分科会 

千葉県 

6 櫻井 直人 

学校法人仙台北学園  

仙台リハビリテーション 

専門学校  

作業療法学科学科長 

・プログラム開発委員会 

・多様な人とのかかわり方分科

会 

・ナチュラルセラピー講座分科

会リーダー 

 

 

宮城県 

7 上江洲 聖 

学校法人智帆学園 

専門学校琉球リハビリ

テーション学院（金武

校） 作業療法学科教

員 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 

 

 

沖縄県 

8 中内 英樹 

学校法人穴吹学園  

専門学校  

穴吹ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｶﾚｯｼﾞ 

副校長 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 
香川県 

9 内田 和宏 

学校法人 早稲田大学 

人間科学学術院 

人間科学部 講師 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

・マネジメント講座分科会リーダ

ー 

東京都 

10  鳥居 賢一 
株式会社オリーヴ 

代表取締役 

・プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座分

科会リーダー 

東京都 

11 町  亞聖 フリーアナウンサー 
・プログラム開発委員会 

・外出支援講座分科会 

 

東京都 
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12 尾滝 元太 

株式会社ビーブリッド  

経営企画部 

新規事業 

推進チーム 

マネージャー 

・プログラム開発委員会 

・ICT/DX講座分科会 
千葉県 

13  藪中 博章 
株式会社スタジオドード 

代表取締役 

・プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座分

科会 

神奈川県 

14  前田 みどり 

社会福祉法人  

伸こう福祉会  

クロスハート野七里・栄 

施設長 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 
神奈川県 

15  朝野 愛子 

社会福祉法人 今山会

理事 

一般社団法人 福岡市

老人福祉施設協議会 

代表理事 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 
福岡県 

16  太原 靖一郎 

学校法人 共栄学園 

共栄大学 国際経営 

学部 准教授 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 
埼玉県 

17  光星 きらら 
フリーキャリア 

コンサルタント 

・プログラム開発委員会 

・ナチュラルセラピー講座分科

会 

沖縄県 

18  吉田 あい 
株式会社ゆう＆あい 

取締役 

・プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座分

科会 

愛知県 

19  角田 大騎 

学校法人西野学園  

札幌リハビリテーション 

専門学校 

作業療法士科 学科長 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 
北海道 

20 小林 英一 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発 

センター 

研究員 

・運営企画委員会副委員長 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

 

 

東京都 

21 長坂 愛 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発 

センター 

研究員 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

 

 

東京都 
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会議名③ 介護予防講座分科会 

目的 

・ 

役割 

介護予防プログラムの企画・開発をする。それに伴う教材の企画・開発を行う。 

検討の 

具体的内容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 
           

6人 
開催頻度 

 

5回 

  

  

介介護護予予防防講講座座分分科科会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 伊藤 健次  

公立大学法人 

山梨県立大学   

人間福祉学部  

福祉コミュニティ学科 

教授 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 

リーダー  

 

 

山梨県  

2 上江洲 聖 

学校法人智帆学園 

専門学校 

琉球リハビリテーション

学院（金武校）  

作業療法学科教員 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 

 

 

沖縄県 

3 中内 英樹 

学校法人穴吹学園  

専門学校  

穴吹ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｶﾚｯｼﾞ 

副校長 

 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 
香川県 

4 角田 大騎 

学校法人西野学園  

札幌リハビリテーション

専門学校 

作業療法士科 学科長 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 
北海道 

5 高橋 直人 
東京慈恵会医科大学附

属柏病院 外科 准教授 
・介護予防講座分科会 千葉県 

6 八子 久美子 

学校法人 敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

学科 国際教育 

特任マネージャー 

・介護予防講座分科会 東京都 
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会議名④ 外出支援講座分科会 

目的 

・ 

役割 

外出支援プログラムの企画・開発をする。それに伴う教材の企画・開発を行う。 

検討の 

具体的内容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 
 

4人 
開催頻度 

 

3回 

  

  

外外出出支支援援講講座座分分科科会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 高橋 利明 TWEC 
・プログラム開発委員会 

・外出支援講座分科会リーダー 

 

千葉県 

2 町  亞聖  フリーアナウンサー  
・プログラム開発委員会 

・外出支援講座分科会  

東京都  

3 篠塚 恭一 
（株）SPI あ･える倶楽部 

代表取締役 
・外出支援講座分科会 

東京都 

4 真鍋 圭彰 
株式会社アイビー  

代表取締役 
・外出支援講座分科会 

東京都 

    

  

会議名⑤ ICT/DX講座分科会 

目的・役割 
ICT/DXプログラムの企画・開発をする。それに伴う教材の企画・開発を行

う。 

検討の 

具体的内容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 
             

2人 
開催頻度 

 

3回 
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会議名③ 介護予防講座分科会 

目的 

・ 

役割 

介護予防プログラムの企画・開発をする。それに伴う教材の企画・開発を行う。 

検討の 

具体的内容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 
           

6人 
開催頻度 

 

5回 

  

  

介介護護予予防防講講座座分分科科会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 伊藤 健次  

公立大学法人 

山梨県立大学   

人間福祉学部  

福祉コミュニティ学科 

教授 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 

リーダー  

 

 

山梨県  

2 上江洲 聖 

学校法人智帆学園 

専門学校 

琉球リハビリテーション

学院（金武校）  

作業療法学科教員 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 

 

 

沖縄県 

3 中内 英樹 

学校法人穴吹学園  

専門学校  

穴吹ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｶﾚｯｼﾞ 

副校長 

 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 
香川県 

4 角田 大騎 

学校法人西野学園  

札幌リハビリテーション

専門学校 

作業療法士科 学科長 

・プログラム開発委員会 

・介護予防講座分科会 
北海道 

5 高橋 直人 
東京慈恵会医科大学附

属柏病院 外科 准教授 
・介護予防講座分科会 千葉県 

6 八子 久美子 

学校法人 敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

学科 国際教育 

特任マネージャー 

・介護予防講座分科会 東京都 
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会議名④ 外出支援講座分科会 

目的 

・ 

役割 

外出支援プログラムの企画・開発をする。それに伴う教材の企画・開発を行う。 

検討の 

具体的内容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 
 

4人 
開催頻度 

 

3回 

  

  

外外出出支支援援講講座座分分科科会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 高橋 利明 TWEC 
・プログラム開発委員会 

・外出支援講座分科会リーダー 

 

千葉県 

2 町  亞聖  フリーアナウンサー  
・プログラム開発委員会 

・外出支援講座分科会  

東京都  

3 篠塚 恭一 
（株）SPI あ･える倶楽部 

代表取締役 
・外出支援講座分科会 

東京都 

4 真鍋 圭彰 
株式会社アイビー  

代表取締役 
・外出支援講座分科会 

東京都 

    

  

会議名⑤ ICT/DX講座分科会 

目的・役割 
ICT/DXプログラムの企画・開発をする。それに伴う教材の企画・開発を行

う。 

検討の 

具体的内容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 
             

2人 
開催頻度 

 

3回 
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IICCTT//DDXX講講座座分分科科会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏氏名名  所所属属・・職職名名  役役割割等等  都都道道府府県県名名  

1 吉田 涼平  株式会社 B・A・O・V  

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員 

副委員長 

・ICT/DX講座リーダー  

 

東京都  

2 尾滝 元太  

株式会社ビーブリッド  

経営企画部 

新規事業推進 

チームマネージャー 

・プログラム開発委員会 

・ICT/DX講座  
千葉県  

        

        

会議名⑥ マネジメント講座分科会 

目的 

・ 

役割 

マネジメントプログラムの企画・開発をする。 

それに伴う教材の企画・開発を行う。 

検討の 

具体的内容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 
         

5人 

開催

頻度 
5回 

  

  

ママネネジジメメンントト講講座座分分科科会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 内田 和宏 

学校法人 早稲田大学 

人間科学学術院 

人間科学部  

講師 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

・マネジメント講座分科会 

リーダー 

東京都 

2 菊地 克彦 

学校法人東京聖徳学

園 聖徳大学文学部 

教養デザインコース 

教授 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 

 

東京都 

3 前田 みどり 

社会福祉法人  

伸こう福祉会  

クロスハート野七里・栄 

施設長 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 
神奈川県 
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4 朝野 愛子 

社会福祉法人 今山会

理事 

一般社団法人 福岡市

老人福祉施設協議会 

代表理事 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 
福岡県 

5 太原 靖一郎 

学校法人 共栄学園 

共栄大学 国際経営 

学部 准教授 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 
埼玉県 

 

  

会議名⑦ 多様な人とのかかわり方講座分科会 

目的 

・ 

役割 

多様な人とのかかわり方プログラムの企画・開発をする。 

それに伴う教材の企画・開発を行う。 

検討の 

具体的内容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 
         

5人 
開催頻度 5回 

  

  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり方方講講座座分分科科会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

11  鳥居 賢一  
株式会社オリーヴ 

代表取締役  

・プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座

分科会リーダー  

東京都  

22  吉田 あい  
株式会社ゆう＆あい 

取締役  

・プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座

分科会  

愛知県  

33  藪中 博章 
株式会社スタジオドード 

代表取締役 

・プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座

分科会 

神奈川県 

44  櫻井 直人  

学校法人仙台北学園  

仙台リハビリテーション 

専門学校  

作業療法学科学科長 

 

  

・プログラム開発委員会 

・多様な人とのかかわり方 

分科会 

・ナチュラルセラピー講座 

分科会リーダー  

 

 

宮城県  
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IICCTT//DDXX講講座座分分科科会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏氏名名  所所属属・・職職名名  役役割割等等  都都道道府府県県名名  

1 吉田 涼平  株式会社 B・A・O・V  

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員 

副委員長 

・ICT/DX講座リーダー  

 

東京都  

2 尾滝 元太  

株式会社ビーブリッド  

経営企画部 

新規事業推進 

チームマネージャー 

・プログラム開発委員会 

・ICT/DX講座  
千葉県  

        

        

会議名⑥ マネジメント講座分科会 

目的 

・ 

役割 

マネジメントプログラムの企画・開発をする。 

それに伴う教材の企画・開発を行う。 

検討の 

具体的内容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 
         

5人 

開催

頻度 
5回 

  

  

ママネネジジメメンントト講講座座分分科科会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 内田 和宏 

学校法人 早稲田大学 

人間科学学術院 

人間科学部  

講師 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

・マネジメント講座分科会 

リーダー 

東京都 

2 菊地 克彦 

学校法人東京聖徳学

園 聖徳大学文学部 

教養デザインコース 

教授 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 

 

東京都 

3 前田 みどり 

社会福祉法人  

伸こう福祉会  

クロスハート野七里・栄 

施設長 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 
神奈川県 
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4 朝野 愛子 

社会福祉法人 今山会

理事 

一般社団法人 福岡市

老人福祉施設協議会 

代表理事 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 
福岡県 

5 太原 靖一郎 

学校法人 共栄学園 

共栄大学 国際経営 

学部 准教授 

・プログラム開発委員会 

・マネジメント講座分科会 
埼玉県 

 

  

会議名⑦ 多様な人とのかかわり方講座分科会 

目的 

・ 

役割 

多様な人とのかかわり方プログラムの企画・開発をする。 

それに伴う教材の企画・開発を行う。 

検討の 

具体的内容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 
         

5人 
開催頻度 5回 

  

  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり方方講講座座分分科科会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

11  鳥居 賢一  
株式会社オリーヴ 

代表取締役  

・プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座

分科会リーダー  

東京都  

22  吉田 あい  
株式会社ゆう＆あい 

取締役  

・プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座

分科会  

愛知県  

33  藪中 博章 
株式会社スタジオドード 

代表取締役 

・プログラム開発委員会 

・多様な人との関わり方講座

分科会 

神奈川県 

44  櫻井 直人  

学校法人仙台北学園  

仙台リハビリテーション 

専門学校  

作業療法学科学科長 

 

  

・プログラム開発委員会 

・多様な人とのかかわり方 

分科会 

・ナチュラルセラピー講座 

分科会リーダー  

 

 

宮城県  
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55  安永 愛香 

社会福祉法人 

どろんこ会  

理事長 

多様な人とのかかわり方 

分科会 

 

東京都 

  

  

会議名⑧ ナチュラルセラピー講座分科会 

目的 

・ 

役割 

ナチュラルセラピープログラムの企画・開発をする。 

それに伴う教材の企画・開発を行う。 

検討の 

具体的 

内容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 
        

5人 
開催頻度 

 

5回 

  

  

ナナチチュュララルルセセララピピーー講講座座分分科科会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 櫻井 直人 

学校法人仙台北学園  

仙台リハビリテーション 

専門学校  

作業療法学科学科長 

・プログラム開発委員会 

・多様な人とのかかわり方 

分科会 

・ナチュラルセラピー講座 

分科会リーダー 

 

 

宮城県 

2 光星 きらら 
フリーキャリア 

コンサルタント 

・プログラム開発委員会 

・ナチュラルセラピー講座 

分科会 

沖縄県 

3 遠藤 靖子 門土庵  ソムリエ 
・ナチュラルセラピー講座 

分科会 
福島県 

4 村田 詩歩 

株式会社奏音  

発達支援ルームしどれ  

児童指導員 

音楽療法士 

・ナチュラルセラピー講座 

分科会 
広島県 

5 長坂 希望 
Rhythm in Life   

代表取締役 

・ナチュラルセラピー講座 

分科会 
東京都 
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会議名⑨ 実証委員会        

目的 

・ 

役割 

開発した、教育プログラムとそれに伴う教材を使って実証し検証する。 

検討の 

具体的内容 

以下の項目について実証調査を行う。 

①開発されたプログラムを活用した講座を希望する福祉施設の介護職及び専

門学校の学生や、卒業生を対象に実施を行う。 

②習得の効果に関する測定が必要なため、当該講座の試験結果が基本デー

タとなる。講座後その都度、学習効果の測定を精密化する。 

③受講生に対して、プログラムの内容がどこまで習得できたか、研修の改善

や継続の有無に関するアンケートおよびインタビュー調査を行う。 

④今後、開発したプログラムの導入を考えている福祉施設の介護職や専門学

校の教員のためにアシスタントティーチャー養成講座を実施し、全国の福祉施

設や専門学校で実施できるよう人材育成を行う。 

⑤習得効果測定が基本であるので、講座の修了試験【筆記・実技】で効果が

明確になる評価方法を取る。 

⑥アシスタントティーチャー養成マニュアルについて、受講したアシスタントティ

ーチャー候補生の活用能力がどこまで向上したかに関する調査を行う。 

委員数 
             

18人 
開催頻度 

 

4回 

  

  

実実証証委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 宮本 隆史 
社会福祉法人 善光会            

理事 最高執行責任者 

・運営企画委員会 

・実証委員会委員長 
東京都 

2 柳沼 亮一 

社会福祉法人三幸福祉会 

営業広報部 部長 介護 DX

コンサルティングチーム シ

ニアマネージャー学校法人

三幸学園 東京未来大学 

福祉保育専門学校 介護福

祉科 講師 

・運営企画委員会 

・実証委員会副委員長 

 

 

 

 

東京都 

3 内田 和宏 

学校法人 早稲田大学 人

間科学学術院人間科学部 

講師 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

・マネジメント講座分科会リ

ーダー 

 

 

埼玉県 
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55  安永 愛香 

社会福祉法人 

どろんこ会  

理事長 

多様な人とのかかわり方 

分科会 

 

東京都 

  

  

会議名⑧ ナチュラルセラピー講座分科会 

目的 

・ 

役割 

ナチュラルセラピープログラムの企画・開発をする。 

それに伴う教材の企画・開発を行う。 

検討の 

具体的 

内容 

① 新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発 

② それに伴う教材（動画も含む）の作成 

③ アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

委員数 
        

5人 
開催頻度 

 

5回 

  

  

ナナチチュュララルルセセララピピーー講講座座分分科科会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 櫻井 直人 

学校法人仙台北学園  

仙台リハビリテーション 

専門学校  

作業療法学科学科長 

・プログラム開発委員会 

・多様な人とのかかわり方 

分科会 

・ナチュラルセラピー講座 

分科会リーダー 

 

 

宮城県 

2 光星 きらら 
フリーキャリア 

コンサルタント 

・プログラム開発委員会 

・ナチュラルセラピー講座 

分科会 

沖縄県 

3 遠藤 靖子 門土庵  ソムリエ 
・ナチュラルセラピー講座 

分科会 
福島県 

4 村田 詩歩 

株式会社奏音  

発達支援ルームしどれ  

児童指導員 

音楽療法士 

・ナチュラルセラピー講座 

分科会 
広島県 

5 長坂 希望 
Rhythm in Life   

代表取締役 

・ナチュラルセラピー講座 

分科会 
東京都 
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会議名⑨ 実証委員会        

目的 

・ 

役割 

開発した、教育プログラムとそれに伴う教材を使って実証し検証する。 

検討の 

具体的内容 

以下の項目について実証調査を行う。 

①開発されたプログラムを活用した講座を希望する福祉施設の介護職及び専

門学校の学生や、卒業生を対象に実施を行う。 

②習得の効果に関する測定が必要なため、当該講座の試験結果が基本デー

タとなる。講座後その都度、学習効果の測定を精密化する。 

③受講生に対して、プログラムの内容がどこまで習得できたか、研修の改善

や継続の有無に関するアンケートおよびインタビュー調査を行う。 

④今後、開発したプログラムの導入を考えている福祉施設の介護職や専門学

校の教員のためにアシスタントティーチャー養成講座を実施し、全国の福祉施

設や専門学校で実施できるよう人材育成を行う。 

⑤習得効果測定が基本であるので、講座の修了試験【筆記・実技】で効果が

明確になる評価方法を取る。 

⑥アシスタントティーチャー養成マニュアルについて、受講したアシスタントティ

ーチャー候補生の活用能力がどこまで向上したかに関する調査を行う。 

委員数 
             

18人 
開催頻度 

 

4回 

  

  

実実証証委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 宮本 隆史 
社会福祉法人 善光会            

理事 最高執行責任者 

・運営企画委員会 

・実証委員会委員長 
東京都 

2 柳沼 亮一 

社会福祉法人三幸福祉会 

営業広報部 部長 介護 DX

コンサルティングチーム シ

ニアマネージャー学校法人

三幸学園 東京未来大学 

福祉保育専門学校 介護福

祉科 講師 

・運営企画委員会 

・実証委員会副委員長 

 

 

 

 

東京都 

3 内田 和宏 

学校法人 早稲田大学 人

間科学学術院人間科学部 

講師 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

・マネジメント講座分科会リ

ーダー 

 

 

埼玉県 
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4 永井 周治 
社会福祉法人 千歳会 

常任理事 
実証委員会 千葉県 

5 大本 昇 
株式会社アライヴテック  

代表取締役 
実証委員会 

 

東京都 

6 酒井 貴文 

株式会社マイナビ  

医療・福祉エージェント 

事業本部 

実証委員会 

 

東京都 

7 五島 清国 

公益財団法人 

テクノエイド協会  

企画部 部長                  

実証委員会 東京都 

8 阿比留 志郎 
社会福祉法人 梅仁会 

理事長 
実証委員会 長崎県 

9 岡田 真和 

コニカミノルタ株式会社

FORXAI事業統括部  

QOL ソリューション事業部 

実証委員会 東京都 

10 坂手 百子 
株式会社リエイ 

取締役管理本部長 
実証委員会 千葉県 

11 香取 幹 
株式会社やさしい手 

代表取締役 社長  
実証委員会 東京都 

12 次田 芳尚 

合同会社 

かいご支援サービス  

代表社員 

実証委員会 神奈川県 

13 千石 友明 
株式会社ニチイ学館 

人財開発事業部 
実証委員会 東京都 

14 吉田 智哉 

学校法人敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

事務次長 

実証委員会 東京都 

15 
比嘉 美香 

合同会社クリエイト 

LaBo沖縄 代表社員 
実証委員会 沖縄県 

16 田島 利子 「Re‐think」代表 実証委員会 神奈川県 

17 小林 英一 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発センター 

研究員 

・運営企画委員会副委員長 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

 

東京都 

18 長坂 愛 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発センター 

研究員 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

 

東京都 
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会議名⑩ 外部評価委員会 

目的 

 ・ 

役割 

【目的】 

外部評価委員会は直接点検・評価を行うことはせず、各プロジェクトが行

う自己点検・評価の結果を総合評価実施することで、評価の有効性、適切

性について第三者の立場から客観的のある評価を行う。 

【役割】 

・計画段階において、目標が明確か、目標を達成したことを測定する評価

指標は適切か、事業がスムーズに進み大きな成果が得られるように助言

する。 

・プログラムの評価効果測定を担当するとともに、事業全体への評価・検

証を行う。 

検討の 

具体的内容 

・事業企画・運営に関する助言 

・事業運営と成果に関する評価と検証 

・開発した教育プログラムそれに伴う教材の検証 

委員数 
            

4人 
開催頻度 

 

3回 

  

  

外外部部評評価価委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 末繋 泰弘 

川崎市経済労働局イノベー

ション推進室 

ウェルフェアイノベーション

担当                

外部評価委員会 神奈川県 

2 原田 啓一郎 
学校法人 駒澤大学 

法学部 教授 
外部評価委員会 東京都 

3 光山  誠 

公益社団法人  

全国老人保健施設協会  

人材対策委員会 

外部評価委員会 大阪府 

4 和田 義人 

学校法人 千葉学園   千

葉商科大学人間社会学部  

教授 

外部評価委員会 千葉県 
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4 永井 周治 
社会福祉法人 千歳会 

常任理事 
実証委員会 千葉県 

5 大本 昇 
株式会社アライヴテック  

代表取締役 
実証委員会 

 

東京都 

6 酒井 貴文 

株式会社マイナビ  

医療・福祉エージェント 

事業本部 

実証委員会 

 

東京都 

7 五島 清国 

公益財団法人 

テクノエイド協会  

企画部 部長                  

実証委員会 東京都 

8 阿比留 志郎 
社会福祉法人 梅仁会 

理事長 
実証委員会 長崎県 

9 岡田 真和 

コニカミノルタ株式会社

FORXAI事業統括部  

QOL ソリューション事業部 

実証委員会 東京都 

10 坂手 百子 
株式会社リエイ 

取締役管理本部長 
実証委員会 千葉県 

11 香取 幹 
株式会社やさしい手 

代表取締役 社長  
実証委員会 東京都 

12 次田 芳尚 

合同会社 

かいご支援サービス  

代表社員 

実証委員会 神奈川県 

13 千石 友明 
株式会社ニチイ学館 

人財開発事業部 
実証委員会 東京都 

14 吉田 智哉 

学校法人敬心学園 

日本福祉教育専門学校 

事務次長 

実証委員会 東京都 

15 
比嘉 美香 

合同会社クリエイト 

LaBo沖縄 代表社員 
実証委員会 沖縄県 

16 田島 利子 「Re‐think」代表 実証委員会 神奈川県 

17 小林 英一 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発センター 

研究員 

・運営企画委員会副委員長 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

 

東京都 

18 長坂 愛 

学校法人敬心学園  

職業教育研究開発センター 

研究員 

・運営企画委員会 

・プログラム開発委員会 

・実証委員会 

 

東京都 
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会議名⑩ 外部評価委員会 

目的 

 ・ 

役割 

【目的】 

外部評価委員会は直接点検・評価を行うことはせず、各プロジェクトが行

う自己点検・評価の結果を総合評価実施することで、評価の有効性、適切

性について第三者の立場から客観的のある評価を行う。 

【役割】 

・計画段階において、目標が明確か、目標を達成したことを測定する評価

指標は適切か、事業がスムーズに進み大きな成果が得られるように助言

する。 

・プログラムの評価効果測定を担当するとともに、事業全体への評価・検

証を行う。 

検討の 

具体的内容 

・事業企画・運営に関する助言 

・事業運営と成果に関する評価と検証 

・開発した教育プログラムそれに伴う教材の検証 

委員数 
            

4人 
開催頻度 

 

3回 

  

  

外外部部評評価価委委員員会会のの構構成成員員（（委委員員））  

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 末繋 泰弘 

川崎市経済労働局イノベー

ション推進室 

ウェルフェアイノベーション

担当                

外部評価委員会 神奈川県 

2 原田 啓一郎 
学校法人 駒澤大学 

法学部 教授 
外部評価委員会 東京都 

3 光山  誠 

公益社団法人  

全国老人保健施設協会  

人材対策委員会 

外部評価委員会 大阪府 

4 和田 義人 

学校法人 千葉学園   千

葉商科大学人間社会学部  

教授 

外部評価委員会 千葉県 
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（（11））事事業業報報告告  

 

 

 

 

本事業の実施体制は、①運営企画委員会②プログラム開発員会③実証委員会④外部評価

委委員会の 4つの委員会を設置して実施した。 

また、合同会議を実施し、各委員会が本年度実施する計画について情報共有を行った。 

 

 

      

                 
               

                    
                      
                     
                      
                     

                 
            

        

        
                        
   

       

           
                     
                       
                        

      
      
                 
                        

    

        

           
         

      

      
     
     
            
       
           
          

事事業業実実施施体体制制  

 

 

本年度は、昨年の課題をもとに 8つのプログラムの開発に取り組んだ。 
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厚生労働省が提唱している、介護プロフェッショナルのキャリア段位を用いたプログラムを開

発した。受講者の対象レベルを 3つに分け、さらに、必須とされる講座とマルチタスク講座とし

てどのレベルも受講できる講に分け、プログラムを開発した。 

 

 

 

 

                     
       
        

   

     

        
   

 
 
 

 
 

 
 

           

    

        

    

         
          

        

      

          
   

        

        

         
       

          
    

          
   

          
    

                            

 

受講者募集のためにチラシを作成した。（別紙資料１） 

募集方法については、Web広告や委員の紹介、ダイレクトメール等で受講生を募集した。 

また、講座の受講方法については LMSシステムを活用して、3つの Stepに沿って受講できる

仕組みを作り実証を実施した。 

 

 

実証期間 ：令和 6年 12日（土）～令和 7年 1月 17日(金) 

総申込数： 682名 

受講総数： 456名 
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今回の研修開催は、東京、大阪 2 カ所で実施。また、2025 年度卒業見込みの養成校の学生

に対しても、能動的に学ぶことのできる(リカレント教育)の講座の提供を、札幌、仙台、郡山、

埼玉、香川の養成校にて実施した。その他、ミュージックセラピーについても、計 4 か所の高

齢者施設で実施した。 

実証総数:12か所 

 

ミニテストでは、すべてのプログラムに学習効果が見られたとの結果となった。 

     
                

         
          

      

         
       

          
   

          
    

         
       
    

       
    

     
     

     
     

       
    

     
    

     
    

                             

                                 
          

                               
             

                               
      

                                   
       

                            

                           

                                

 

アンケートの結果では、現場で実践できるかの問いに対し、講座によってすぐに実践できるも

の、できないものがあった。 

 

インタビューでも、現場で実践できるかの問いに対し、講座によってすぐに実践できるもの、で

きないものがあった。 

 

         

     
    

          

                   

            

   
    

      
           

     
    

      

        

    

   
    

      
    

   

    

   学校 介護   業   
事 学習もある など、本 にすぐ  るもので  にもなるよ なも
のってい のを学生に  やすいなと ったのでそれを   りたいと
 っています。

実 に  に ってま のなかを けたのがよかった。 かった は、
実 に外 してみることがあるとい こと、講 の  が分からなかった
ので、ど い   の講 があるのかを もって ら ていただけるとよ
い。

  にイメージしていたよりも、講座  が事業所運営  りだったか
なとい  象で、もっと現場よりの情報が しかった。   、実 に
 っているスタッフの  や  がも  し りたかった。

介護業 でマ ジメントは大きな課題で、 法 ではなかなかできない
ことを学んだので、今日学んだことを活かしていきたい。

  がある も他の と  に働 場所があることを ることができて、

    に働 ことがあることを  に  られた。  があってもな て

も、みんな仕事で  になるため、  学校に いて って  ことが大

 だと  。

   学校 教 
 学生を受ける として、 り し  がどのよ なことをしているのか 
からなかったが、実 に現 の学生の いや、受け れ の いが  
りとても  になった。

 間が かったので、 問したかったとこ もあったが、さらに学んでい 
  が 生 た。現場で実践できると  た。 ン マッ ージはすぐにで
もできると  。

今回のよ なレクは ー ルが高いかもしれないが、な   レクが必 な
のか  した 員が実践し、 用者 の  の  につながることは大い
にするべきだと  。
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 記の、課題の 決策として、次章（３）で説明をする。 

 

 

 

講座の 8工程終了した受講生へは修了証を発行する。 

 

                  
          
                    
                     
                
        
                     
                  
                   
                    
                   
             
             
                      

        
          

            
              

             
         

         

（（２２））実実証証報報告告  

実実証証日日程程一一覧覧  

NNoo    開開催催都都市市  実実証証施施設設・・実実証証校校  

11  1100月月 1122日日((土土））  宮宮城城県県  特特別別養養護護老老人人ホホーームムリリズズムムタタウウンン仙仙台台                                                                                                                                        

学学校校法法人人仙仙台台北北学学園園  仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校  

22  1100月月 1133日日((土土））  福福島島県県  医医療療法法人人社社団団  平平成成会会  健健康康倶倶楽楽部部館館  フファァンンココーートト郡郡山山                                                                                                                                                        

学学校校法法人人ここおおりりややまま東東都都学学園園  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校  

33  1100月月 2288日日((月月））  東東京京都都  千千田田福福祉祉会会館館                                                                                                                                                    

44  1111月月 11日日（（金金））  北北海海道道  学学校校法法人人西西野野学学園園  札札幌幌医医学学技技術術福福祉祉歯歯科科専専門門学学校校                              

55  1111月月 88日日((金金))  福福島島県県  学学校校法法人人ここおおりりややまま東東都都学学園園  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校  

66  1111月月 1188日日((月月））  千千葉葉県県  株株式式会会社社リリエエイイ  

77  1111月月 2233日日((土土））  

1111月月 2244日日((日日））  

大大阪阪府府  リリフファァレレンンスス大大阪阪駅駅前前第第 44ビビルル 2233階階      

88  1122月月 1133日日((金金））  埼埼玉玉県県  学学校校法法人人明明星星学学園園  関関東東福福祉祉専専門門学学校校  

99  1122月月 1144日日((土土））  

1122月月 1155日日((日日））  

東東京京都都  学学校校法法人人敬敬心心学学園園  日日本本福福祉祉教教育育専専門門学学校校      

1100  11月月 1100日日((金金））  香香川川県県  学学校校法法人人穴穴吹吹学学園園  穴穴吹吹パパテティィシシエエ福福祉祉カカレレッッジジ  

1111  11月月 1155日日（（水水））  福福島島県県  学学校校法法人人ここおおりりややまま東東都都学学園園  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校  

1122  11月月 1177日日((金金))  香香川川県県  学学校校法法人人穴穴吹吹学学園園  穴穴吹吹パパテティィシシエエ福福祉祉カカレレッッジジ  
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学学校校法法人人仙仙台台北北学学園園  仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校  

22  1100月月 1133日日((土土））  福福島島県県  医医療療法法人人社社団団  平平成成会会  健健康康倶倶楽楽部部館館  フファァンンココーートト郡郡山山                                                                                                                                                        

学学校校法法人人ここおおりりややまま東東都都学学園園  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校  

33  1100月月 2288日日((月月））  東東京京都都  千千田田福福祉祉会会館館                                                                                                                                                    

44  1111月月 11日日（（金金））  北北海海道道  学学校校法法人人西西野野学学園園  札札幌幌医医学学技技術術福福祉祉歯歯科科専専門門学学校校                              

55  1111月月 88日日((金金))  福福島島県県  学学校校法法人人ここおおりりややまま東東都都学学園園  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校  

66  1111月月 1188日日((月月））  千千葉葉県県  株株式式会会社社リリエエイイ  

77  1111月月 2233日日((土土））  

1111月月 2244日日((日日））  

大大阪阪府府  リリフファァレレンンスス大大阪阪駅駅前前第第 44ビビルル 2233階階      

88  1122月月 1133日日((金金））  埼埼玉玉県県  学学校校法法人人明明星星学学園園  関関東東福福祉祉専専門門学学校校  

99  1122月月 1144日日((土土））  

1122月月 1155日日((日日））  

東東京京都都  学学校校法法人人敬敬心心学学園園  日日本本福福祉祉教教育育専専門門学学校校      

1100  11月月 1100日日((金金））  香香川川県県  学学校校法法人人穴穴吹吹学学園園  穴穴吹吹パパテティィシシエエ福福祉祉カカレレッッジジ  

1111  11月月 1155日日（（水水））  福福島島県県  学学校校法法人人ここおおりりややまま東東都都学学園園  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校  

1122  11月月 1177日日((金金))  香香川川県県  学学校校法法人人穴穴吹吹学学園園  穴穴吹吹パパテティィシシエエ福福祉祉カカレレッッジジ  
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1100月月 1122日日（（土土））・・1100月月 1133日日（（日日））    

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推

進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活用用ででききるる

最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを確確認認すするる実実証証研研

究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

・・11かか月月後後のの経経過過アアンンケケ－－トト・・イインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  ナナチチュュララルルセセララピピーー                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

((ミミュューージジッッククセセララピピーー入入門門編編））  

■■実実証証会会場場  1100月月 1122日日（（土土））特特別別養養護護老老人人ホホーームムリリズズムムタタウウンン仙仙台台  

                    学学校校法法人人仙仙台台北北学学園園  仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校  

1100月月 1133日日（（日日））医医療療法法人人社社団団  平平成成会会  健健康康倶倶楽楽部部館館  フファァンンココーートト郡郡山山  

                    学学校校法法人人東東都都学学園園  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校  

■■受受講講人人数数  利利用用者者    6600名名                                                                                                                                                                    

作作業業療療法法学学科科２２年年生生  1188名名                                                                                                                                                            

利利用用者者    5500名名  職職員員 33名名                                                                                                                                                                          

郡郡山山健健康康科科学学介介護護福福祉祉学学科科 44名名                                                                                                                                                        

■■実実証証担担当当者者  櫻櫻井井直直人人、、千千石石友友明明、、八八子子久久美美子子、、小小林林英英一一、、渡渡邉邉みみどどりり  

■■講講座座提提供供  窪窪  隆隆史史氏氏  

【【実実証証ススケケジジュューールル】】  

1100月月 1122日日((土土))    

1122::0000  実実証証先先到到着着  講講座座準準備備・・実実証証のの打打ちち合合わわせせ  

1122::5500  実実証証開開始始  

1133::3300    利利用用者者・・職職員員へへののイインンタタビビュューー  

1155::3300  仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校へへ移移動動  

1166::0000  実実践践編編    学学生生へへののイインンタタビビュューー  

1166::1155  実実践践編編学学生生へへののイインンタタビビュューー終終了了撤撤収収  

1177::3300  仙仙台台かからら郡郡山山へへ新新幹幹線線でで移移動動    

1188::0000  実実証証終終了了  

  

  

イインンタタビビュューー  

1100月月 1122日日（（土土））仙仙台台リリズズムムタタウウンン  

●●利利用用者者かかららののイインンタタビビュューー  

・・知知っってていいるる歌歌はは、、歌歌っったた。。  

・・手手拍拍子子がが心心地地よよかかっったた。。  

・・歌歌でで涙涙がが出出たた。。荒荒城城のの月月、、親親をを思思いい出出ししたた。。昔昔をを思思いい出出ししたた。。  

・・ままたた来来ててほほししいい。。  

・・ここののよよううななイイベベンントト、、ややっっててほほししいい。。  

・・職職員員ささんんににももややっっててほほししいいでですす。。  

●●職職員員ささんんににははイインンタタビビュューー  

・・普普段段リリアアククシショョンンのの少少なないい利利用用者者様様がが、、手手拍拍子子ししたたりり、、口口ずずささんんだだりりすするる姿姿をを見見てて驚驚いいたた。。  

・・音音楽楽はは人人をを元元気気ににすするる力力ががああるるとと感感じじたた。。  

・・時時間間ががなないい中中ででどどののよよううににややれれるるかかだだかか、、楽楽ししめめるる音音楽楽レレククををししててみみたたいいとと思思っったた。。  

●●仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンンのの学学生生 22名名（（女女性性））  

・・すすごごかかっったた、、楽楽ししいい。。笑笑っっててししままっったた。。  

・・盛盛りり上上げげ方方ががすすごごくく、、自自分分もも現現場場でで出出来来たたららよよいいとと思思っったた。。  

・・レレククリリエエーーシショョンンのの中中でで、、音音楽楽をを取取りり入入れれたたここととががででききるるとといいいいとと思思うう。。  

1100月月 1133日日（（日日））フファァンンココーートト郡郡山山  

●●利利用用者者ににイインンタタビビュューー    

ここのの施施設設はは音音楽楽療療法法士士にによよるる音音楽楽レレククややカカララオオケケがが行行わわれれてていいるる。。  

職職員員ささんんがが決決めめてていいたた利利用用者者ににイインンタタビビュューーすするる。。（（女女性性  認認知知症症ななしし、、ここのの施施設設ででのの歌歌姫姫とと言言わわれれてていいるる方方））  

・・いいつつもも音音楽楽レレククははああるるがが、、ももののままねねはは大大ししたたももんんだだとと興興奮奮気気味味にに語語るる。。  

・・楽楽ししいいねね  

・・歌歌をを聞聞いいてて、、懐懐かかししいい気気持持ちち、、親親をを思思いい出出ししたた。。  

●●職職員員ささんんへへイインンタタビビュューー（（女女性性））  

・・音音楽楽量量法法、、ううつつででもも行行っってていいるるけけどど、、ままたた違違っったた刺刺激激、、利利用用者者へへのの大大ききなな刺刺激激ととななっったた。。  

午午前前中中のの利利用用者者のの表表情情とと、、ここののイイベベンントトにに参参加加後後のの利利用用者者のの表表情情がが明明ららかかにに変変化化ししたた。。（（活活性性化化さされれたた））  

・・認認知知症症のの方方のの反反応応ががいいつつももとと違違いい、、自自分分のの気気持持ちちををははっっききりり相相手手にに伝伝ええたたりり、、認認知知機機能能がが高高ままっったたよよううなな言言葉葉ががききかか

れれたたののでで、、驚驚いいたた。。  

ううちちににはは音音楽楽療療法法をを説説教教的的にに取取りり入入れれてていいるるののでで、、ここれれかかららのの利利用用者者のの方方へへのの刺刺激激をを継継続続ししてていいききたたいい。。  

・・介介護護職職ととししててででききるるここととをを考考ええてていいききたたいい。。  

1100月月 1144日日((日日))    

99::0000  ホホテテルルチチェェッッククアアウウトト  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校へへ移移動動打打ちち合合わわせせ  

1122::0000  実実証証到到着着  講講座座準準備備・・実実証証のの打打ちち合合わわせせ  

1133::0000  実実証証開開始始  

1155::3300  利利用用者者、、職職員員へへののイインンタタビビュューー  

1166::0000  実実証証終終了了  

1166::3300  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校ににてて  

介介護護福福祉祉学学科科のの学学生生へへののイインンタタビビュューー  

1177::0000  イインンタタビビュューー終終了了  

撤撤収収  
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1100月月 1122日日（（土土））・・1100月月 1133日日（（日日））    

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推

進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活用用ででききるる

最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを確確認認すするる実実証証研研

究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

・・11かか月月後後のの経経過過アアンンケケ－－トト・・イインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  ナナチチュュララルルセセララピピーー                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

((ミミュューージジッッククセセララピピーー入入門門編編））  

■■実実証証会会場場  1100月月 1122日日（（土土））特特別別養養護護老老人人ホホーームムリリズズムムタタウウンン仙仙台台  

                    学学校校法法人人仙仙台台北北学学園園  仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校  

1100月月 1133日日（（日日））医医療療法法人人社社団団  平平成成会会  健健康康倶倶楽楽部部館館  フファァンンココーートト郡郡山山  

                    学学校校法法人人東東都都学学園園  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校  

■■受受講講人人数数  利利用用者者    6600名名                                                                                                                                                                    

作作業業療療法法学学科科２２年年生生  1188名名                                                                                                                                                            

利利用用者者    5500名名  職職員員 33名名                                                                                                                                                                          

郡郡山山健健康康科科学学介介護護福福祉祉学学科科 44名名                                                                                                                                                        

■■実実証証担担当当者者  櫻櫻井井直直人人、、千千石石友友明明、、八八子子久久美美子子、、小小林林英英一一、、渡渡邉邉みみどどりり  

■■講講座座提提供供  窪窪  隆隆史史氏氏  

【【実実証証ススケケジジュューールル】】  

1100月月 1122日日((土土))    

1122::0000  実実証証先先到到着着  講講座座準準備備・・実実証証のの打打ちち合合わわせせ  

1122::5500  実実証証開開始始  

1133::3300    利利用用者者・・職職員員へへののイインンタタビビュューー  

1155::3300  仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校へへ移移動動  

1166::0000  実実践践編編    学学生生へへののイインンタタビビュューー  

1166::1155  実実践践編編学学生生へへののイインンタタビビュューー終終了了撤撤収収  

1177::3300  仙仙台台かからら郡郡山山へへ新新幹幹線線でで移移動動    

1188::0000  実実証証終終了了  

  

  

イインンタタビビュューー  

1100月月 1122日日（（土土））仙仙台台リリズズムムタタウウンン  

●●利利用用者者かかららののイインンタタビビュューー  

・・知知っってていいるる歌歌はは、、歌歌っったた。。  

・・手手拍拍子子がが心心地地よよかかっったた。。  

・・歌歌でで涙涙がが出出たた。。荒荒城城のの月月、、親親をを思思いい出出ししたた。。昔昔をを思思いい出出ししたた。。  

・・ままたた来来ててほほししいい。。  

・・ここののよよううななイイベベンントト、、ややっっててほほししいい。。  

・・職職員員ささんんににももややっっててほほししいいでですす。。  

●●職職員員ささんんににははイインンタタビビュューー  

・・普普段段リリアアククシショョンンのの少少なないい利利用用者者様様がが、、手手拍拍子子ししたたりり、、口口ずずささんんだだりりすするる姿姿をを見見てて驚驚いいたた。。  

・・音音楽楽はは人人をを元元気気ににすするる力力ががああるるとと感感じじたた。。  

・・時時間間ががなないい中中ででどどののよよううににややれれるるかかだだかか、、楽楽ししめめるる音音楽楽レレククををししててみみたたいいとと思思っったた。。  

●●仙仙台台リリハハビビリリテテーーシショョンンのの学学生生 22名名（（女女性性））  

・・すすごごかかっったた、、楽楽ししいい。。笑笑っっててししままっったた。。  

・・盛盛りり上上げげ方方ががすすごごくく、、自自分分もも現現場場でで出出来来たたららよよいいとと思思っったた。。  

・・レレククリリエエーーシショョンンのの中中でで、、音音楽楽をを取取りり入入れれたたここととががででききるるとといいいいとと思思うう。。  

1100月月 1133日日（（日日））フファァンンココーートト郡郡山山  

●●利利用用者者ににイインンタタビビュューー    

ここのの施施設設はは音音楽楽療療法法士士にによよるる音音楽楽レレククややカカララオオケケがが行行わわれれてていいるる。。  

職職員員ささんんがが決決めめてていいたた利利用用者者ににイインンタタビビュューーすするる。。（（女女性性  認認知知症症ななしし、、ここのの施施設設ででのの歌歌姫姫とと言言わわれれてていいるる方方））  

・・いいつつもも音音楽楽レレククははああるるがが、、ももののままねねはは大大ししたたももんんだだとと興興奮奮気気味味にに語語るる。。  

・・楽楽ししいいねね  

・・歌歌をを聞聞いいてて、、懐懐かかししいい気気持持ちち、、親親をを思思いい出出ししたた。。  

●●職職員員ささんんへへイインンタタビビュューー（（女女性性））  

・・音音楽楽量量法法、、ううつつででもも行行っってていいるるけけどど、、ままたた違違っったた刺刺激激、、利利用用者者へへのの大大ききなな刺刺激激ととななっったた。。  

午午前前中中のの利利用用者者のの表表情情とと、、ここののイイベベンントトにに参参加加後後のの利利用用者者のの表表情情がが明明ららかかにに変変化化ししたた。。（（活活性性化化さされれたた））  

・・認認知知症症のの方方のの反反応応ががいいつつももとと違違いい、、自自分分のの気気持持ちちををははっっききりり相相手手にに伝伝ええたたりり、、認認知知機機能能がが高高ままっったたよよううなな言言葉葉ががききかか

れれたたののでで、、驚驚いいたた。。  

ううちちににはは音音楽楽療療法法をを説説教教的的にに取取りり入入れれてていいるるののでで、、ここれれかかららのの利利用用者者のの方方へへのの刺刺激激をを継継続続ししてていいききたたいい。。  

・・介介護護職職ととししててででききるるここととをを考考ええてていいききたたいい。。  

1100月月 1144日日((日日))    

99::0000  ホホテテルルチチェェッッククアアウウトト  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校へへ移移動動打打ちち合合わわせせ  

1122::0000  実実証証到到着着  講講座座準準備備・・実実証証のの打打ちち合合わわせせ  

1133::0000  実実証証開開始始  

1155::3300  利利用用者者、、職職員員へへののイインンタタビビュューー  

1166::0000  実実証証終終了了  

1166::3300  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校ににてて  

介介護護福福祉祉学学科科のの学学生生へへののイインンタタビビュューー  

1177::0000  イインンタタビビュューー終終了了  

撤撤収収  
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●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー（（介介護護学学科科 11年年生生男男子子 44人人））  

＊＊質質問問１１：：音音楽楽レレクク、、何何がが難難ししかかっったたかか  

・・目目のの前前ににいいるる利利用用者者へへのの声声掛掛けけ  

・・手手拍拍子子ののタタイイミミンンググ  

・・ココミミュュニニケケーーシショョンンのの取取りり方方  

・・どどののよよううななリリアアククシショョンンをを取取っったたらら盛盛りり上上ががるるののかか、、間間のの取取りり方方  

＊＊質質問問：：２２難難ししかかっったたここととををどどううししたたららででききるるよよううににななるるとと思思ううかか  

・・利利用用者者のの動動ききををよよくく見見てて行行動動すするる。。  

・・わわかかりりややすすいい説説明明  

・・経経験験をを積積むむ  

・・利利用用者者へへおお願願いいすするる形形でで進進めめてていいくく。。  

■■実実証証委委員員のの所所感感  

多多くくのの人人はは次次ののよよううなな効効果果ががああっったたよよううででああるる。。感感覚覚かかららのの刺刺激激でで感感情情へへのの働働ききかかけけにによよりり心心やや体体がが動動くくこことと  

（（笑笑うう、、泣泣くく、、手手拍拍子子、、歌歌うう））がが回回想想・・連連帯帯感感・・脳脳へへのの活活性性化化ににつつななががるるとと実実感感ししたた。。介介護護職職ががママルルチチタタススククをを身身にに付付けけ  

自自分分もも楽楽ししめめるる音音楽楽レレククのの実実践践ががででききるるよよううにに講講座座ののブブララッッシシュュアアッッププがが必必要要とと感感じじたた。。  

  

実実証証のの様様子子  

        

  

          

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1100月月 2288日日（（月月））  

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリ

ンンググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活

用用ででききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを

確確認認すするる実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

特特にに、、ミミュューージジッッククセセララピピーーのの効効果果ににつついいてて利利用用者者へへのの検検証証をを行行うう。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  ナナチチュュララルルセセララピピーー                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

((ミミュューージジッッククセセララピピーー入入門門編編））  

■■実実証証会会場場  千千田田福福祉祉会会館館  

■■受受講講人人数数  利利用用者者  2222名名      小小学学生生 1144名名  職職員員 11名名                                                                                                                                  

■■実実証証担担当当者者  小小林林英英一一((事事務務局局))  

渡渡邉邉みみどどりり((ココーーデデネネーータターー))  

■■講講座座提提供供  窪窪  隆隆史史氏氏  

【【当当日日ののススケケジジュューールル】】  

  

  

イインンタタビビュューー  

●●参参加加ししたた利利用用者者へへののイインンタタビビュューー  

・毎日同じメンバーがこの施設に通ってきており、ここが自分たちの居場所になっている。このような場の提供は 

自分たちのハリにもなり大いにこれからもしてほしい。 

・物まね芸人さんの歌も良かったが、自分達も一緒に前に出て歌いたかった。 

・施設長が、飛び入り参加してくれて会が盛り上がって楽しかった。 

・歌は、私たちの活力の源にもなっているので、是非今後もこのような講座を広めていってほしい。 

1100月月 2288日日（（月月））    

1122::3300  千千田田福福祉祉会会館館にに到到着着  

1122：：3300～～1133::0000  打打ちち合合わわせせ・・準準備備  

1133：：0000～～1144：：3300  ナナチチュュララルルセセララピピーー                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

((ミミュューージジッッククセセララピピーー入入門門編編））    

1144：：3300～～1155：：0000  利利用用者者へへののイインンタタビビュューー  

1155：：0000～～1166：：0000  講講座座のの振振りり返返りり・・片片付付けけ・・終終了了  
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●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー（（介介護護学学科科 11年年生生男男子子 44人人））  

＊＊質質問問１１：：音音楽楽レレクク、、何何がが難難ししかかっったたかか  

・・目目のの前前ににいいるる利利用用者者へへのの声声掛掛けけ  

・・手手拍拍子子ののタタイイミミンンググ  

・・ココミミュュニニケケーーシショョンンのの取取りり方方  

・・どどののよよううななリリアアククシショョンンをを取取っったたらら盛盛りり上上ががるるののかか、、間間のの取取りり方方  

＊＊質質問問：：２２難難ししかかっったたここととををどどううししたたららででききるるよよううににななるるとと思思ううかか  

・・利利用用者者のの動動ききををよよくく見見てて行行動動すするる。。  

・・わわかかりりややすすいい説説明明  

・・経経験験をを積積むむ  

・・利利用用者者へへおお願願いいすするる形形でで進進めめてていいくく。。  

■■実実証証委委員員のの所所感感  

多多くくのの人人はは次次ののよよううなな効効果果ががああっったたよよううででああるる。。感感覚覚かかららのの刺刺激激でで感感情情へへのの働働ききかかけけにによよりり心心やや体体がが動動くくこことと  

（（笑笑うう、、泣泣くく、、手手拍拍子子、、歌歌うう））がが回回想想・・連連帯帯感感・・脳脳へへのの活活性性化化ににつつななががるるとと実実感感ししたた。。介介護護職職ががママルルチチタタススククをを身身にに付付けけ  

自自分分もも楽楽ししめめるる音音楽楽レレククのの実実践践ががででききるるよよううにに講講座座ののブブララッッシシュュアアッッププがが必必要要とと感感じじたた。。  

  

実実証証のの様様子子  

        

  

          

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1100月月 2288日日（（月月））  

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリ

ンンググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活

用用ででききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを

確確認認すするる実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

特特にに、、ミミュューージジッッククセセララピピーーのの効効果果ににつついいてて利利用用者者へへのの検検証証をを行行うう。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  ナナチチュュララルルセセララピピーー                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

((ミミュューージジッッククセセララピピーー入入門門編編））  

■■実実証証会会場場  千千田田福福祉祉会会館館  

■■受受講講人人数数  利利用用者者  2222名名      小小学学生生 1144名名  職職員員 11名名                                                                                                                                  

■■実実証証担担当当者者  小小林林英英一一((事事務務局局))  

渡渡邉邉みみどどりり((ココーーデデネネーータターー))  

■■講講座座提提供供  窪窪  隆隆史史氏氏  

【【当当日日ののススケケジジュューールル】】  

  

  

イインンタタビビュューー  

●●参参加加ししたた利利用用者者へへののイインンタタビビュューー  

・毎日同じメンバーがこの施設に通ってきており、ここが自分たちの居場所になっている。このような場の提供は 

自分たちのハリにもなり大いにこれからもしてほしい。 

・物まね芸人さんの歌も良かったが、自分達も一緒に前に出て歌いたかった。 

・施設長が、飛び入り参加してくれて会が盛り上がって楽しかった。 

・歌は、私たちの活力の源にもなっているので、是非今後もこのような講座を広めていってほしい。 

1100月月 2288日日（（月月））    

1122::3300  千千田田福福祉祉会会館館にに到到着着  

1122：：3300～～1133::0000  打打ちち合合わわせせ・・準準備備  

1133：：0000～～1144：：3300  ナナチチュュララルルセセララピピーー                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

((ミミュューージジッッククセセララピピーー入入門門編編））    

1144：：3300～～1155：：0000  利利用用者者へへののイインンタタビビュューー  

1155：：0000～～1166：：0000  講講座座のの振振りり返返りり・・片片付付けけ・・終終了了  
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実証の様子 

 

 

  

 

 

令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1111月月 11日日（（金金））  

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリ

ンンググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活

用用ででききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを

確確認認すするる実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

・・11かか月月後後のの経経過過アアンンケケ－－トト・・イインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  介介護護予予防防  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人西西野野学学園園  札札幌幌医医学学技技術術福福祉祉歯歯科科専専門門学学校校  

■■受受講講人人数数  介介護護福福祉祉学学科科・・作作業業療療法法学学科科  4455名名                                                                                                                                          

■■実実証証担担当当者者  角角田田大大騎騎      介介護護予予防防分分科科会会委委員員  

内内柴柴  祐祐基基    介介護護予予防防分分科科会会ココーーデディィネネーータターー  

小小林林英英一一((事事務務局局))  

渡渡邉邉みみどどりり((ココーーデディィネネーータターー))  

【【当当日日ののススケケジジュューールル】】  

  

１１１１月月 11日日（（金金））    

1100：：0000  内内柴柴氏氏札札幌幌医医学学技技術術福福祉祉歯歯科科専専門門学学校校にに到到着着  

1100：：0000～～1133::0000  打打ちち合合わわせせ・・準準備備・・昼昼食食  

1122::5500  小小林林氏氏・・渡渡邉邉到到着着  

1133：：0000～～1166：：0000  介介護護予予防防  

  

介介護護福福祉祉学学科科・・作作業業療療法法学学科科  4455名名    

1166：：1100～～1166：：4400  学学生生へへののイインンタタビビュューー  

1166：：4400～～1177：：0000  講講座座のの振振りり返返りり・・片片付付けけ・・終終了了  

１１１１月月 22日日（（土土））    

1100：：0000  内内柴柴氏氏札札幌幌リリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門学学校校にに到到着着  

1100：：0000～～1155：：4400  角角田田氏氏とと振振りり返返りりおおよよびび次次回回のの実実証証講講座座ののシシュュミミレレーーシショョンンをを行行うう授授業業案案作作りり準準備備  

1155：：4400～～1166：：0000  片片付付けけ・・終終了了  

50

令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   50令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   50 2025/05/02   14:35:552025/05/02   14:35:55



 

実証の様子 

 

 

  

 

 

令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  
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■■実実証証会会場場  学学校校法法人人西西野野学学園園  札札幌幌医医学学技技術術福福祉祉歯歯科科専専門門学学校校  
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講講座座のの振振りり返返りり  

■日時:2024 年 11 月 2 日(水)10:00～12:00 

■参加者： 角田大騎   介護予防分科会委員 

内柴 祐基  介護予防分科会コーディネーター 

■場所：西野学園 札幌リハビリテーション専門学校 

１１））実実証証実実験験のの振振りり返返りり  

・40 名の人数で、想定していた時間配分で遂行できたことは良い点であった。これ以上人数が増えると運営上は難しい

かもしれない。（角田） 

・外国人（留学生）の方も、CW や OT のサポートの下で取り組めていた。様々な職種を混ぜて行うことで、多角的な視点

やチーム医療を学ぶ上では、良い形態であった。（内柴） 

・事前に会場などのレイアウト図などの大まかな準備が必要であった。（角田） 

・内容が場合によっては、学生向けに寄りすぎているかもしれない。今後の実証でその点がどのような反応か精査する

必要がある。（角田） 

・CWの方が現場で、どのように活用するのかの具体例などを挙げる必要がある。（内柴） 

・今後は、物品の準備（特に握力計）などを事前に検討しておく必要がある（内柴） 

・前半の実技時間に関しては、可能な範囲でスピーディーに対応して、後半の症例検討とグループワークで時間を多くと

る方が良い印象を受けた。（角田） 

２２））今今後後ににつついいてて  

・現場の介護予防への認識や実践度の現状を踏まえながら、内容や難易度に関しての変更が必要 

・症例検討に関しても、今後はより現場に近い提示ができるように、情報収集を行っていく 

次次回回開開催催のの講講座座シシュュミミレレーーシショョンン  

■90分×2コマ 

■受講人数：最大 40名 最小 10名 

■グループ：最大 40名：4人×10組   最小 10名 3～４人×３組 

【1 コマ目】 

時間 内容 進行・準備物 

開始 10分前 グループで着席し。ミニテスト・アンケートを実

施 

LMSログイン方法を受講生へ伝える 

・ＰＰＴ資料配布 

・ワークシート配布 

・プロジェクター 

・ＰＣ 

・ミニコマシラバス 

10分 導入 ＰＰＴを使ってミニコマシラバスを説明する。 

5分 計測について説明 ＰＰＴを使ってこれから行う内容を説明する。 

30分 3つの計測の実施 グループで行い、10分ごとに入れ替わる 

・タイムウオッチ 

・握力測定器 

・椅子 

5分 評価についての説明 ＰＰＴを使ってこれから行う内容を説明する。 

20分 評価についてまとめる作業をグループで実施 行った計測の評価をグループで行い発表する。 

＊人数が多い場合は、2グループの発表とする。 

10分 グループごとに発表・感想  

【2 コマ目】 

時間 内容 備考 

開始 10分前 グループで着席する。 ・ＰＰＴ資料 

・ワークシート 

・プロジェクター 

・ＰＣ 

10分 事例・計画について説明 ＰＰＴを使って説明する。 

30分 計画書作成 グループで行い、ワークシートに記入する。  

 

30分 グループごとに発表する。 計画書をもとにグループで考えた内容を発表する。 

＊人数が少ない場合は、計画作成に時間を回す。 

10分 まとめ ミニコマシラバスを使ってまとめをする 

10分 ミニテスト・アンケートを実施 LMSログイン方法を受講生へ伝える 

・ＰＰＴ資料 

・ワークシート 

・プロジェクター 

・ＰＣ 

 

イインンタタビビュューー  

●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー  

■（介護福祉学科１年生留学生） 

動画にもルビを振るなどしてほしかった。介護予防という言葉は聞いたことがあるが、学習したいないので 

今回このような授業が受けられて知識として学ぶことが出来た。 

■（介護福祉学科１年生） 

介護職が考える介護予防計画は、とても新鮮な学びにつながったと思う。是非、自分も実習の時に実践してみたいと思

った。このような、即実践に繋がる学習は、是非今後も取り入れてほしいと思った。 

■（作業療法学科１年生） 

動画が長すぎた。実践では、多職種連携で取り組む授業となり、とても実践的だった。 

是非、カリキュラムとして入れてほしい。 

■（作業療法学科１年生） 

動画では、普段耳にしない言葉も多く学び内容としては良かったが、もう少し短くても良いと思った。 

実践では、リハビリ＝介護予防がよく分かる授業だった。また、作業療法士、介護福祉士としてそれぞれに行う専門性が

異なることも確認でき良い経験となった。 
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■参加者： 角田大騎   介護予防分科会委員 

内柴 祐基  介護予防分科会コーディネーター 

■場所：西野学園 札幌リハビリテーション専門学校 

１１））実実証証実実験験のの振振りり返返りり  

・40 名の人数で、想定していた時間配分で遂行できたことは良い点であった。これ以上人数が増えると運営上は難しい

かもしれない。（角田） 

・外国人（留学生）の方も、CW や OT のサポートの下で取り組めていた。様々な職種を混ぜて行うことで、多角的な視点

やチーム医療を学ぶ上では、良い形態であった。（内柴） 

・事前に会場などのレイアウト図などの大まかな準備が必要であった。（角田） 

・内容が場合によっては、学生向けに寄りすぎているかもしれない。今後の実証でその点がどのような反応か精査する

必要がある。（角田） 

・CWの方が現場で、どのように活用するのかの具体例などを挙げる必要がある。（内柴） 

・今後は、物品の準備（特に握力計）などを事前に検討しておく必要がある（内柴） 

・前半の実技時間に関しては、可能な範囲でスピーディーに対応して、後半の症例検討とグループワークで時間を多くと

る方が良い印象を受けた。（角田） 

２２））今今後後ににつついいてて  

・現場の介護予防への認識や実践度の現状を踏まえながら、内容や難易度に関しての変更が必要 

・症例検討に関しても、今後はより現場に近い提示ができるように、情報収集を行っていく 

次次回回開開催催のの講講座座シシュュミミレレーーシショョンン  

■90分×2コマ 

■受講人数：最大 40名 最小 10名 

■グループ：最大 40名：4人×10組   最小 10名 3～４人×３組 

【1 コマ目】 

時間 内容 進行・準備物 

開始 10分前 グループで着席し。ミニテスト・アンケートを実

施 

LMSログイン方法を受講生へ伝える 

・ＰＰＴ資料配布 

・ワークシート配布 

・プロジェクター 

・ＰＣ 

・ミニコマシラバス 

10分 導入 ＰＰＴを使ってミニコマシラバスを説明する。 

5分 計測について説明 ＰＰＴを使ってこれから行う内容を説明する。 

30分 3つの計測の実施 グループで行い、10分ごとに入れ替わる 

・タイムウオッチ 

・握力測定器 

・椅子 

5分 評価についての説明 ＰＰＴを使ってこれから行う内容を説明する。 

20分 評価についてまとめる作業をグループで実施 行った計測の評価をグループで行い発表する。 

＊人数が多い場合は、2グループの発表とする。 

10分 グループごとに発表・感想  

【2 コマ目】 

時間 内容 備考 

開始 10分前 グループで着席する。 ・ＰＰＴ資料 

・ワークシート 

・プロジェクター 

・ＰＣ 

10分 事例・計画について説明 ＰＰＴを使って説明する。 

30分 計画書作成 グループで行い、ワークシートに記入する。  

 

30分 グループごとに発表する。 計画書をもとにグループで考えた内容を発表する。 

＊人数が少ない場合は、計画作成に時間を回す。 

10分 まとめ ミニコマシラバスを使ってまとめをする 

10分 ミニテスト・アンケートを実施 LMSログイン方法を受講生へ伝える 

・ＰＰＴ資料 

・ワークシート 

・プロジェクター 

・ＰＣ 

 

イインンタタビビュューー  

●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー  

■（介護福祉学科１年生留学生） 

動画にもルビを振るなどしてほしかった。介護予防という言葉は聞いたことがあるが、学習したいないので 

今回このような授業が受けられて知識として学ぶことが出来た。 

■（介護福祉学科１年生） 

介護職が考える介護予防計画は、とても新鮮な学びにつながったと思う。是非、自分も実習の時に実践してみたいと思

った。このような、即実践に繋がる学習は、是非今後も取り入れてほしいと思った。 

■（作業療法学科１年生） 

動画が長すぎた。実践では、多職種連携で取り組む授業となり、とても実践的だった。 

是非、カリキュラムとして入れてほしい。 

■（作業療法学科１年生） 

動画では、普段耳にしない言葉も多く学び内容としては良かったが、もう少し短くても良いと思った。 

実践では、リハビリ＝介護予防がよく分かる授業だった。また、作業療法士、介護福祉士としてそれぞれに行う専門性が

異なることも確認でき良い経験となった。 
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実実証証のの様様子子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1111月月 88日日（（金金））  

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリ

ンンググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活

用用ででききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを

確確認認すするる実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

・・11かか月月後後のの経経過過アアンンケケ－－トト・・イインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))  

ププレレ実実証証：：ババラランンススボボーールル  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人東東都都学学園園  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校  

■■受受講講人人数数  介介護護福福祉祉学学科科 22年年  3344名名    理理学学療療法法士士１１年年 4400名名  作作業業療療法法学学科科１１年年  1144名名  

ここどどもも未未来来学学科科１１年年・・２２年年 3300名名  国国際際日日本本語語学学科科 1144名名                                                                                                                                                    

■■実実証証担担当当者者  安安永永愛愛香香((多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))分分科科会会委委員員))  

宮宮本本隆隆史史（（実実証証委委員員長長））  

吉吉田田智智哉哉（（実実証証委委員員））  

小小林林英英一一((事事務務局局))  

渡渡邉邉みみどどりり((ココーーデディィネネーータターー))  

【【当当日日ののススケケジジュューールル】】  

１１１１月月８８日日（（金金））    

1133::0000  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校にに到到着着  

1133::0000～～1144：：0000  打打ちち合合わわせせ・・準準備備  

1133：：0000～～1144：：1100  【【ププレレ実実証証】】  

運運動動ややささいいささんんベベジジガガーールルズズ  

医医療療・・福福祉祉向向けけののババラランンススボボーールル運運動動  

介介護護福福祉祉学学科科 22年年  3344名名      

理理学学療療法法士士１１年年 2200名名    

ここどどもも未未来来学学科科  ２２年年 2244名名    

国国際際日日本本語語学学科科 1144名名  

1144：：1100～～1144：：2200  学学生生移移動動  

1144：：2200～～1144：：3300  ミミニニテテスストト・・アアンンケケーートト実実施施  

1144：：3300～～1155：：3300  文文部部科科学学省省委委託託研研修修事事業業  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  

～～障障害害ががああるる人人ととのの協協働働～～  

介介護護福福祉祉学学科科 22年年  3344名名      

理理学学療療法法士士１１年年 2200名名    

作作業業療療法法学学科科１１年年  1144名名  
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実実証証のの様様子子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1111月月 88日日（（金金））  

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリ

ンンググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活

用用ででききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを

確確認認すするる実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

・・11かか月月後後のの経経過過アアンンケケ－－トト・・イインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))  

ププレレ実実証証：：ババラランンススボボーールル  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人東東都都学学園園  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校  

■■受受講講人人数数  介介護護福福祉祉学学科科 22年年  3344名名    理理学学療療法法士士１１年年 4400名名  作作業業療療法法学学科科１１年年  1144名名  

ここどどもも未未来来学学科科１１年年・・２２年年 3300名名  国国際際日日本本語語学学科科 1144名名                                                                                                                                                    

■■実実証証担担当当者者  安安永永愛愛香香((多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))分分科科会会委委員員))  

宮宮本本隆隆史史（（実実証証委委員員長長））  

吉吉田田智智哉哉（（実実証証委委員員））  

小小林林英英一一((事事務務局局))  

渡渡邉邉みみどどりり((ココーーデディィネネーータターー))  

【【当当日日ののススケケジジュューールル】】  

１１１１月月８８日日（（金金））    

1133::0000  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校にに到到着着  

1133::0000～～1144：：0000  打打ちち合合わわせせ・・準準備備  

1133：：0000～～1144：：1100  【【ププレレ実実証証】】  

運運動動ややささいいささんんベベジジガガーールルズズ  

医医療療・・福福祉祉向向けけののババラランンススボボーールル運運動動  

介介護護福福祉祉学学科科 22年年  3344名名      

理理学学療療法法士士１１年年 2200名名    

ここどどもも未未来来学学科科  ２２年年 2244名名    

国国際際日日本本語語学学科科 1144名名  

1144：：1100～～1144：：2200  学学生生移移動動  

1144：：2200～～1144：：3300  ミミニニテテスストト・・アアンンケケーートト実実施施  

1144：：3300～～1155：：3300  文文部部科科学学省省委委託託研研修修事事業業  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  

～～障障害害ががああるる人人ととのの協協働働～～  

介介護護福福祉祉学学科科 22年年  3344名名      

理理学学療療法法士士１１年年 2200名名    

作作業業療療法法学学科科１１年年  1144名名  
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イインンタタビビュューー  

多多様様なな人人ととのの関関わわりり  障障ががいい者者編編  

●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー  

■（介護福祉学科 2年生） 

障がい者についての制度や障害の特性について理解はしていたが。あらためて、共に協働する仲間として 

利用者ではなく仲間として意識することが必要なことを学んだ。 

■（理学療法学科１年生） 

障がい者についてはあまりかかわりがないが、ダイバーシティヲ意識してはいけないとこの講座を聞いていて感じた。 

共に働く仲間として、何が出来るかこちらが受け入れる姿勢を持っていないとだめだと思った。 

■（作業療法学科１年生） 

実践的な授業で面白かった。普段学習しないような現実の話を聞いて、今後自分の回りを意識していこうと感じた。 

私たちが受け入れることがこれからの社会にとって必要だと学んだ。 

ププレレ実実証証ババラランンススボボーールル  

■（介護福祉学科 1年生） 

歌と運動を一緒に行うことで、介護予防につながると思った。もっと施設の利用者が出来る運動を知りたいと思った。 

■（理学療法学科１年生） 

道具を使ったリハビリはあるが、ボールを使ったリハビリ運動を学ぶのは初めてだった。とても新鮮で、リハビリの手段や 

対象の患者さんなどを想定しながら学ぶことが出来た。 

■（作業療法学科１年生） 

生活機能のリハビリを主に学んでいたが、音楽と運動を併せることで、こんなに楽しく運動が出来ることを学んだ。 

色んな可能性がバランスボールにはあることを知ることができた。 

■（こども未来学科１年生） 

とても新鮮だった。ボールを使ってハビリや運動を授業で学ぶ機会が少なかったので、とても良い経験が出来た。 

■（国際日本語学科） 

初任者研修を修了した後に、リハビリで楽しく運動が出来ることを知った。もっと前にこのような運動について勉強したか

った。 

 

 

 

 

 

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))分分科科会会委委員員  

安安永永愛愛香香氏氏・・櫻櫻井井直直人人氏氏    

1155：：3300～～1155：：4400  ミミニニテテスストト・・アアンンケケーートト実実施施  

1155：：4400～～1155：：5500  学学生生移移動動  

1155：：5500～～1177：：0000  【【ププレレ実実証証】】  

運運動動ややささいいささんんベベジジガガーールルズズ  

医医療療・・福福祉祉向向けけののババラランンススボボーールル運運動動  

理理学学療療法法士士１１年年 2200名名    

ここどどもも未未来来学学科科  １１年年 1155名名    

1177：：0000～～1177：：2200  学学生生へへののイインンタタビビュューー  

1177：：2200～～1188：：0000  片片付付けけ・・終終了了  

実証の様子 
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イインンタタビビュューー  

多多様様なな人人ととのの関関わわりり  障障ががいい者者編編  

●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー  

■（介護福祉学科 2年生） 

障がい者についての制度や障害の特性について理解はしていたが。あらためて、共に協働する仲間として 

利用者ではなく仲間として意識することが必要なことを学んだ。 

■（理学療法学科１年生） 

障がい者についてはあまりかかわりがないが、ダイバーシティヲ意識してはいけないとこの講座を聞いていて感じた。 

共に働く仲間として、何が出来るかこちらが受け入れる姿勢を持っていないとだめだと思った。 

■（作業療法学科１年生） 

実践的な授業で面白かった。普段学習しないような現実の話を聞いて、今後自分の回りを意識していこうと感じた。 

私たちが受け入れることがこれからの社会にとって必要だと学んだ。 

ププレレ実実証証ババラランンススボボーールル  

■（介護福祉学科 1年生） 

歌と運動を一緒に行うことで、介護予防につながると思った。もっと施設の利用者が出来る運動を知りたいと思った。 

■（理学療法学科１年生） 

道具を使ったリハビリはあるが、ボールを使ったリハビリ運動を学ぶのは初めてだった。とても新鮮で、リハビリの手段や 

対象の患者さんなどを想定しながら学ぶことが出来た。 

■（作業療法学科１年生） 

生活機能のリハビリを主に学んでいたが、音楽と運動を併せることで、こんなに楽しく運動が出来ることを学んだ。 

色んな可能性がバランスボールにはあることを知ることができた。 

■（こども未来学科１年生） 

とても新鮮だった。ボールを使ってハビリや運動を授業で学ぶ機会が少なかったので、とても良い経験が出来た。 

■（国際日本語学科） 

初任者研修を修了した後に、リハビリで楽しく運動が出来ることを知った。もっと前にこのような運動について勉強したか

った。 

 

 

 

 

 

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))分分科科会会委委員員  

安安永永愛愛香香氏氏・・櫻櫻井井直直人人氏氏    

1155：：3300～～1155：：4400  ミミニニテテスストト・・アアンンケケーートト実実施施  

1155：：4400～～1155：：5500  学学生生移移動動  

1155：：5500～～1177：：0000  【【ププレレ実実証証】】  

運運動動ややささいいささんんベベジジガガーールルズズ  

医医療療・・福福祉祉向向けけののババラランンススボボーールル運運動動  

理理学学療療法法士士１１年年 2200名名    

ここどどもも未未来来学学科科  １１年年 1155名名    

1177：：0000～～1177：：2200  学学生生へへののイインンタタビビュューー  

1177：：2200～～1188：：0000  片片付付けけ・・終終了了  

実証の様子 
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1111月月 1188日日（（月月））  

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリ

ンンググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活

用用ででききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを

確確認認すするる実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

特特にに、、ミミュューージジッッククセセララピピーーのの効効果果ににつついいてて利利用用者者へへのの検検証証をを行行うう。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  ナナチチュュララルルセセララピピーー      ((ミミュューージジッッククセセララピピーー入入門門編編））                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

■■実実証証会会場場  ココンンシシェェーールル舞舞浜浜（（有有料料老老人人ホホーームム））  

■■受受講講人人数数  利利用用者者  2200名名        職職員員 55名名                                                                                                                                  

■■実実証証担担当当者者  遠遠藤藤靖靖子子((ナナチチュュララルルセセララピピーーアアロロママ分分科科会会))渡渡邉邉みみどどりり((ココーーデデネネーータターー))  

講講師師提提供供：：窪窪  隆隆史史氏氏  

【【当当日日ののススケケジジュューールル】】  

インタビュー  

●●参参加加ししたた利利用用者者へへののイインンタタビビュューー  

【今回のイベントはいかがでしたか？】 

・日々毎日暮らしていると、何も刺激がないのでこんな催しものはとても刺激になる。 

・普段口数が少ない夫が、【この曲知っている】【歌がうまい】とコメントをしたことに驚いた。 

・自分達も一緒に前に出て歌いたかった。 

【職員さんがこのような音楽レクをやることについてどう思うか】 

・刺激があって参加者も増えると思う。 

・年齢層が幅広いかもしれないが、是非やってほしいと思う。 

●職員へのインタビュー 

【職員さんがこのような音楽レクをやることについてどう思うか】 

今回のようなレクはハードルが高いかもしれないが、なぜ音楽レクが必要なのか理解した職員が実践し、利用者様の心

身の向上につながることは大いにするべきだと思う。 

1100月月 2288日日（（月月））    

1177：：0000  ココンンシシェェーールル舞舞浜浜にに到到着着  

1177：：0000～～1188：：3300  打打ちち合合わわせせ・・準準備備  

1188：：3300～～1199：：3300  ナナチチュュララルルセセララピピーー                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

((ミミュューージジッッククセセララピピーー入入門門編編））    

1199：：3300～～2200：：0000  利利用用者者へへののイインンタタビビュューー  

2200：：0000～～2200：：3300  片片付付けけ・・終終了了  

実証の様子 
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1111月月 1188日日（（月月））  

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリ

ンンググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活

用用ででききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを

確確認認すするる実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

特特にに、、ミミュューージジッッククセセララピピーーのの効効果果ににつついいてて利利用用者者へへのの検検証証をを行行うう。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  ナナチチュュララルルセセララピピーー      ((ミミュューージジッッククセセララピピーー入入門門編編））                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

■■実実証証会会場場  ココンンシシェェーールル舞舞浜浜（（有有料料老老人人ホホーームム））  

■■受受講講人人数数  利利用用者者  2200名名        職職員員 55名名                                                                                                                                  

■■実実証証担担当当者者  遠遠藤藤靖靖子子((ナナチチュュララルルセセララピピーーアアロロママ分分科科会会))渡渡邉邉みみどどりり((ココーーデデネネーータターー))  

講講師師提提供供：：窪窪  隆隆史史氏氏  

【【当当日日ののススケケジジュューールル】】  

インタビュー  

●●参参加加ししたた利利用用者者へへののイインンタタビビュューー  

【今回のイベントはいかがでしたか？】 

・日々毎日暮らしていると、何も刺激がないのでこんな催しものはとても刺激になる。 

・普段口数が少ない夫が、【この曲知っている】【歌がうまい】とコメントをしたことに驚いた。 

・自分達も一緒に前に出て歌いたかった。 

【職員さんがこのような音楽レクをやることについてどう思うか】 

・刺激があって参加者も増えると思う。 

・年齢層が幅広いかもしれないが、是非やってほしいと思う。 

●職員へのインタビュー 

【職員さんがこのような音楽レクをやることについてどう思うか】 

今回のようなレクはハードルが高いかもしれないが、なぜ音楽レクが必要なのか理解した職員が実践し、利用者様の心

身の向上につながることは大いにするべきだと思う。 

1100月月 2288日日（（月月））    

1177：：0000  ココンンシシェェーールル舞舞浜浜にに到到着着  

1177：：0000～～1188：：3300  打打ちち合合わわせせ・・準準備備  

1188：：3300～～1199：：3300  ナナチチュュララルルセセララピピーー                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

((ミミュューージジッッククセセララピピーー入入門門編編））    

1199：：3300～～2200：：0000  利利用用者者へへののイインンタタビビュューー  

2200：：0000～～2200：：3300  片片付付けけ・・終終了了  

実証の様子 
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■実証実施日 令和 6年 11月 23日（土）・11月 24日（日）  

■委託事業名 令和 6 年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリング）推

進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「開発したアップデ－トプログラムの有効性を検証する実証調査」 

調査目的 ■調査目的 

１）開発したプログラムについて、即現場で実践できるか検証する。 

２）講座の受講形態について受講しやすい形態か検証をする。 

３）提供した受講後のフォローアップ体制の有効性について検証する。 

■調査手法 

・受講前後のアンケ－ト調査 

・受講後直後のインタビュ－調査 

・1か月後の経過アンケ－ト・インタビュ－調査 

■実証講座名 ■11月 23日(土)  

マネジメント 

ナチュラルセラピー（アロマセラピー編） 

多様な人とのかかわり （外国人編） 

■11月 24日(日)  

介護予防 

外出支援 

介護 ICT/DX 

■実証会場 リファレンス大阪駅前第 4ビル 23階 

2024/11/23 (土) 大阪第 4 ﾋﾞﾙ 2310     

2024/11/23 (土) 大阪第 4 ﾋﾞﾙ 2313    

リファレンス大阪駅前第 4ビル 23階 

2024/11/24 (日) 大阪第 4 ﾋﾞﾙ 2313    

2024/11/24 (日) 大阪第 4 ﾋﾞﾙ 2315   

■受講人数 マネジメント 2名(委員モニター3名) 

ナチュラルセラピーアロマセラピー編 

        2名(委員モニター3名) 

多様な人とのかかわり （外国人編） 3名 

                                                            

介護予防 3名 

外出支援 1名 

介護 ICT/DX 11名             

■実証担当者 ■マネジメント               

菊地克彦 内田和宏 朝野愛子  

太原靖一郎 

■ナチュラルセラピー（アロマセラピー）  

遠藤靖子 

■多様な人とのかかわり （外国人編）  

鳥居賢一 吉田愛 

■実証   柳沼亮一 

■事務局  小林英一 渡邉みどり 

■介護予防       

内柴祐基 伊藤健次 八子久美子 

■外出支援       

高橋利明 真鍋 圭彰 

■事務局         

小林英一 渡邉みどり 

■講座提供 ■ナチュラルセラピー（アロマセラピー編）一般社団法人自然セラピスト協会 大塚氏 

■特定非営利活動法人日本トラベルヘルパー協会トラベルヘルパー協会講師 1名 

■介護 ICT/DX株式会社善光総合研究所 星野氏 

【【実証スケジュール】 

  

【インタビュー】 

■■ママネネジジメメンントトイインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

女女性性 AA  5533歳歳  管管理理栄栄養養士士  

男男性性 BB  5522歳歳  学学校校法法人人  事事務務部部長長  資資格格ななしし  

  

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

A:会社から案内があって、管理者として受講する必要があるということだったため受講した。 

B:マネジメントを勉強したいと思って受講した。 

 

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

A:人数が小人数で先生もすごく近くにいたため、分からないことを都度教えてくれた。悩んでいることに対しても、回答し

てくれたことが非常に良かった。悪かった点については特にないが、もうちょっと深掘りして、いろんなこと教えていただけ

たらよかった。ちょっと時間が短かったのでしょうがないと思った。 

B:人数が少なかったので、色々フランクに楽しくできた。悪かった点とは言わないが、もっと人数がたくさんいたら逆にどう

なっていたのかなっていうのは思った。 

 

QQ44学学んんだだ内内容容でで、、介介護護現現場場でで実実践践ででききそそううでですすかか？？    

A:介護現場のマネジメントのことを勉強して、職員面談 1つにして、目標管理にしても、自分の立場として、どういったこと

をやらなきゃいけないかということを改めて知る機会になった。職員面談についても、今ちょうど人事考課をやっているた

め、すぐに実践できそうなところが良かった。 

B:私もコミュニケーション不足がすごく自分の中に刺さったため、帰ってすぐ実践したいと思っている。 

 

QQ55学学んんだだここととにによよっってて、、仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ににななりりままししたたかか？？  

A:こういった勉強は、日頃忙しすぎて時間がなくてやりたいと思ってもやれていないが、今回会社の方で受けなさいという

ことによって受けることが出来た。悩んでいるところが、全部ではないが、一部解決できそうなため、また仕事をする意欲

につがった。モチベーションとしては変化があったと言えると思う。 

B:色々実践してみたいなという風に、モチベーションが上がった。 

■11月 23日(土)  ■11月 24日(日)  

9:00 ～ 

9:30 

会場到着 会場準備 9:00～

9:30 

会場到着 会場準備 

Zoom立ち上げ 

9:30 ～

10:30 

受講生受け入れ 

講座最終打ち合わせ 

9:30～

10:00 

受講生受け入れ 

講座最終打ち合わせ 

10:00 ～

17:30 

ナチュラルセラピー

(アロマセラピー編)

実証開始 

マネジメント 

実証開始 

10:00～

16:00 

介護予防 

実証開始 

外出支援 

実証開始 

介護 ICT/DX 

実証開始 

17:30～ 

18:00 

インタビュー・後片付け 16:00～ 

17:00 

インタビュー・後片付け 

18:30 実証終了 17:00 

18:30 

車いす返却 

実証終了 
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■実証実施日 令和 6年 11月 23日（土）・11月 24日（日）  

■委託事業名 令和 6 年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリング）推

進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる

最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研

究事業 

調査名 「開発したアップデ－トプログラムの有効性を検証する実証調査」 

調査目的 ■調査目的 

１）開発したプログラムについて、即現場で実践できるか検証する。 

２）講座の受講形態について受講しやすい形態か検証をする。 

３）提供した受講後のフォローアップ体制の有効性について検証する。 

■調査手法 

・受講前後のアンケ－ト調査 

・受講後直後のインタビュ－調査 

・1か月後の経過アンケ－ト・インタビュ－調査 

■実証講座名 ■11月 23日(土)  

マネジメント 

ナチュラルセラピー（アロマセラピー編） 

多様な人とのかかわり （外国人編） 

■11月 24日(日)  

介護予防 

外出支援 

介護 ICT/DX 

■実証会場 リファレンス大阪駅前第 4ビル 23階 

2024/11/23 (土) 大阪第 4 ﾋﾞﾙ 2310     

2024/11/23 (土) 大阪第 4 ﾋﾞﾙ 2313    

リファレンス大阪駅前第 4ビル 23階 

2024/11/24 (日) 大阪第 4 ﾋﾞﾙ 2313    

2024/11/24 (日) 大阪第 4 ﾋﾞﾙ 2315   

■受講人数 マネジメント 2名(委員モニター3名) 

ナチュラルセラピーアロマセラピー編 

        2名(委員モニター3名) 

多様な人とのかかわり （外国人編） 3名 

                                                            

介護予防 3名 

外出支援 1名 

介護 ICT/DX 11名             

■実証担当者 ■マネジメント               

菊地克彦 内田和宏 朝野愛子  

太原靖一郎 

■ナチュラルセラピー（アロマセラピー）  

遠藤靖子 

■多様な人とのかかわり （外国人編）  

鳥居賢一 吉田愛 

■実証   柳沼亮一 

■事務局  小林英一 渡邉みどり 

■介護予防       

内柴祐基 伊藤健次 八子久美子 

■外出支援       

高橋利明 真鍋 圭彰 

■事務局         

小林英一 渡邉みどり 

■講座提供 ■ナチュラルセラピー（アロマセラピー編）一般社団法人自然セラピスト協会 大塚氏 

■特定非営利活動法人日本トラベルヘルパー協会トラベルヘルパー協会講師 1名 

■介護 ICT/DX株式会社善光総合研究所 星野氏 

【【実証スケジュール】 

  

【インタビュー】 

■■ママネネジジメメンントトイインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

女女性性 AA  5533歳歳  管管理理栄栄養養士士  

男男性性 BB  5522歳歳  学学校校法法人人  事事務務部部長長  資資格格ななしし  

  

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

A:会社から案内があって、管理者として受講する必要があるということだったため受講した。 

B:マネジメントを勉強したいと思って受講した。 

 

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

A:人数が小人数で先生もすごく近くにいたため、分からないことを都度教えてくれた。悩んでいることに対しても、回答し

てくれたことが非常に良かった。悪かった点については特にないが、もうちょっと深掘りして、いろんなこと教えていただけ

たらよかった。ちょっと時間が短かったのでしょうがないと思った。 

B:人数が少なかったので、色々フランクに楽しくできた。悪かった点とは言わないが、もっと人数がたくさんいたら逆にどう

なっていたのかなっていうのは思った。 

 

QQ44学学んんだだ内内容容でで、、介介護護現現場場でで実実践践ででききそそううでですすかか？？    

A:介護現場のマネジメントのことを勉強して、職員面談 1つにして、目標管理にしても、自分の立場として、どういったこと

をやらなきゃいけないかということを改めて知る機会になった。職員面談についても、今ちょうど人事考課をやっているた

め、すぐに実践できそうなところが良かった。 

B:私もコミュニケーション不足がすごく自分の中に刺さったため、帰ってすぐ実践したいと思っている。 

 

QQ55学学んんだだここととにによよっってて、、仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ににななりりままししたたかか？？  

A:こういった勉強は、日頃忙しすぎて時間がなくてやりたいと思ってもやれていないが、今回会社の方で受けなさいという

ことによって受けることが出来た。悩んでいるところが、全部ではないが、一部解決できそうなため、また仕事をする意欲

につがった。モチベーションとしては変化があったと言えると思う。 

B:色々実践してみたいなという風に、モチベーションが上がった。 

■11月 23日(土)  ■11月 24日(日)  

9:00 ～ 

9:30 

会場到着 会場準備 9:00～

9:30 

会場到着 会場準備 

Zoom立ち上げ 

9:30 ～

10:30 

受講生受け入れ 

講座最終打ち合わせ 

9:30～

10:00 

受講生受け入れ 

講座最終打ち合わせ 

10:00 ～

17:30 

ナチュラルセラピー

(アロマセラピー編)

実証開始 

マネジメント 

実証開始 

10:00～

16:00 

介護予防 

実証開始 

外出支援 

実証開始 

介護 ICT/DX 

実証開始 

17:30～ 

18:00 

インタビュー・後片付け 16:00～ 

17:00 

インタビュー・後片付け 

18:30 実証終了 17:00 

18:30 

車いす返却 

実証終了 
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QQ66学学んんだだここととででススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ががあありりままししたたかか？？    

A:今回学んで、また深掘りしたいと思った。こういったことを学ぶことは、常にスキルアップにつながるし、常に学んでいか

ないと変化していく時代に追いつけない。施設の中で決められたメンバーで仕事しているよりも、外部の講師の先生たち

と交流することによって、もっともっと勉強したいという気持ちになった。今後も、こういった企画があるのであれば、是非

ご紹介していただきたい。 

B:違う講座に対しても、参加したいと思っている。 

 

QQ77受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？    

A:2日間の研修は、2日休むというところが業務上難しい。かといって半日だと短すぎて研修した感じもないので、ちょうど

1日でこのぐらいの時間で終わるところはいいかなと思った。場所もちょっと今回名古屋から参加しているが、大阪は 1時

間以内で来られるところなので、無理なく来ることができた。講座形態についても、ZOOM だとどうしても、だれちゃうため

対面でよかった。 

 

 

■■外外出出支支援援イインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

女女性性５５３３歳歳  介介護護福福祉祉士士  役役職職ななしし  

 

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？  

外出支援をしたことがないので、どういったものなのかというところと、どういったところに問題があるかを知りたくて受講

した。 

 

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

実際に電車に乗ってまちのなかを歩けたのがよかった。悪かった点は、実際に外出してみることがあるということ、講義

の内容が分からなかったので、どういう内容の講義があるのかを前もって知らせていただけるとよい。 

 

他他にに気気がが付付いいたた点点  

前もって勉強しておいてとあったが、直前まで資料が来なかった。仕事をしているので時間がとりづらいので、前もって資

料を送ってもらうとよい。 

 

QQ44学学んんだだ内内容容でで、、介介護護現現場場でで実実践践ででききそそううでですすかか？？    

今の職場で使うことはないかもしれないが、利用者からこのような希望があったときには提案できるかもしれない。今の

職場では外出する機会はないが、利用者からの希望があれば検討できそうである。 

 

QQ55学学んんだだここととにによよっってて、、仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ににななりりままししたたかか？？  

仕事に活かせるようにはしていきたい。 

QQ66学学んんだだここととででススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ががあありりままししたたかか？？  

デイサービスでばかり働いてきたので、同じ介護職でも色々な仕事内容があり、そういうことを学ぶという意味では、もっ

といろいろ知っていきたい。 

 

 

QQ77受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？    

外に出ることもあって、実践型でよかったと思う。 

色々なシチュエーションを複数回行うのもよいとも思うが、受講者は仕事をしている人が多いと思うので、今日みたいな

単発の形式が受講しやすいと思う。 

 

QQ88  今今後後受受けけたたいい研研修修ににつついいてて  

どういう研修があるのかわからない。学んでいきたいが、内容が想像つかず、よくわからないので、わかりやすいようにし

ていただけたらよいと思う。プログラムの中からであれば、ICTを受けてみたい。 

 

■■介介護護予予防防イインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

A 女性 48歳 専門学校 介護福祉士 介護教員 

B 男性 40歳 専門学校 介護福祉士 業務主任 

C 女性 48歳 デイサービス 介護福祉士 介護職員 

 

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？  

①動画等の中でも解説していた、日常に身近にいる方に介護予防とか転倒っていうようなところを自分が学んで、私は

現場に行く学生に教える立場なんですけれども、そういう勉強の一環として受講させてもらいました。 

②私も学生に伝えるために何か、いいものがあればいいなと思って受講しました。 

③パンフレットを見て、介護予防という文言を見て、実際に自分の今の仕事で、活かせたらいいなと思いました。介護予

防に関して、あんまりわかってない部分も多いので、それで何か役に立てたらいいなと思っています。 

 

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

①今日帰って、もし対象の方がいればすぐに活用できるっていうところで、本当にすぐに実践できるっていうところが大変

良かったと思います。 

悪かったところですかね実践が一緒に対面でできて良かったのですけれども、できればもう 1時間ぐらいちょっと先生か

ら学ぶような時間があったら、より深めれたと思います。 

②良かった点は、事前学習もある点など、本当にすぐ使えるもので指標にもなるようなものっていうのを学生に伝えやす

いなと思ったのでそれを持ち帰りたいと思っています。 

悪かった点を特にはないです。 

③良かった点は、今回点転倒予防も含まれているというところで、動画とか見て、そこに関連する筋肉の使い方とか、ど

こを鍛えたらいいのかというのがわかったので、良かったです。 

悪かったところは、特にないです。 

 

QQ44学学んんだだ内内容容でで、、介介護護現現場場でで実実践践ででききそそううでですすかか？？    

① 本当に実践もすぐできると思います。 

② 根拠があるので、より使えると思いました。 

③ 実践できると思います。 
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QQ66学学んんだだここととででススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ががあありりままししたたかか？？    

A:今回学んで、また深掘りしたいと思った。こういったことを学ぶことは、常にスキルアップにつながるし、常に学んでいか

ないと変化していく時代に追いつけない。施設の中で決められたメンバーで仕事しているよりも、外部の講師の先生たち

と交流することによって、もっともっと勉強したいという気持ちになった。今後も、こういった企画があるのであれば、是非

ご紹介していただきたい。 

B:違う講座に対しても、参加したいと思っている。 

 

QQ77受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？    

A:2日間の研修は、2日休むというところが業務上難しい。かといって半日だと短すぎて研修した感じもないので、ちょうど

1日でこのぐらいの時間で終わるところはいいかなと思った。場所もちょっと今回名古屋から参加しているが、大阪は 1時

間以内で来られるところなので、無理なく来ることができた。講座形態についても、ZOOM だとどうしても、だれちゃうため

対面でよかった。 

 

 

■■外外出出支支援援イインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

女女性性５５３３歳歳  介介護護福福祉祉士士  役役職職ななしし  

 

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？  

外出支援をしたことがないので、どういったものなのかというところと、どういったところに問題があるかを知りたくて受講

した。 

 

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

実際に電車に乗ってまちのなかを歩けたのがよかった。悪かった点は、実際に外出してみることがあるということ、講義

の内容が分からなかったので、どういう内容の講義があるのかを前もって知らせていただけるとよい。 

 

他他にに気気がが付付いいたた点点  

前もって勉強しておいてとあったが、直前まで資料が来なかった。仕事をしているので時間がとりづらいので、前もって資

料を送ってもらうとよい。 

 

QQ44学学んんだだ内内容容でで、、介介護護現現場場でで実実践践ででききそそううでですすかか？？    

今の職場で使うことはないかもしれないが、利用者からこのような希望があったときには提案できるかもしれない。今の

職場では外出する機会はないが、利用者からの希望があれば検討できそうである。 

 

QQ55学学んんだだここととにによよっってて、、仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ににななりりままししたたかか？？  

仕事に活かせるようにはしていきたい。 

QQ66学学んんだだここととででススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ががあありりままししたたかか？？  

デイサービスでばかり働いてきたので、同じ介護職でも色々な仕事内容があり、そういうことを学ぶという意味では、もっ

といろいろ知っていきたい。 

 

 

QQ77受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？    

外に出ることもあって、実践型でよかったと思う。 

色々なシチュエーションを複数回行うのもよいとも思うが、受講者は仕事をしている人が多いと思うので、今日みたいな

単発の形式が受講しやすいと思う。 

 

QQ88  今今後後受受けけたたいい研研修修ににつついいてて  

どういう研修があるのかわからない。学んでいきたいが、内容が想像つかず、よくわからないので、わかりやすいようにし

ていただけたらよいと思う。プログラムの中からであれば、ICTを受けてみたい。 

 

■■介介護護予予防防イインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

A 女性 48歳 専門学校 介護福祉士 介護教員 

B 男性 40歳 専門学校 介護福祉士 業務主任 

C 女性 48歳 デイサービス 介護福祉士 介護職員 

 

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？  

①動画等の中でも解説していた、日常に身近にいる方に介護予防とか転倒っていうようなところを自分が学んで、私は

現場に行く学生に教える立場なんですけれども、そういう勉強の一環として受講させてもらいました。 

②私も学生に伝えるために何か、いいものがあればいいなと思って受講しました。 

③パンフレットを見て、介護予防という文言を見て、実際に自分の今の仕事で、活かせたらいいなと思いました。介護予

防に関して、あんまりわかってない部分も多いので、それで何か役に立てたらいいなと思っています。 

 

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

①今日帰って、もし対象の方がいればすぐに活用できるっていうところで、本当にすぐに実践できるっていうところが大変

良かったと思います。 

悪かったところですかね実践が一緒に対面でできて良かったのですけれども、できればもう 1時間ぐらいちょっと先生か

ら学ぶような時間があったら、より深めれたと思います。 

②良かった点は、事前学習もある点など、本当にすぐ使えるもので指標にもなるようなものっていうのを学生に伝えやす

いなと思ったのでそれを持ち帰りたいと思っています。 

悪かった点を特にはないです。 

③良かった点は、今回点転倒予防も含まれているというところで、動画とか見て、そこに関連する筋肉の使い方とか、ど

こを鍛えたらいいのかというのがわかったので、良かったです。 

悪かったところは、特にないです。 

 

QQ44学学んんだだ内内容容でで、、介介護護現現場場でで実実践践ででききそそううでですすかか？？    

① 本当に実践もすぐできると思います。 

② 根拠があるので、より使えると思いました。 

③ 実践できると思います。 
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QQ55学学んんだだここととにによよっってて、、仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ににななりりままししたたかか？？  

① モチベーションとしては、もうすぐ活用できるっていうところで、すごく上がっているっていうところと、今回学んだものっ

ていうのは、自分が動作や伝え方を準備すれば、すぐに使えるっていうところで、良いと思います。 

② とてもモチベーション上がりました。 

③ 私もモチベーションがアップしました。 

 

QQ66学学んんだだここととででススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ががあありりままししたたかか？？  

① 自分が授業をする中でのスキルとして、活用できる点で、スキルアップできています。 

② 引き出しがとても増えたので、とても勉強になりました。 

③ もっと知識を身につけたいなと思いました。 

 

QQ77受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

① 特にありません。 

② 特にありません。 

③ 特にありません。 

→土日の開催の方がうれしい。入所の方は、早めに知らないと難しいかもしれない。 

 

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

① マットを使用した高齢者の体操 

② 栄養について 

③ 認知症について 

 

アアロロママイインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

女女性性  2200代代  ヨヨガガイインンスストトララククタターー  

  

QQ22ななぜぜププロロググララムムをを受受講講ししたたののかか？？  

まず、最初に事務局からお話をいただいて、こういうプログラムがあるということを知りました。 

なぜ受講したのかというと、ヨガの講師を持っていて、その講師でアロマのヨガとかもできるかなと思って受講しました。 

QQ33 ここののププロロググララムムのの良良かかっったた点点悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

良かった点は、実際にオイルとかも作れて、自分の目と耳と鼻と全部五感を使って学ぶことができたところが良かったと

思います。悪かったっていうのは別にないです 

QQ44学学んんだだ内内容容がが現現場場でで実実践践ででききそそううかか？？  

もしできたらアロマヨガシニアヨガとかもやってるので、アロマを焚きながらヨガとかもできるかなと思って実践できそうで

す。 

 

QQ55学学んんだだここととにによよっってて仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ははあありりまますすかか？？  

アロマを使うことにより、もっともっとリラックスできるようなヨガを提供できるのではないかなと思って、モチベーションが

高くなりました。 

 

QQ66ススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンににななりりままししたたかか？？  

今度、アロマコンシェルジュという資格のお話もあったので、もしできそうだったらそれも受けてみたいなと思いました。 

 

QQ77受受講講形形態態ははどどううででししたたかか？？  

大阪で駅前ですし、場所も開催も土日にしていただけますし、1回で終わりましたので、良かったです。 

 

QQ８８今今後後受受けけたたいい研研修修ななどどあありりまますすかか？？  

シニアヨガとかあれば、介護施設でも役に立つのかなと思います。 

実実証証のの様様子子  

ママネネジジメメンントト講講座座  

 

 

 

 

 

アアロロママセセララピピーー講講座座  
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QQ55学学んんだだここととにによよっってて、、仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ににななりりままししたたかか？？  

① モチベーションとしては、もうすぐ活用できるっていうところで、すごく上がっているっていうところと、今回学んだものっ

ていうのは、自分が動作や伝え方を準備すれば、すぐに使えるっていうところで、良いと思います。 

② とてもモチベーション上がりました。 

③ 私もモチベーションがアップしました。 

 

QQ66学学んんだだここととででススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ががあありりままししたたかか？？  

① 自分が授業をする中でのスキルとして、活用できる点で、スキルアップできています。 

② 引き出しがとても増えたので、とても勉強になりました。 

③ もっと知識を身につけたいなと思いました。 

 

QQ77受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

① 特にありません。 

② 特にありません。 

③ 特にありません。 

→土日の開催の方がうれしい。入所の方は、早めに知らないと難しいかもしれない。 

 

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

① マットを使用した高齢者の体操 

② 栄養について 

③ 認知症について 

 

アアロロママイインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

女女性性  2200代代  ヨヨガガイインンスストトララククタターー  

  

QQ22ななぜぜププロロググララムムをを受受講講ししたたののかか？？  

まず、最初に事務局からお話をいただいて、こういうプログラムがあるということを知りました。 

なぜ受講したのかというと、ヨガの講師を持っていて、その講師でアロマのヨガとかもできるかなと思って受講しました。 

QQ33 ここののププロロググララムムのの良良かかっったた点点悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

良かった点は、実際にオイルとかも作れて、自分の目と耳と鼻と全部五感を使って学ぶことができたところが良かったと

思います。悪かったっていうのは別にないです 

QQ44学学んんだだ内内容容がが現現場場でで実実践践ででききそそううかか？？  

もしできたらアロマヨガシニアヨガとかもやってるので、アロマを焚きながらヨガとかもできるかなと思って実践できそうで

す。 

 

QQ55学学んんだだここととにによよっってて仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ははあありりまますすかか？？  

アロマを使うことにより、もっともっとリラックスできるようなヨガを提供できるのではないかなと思って、モチベーションが

高くなりました。 

 

QQ66ススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンににななりりままししたたかか？？  

今度、アロマコンシェルジュという資格のお話もあったので、もしできそうだったらそれも受けてみたいなと思いました。 

 

QQ77受受講講形形態態ははどどううででししたたかか？？  

大阪で駅前ですし、場所も開催も土日にしていただけますし、1回で終わりましたので、良かったです。 

 

QQ８８今今後後受受けけたたいい研研修修ななどどあありりまますすかか？？  

シニアヨガとかあれば、介護施設でも役に立つのかなと思います。 

実実証証のの様様子子  

ママネネジジメメンントト講講座座  

 

 

 

 

 

アアロロママセセララピピーー講講座座  
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多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((外外国国人人編編))講講座座  

 

介護予防講座 

 

外出支援講座 

 

 

 

介介護護 IICCTT//DDXX講講座座  
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多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((外外国国人人編編))講講座座  

 

介護予防講座 

 

外出支援講座 

 

 

 

介介護護 IICCTT//DDXX講講座座  
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1122月月 1133日日（（金金））  

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリ

ンンググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活

用用ででききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを

確確認認すするる実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

・・11かか月月後後のの経経過過アアンンケケ－－トト・・イインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  ナナチチュュララルルセセララピピーーアアロロママセセララピピーー  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人明明星星学学園園  関関東東福福祉祉専専門門学学校校  

■■受受講講人人数数  介介護護福福祉祉学学科科 22年年生生  1144名名    介介護護福福祉祉学学科科 11年年生生  3344名名                                                                                                                                            

■■実実証証担担当当者者  櫻櫻井井  直直人人  ((多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))・・ナナチチュュララルルセセララピピーー((アアロロママセセララピピ

ーー))  分分科科会会委委員員  

光光星星  ききらららら（（ナナチチュュララルルセセララピピーー((アアロロママセセララピピーー))  分分科科会会委委員員  

遠遠藤藤  靖靖子子  （（ナナチチュュララルルセセララピピーー((アアロロママセセララピピーー))  分分科科会会委委員員  

渡渡邉邉みみどどりり((ココーーデディィネネーータターー))  

■■講講師師  講講師師：：大大塚塚久久子子氏氏  櫻櫻井井  直直人人  

【【当当日日ののススケケジジュューールル】】  

  

  

  

  

1122月月 1133日日((金金))  

1122::3300  専専門門学学校校にに到到着着  

1122::3300～～1133::0000  打打ちち合合わわせせ・・準準備備  

1133：：0000～～1144：：1100  ナナチチュュララルルセセララピピーーアアロロママセセララピピーー  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))  

介介護護福福祉祉学学科科 22年年生生  1144名名    

介介護護福福祉祉学学科科１１年年  3344名名      

1144：：1100～～1144：：2200  ミミニニテテスストト・・アアンンケケーートト実実施施  

1144：：2200～～1155::0000  イインンタタビビュューー  

1155::3300  片片付付けけ・・終終了了  

イインンタタビビュューー  

■■多多様様なな人人講講座座イインンタタビビュューー  

●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

AA  性性別別：：男男  3300歳歳  所所属属：：介介護護福福祉祉学学科科  11年年  前前職職：：事事務務職職  

BB  性性別別：：女女  4433歳歳  所所属属：：介介護護福福祉祉学学科科  11年年  前前職職：：製製造造職職  

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

・・掲掲示示板板ののチチララシシでで知知っったた。。チチララシシはは障障害害者者にに対対ししててののここととののみみのの情情報報でで内内容容ははわわかかららななかかっったた。。  

・・内内容容ままででははわわかかららななかかっったたがが、、受受講講ししたた。。  

  

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

・・良良かかっったた点点はは、、障障害害ににつついいてて簡簡潔潔でで分分かかりりややすすかかっったた。。ググルルーーププワワーーククををすするるここととでで、、よよくく考考ええるるここととがが出出来来たた。。悪悪かかっっ

たた点点はは、、座座学学ででははななくく自自分分たたちちでで考考ええるるググルルーーププワワーーククががほほととんんどどだだっったたたためめ、、理理解解がが深深ままっったたかかとといいううとと疑疑問問がが残残るる。。  

・・良良かかっったた点点はは、、障障害害ががああるる人人もも他他のの人人とと一一緒緒にに働働くく場場所所ががああるるここととをを知知るるここととががででききてて、、将将来来一一緒緒にに働働くくここととががああるるこことと

をを身身近近にに感感じじらられれたた。。障障害害ががああっっててももななくくててもも、、みみんんなな仕仕事事でで一一緒緒ににななるるたためめ、、専専門門学学校校ににおおいいてて知知っってておおくくここととがが大大切切

だだとと思思うう。。  

  

QQ44授授業業へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ははあありりままししたたかか？？  

・・ややるるととややららなないいととでではは認認識識はは違違ううとと思思うう。。  

・・楽楽ししくく授授業業をを受受けけるるここととがが出出来来たた。。  

  

QQ55印印象象にに残残っったたここととははあありりままししたたかか？？  

・・否否定定ををししなないいここととととででききるるここととをを伸伸ばばししてていいくくここととをを学学んんだだ。。  

  

QQ66受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

・・特特にに不不都都合合ははななかかっったた。。  

  

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

・・外外出出支支援援をを受受けけててみみたたいい。。  

・・漏漏れれなないいオオムムツツのの当当てて方方研研修修ななどど。。  

  

■■アアロロママ講講座座イインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

AA  性性別別：：男男  3322歳歳  所所属属：：介介護護福福祉祉学学科科  22年年    

BB  性性別別：：女女  5522歳歳  所所属属：：介介護護福福祉祉学学科科  22年年  

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

AA::  掲掲示示板板ののチチララシシでで知知っったた。。  

BB::  授授業業のの一一環環とと担担任任かからら言言わわれれたた。。  

  

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

AA::  良良かかっったた点点はは、、普普段段触触れれなないいアアロロママににつついいてて、、介介護護のの現現場場でで実実践践ででききるるとと思思っったた。。悪悪かかっったた点点はは、、ももうう少少しし座座学学ががああ

っっててももよよかかっったたとと思思うう。。  
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1122月月 1133日日（（金金））  

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリ

ンンググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活

用用ででききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを

確確認認すするる実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

・・11かか月月後後のの経経過過アアンンケケ－－トト・・イインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  ナナチチュュララルルセセララピピーーアアロロママセセララピピーー  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人明明星星学学園園  関関東東福福祉祉専専門門学学校校  

■■受受講講人人数数  介介護護福福祉祉学学科科 22年年生生  1144名名    介介護護福福祉祉学学科科 11年年生生  3344名名                                                                                                                                            

■■実実証証担担当当者者  櫻櫻井井  直直人人  ((多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))・・ナナチチュュララルルセセララピピーー((アアロロママセセララピピ

ーー))  分分科科会会委委員員  

光光星星  ききらららら（（ナナチチュュララルルセセララピピーー((アアロロママセセララピピーー))  分分科科会会委委員員  

遠遠藤藤  靖靖子子  （（ナナチチュュララルルセセララピピーー((アアロロママセセララピピーー))  分分科科会会委委員員  

渡渡邉邉みみどどりり((ココーーデディィネネーータターー))  

■■講講師師  講講師師：：大大塚塚久久子子氏氏  櫻櫻井井  直直人人  

【【当当日日ののススケケジジュューールル】】  

  

  

  

  

1122月月 1133日日((金金))  

1122::3300  専専門門学学校校にに到到着着  

1122::3300～～1133::0000  打打ちち合合わわせせ・・準準備備  

1133：：0000～～1144：：1100  ナナチチュュララルルセセララピピーーアアロロママセセララピピーー  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))  

介介護護福福祉祉学学科科 22年年生生  1144名名    

介介護護福福祉祉学学科科１１年年  3344名名      

1144：：1100～～1144：：2200  ミミニニテテスストト・・アアンンケケーートト実実施施  

1144：：2200～～1155::0000  イインンタタビビュューー  

1155::3300  片片付付けけ・・終終了了  

イインンタタビビュューー  

■■多多様様なな人人講講座座イインンタタビビュューー  

●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

AA  性性別別：：男男  3300歳歳  所所属属：：介介護護福福祉祉学学科科  11年年  前前職職：：事事務務職職  

BB  性性別別：：女女  4433歳歳  所所属属：：介介護護福福祉祉学学科科  11年年  前前職職：：製製造造職職  

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

・・掲掲示示板板ののチチララシシでで知知っったた。。チチララシシはは障障害害者者にに対対ししててののここととののみみのの情情報報でで内内容容ははわわかかららななかかっったた。。  

・・内内容容ままででははわわかかららななかかっったたがが、、受受講講ししたた。。  

  

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

・・良良かかっったた点点はは、、障障害害ににつついいてて簡簡潔潔でで分分かかりりややすすかかっったた。。ググルルーーププワワーーククををすするるここととでで、、よよくく考考ええるるここととがが出出来来たた。。悪悪かかっっ

たた点点はは、、座座学学ででははななくく自自分分たたちちでで考考ええるるググルルーーププワワーーククががほほととんんどどだだっったたたためめ、、理理解解がが深深ままっったたかかとといいううとと疑疑問問がが残残るる。。  

・・良良かかっったた点点はは、、障障害害ががああるる人人もも他他のの人人とと一一緒緒にに働働くく場場所所ががああるるここととをを知知るるここととががででききてて、、将将来来一一緒緒にに働働くくここととががああるるこことと

をを身身近近にに感感じじらられれたた。。障障害害ががああっっててももななくくててもも、、みみんんなな仕仕事事でで一一緒緒ににななるるたためめ、、専専門門学学校校ににおおいいてて知知っってておおくくここととがが大大切切

だだとと思思うう。。  

  

QQ44授授業業へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ははあありりままししたたかか？？  

・・ややるるととややららなないいととでではは認認識識はは違違ううとと思思うう。。  

・・楽楽ししくく授授業業をを受受けけるるここととがが出出来来たた。。  

  

QQ55印印象象にに残残っったたここととははあありりままししたたかか？？  

・・否否定定ををししなないいここととととででききるるここととをを伸伸ばばししてていいくくここととをを学学んんだだ。。  

  

QQ66受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

・・特特にに不不都都合合ははななかかっったた。。  

  

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

・・外外出出支支援援をを受受けけててみみたたいい。。  

・・漏漏れれなないいオオムムツツのの当当てて方方研研修修ななどど。。  

  

■■アアロロママ講講座座イインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

AA  性性別別：：男男  3322歳歳  所所属属：：介介護護福福祉祉学学科科  22年年    

BB  性性別別：：女女  5522歳歳  所所属属：：介介護護福福祉祉学学科科  22年年  

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

AA::  掲掲示示板板ののチチララシシでで知知っったた。。  

BB::  授授業業のの一一環環とと担担任任かからら言言わわれれたた。。  

  

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

AA::  良良かかっったた点点はは、、普普段段触触れれなないいアアロロママににつついいてて、、介介護護のの現現場場でで実実践践ででききるるとと思思っったた。。悪悪かかっったた点点はは、、ももうう少少しし座座学学ががああ

っっててももよよかかっったたとと思思うう。。  
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BB::  アアロロママはは興興味味ががああっったたがが、、ななかかななかか勉勉強強すするる機機会会ががななかかっったたたためめ、、アアロロママののオオイイルルにによよっっててスストトレレススややリリララッッククススでできき

るるここととがが学学べべたた。。  

  

QQ44授授業業へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ははあありりままししたたかか？？  

AA::  普普段段学学ぶぶここととののなないい学学生生同同士士ででででききるる実実践践的的ななももののだだっったた。。  

BB::  即即介介護護職職がが実実践践ででききるるここととがが学学べべたた。。  

  

QQ55印印象象にに残残っったたここととははあありりままししたたかか？？  

AA::  セセルルフフケケアアハハンンドドママッッササーージジ  

BB::  アアロロママのの種種類類  

  

QQ66受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

AA::  問問題題ななくく受受講講ででききたた。。  

BB::  問問題題なないい。。  

  

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

AA::  すすぐぐにに実実践践ででききるる講講座座    

BB::  福福祉祉用用具具ややトトララベベルルヘヘルルパパーーのの講講座座  

  

  

実実証証のの様様子子  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1122月月 1144日日（（土土））・・1122月月 1155日日（（日日））    

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））

推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活用用ででききるる

最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを確確認認すするる実実証証研研

究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

・・11かか月月後後のの経経過過アアンンケケ－－トト・・イインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  ■■1122月月 1144日日（（土土））  

ママネネジジメメンントト  

ナナチチュュララルルセセララピピーー（（アアロロママセセララピピーー編編））  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  （（外外国国人人編編））  

■■1122月月 1155日日（（日日））  

介介護護予予防防  

外外出出支支援援  

介介護護 IICCTT//DDXX  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人敬敬心心学学園園  日日本本福福祉祉教教育育専専門門学学校校      222244・・222255教教室室  

■■受受講講人人数数  ママネネジジメメンントト 99名名((三三菱菱総総研研１１名名))  

ナナチチュュララルルセセララピピーーアアロロママセセララピピーー編編 1111名名  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  （（外外国国人人編編））  １１名名  

                                                                                                                        

介介護護予予防防  1122名名  

外外出出支支援援  2222名名  

介介護護 IICCTT//DDXX  1122名名                          

■■実実証証担担当当者者  ■■ママネネジジメメンントト                              

菊菊地地克克彦彦  内内田田和和宏宏  朝朝野野愛愛子子    

太太原原靖靖一一郎郎  

■■ナナチチュュララルルセセララピピーー（（アアロロママセセララピピーー））    

遠遠藤藤靖靖子子・・光光星星ききらららら・・櫻櫻井井直直人人  

■■多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  （（外外国国人人編編））    

鳥鳥居居賢賢一一  吉吉田田愛愛  

■■事事務務局局                  

小小林林英英一一  渡渡邉邉みみどどりり  

■■介介護護予予防防              

内内柴柴祐祐基基  伊伊藤藤健健次次  八八子子久久美美子子  

■■外外出出支支援援              

真真鍋鍋  圭圭彰彰  町町  亞亞聖聖    

■■事事務務局局                  

小小林林英英一一  渡渡邉邉みみどどりり  

■■各各講講座座ののササポポーートト  

光光星星ききらららら  

櫻櫻井井直直人人  

■■講講座座提提供供  ■■ナナチチュュララルルセセララピピーー（（アアロロママセセララピピーー編編））一一般般社社団団法法人人自自然然セセララピピスストト協協会会  大大塚塚氏氏  

■■特特定定非非営営利利活活動動法法人人日日本本トトララベベルルヘヘルルパパーー協協会会トトララベベルルヘヘルルパパーー協協会会講講師師３３名名  

■■介介護護 IICCTT//DDXX株株式式会会社社善善光光総総合合研研究究所所  星星野野氏氏  
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BB::  アアロロママはは興興味味ががああっったたがが、、ななかかななかか勉勉強強すするる機機会会ががななかかっったたたためめ、、アアロロママののオオイイルルにによよっっててスストトレレススややリリララッッククススでできき

るるここととがが学学べべたた。。  

  

QQ44授授業業へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ははあありりままししたたかか？？  

AA::  普普段段学学ぶぶここととののなないい学学生生同同士士ででででききるる実実践践的的ななももののだだっったた。。  

BB::  即即介介護護職職がが実実践践ででききるるここととがが学学べべたた。。  

  

QQ55印印象象にに残残っったたここととははあありりままししたたかか？？  

AA::  セセルルフフケケアアハハンンドドママッッササーージジ  

BB::  アアロロママのの種種類類  

  

QQ66受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

AA::  問問題題ななくく受受講講ででききたた。。  

BB::  問問題題なないい。。  

  

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

AA::  すすぐぐにに実実践践ででききるる講講座座    

BB::  福福祉祉用用具具ややトトララベベルルヘヘルルパパーーのの講講座座  

  

  

実実証証のの様様子子  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1122月月 1144日日（（土土））・・1122月月 1155日日（（日日））    

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））

推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活用用ででききるる

最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを確確認認すするる実実証証研研

究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

・・11かか月月後後のの経経過過アアンンケケ－－トト・・イインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  ■■1122月月 1144日日（（土土））  

ママネネジジメメンントト  

ナナチチュュララルルセセララピピーー（（アアロロママセセララピピーー編編））  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  （（外外国国人人編編））  

■■1122月月 1155日日（（日日））  

介介護護予予防防  

外外出出支支援援  

介介護護 IICCTT//DDXX  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人敬敬心心学学園園  日日本本福福祉祉教教育育専専門門学学校校      222244・・222255教教室室  

■■受受講講人人数数  ママネネジジメメンントト 99名名((三三菱菱総総研研１１名名))  

ナナチチュュララルルセセララピピーーアアロロママセセララピピーー編編 1111名名  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  （（外外国国人人編編））  １１名名  

                                                                                                                        

介介護護予予防防  1122名名  

外外出出支支援援  2222名名  

介介護護 IICCTT//DDXX  1122名名                          

■■実実証証担担当当者者  ■■ママネネジジメメンントト                              

菊菊地地克克彦彦  内内田田和和宏宏  朝朝野野愛愛子子    

太太原原靖靖一一郎郎  

■■ナナチチュュララルルセセララピピーー（（アアロロママセセララピピーー））    

遠遠藤藤靖靖子子・・光光星星ききらららら・・櫻櫻井井直直人人  

■■多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  （（外外国国人人編編））    

鳥鳥居居賢賢一一  吉吉田田愛愛  

■■事事務務局局                  

小小林林英英一一  渡渡邉邉みみどどりり  

■■介介護護予予防防              

内内柴柴祐祐基基  伊伊藤藤健健次次  八八子子久久美美子子  

■■外外出出支支援援              

真真鍋鍋  圭圭彰彰  町町  亞亞聖聖    

■■事事務務局局                  

小小林林英英一一  渡渡邉邉みみどどりり  

■■各各講講座座ののササポポーートト  

光光星星ききらららら  

櫻櫻井井直直人人  

■■講講座座提提供供  ■■ナナチチュュララルルセセララピピーー（（アアロロママセセララピピーー編編））一一般般社社団団法法人人自自然然セセララピピスストト協協会会  大大塚塚氏氏  

■■特特定定非非営営利利活活動動法法人人日日本本トトララベベルルヘヘルルパパーー協協会会トトララベベルルヘヘルルパパーー協協会会講講師師３３名名  

■■介介護護 IICCTT//DDXX株株式式会会社社善善光光総総合合研研究究所所  星星野野氏氏  
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【【実実証証ススケケジジュューールル】】  

  

【【イインンタタビビュューー】】  

■■ママネネジジメメンントト講講座座イインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

  

  

  

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

・・タタダダカカヨヨかからら案案内内ががあありり、、主主任任以以上上でで学学べべるるとと思思っってて応応募募ししたた。。  

・・タタダダカカヨヨかからら案案内内ががあありり、、面面白白そそううだだとと思思っってて受受講講ししたた。。  

  

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

・・良良かかっったた点点はは、、オオンンデデママンンドド学学習習ががああっってて、、自自分分ののペペーーススででででききたた。。悪悪かかっったた点点はは、、アアロロママ動動画画ににつついいてて最最後後がが切切れれてて

いいるるももののががああっったたののでで、、最最後後ままでで流流ししててほほししいい。。管管理理者者ココーーススははここののよよううににややっってて欲欲ししいいとといいううここととがが詳詳ししいい説説明明ががああっったた

方方ががよよかかっったた。。  

・・動動画画研研修修ががああっってて、、効効率率よよくく、、自自分分ののタタイイミミンンググでで見見るるここととががででききたた。。ままたた対対面面ももああっっててよよかかっったた。。課課題題ををややっってていいるる人人とと

ややっってていいなないい人人ががいいたたののでで、、参参加加者者ににずずれれががああっったた。。  

  

QQ44学学んんだだ内内容容でで、、介介護護現現場場でで実実践践ででききそそううでですすかか？？    

・・管管理理者者ととのの面面談談ががなないい状状況況でで、、そそのの提提案案ががででききるるとと思思うう。。ササーービビスス提提供供責責任任者者ななののでで現現場場のの職職員員向向けけににココミミュュニニケケーー

シショョンンややエエゴゴググララムムななどどははででききそそううだだとと思思っったた。。  

・・チチーームムでで動動くくここととがが多多くく、、人人手手不不足足ななののでで、、すすぐぐににででききるるかかわわかかららなないいがが面面接接等等ににつついいててはは頑頑張張りりたたいいがが、、出出来来るるかか不不

安安ででああるる。。  

  

QQ55学学んんだだここととにによよっってて、、仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ににななりりままししたたかか？？  

・・自自法法人人でで管管理理職職ののキキャャリリアア研研修修ががなないいののでで、、無無料料でで講講座座をを受受けけらられれたたののははよよかかっったた。。  

・・無無料料ががよよかかっったた。。小小ささいい法法人人でで研研修修制制度度ががなないいたためめ、、少少ししででもも外外にに出出てて学学んんでで、、自自分分のの職職場場にに還還元元ででききれればばよよいいとと思思

うう。。  

  

■■1122月月 1144日日（（土土））))  ■■1122月月 1155日日（（日日））  

99::0000  ～～  

99::3300  

会会場場到到着着  会会場場準準備備  99::0000～～

99::3300  

会会場場到到着着  会会場場準準備備  

ZZoooomm立立ちち上上げげ  

99::3300 ～～

1100::3300  

受受講講生生受受けけ入入れれ  

講講座座最最終終打打ちち合合わわせせ  

99::3300～～

1100::0000  

受受講講生生受受けけ入入れれ  

講講座座最最終終打打ちち合合わわせせ  

1100::0000 ～～

1177::3300  

ナナチチュュララルルセセララピピ

ーー((アアロロママセセララピピーー

編編))実実証証開開始始  

ママネネジジメメンントト  

実実証証開開始始  

1100::0000～～

1166::0000  

介介護護予予防防  

実実証証開開始始  

外外出出支支援援  

実実証証開開始始  

介介護護 IICCTT//DDXX  

実実証証開開始始  

1177::3300～～  

1188::0000  

イインンタタビビュューー・・後後片片付付けけ  1166::0000～～  

1177::0000  

イインンタタビビュューー・・後後片片付付けけ  

1188::3300  実実証証終終了了  

  

1177::0000  

1188::3300  

車車いいすす返返却却  

実実証証終終了了  

AA  ：：女女性性  所所属属：：デデイイケケアア    役役職職：：介介護護主主任任  

BB  ：：女女性性  所所属属：：訪訪問問介介護護    役役職職：：ササーービビスス提提供供責責任任者者  

QQ66学学んんだだここととででススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ががあありりままししたたかか？？  

・・自自分分次次第第だだとと思思ううがが、、ああげげるるたためめにに来来ててるるののででああげげてていいききたたいい。。  

・・介介護護業業界界ででママネネジジメメンントトはは大大ききなな課課題題でで、、自自法法人人ででははななかかななかかででききなないいここととをを学学んんだだののでで、、今今日日学学んんだだここととをを活活かかししてて

いいききたたいい。。  

  

QQ77受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

ななしし  

  

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

・・引引きき続続きき、、介介護護福福祉祉士士ののううええのの段段階階ののママネネジジメメンントトがが少少なないいののでで、、そそうういいうう研研修修ががああれればば参参加加ししたたいい。。  

・・処処遇遇改改善善加加算算のの要要件件のの、、キキャャリリアアパパススのの仕仕組組みみづづくくりりををややっっててははいいるるがが、、机机上上ののももののににななっってていいるるののでで、、体体系系的的ななこことと

をを自自法法人人でで行行ええるるももののがが必必要要ででああるるとと思思うう。。  

 

■■アアロロママ講講座座イインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

AA  性性別別：：女女性性  5511歳歳  所所属属：：元元社社会会福福祉祉法法人人職職員員  役役職職：：福福祉祉人人事事  

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

・・職職員員ににつついいててのの健健康康ににつついいてて勉勉強強ししてていいたたたためめ、、アアロロママをを使使っったた職職員員のの健健康康ににつついいてて学学びびたたかかっったた。。そそれれをを通通ししてて利利

用用者者ささんんににつつななががれればばよよいいとと思思っってて受受講講ししたた。。  

  

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

・・アアロロママオオイイルルをを具具体体的的ににどどののよよううにに活活かかししたたほほううががよよいいかかをを学学ぶぶここととがが出出来来たたととこころろががよよかかっったた。。希希釈釈ししたたりり、、ククリリーームム

ににししたたりり、、掃掃除除ににもも使使ええるるここととががわわかかりり、、深深くく学学ぶぶここととがが出出来来てて、、実実践践ににつつななげげてていいききたたいいとと思思っったた。。  

  

QQ44学学んんだだ内内容容でで、、介介護護現現場場でで実実践践ででききそそううでですすかか？？    

・・時時間間がが短短かかっったたののでで、、質質問問ししたたかかっったたととこころろももああっったたがが、、ささららにに学学んんででいいくく意意欲欲がが芽芽生生ええたた。。現現場場でで実実践践ででききるるとと感感じじたた。。

ハハンンドドママッッササーージジははすすぐぐににででももででききるるとと思思うう。。  

  

QQ55学学んんだだここととにによよっってて、、仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ににななりりままししたたかか？？  

・・新新たたにに職職員員にに伝伝ええらられれそそううななここととをを学学べべたたたためめ、、現現場場ででややれれるるここととがが増増ええたたたためめ、、よよかかっったた。。  

  

QQ66学学んんだだここととででススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ががあありりままししたたかか？？  

・・ススキキルルアアッッププやや幅幅をを広広げげるるたためめにに学学びび続続けけるるここととはは重重要要だだとと思思っったた。。  

  

QQ77受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

・・場場所所ははよよかかっったた。。ももうう少少しし長長いい時時間間ででももよよかかっったた。。  

  

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

・・座座っったたままままででききるる体体操操やや、、認認知知症症のの人人向向けけののアアロロママななどど学学んんででいいききたたいい。。  
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【【実実証証ススケケジジュューールル】】  

  

【【イインンタタビビュューー】】  

■■ママネネジジメメンントト講講座座イインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

  

  

  

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

・・タタダダカカヨヨかからら案案内内ががあありり、、主主任任以以上上でで学学べべるるとと思思っってて応応募募ししたた。。  

・・タタダダカカヨヨかからら案案内内ががあありり、、面面白白そそううだだとと思思っってて受受講講ししたた。。  

  

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

・・良良かかっったた点点はは、、オオンンデデママンンドド学学習習ががああっってて、、自自分分ののペペーーススででででききたた。。悪悪かかっったた点点はは、、アアロロママ動動画画ににつついいてて最最後後がが切切れれてて

いいるるももののががああっったたののでで、、最最後後ままでで流流ししててほほししいい。。管管理理者者ココーーススははここののよよううににややっってて欲欲ししいいとといいううここととがが詳詳ししいい説説明明ががああっったた

方方ががよよかかっったた。。  

・・動動画画研研修修ががああっってて、、効効率率よよくく、、自自分分ののタタイイミミンンググでで見見るるここととががででききたた。。ままたた対対面面ももああっっててよよかかっったた。。課課題題ををややっってていいるる人人とと

ややっってていいなないい人人ががいいたたののでで、、参参加加者者ににずずれれががああっったた。。  

  

QQ44学学んんだだ内内容容でで、、介介護護現現場場でで実実践践ででききそそううでですすかか？？    

・・管管理理者者ととのの面面談談ががなないい状状況況でで、、そそのの提提案案ががででききるるとと思思うう。。ササーービビスス提提供供責責任任者者ななののでで現現場場のの職職員員向向けけににココミミュュニニケケーー

シショョンンややエエゴゴググララムムななどどははででききそそううだだとと思思っったた。。  

・・チチーームムでで動動くくここととがが多多くく、、人人手手不不足足ななののでで、、すすぐぐににででききるるかかわわかかららなないいがが面面接接等等ににつついいててはは頑頑張張りりたたいいがが、、出出来来るるかか不不

安安ででああるる。。  

  

QQ55学学んんだだここととにによよっってて、、仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ににななりりままししたたかか？？  

・・自自法法人人でで管管理理職職ののキキャャリリアア研研修修ががなないいののでで、、無無料料でで講講座座をを受受けけらられれたたののははよよかかっったた。。  

・・無無料料ががよよかかっったた。。小小ささいい法法人人でで研研修修制制度度ががなないいたためめ、、少少ししででもも外外にに出出てて学学んんでで、、自自分分のの職職場場にに還還元元ででききれればばよよいいとと思思

うう。。  

  

■■1122月月 1144日日（（土土））))  ■■1122月月 1155日日（（日日））  

99::0000  ～～  

99::3300  

会会場場到到着着  会会場場準準備備  99::0000～～

99::3300  

会会場場到到着着  会会場場準準備備  

ZZoooomm立立ちち上上げげ  

99::3300 ～～

1100::3300  

受受講講生生受受けけ入入れれ  

講講座座最最終終打打ちち合合わわせせ  

99::3300～～

1100::0000  

受受講講生生受受けけ入入れれ  

講講座座最最終終打打ちち合合わわせせ  

1100::0000 ～～

1177::3300  

ナナチチュュララルルセセララピピ

ーー((アアロロママセセララピピーー

編編))実実証証開開始始  

ママネネジジメメンントト  

実実証証開開始始  

1100::0000～～

1166::0000  

介介護護予予防防  

実実証証開開始始  

外外出出支支援援  

実実証証開開始始  

介介護護 IICCTT//DDXX  

実実証証開開始始  

1177::3300～～  

1188::0000  

イインンタタビビュューー・・後後片片付付けけ  1166::0000～～  

1177::0000  

イインンタタビビュューー・・後後片片付付けけ  

1188::3300  実実証証終終了了  

  

1177::0000  

1188::3300  

車車いいすす返返却却  

実実証証終終了了  

AA  ：：女女性性  所所属属：：デデイイケケアア    役役職職：：介介護護主主任任  

BB  ：：女女性性  所所属属：：訪訪問問介介護護    役役職職：：ササーービビスス提提供供責責任任者者  

QQ66学学んんだだここととででススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ががあありりままししたたかか？？  

・・自自分分次次第第だだとと思思ううがが、、ああげげるるたためめにに来来ててるるののででああげげてていいききたたいい。。  

・・介介護護業業界界ででママネネジジメメンントトはは大大ききなな課課題題でで、、自自法法人人ででははななかかななかかででききなないいここととをを学学んんだだののでで、、今今日日学学んんだだここととをを活活かかししてて

いいききたたいい。。  

  

QQ77受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

ななしし  

  

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

・・引引きき続続きき、、介介護護福福祉祉士士ののううええのの段段階階ののママネネジジメメンントトがが少少なないいののでで、、そそうういいうう研研修修ががああれればば参参加加ししたたいい。。  

・・処処遇遇改改善善加加算算のの要要件件のの、、キキャャリリアアパパススのの仕仕組組みみづづくくりりををややっっててははいいるるがが、、机机上上ののももののににななっってていいるるののでで、、体体系系的的ななこことと

をを自自法法人人でで行行ええるるももののがが必必要要ででああるるとと思思うう。。  

 

■■アアロロママ講講座座イインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

AA  性性別別：：女女性性  5511歳歳  所所属属：：元元社社会会福福祉祉法法人人職職員員  役役職職：：福福祉祉人人事事  

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

・・職職員員ににつついいててのの健健康康ににつついいてて勉勉強強ししてていいたたたためめ、、アアロロママをを使使っったた職職員員のの健健康康ににつついいてて学学びびたたかかっったた。。そそれれをを通通ししてて利利

用用者者ささんんににつつななががれればばよよいいとと思思っってて受受講講ししたた。。  

  

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

・・アアロロママオオイイルルをを具具体体的的ににどどののよよううにに活活かかししたたほほううががよよいいかかをを学学ぶぶここととがが出出来来たたととこころろががよよかかっったた。。希希釈釈ししたたりり、、ククリリーームム

ににししたたりり、、掃掃除除ににもも使使ええるるここととががわわかかりり、、深深くく学学ぶぶここととがが出出来来てて、、実実践践ににつつななげげてていいききたたいいとと思思っったた。。  

  

QQ44学学んんだだ内内容容でで、、介介護護現現場場でで実実践践ででききそそううでですすかか？？    

・・時時間間がが短短かかっったたののでで、、質質問問ししたたかかっったたととこころろももああっったたがが、、ささららにに学学んんででいいくく意意欲欲がが芽芽生生ええたた。。現現場場でで実実践践ででききるるとと感感じじたた。。

ハハンンドドママッッササーージジははすすぐぐににででももででききるるとと思思うう。。  

  

QQ55学学んんだだここととにによよっってて、、仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ににななりりままししたたかか？？  

・・新新たたにに職職員員にに伝伝ええらられれそそううななここととをを学学べべたたたためめ、、現現場場ででややれれるるここととがが増増ええたたたためめ、、よよかかっったた。。  

  

QQ66学学んんだだここととででススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ががあありりままししたたかか？？  

・・ススキキルルアアッッププやや幅幅をを広広げげるるたためめにに学学びび続続けけるるここととはは重重要要だだとと思思っったた。。  

  

QQ77受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

・・場場所所ははよよかかっったた。。ももうう少少しし長長いい時時間間ででももよよかかっったた。。  

  

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

・・座座っったたままままででききるる体体操操やや、、認認知知症症のの人人向向けけののアアロロママななどど学学んんででいいききたたいい。。  

  

  

  

73

令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   73令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   73 2025/05/02   14:36:202025/05/02   14:36:20



QQ11基基本本情情報報  

AA  性性別別：：男男性性    所所属属：：  株株式式会会社社((有有料料老老人人ホホーームム))  役役職職：：施施設設長長  

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

会会社社自自体体がが敬敬心心学学園園とと繋繋ががりりががあありり、、ププロロググララムムににつついいてて紹紹介介さされれたた。。そそここでで介介護護予予防防にに興興味味ががああっったたたためめ。。  

  

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

良良かかっったた点点：：講講師師ががOOTTのの先先生生だだとといいうう点点ががすすごごくく来来てて良良かかっったたななとと思思っったた。。専専門門職職のの方方がが講講師師ををややっっててくくれれるるとと、、根根拠拠とと

かか理理由由ががははっっききりり伝伝ええててくくれれるるののでで、、納納得得ががいいくくももののででああっったた。。  

ままたた、、研研修修のの内内容容もも実実際際にに基基づづいいたたももののととかか、、実実際際にに提提供供ででききるるももののででああっったたたためめ、、現現場場にに戻戻っったたととききににはは使使ええるるななとと思思

っったた。。  

悪悪かかっったた点点：：研研修修にに行行っってて、、似似たたよよううななレレベベルルのの方方とと話話ががででききれればばよよかかっったた。。  

例例ええばば、、介介護護福福祉祉士士をを持持っってて、、33年年以以上上ととかか、、経経験験のの状状況況にによよっってて分分けけてて、、対対応応すするるこことともも重重要要。。  

  

QQ44学学んんだだ内内容容でで、、介介護護現現場場でで実実践践ででききそそううでですすかか？？    

実実践践ででききるるとと思思うう。。  

  

QQ55学学んんだだここととにによよっってて、、仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ににななりりままししたたかか？？  

知知識識がが増増ええたた。。ままたた、、先先生生のの言言葉葉のの““理理解解ななくくししてて支支援援ななしし””ととかか、、当当たたりり前前のの言言葉葉だだけけれれどどもも、、そそれれををももうう 11 回回思思いい出出しし

てて、、初初心心にに返返るるここととももででききたた。。そそのの点点でで、、モモチチベベーーシショョンンがが上上ががっってていいるる。。  

  

QQ66学学んんだだここととででススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ががあありりままししたたかか？？  

機機能能訓訓練練ににつついいててもも理理解解ももででききてていいまますすしし、、よよりり介介護護予予防防をを現現場場でで実実施施ししななががらら学学びびたたいいとと思思うう。。  

  

QQ77受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

学学ぶぶととききににはは、、対対面面ががいいいいななとと感感じじままししたた。。時時間間もも、、33 時時間間だだかからら参参加加ししややすすかかっったたでですす。。オオンンデデママンンドドもも含含めめてて、、ちちょょううどど

いいいいぐぐららいいだだとと思思うう。。  

  

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

認認知知症症のの知知識識やや認認知知症症ののケケアア。。  

新新ししいい介介護護ににつついいてて（（介介護護技技術術のの研研修修））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

実実証証のの様様子子  

ママネネジジメメンントト講講座座  

 

 

 

 

 

アアロロママセセララピピーー講講座座  

  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((外外国国人人編編))講講座座  
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QQ11基基本本情情報報  

AA  性性別別：：男男性性    所所属属：：  株株式式会会社社((有有料料老老人人ホホーームム))  役役職職：：施施設設長長  

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

会会社社自自体体がが敬敬心心学学園園とと繋繋ががりりががあありり、、ププロロググララムムににつついいてて紹紹介介さされれたた。。そそここでで介介護護予予防防にに興興味味ががああっったたたためめ。。  

  

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

良良かかっったた点点：：講講師師ががOOTTのの先先生生だだとといいうう点点ががすすごごくく来来てて良良かかっったたななとと思思っったた。。専専門門職職のの方方がが講講師師ををややっっててくくれれるるとと、、根根拠拠とと

かか理理由由ががははっっききりり伝伝ええててくくれれるるののでで、、納納得得ががいいくくももののででああっったた。。  

ままたた、、研研修修のの内内容容もも実実際際にに基基づづいいたたももののととかか、、実実際際にに提提供供ででききるるももののででああっったたたためめ、、現現場場にに戻戻っったたととききににはは使使ええるるななとと思思

っったた。。  

悪悪かかっったた点点：：研研修修にに行行っってて、、似似たたよよううななレレベベルルのの方方とと話話ががででききれればばよよかかっったた。。  

例例ええばば、、介介護護福福祉祉士士をを持持っってて、、33年年以以上上ととかか、、経経験験のの状状況況にによよっってて分分けけてて、、対対応応すするるこことともも重重要要。。  

  

QQ44学学んんだだ内内容容でで、、介介護護現現場場でで実実践践ででききそそううでですすかか？？    

実実践践ででききるるとと思思うう。。  

  

QQ55学学んんだだここととにによよっってて、、仕仕事事へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ににななりりままししたたかか？？  

知知識識がが増増ええたた。。ままたた、、先先生生のの言言葉葉のの““理理解解ななくくししてて支支援援ななしし””ととかか、、当当たたりり前前のの言言葉葉だだけけれれどどもも、、そそれれををももうう 11 回回思思いい出出しし

てて、、初初心心にに返返るるここととももででききたた。。そそのの点点でで、、モモチチベベーーシショョンンがが上上ががっってていいるる。。  

  

QQ66学学んんだだここととででススキキルルアアッッププへへののモモチチベベーーシショョンンにに変変化化ががあありりままししたたかか？？  

機機能能訓訓練練ににつついいててもも理理解解ももででききてていいまますすしし、、よよりり介介護護予予防防をを現現場場でで実実施施ししななががらら学学びびたたいいとと思思うう。。  

  

QQ77受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

学学ぶぶととききににはは、、対対面面ががいいいいななとと感感じじままししたた。。時時間間もも、、33 時時間間だだかからら参参加加ししややすすかかっったたでですす。。オオンンデデママンンドドもも含含めめてて、、ちちょょううどど

いいいいぐぐららいいだだとと思思うう。。  

  

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

認認知知症症のの知知識識やや認認知知症症ののケケアア。。  

新新ししいい介介護護ににつついいてて（（介介護護技技術術のの研研修修））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

実実証証のの様様子子  

ママネネジジメメンントト講講座座  

 

 

 

 

 

アアロロママセセララピピーー講講座座  

  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((外外国国人人編編))講講座座  
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介介護護予予防防講講座座  

 

 

外外出出支支援援講講座座  

 

介介護護 IICCTT//DDXX講講座座  

 

 

令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1122月月 2200日日（（金金））  

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリ

ンンググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活

用用ででききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを

確確認認すするる実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

■■実実証証講講座座名名  多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((外外国国人人編編))  教教員員向向けけのの研研修修  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人敬敬心心学学園園  日日本本福福祉祉教教育育専専門門学学校校  

■■受受講講人人数数  教教職職員員  88名名                                                                                                                                            

■■実実証証担担当当者者  鳥鳥居居  賢賢一一（（ププロロググララムム開開発発・・多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((外外国国人人編編))分分科科会会委委員員））  

吉吉田田  ああいい（（ププロロググララムム開開発発・・多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((外外国国人人編編))分分科科会会委委員員））  

【【当当日日ののススケケジジュューールル】】  

実実証証のの様様子子  

    

  

1122月月 1133日日((金金))  

1133::3300  専専門門学学校校にに到到着着  

1133::3300～～1144::2200  打打ちち合合わわせせ・・準準備備  

1144：：2200～～1166：：1100  多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))  教教職職員員  88名名    

1166：：1100～～1166::3300  ミミニニテテスストト・・アアンンケケーートト実実施施  

1166：：4400  片片付付けけ・・終終了了  
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介介護護予予防防講講座座  

 

 

外外出出支支援援講講座座  

 

介介護護 IICCTT//DDXX講講座座  

 

 

令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 66年年 1122月月 2200日日（（金金））  

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリ

ンンググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活

用用ででききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを

確確認認すするる実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

■■実実証証講講座座名名  多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((外外国国人人編編))  教教員員向向けけのの研研修修  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人敬敬心心学学園園  日日本本福福祉祉教教育育専専門門学学校校  

■■受受講講人人数数  教教職職員員  88名名                                                                                                                                            

■■実実証証担担当当者者  鳥鳥居居  賢賢一一（（ププロロググララムム開開発発・・多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((外外国国人人編編))分分科科会会委委員員））  

吉吉田田  ああいい（（ププロロググララムム開開発発・・多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((外外国国人人編編))分分科科会会委委員員））  

【【当当日日ののススケケジジュューールル】】  

実実証証のの様様子子  

    

  

1122月月 1133日日((金金))  

1133::3300  専専門門学学校校にに到到着着  

1133::3300～～1144::2200  打打ちち合合わわせせ・・準準備備  

1144：：2200～～1166：：1100  多多様様なな人人ととののかかかかわわりり((障障ががいい者者編編))  教教職職員員  88名名    

1166：：1100～～1166::3300  ミミニニテテスストト・・アアンンケケーートト実実施施  

1166：：4400  片片付付けけ・・終終了了  
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 77年年 11月月 1100日日（（金金））    

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンン

ググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活用用でで

ききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを確確認認すするる

実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

・・11かか月月後後のの経経過過アアンンケケ－－トト・・イインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  ナナチチュュララルルセセララピピーー((アアロロママセセララピピーー))  

アアシシススタタンントトテティィーーチチャャーーププレレ実実証証  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人穴穴吹吹学学園園  穴穴吹吹パパテティィシシエエ福福祉祉カカレレッッジジ様様  

■■受受講講人人数数  介介護護福福祉祉学学科科１１年年    4411人人  

■■実実証証担担当当者者  小小林林英英一一、、渡渡邉邉みみどどりり  

■■講講座座提提供供  講講師師：：  大大塚塚ひひささ子子氏氏  

【【実実証証ススケケジジュューールル】】  

11月月 1100日日（（金金））    講講座座名名：：アアロロママセセララピピーー    ＊＊事事前前ににミミニニテテスストト・・アアンンケケーー

トト・・動動画画をを視視聴聴  1122::4400  講講師師打打ちち合合わわせせ  

1122::5500  講講座座資資料料・・教教材材確確認認    
  

参参加加者者のの出出席席確確認認    

1133::0000  実実証証開開始始                                  実実証証後後ににミミニニテテスストト・・アアンンケケーートト

をを実実施施  1155::0000  実実証証終終了了  
  

イインンタタビビュューー学学生生    

  イインンタタビビュューー教教員員    

  イインンタタビビュューー施施設設担担当当者者    

  講講師師フフィィーードドババッックク    

1177::3300  後後片片づづけけ・・終終了了    

イインンタタビビュューー  

ナナチチュュララルルセセララピピーーアアロロママセセララピピーー  

 

●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー  

■（介護福祉学科１年生） 

A:インドネシア 男性 

B:インドネシア 女性 

問問１１：：今今回回のの講講座座のの内内容容はは、、就就職職先先ななどど現現場場でで活活用用ででききるるとと思思いいまますすかか。。  

A:いろいろな勉強しました。いろいろな香りがストレスやリラックスできる香りがあることを知ることができた。 

 ハンドマッサージは自分でも利用者にできると思った。 

B:普段の授業と比べ、グループで相談してオイルを作ったりすることが楽しかった。ハンドマッサージや手浴・足浴は 

 自分でもできると思った。 

 

問問 22：：ここののよよううなな、、講講座座をを専専門門学学校校のの授授業業ととししてて受受けけたたいいとと思思いいまますすかか。。  

A:自分で考えたり、グループですることができるので授業として受けたいと思う。 

B:施設で試せる内容だと思いました。アクティビティのような授業は楽しいのでぜひ授業として受けたいです。 

 

問問 33：：他他にに専専門門学学校校のの授授業業でで実実施施ししててほほししいい講講座座ががああれればば教教ええててくくだだささいい。。  

A: レクリエーションはテキストでしか勉強ができないので、やり方のイメージがつかないので、レクリエーションの勉強が 

したい。 

B：日本の歌とか、遊びを勉強したいです。利用者さんとのコミュニケーションが言葉だけでは難しいため。 

 

●アシスタントティーチャーのプレ授業をした教員へのインタビュー 

■介護福祉学科教員 女性 

問問 11：：アアロロママ講講座座をを受受けけたたききっっかかけけ((目目的的))  

昨年の実証から参加をさせてもらい、現場で様々な資格があるがなかなか授業の中に取り入れたり、即実践することが

難しい資格ばかりだった。アロマ講座で学んだ内容は、学生の自信につながるハードルが高すぎなく学べ、実践できる

風景が目に浮かび授業で取り入れたいと思った。 

 

問問 22：：今今回回、、授授業業ををししててみみててどどううだだっったたかか。。（（教教材材のの活活用用ががででききてていいたたかか・・伝伝ええててほほししいいポポイインントトがが伝伝ええらられれてていいたたかか環環境境

（（人人数数・・部部屋屋・・人人員員等等））整整っってていいたたかか。。改改善善店店ななどど。。））  

結果として、教材がそろっていたので最後までトラブルもなくできたと思う。 

【環境面】 

ただし、40名という受講者を 1人ではサポートがなければできないと思った。 

1名で行うとしたら、受講人数の設定が必要かもしれないと思った。 

【教材】 

アシスタントティーチャーとしてどこまで伝えればよいかわからなかった。 

伝えるポイントが明確ではなかったため、授業展開表みたいに、授業の進行や役割が明確なものがあればよいと思った。 

【改善点】 

・受講人数の設定 

・講座進行表と教材の作成 

・グループワーク等を加えた授業内容 
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 77年年 11月月 1100日日（（金金））    

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンン

ググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活用用でで

ききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを確確認認すするる

実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

・・11かか月月後後のの経経過過アアンンケケ－－トト・・イインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  ナナチチュュララルルセセララピピーー((アアロロママセセララピピーー))  

アアシシススタタンントトテティィーーチチャャーーププレレ実実証証  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人穴穴吹吹学学園園  穴穴吹吹パパテティィシシエエ福福祉祉カカレレッッジジ様様  

■■受受講講人人数数  介介護護福福祉祉学学科科１１年年    4411人人  

■■実実証証担担当当者者  小小林林英英一一、、渡渡邉邉みみどどりり  

■■講講座座提提供供  講講師師：：  大大塚塚ひひささ子子氏氏  

【【実実証証ススケケジジュューールル】】  

11月月 1100日日（（金金））    講講座座名名：：アアロロママセセララピピーー    ＊＊事事前前ににミミニニテテスストト・・アアンンケケーー

トト・・動動画画をを視視聴聴  1122::4400  講講師師打打ちち合合わわせせ  

1122::5500  講講座座資資料料・・教教材材確確認認    
  

参参加加者者のの出出席席確確認認    

1133::0000  実実証証開開始始                                  実実証証後後ににミミニニテテスストト・・アアンンケケーートト

をを実実施施  1155::0000  実実証証終終了了  
  

イインンタタビビュューー学学生生    

  イインンタタビビュューー教教員員    

  イインンタタビビュューー施施設設担担当当者者    

  講講師師フフィィーードドババッックク    

1177::3300  後後片片づづけけ・・終終了了    

イインンタタビビュューー  

ナナチチュュララルルセセララピピーーアアロロママセセララピピーー  

 

●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー  

■（介護福祉学科１年生） 

A:インドネシア 男性 

B:インドネシア 女性 

問問１１：：今今回回のの講講座座のの内内容容はは、、就就職職先先ななどど現現場場でで活活用用ででききるるとと思思いいまますすかか。。  

A:いろいろな勉強しました。いろいろな香りがストレスやリラックスできる香りがあることを知ることができた。 

 ハンドマッサージは自分でも利用者にできると思った。 

B:普段の授業と比べ、グループで相談してオイルを作ったりすることが楽しかった。ハンドマッサージや手浴・足浴は 

 自分でもできると思った。 

 

問問 22：：ここののよよううなな、、講講座座をを専専門門学学校校のの授授業業ととししてて受受けけたたいいとと思思いいまますすかか。。  

A:自分で考えたり、グループですることができるので授業として受けたいと思う。 

B:施設で試せる内容だと思いました。アクティビティのような授業は楽しいのでぜひ授業として受けたいです。 

 

問問 33：：他他にに専専門門学学校校のの授授業業でで実実施施ししててほほししいい講講座座ががああれればば教教ええててくくだだささいい。。  

A: レクリエーションはテキストでしか勉強ができないので、やり方のイメージがつかないので、レクリエーションの勉強が 

したい。 

B：日本の歌とか、遊びを勉強したいです。利用者さんとのコミュニケーションが言葉だけでは難しいため。 

 

●アシスタントティーチャーのプレ授業をした教員へのインタビュー 

■介護福祉学科教員 女性 

問問 11：：アアロロママ講講座座をを受受けけたたききっっかかけけ((目目的的))  

昨年の実証から参加をさせてもらい、現場で様々な資格があるがなかなか授業の中に取り入れたり、即実践することが

難しい資格ばかりだった。アロマ講座で学んだ内容は、学生の自信につながるハードルが高すぎなく学べ、実践できる

風景が目に浮かび授業で取り入れたいと思った。 

 

問問 22：：今今回回、、授授業業ををししててみみててどどううだだっったたかか。。（（教教材材のの活活用用ががででききてていいたたかか・・伝伝ええててほほししいいポポイインントトがが伝伝ええらられれてていいたたかか環環境境

（（人人数数・・部部屋屋・・人人員員等等））整整っってていいたたかか。。改改善善店店ななどど。。））  

結果として、教材がそろっていたので最後までトラブルもなくできたと思う。 

【環境面】 

ただし、40名という受講者を 1人ではサポートがなければできないと思った。 

1名で行うとしたら、受講人数の設定が必要かもしれないと思った。 

【教材】 

アシスタントティーチャーとしてどこまで伝えればよいかわからなかった。 

伝えるポイントが明確ではなかったため、授業展開表みたいに、授業の進行や役割が明確なものがあればよいと思った。 

【改善点】 

・受講人数の設定 

・講座進行表と教材の作成 

・グループワーク等を加えた授業内容 
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●参加した外国人留学生受け入れ施設担当者へのインタビュー 

■有料老人ホーム 施設長 男性 

問問 11：：学学生生のの受受けけ入入れれ国国  

インドネシアの学生を多く受け入れており、第 1期が今年 4月から入職している。 

 

問問 22：：受受けけ入入れれるる際際にに、、どどんんなな理理由由でで選選んんだだかか。。  

文化的にインドネシアは、いろいろな、経済状況であったり、勤勉さや明るさ、あとは U ターンしない可能性があるため。 

 

問問 33：：実実際際にに働働いいてていいるる学学生生ささんんとと、、実実際際にに学学んんででいいるる姿姿のの学学生生ささんん見見てて、、どどんんななふふううにに感感じじたたかか。。  

勉強している姿と、働いてる姿の差は、ほとんどないということが確認できて安心した。学生の表情とか、受け答えに関し

ても、学生の学ぶ姿勢が変わらないので逆にこのような機会に来れたことを感謝している。 

 

問問 44；；今今回回のの講講座座のの内内容容はは、、就就職職先先ななどど現現場場でで活活用用ででききるるとと思思いいまますすかか。。  

内容的にうちの施設は、自然に恵まれているため、季節ごとにイベントをしていることが多い、またオリーブが特産のた

め利用者さんの手にクリームを塗るなどをして、ボディタッチを図りながら対話作りを(言葉の壁の解消)指導している。 

今回のアロマに関しても違和感がなく、ハンドケアは取り入れられる内容だったと思う。 

 

問問 55：：実実際際にに現現場場でで取取りり入入れれるる必必要要ががああるる講講座座やや研研修修ははあありりまますすかか。。  

言葉の壁で言えば、専門用語医療的なところ。こころとからだのしくみやいろいろな制度についての理解不足で 

現場でたびたび混乱しているため。言葉の壁があるがそこをクリアできたら学生たちのモチベーションにもつながると思

う。 

実実証証のの様様子子  
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●参加した外国人留学生受け入れ施設担当者へのインタビュー 

■有料老人ホーム 施設長 男性 

問問 11：：学学生生のの受受けけ入入れれ国国  

インドネシアの学生を多く受け入れており、第 1期が今年 4月から入職している。 

 

問問 22：：受受けけ入入れれるる際際にに、、どどんんなな理理由由でで選選んんだだかか。。  

文化的にインドネシアは、いろいろな、経済状況であったり、勤勉さや明るさ、あとは U ターンしない可能性があるため。 

 

問問 33：：実実際際にに働働いいてていいるる学学生生ささんんとと、、実実際際にに学学んんででいいるる姿姿のの学学生生ささんん見見てて、、どどんんななふふううにに感感じじたたかか。。  

勉強している姿と、働いてる姿の差は、ほとんどないということが確認できて安心した。学生の表情とか、受け答えに関し

ても、学生の学ぶ姿勢が変わらないので逆にこのような機会に来れたことを感謝している。 

 

問問 44；；今今回回のの講講座座のの内内容容はは、、就就職職先先ななどど現現場場でで活活用用ででききるるとと思思いいまますすかか。。  

内容的にうちの施設は、自然に恵まれているため、季節ごとにイベントをしていることが多い、またオリーブが特産のた

め利用者さんの手にクリームを塗るなどをして、ボディタッチを図りながら対話作りを(言葉の壁の解消)指導している。 

今回のアロマに関しても違和感がなく、ハンドケアは取り入れられる内容だったと思う。 

 

問問 55：：実実際際にに現現場場でで取取りり入入れれるる必必要要ががああるる講講座座やや研研修修ははあありりまますすかか。。  

言葉の壁で言えば、専門用語医療的なところ。こころとからだのしくみやいろいろな制度についての理解不足で 

現場でたびたび混乱しているため。言葉の壁があるがそこをクリアできたら学生たちのモチベーションにもつながると思

う。 

実実証証のの様様子子  
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」  

実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 77年年 11月月 1155日日（（水水））  

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリ

ンンググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活

用用ででききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを

確確認認すするる実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  介介護護 IICCTT・・DDXX講講座座  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人ここおおりりややまま東東都都学学園園  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校  

■■受受講講人人数数  介介護護福福祉祉学学科科 22年年生生  2244名名                                                                                                                                

■■実実証証担担当当者者  渡渡邉邉みみどどりり((ココーーデディィネネーータターー))  

■■講講師師  講講師師：：株株式式会会社社善善光光総総合合研研究究所所  星星野野氏氏  

【【当当日日ののススケケジジュューールル】】  

  

  

  

11月月 1144日日((火火))  

99::0000  専専門門学学校校にに到到着着  

99::0000～～1100::0000  打打ちち合合わわせせ・・準準備備  

1100::4400～～1122::1100  事事前前学学習習  

動動画画おおよよびびミミニニテテスストト、、アアンンケケーートト実実施施  

介介護護福福祉祉学学科科 22年年生生  2244名名  

    

1122::0000  終終了了  

11月月 1155日日（（水水））  

99::0000  ZZoooommででのの入入室室おおよよびび開開催催ののああいいささつつ  

99::1100～～1166::1100  ススママーートト介介護護士士講講座座  ＊＊11HH昼昼休休憩憩    

介介護護福福祉祉学学科科 22年年生生  2244名名  

  

1166::1100～～1166::2200    ミミニニテテスストト、、アアンンケケーートト実実施施  

1166::2200～～1166::3300  イインンタタビビュューー  

1166::3300～～1166::4400  片片付付けけ・・撤撤収収    

1166::4400  終終了了    

イインンタタビビュューー  

■■介介護護 IICCTT・・DDXX講講座座  

●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

AA  性性別別：：男男  2211歳歳  所所属属：：介介護護福福祉祉学学科科  22年年    

BB  性性別別：：女女  2211歳歳  所所属属：：介介護護福福祉祉学学科科  22年年    

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

A・担任の先生から、就職する前に ICTのスキルを身に付けたほうが良いといわれた。 

B・内容まではわからなかったが、とにかく就職に役立つと聞いて受講した。 

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

A・良かった点は、介護現場になぜ ICT が必要なのかが理解できた。悪かった点は、内容が盛りだくさんだったので受講

時間が長いのが気になった。 

B.良かった点は、介護現場で働くにあたって、ICTや DXが必須になることがわかった。悪かった点は同じく、受講時間が

長すぎた。 

QQ44授授業業へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ははあありりままししたたかか？？  

A・やるとやらないとでは認識は違うと思う。 

B・自分は ICTが苦手だが、就職する先でどのような ICTや DXが使われているのか調べてみようと思った。 

QQ55印印象象にに残残っったたここととははあありりままししたたかか？？  

A・普段自分が使っている LINE も仕事に活用していることが知れた。 

B・介護業界では、ICT や DX を介護前場に導入することで、業務量の改善し、その分の時間を質の高いケアを目指して

生産性向上をしていくということがわかった。 

QQ66受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

A・特に不都合はなかった。紙ベースではないので手軽に受講できた。 

B・特に不都合はなかった。次に何をするかの説明があってわかりやすかった。 

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

・介護技術野向上（移乗） 

・認知症の対応 

実実証証のの様様子子  
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」  

実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 77年年 11月月 1155日日（（水水））  

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリ

ンンググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活

用用ででききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを

確確認認すするる実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  介介護護 IICCTT・・DDXX講講座座  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人ここおおりりややまま東東都都学学園園  郡郡山山健健康康科科学学専専門門学学校校  

■■受受講講人人数数  介介護護福福祉祉学学科科 22年年生生  2244名名                                                                                                                                

■■実実証証担担当当者者  渡渡邉邉みみどどりり((ココーーデディィネネーータターー))  

■■講講師師  講講師師：：株株式式会会社社善善光光総総合合研研究究所所  星星野野氏氏  

【【当当日日ののススケケジジュューールル】】  

  

  

  

11月月 1144日日((火火))  

99::0000  専専門門学学校校にに到到着着  

99::0000～～1100::0000  打打ちち合合わわせせ・・準準備備  

1100::4400～～1122::1100  事事前前学学習習  

動動画画おおよよびびミミニニテテスストト、、アアンンケケーートト実実施施  

介介護護福福祉祉学学科科 22年年生生  2244名名  

    

1122::0000  終終了了  

11月月 1155日日（（水水））  

99::0000  ZZoooommででのの入入室室おおよよびび開開催催ののああいいささつつ  

99::1100～～1166::1100  ススママーートト介介護護士士講講座座  ＊＊11HH昼昼休休憩憩    

介介護護福福祉祉学学科科 22年年生生  2244名名  

  

1166::1100～～1166::2200    ミミニニテテスストト、、アアンンケケーートト実実施施  

1166::2200～～1166::3300  イインンタタビビュューー  

1166::3300～～1166::4400  片片付付けけ・・撤撤収収    

1166::4400  終終了了    

イインンタタビビュューー  

■■介介護護 IICCTT・・DDXX講講座座  

●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー  

QQ11基基本本情情報報  

AA  性性別別：：男男  2211歳歳  所所属属：：介介護護福福祉祉学学科科  22年年    

BB  性性別別：：女女  2211歳歳  所所属属：：介介護護福福祉祉学学科科  22年年    

QQ22ななぜぜここののププロロググララムム受受講講ししたたののかか？？    

A・担任の先生から、就職する前に ICTのスキルを身に付けたほうが良いといわれた。 

B・内容まではわからなかったが、とにかく就職に役立つと聞いて受講した。 

QQ33今今回回ののププロロググララムムのの良良かかっったた点点、、悪悪かかっったた点点ににつついいてて  

A・良かった点は、介護現場になぜ ICT が必要なのかが理解できた。悪かった点は、内容が盛りだくさんだったので受講

時間が長いのが気になった。 

B.良かった点は、介護現場で働くにあたって、ICTや DXが必須になることがわかった。悪かった点は同じく、受講時間が

長すぎた。 

QQ44授授業業へへののモモチチベベーーシショョンンへへのの変変化化ははあありりままししたたかか？？  

A・やるとやらないとでは認識は違うと思う。 

B・自分は ICTが苦手だが、就職する先でどのような ICTや DXが使われているのか調べてみようと思った。 

QQ55印印象象にに残残っったたここととははあありりままししたたかか？？  

A・普段自分が使っている LINE も仕事に活用していることが知れた。 

B・介護業界では、ICT や DX を介護前場に導入することで、業務量の改善し、その分の時間を質の高いケアを目指して

生産性向上をしていくということがわかった。 

QQ66受受講講形形態態にに関関ししててどどううでですすかか？？  

A・特に不都合はなかった。紙ベースではないので手軽に受講できた。 

B・特に不都合はなかった。次に何をするかの説明があってわかりやすかった。 

QQ88今今後後受受けけててみみたたいい研研修修  

・介護技術野向上（移乗） 

・認知症の対応 

実実証証のの様様子子  
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 77年年 11月月 1177日日（（金金））    

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンン

ググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活用用でで

ききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを確確認認すするる

実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効  

性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

・・11  がが月月後後のの経経過過アアンンケケ－－トト・・イインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  介介護護予予防防講講座座  アアシシススタタンントトテティィーーチチャャーーププレレ実実証証  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人穴穴吹吹学学園園  穴穴吹吹パパテティィシシエエ福福祉祉カカレレッッジジ様様  

■■受受講講人人数数  介介護護福福祉祉学学科科１１年年    4433人人  

■■実実証証担担当当者者  中中内内  英英樹樹（（ププロロググララムム開開発発委委員員会会・・介介護護予予防防講講座座分分科科会会））  

角角田田  大大騎騎（（ププロロググララムム開開発発委委員員会会・・介介護護予予防防講講座座分分科科会会））  

内内柴柴  佑佑基基（（ココーーデディィネネーータターー））  

【【実実証証ススケケジジュューールル】】  

11月月 1177日日（（金金））    講講座座名名：：介介護護予予防防講講  ＊＊事事前前ににミミニニテテスストト・・アアンンケケーー

トト・・動動画画をを視視聴聴  1122::0000  講講師師打打ちち合合わわせせ  

1122::5500  講講座座資資料料・・教教材材確確認認    
  

参参加加者者のの出出席席確確認認    

1133::0000  実実証証開開始始                                  実実証証後後ににミミニニテテスストト・・アアンンケケーートト

をを実実施施  1166::1100  実実証証終終了了  
  

イインンタタビビュューー学学生生・・教教員員    

  イインンタタビビュューー施施設設担担当当者者    

  講講師師フフィィーードドババッックク    

1177::3300  後後片片づづけけ・・終終了了    

11月月 1188日日（（土土））      

99::0000～～1111::0000  介介護護予予防防ププロロググララムム実実証証のの振振りり返返りり    

  来来年年度度にに向向けけてて（（アアシシススタタンントトテティィーーチチャャーー養養成成））のの課課題題    

イインンタタビビュューー  

介介護護予予防防  

 

●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー  

■（介護福祉学科１年生） 

問問１１：：今今回回のの講講座座のの内内容容はは、、就就職職先先ななどど現現場場でで活活用用ででききるるとと思思いいまますすかか。。  

非常に現場で活用出来る内容であったと思います。 

介護予防の中でも、転倒リスクに関係することでしたので、これまでに行かせていただいた実習先は、デイサービスに

ショートロングⅢ特別養護老人ホームであり、どの施設でも実際に歩かれている方がおられました。移動介助もありまし

たので、その内容を学校の講義の中に組み込んで行うことは、介護予防、転倒予防にはすごく役立つと感じました。 

  

問問 22：：ここののよよううなな、、講講座座をを専専門門学学校校のの授授業業ととししてて受受けけたたいいとと思思いいまますすかか。。  

引き続き、受けたいですし、貴重な機会でした。 

実際に就職されている職員の皆様方や施設の方から、無料で受けさせていただけることは、すごく特別な対応ですの

で、とてもありがたいことではないのかと思っております。 

  

問問 33：：他他にに専専門門学学校校のの授授業業でで実実施施ししててほほししいい講講座座ががああれればば教教ええててくくだだささいい。。  

学校の講義で、生活支援技術などの移動・移乗を介助方法や、更衣の着脱なども教えてはいただけますが、実際は

詳細に、もっと高度なボディーメカニクスなどに則って対応などもしていたので、技術支援の実際を知れる機会も必要だ

と感じました。また、レクリエーションのバリエーションについても研修とか詳しく教えていただけると、とてもありています。 

  

●アシスタントティーチャーのプレ授業をした教員へのインタビュー 

■介護福祉学科教員 男性 

問問 11：：介介護護予予防防講講座座をを受受けけたたききっっかかけけ((目目的的))  

中内先生からのご紹介があったのと、学生たちに介護予防をしっかり教えていきたいっていうのもあったので、お受け

したという形です。 

 

問問 22：：今今回回、、授授業業ををししててみみててどどううだだっったたかか。。（（教教材材のの活活用用ががででききてていいたたかか・・伝伝ええててほほししいいポポイインントトがが伝伝ええらられれてていいたたかか環環境境

（（人人数数・・部部屋屋・・人人員員等等））整整っってていいたたかか。。改改善善店店ななどど。。））  

【環境面】 

とてもスムースで進められたと思います。TUGのときはもう少し広い部屋の方が良かったかもしれません。 

【教材】 

動画においては、留学生には難しかったっていうのが一言かなと思います。やはり専門用語が多いんで、聞き取るのが

大変だった点があったと思います。 

また、今日内容の中にも、明日から使えるものがいっぱいあったので、評価をするということプラス、先生からの運動も直

接あったので、とても良かったと感じました。 

【改善点】 

介護福祉士を目指す学生なので、より介護の現場でどのようなことを行うのかを落とし込めることができるとより良いと思

いました。 
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令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」実実証証報報告告書書  

■■実実証証実実施施日日  令令和和 77年年 11月月 1177日日（（金金））    

■■委委託託事事業業名名  令令和和 66  年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンン

ググ））推推進進事事業業  」」  

■■事事業業名名  ここれれかかららのの高高齢齢社社会会にに対対応応ででききるる人人材材育育成成にに必必要要なな介介護護・・医医療療分分野野のの現現場場でで利利活活用用でで

ききるる最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの実実践践ププロロググララムム開開発発事事業業及及びびそそのの有有効効性性をを確確認認すするる

実実証証研研究究事事業業  

調調査査名名  「「開開発発ししたたアアッッププデデ－－トトププロロググララムムのの有有効効性性をを検検証証すするる実実証証調調査査」」  

調調査査目目的的  ■■調調査査目目的的  

１１））開開発発ししたたププロロググララムムににつついいてて、、即即現現場場でで実実践践ででききるるかか検検証証すするる。。  

２２））講講座座のの受受講講形形態態ににつついいてて受受講講ししややすすいい形形態態かか検検証証ををすするる。。  

３３））提提供供ししたた受受講講後後ののフフォォロローーアアッッププ体体制制のの有有効効  

性性ににつついいてて検検証証すするる。。  

■■調調査査手手法法  

・・受受講講前前後後ののアアンンケケ－－トト調調査査  

・・受受講講後後直直後後ののイインンタタビビュュ－－調調査査  

・・11  がが月月後後のの経経過過アアンンケケ－－トト・・イインンタタビビュュ－－調調査査  

■■実実証証講講座座名名  介介護護予予防防講講座座  アアシシススタタンントトテティィーーチチャャーーププレレ実実証証  

■■実実証証会会場場  学学校校法法人人穴穴吹吹学学園園  穴穴吹吹パパテティィシシエエ福福祉祉カカレレッッジジ様様  

■■受受講講人人数数  介介護護福福祉祉学学科科１１年年    4433人人  

■■実実証証担担当当者者  中中内内  英英樹樹（（ププロロググララムム開開発発委委員員会会・・介介護護予予防防講講座座分分科科会会））  

角角田田  大大騎騎（（ププロロググララムム開開発発委委員員会会・・介介護護予予防防講講座座分分科科会会））  

内内柴柴  佑佑基基（（ココーーデディィネネーータターー））  

【【実実証証ススケケジジュューールル】】  

11月月 1177日日（（金金））    講講座座名名：：介介護護予予防防講講  ＊＊事事前前ににミミニニテテスストト・・アアンンケケーー

トト・・動動画画をを視視聴聴  1122::0000  講講師師打打ちち合合わわせせ  

1122::5500  講講座座資資料料・・教教材材確確認認    
  

参参加加者者のの出出席席確確認認    

1133::0000  実実証証開開始始                                  実実証証後後ににミミニニテテスストト・・アアンンケケーートト

をを実実施施  1166::1100  実実証証終終了了  
  

イインンタタビビュューー学学生生・・教教員員    

  イインンタタビビュューー施施設設担担当当者者    

  講講師師フフィィーードドババッックク    

1177::3300  後後片片づづけけ・・終終了了    

11月月 1188日日（（土土））      

99::0000～～1111::0000  介介護護予予防防ププロロググララムム実実証証のの振振りり返返りり    

  来来年年度度にに向向けけてて（（アアシシススタタンントトテティィーーチチャャーー養養成成））のの課課題題    

イインンタタビビュューー  

介介護護予予防防  

 

●●参参加加ししたた学学生生へへののイインンタタビビュューー  

■（介護福祉学科１年生） 

問問１１：：今今回回のの講講座座のの内内容容はは、、就就職職先先ななどど現現場場でで活活用用ででききるるとと思思いいまますすかか。。  

非常に現場で活用出来る内容であったと思います。 

介護予防の中でも、転倒リスクに関係することでしたので、これまでに行かせていただいた実習先は、デイサービスに

ショートロングⅢ特別養護老人ホームであり、どの施設でも実際に歩かれている方がおられました。移動介助もありまし

たので、その内容を学校の講義の中に組み込んで行うことは、介護予防、転倒予防にはすごく役立つと感じました。 

  

問問 22：：ここののよよううなな、、講講座座をを専専門門学学校校のの授授業業ととししてて受受けけたたいいとと思思いいまますすかか。。  
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で、とてもありがたいことではないのかと思っております。 

  

問問 33：：他他にに専専門門学学校校のの授授業業でで実実施施ししててほほししいい講講座座ががああれればば教教ええててくくだだささいい。。  

学校の講義で、生活支援技術などの移動・移乗を介助方法や、更衣の着脱なども教えてはいただけますが、実際は

詳細に、もっと高度なボディーメカニクスなどに則って対応などもしていたので、技術支援の実際を知れる機会も必要だ

と感じました。また、レクリエーションのバリエーションについても研修とか詳しく教えていただけると、とてもありています。 

  

●アシスタントティーチャーのプレ授業をした教員へのインタビュー 

■介護福祉学科教員 男性 
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【教材】 

動画においては、留学生には難しかったっていうのが一言かなと思います。やはり専門用語が多いんで、聞き取るのが
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また、今日内容の中にも、明日から使えるものがいっぱいあったので、評価をするということプラス、先生からの運動も直
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介護福祉士を目指す学生なので、より介護の現場でどのようなことを行うのかを落とし込めることができるとより良いと思

いました。 
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●参加した外国人留学生受け入れ施設担当者へのインタビュー 

問問 11：：今今回回のの講講座座のの内内容容はは、、就就職職先先ななどど現現場場でで活活用用ででききるるとと思思いいまますすかか。。 

弊社は訪問介護をメインにやっておりまして、サービスの時間帯が 1 対 1 になるので スタッフがどれだけご入居者の

変化に気づけるかというところはすごく大事だと思っております。留学生さんは、2 年間の間に、アルバイトを弊社の施設

でしていただいており、その時も必ず小さなことでも何か変化があれば言ってねということは伝えています。今回の授業

では、例えば、脳梗塞のサインでというのが、本人たちもこうやって見たらよいのかというのが理解できたのかと思うので、

こういう授業はありがたいです。活かせると思います。 

新卒で介護の勉強されてない方が半分くらいので、初任者研修を受けたばかりの方などに、ぜひ受けてほしいと思い

ます。 

  

問問 22：：ここのの講講座座ででももうう少少ししととりりいいれれててほほししいい内内容容ががああれればばおお聞聞かかせせくくだだささいい。。  

若手にどんどんリーダーになっていってほしいっていうのが 弊社の方針でありまして新卒の方も数名はやっぱり施設

長 若いうちに施設長になってマネジメントしたいっていう気持ちがある方が 数名はいるんですけども やっぱりリーダー

の仕事も 具体的にイメージできるかっていうと そうではない方の方が多いんじゃないかなっていうのが 弊社の課題で

もあるんですけど なのでマネジメントに携われるように キャリアアップしていくにはこういう技術とか こういう目線が大

事だよっていうのを 教えていただけるような機会があったら 若手が割と多い職場でいいんじゃないかなっていうのはあ

りますね 

 

問問３３：：現現場場でで働働ききななががらら  研研修修にに受受けけにに行行くくここととはは実実際際ああるるののかか??    

なかなかない。施設ごとに月に 1回研修とかはあるが、外部の研修はほとんどない。 

時間的な問題もあるし 費用的な問題もある。介護の方ってどうしても 今はだいぶ処遇改善とかで 少し給料も上がって

きてだと思うんですけど、そう少し勉強をした方には、プラスアルファで加算が取れるみたいなものに 最終的にこうなれ

ばいいなと思っています。質のケアとか担保できるためにも、ちゃんと勉強して、いろんなことをできる方が、将来的には

差別化で切ることが重要だと思います。認定介護士もありますが、それにかかる費用も、ものすごく高額だったり、時間も

かかるので、もう少し簡単にキャリアアップのための、今までの介護のプラスアルファで、何か勉強できるコンテンツが必

要だと思います。業務ごとのクオリティを高めるような、資格が今はないと思います。介護福祉という一つの資格におい

ても、かなり差があると思うので、ちゃんと知識・技術を持っている方が、希少価値を高められるような仕組みがあれば 

すごくいいと思います。 
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介介護護予予防防本本年年度度のの振振りり返返りり、、アアシシススタタンントトテティィーーチチャャーーププレレ実実証証振振りり返返りり  

 

■日時：2025年 1月 11日(土)9:00～11:00 

■参加者：中内、角田、内柴 

 

１．本年度の振り返り 

・期間が短い中での、準備ではあったが、大きな滞りなく進めることができた。 

・養成校の学生に対しては、養成校の教員にフォローをしてもらいながら、進められた。 

・大阪・東京会場においては、社会人の参加が少ない現状であり、講座の認知や告知などの課題がある。 

・講座内容の浸透度を伺う上でも、対面での講義は必要 

 

２．アシスタントティーチャープレ実証振り返り 

・滞りなく行えており、教材をうまく活用しながら行っていた。 

・事前に、講義での伝えるポイントを伝えることや事前に講座参加してもらうことで、スムーズであった。 

・実践編の際の評価は、専門士（PT,OT）での対応の方が良い。 

 

３．課題 

・事例検討のバリエーションを増やすことも良いのでは？ 

→実習や就職受け入れ施設などの協力を得て、症例情報を提供して頂き、行う 

・ビギナー向けの内容であるので、もう少し上級者向けのコンテンツも検討の余地がある 

・リスク管理などにおいても、気づけるようなコンテンツの追加も必要 

 

４．次年度に向けて 

・受講者負担が少ない（時間的制約を出来るだけ制限した）コンテンツ内容の検討 

・KYTなどのリスク管理などの点に関しても、コンテンツ内に導入 

・ATを行いやすいような、動画や説明指標の作成 

・小テスト内容の見直し 

 

交交流流会会報報告告  

  

講講座座終終了了後後、、交交流流会会をを行行いい受受講講生生がが交交流流ででききるる場場のの提提供供ををししたた。。  

  

【【方方法法】】  

1111月月にに行行っったた大大阪阪会会場場とと 1122月月にに行行っったた東東京京会会場場のの 22回回をを設設定定しし、、各各講講座座別別にに実実施施ししたた。。  

  

【【開開催催結結果果】】  

受受講講生生のの予予定定がが開開催催日日程程とと合合わわずず、、開開催催をを 11回回にに設設定定ししたた講講座座ががああっったた。。  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり（（外外国国人人編編））はは実実践践ががなないいたためめ、、交交流流会会はは開開催催ししてていいなないい。。  

ナナチチュュララルルセセララピピーーミミュューージジッッククセセララピピーーににつついいててはは、、今今回回ははププレレ実実証証ののたためめ開開催催ははししてていいなないい。。  

  

NNoo 日日程程 講講座座名名

１ 12 月 16 日（月） 大阪会場 介護予防

２ 12 月 20 日（金） 大阪会場 介護 ICT/DX 講座

３ 1 月 17 日  （金） 東京会場 介護 ICT/DX 講座

４ 1 月 20 日  （月） 東京・大阪会場 マネジメント講座

５ 1 月 20 日  （月）    東京会場 介護予防講座

６ 1 月 21 日  （火）    東京・大阪会場 外出支援講座

７ 1 月 22 日  （水）    東京・大阪会場 アロマセラピー講座
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令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

  

■実証実施日 令和 6年１2月 16日（月） 16:00～17:00 

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・ス

キリング）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で

利活用できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその

有効性を確認する実証研究事業 

■講座名 介護予防講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 受講生 2人 

介護予防講座座分科会  

内柴佑基（コーディネーター） 

角田 大樹（プログラム開発委員会・介護予防講座分科会） 

事務局 

小林英一（事業責任者）、渡邉みどり（コーディネ―ター） 

16:30 

～ 

17:30 

開始のあいさつ              

テーマに沿って受講生へ質問をする。 

まとめ 

■交流会の様子 交流会については以下の内容で進行した。 

介護予防の実践と改善 

事務局より、介護予防事業の目標と将来的な展望について説明し、参加者に学

んだことを職場で活用することを促した。 

 

受講者より、専門学校生への実証だったが、とても効果的であり、即授業で実践

できるだった。 

根拠がしっかりとしているため、介護過程と結びつけるとさらに学習効果があが

ると思った。 

 

今回は、留学生が多かったため、北海道もそうであったが、ルビ付き対応を資料

のみお願いしたが、できれば動画も同じようにルビ付きにしてもらうと自宅学習

などに活用できると思う。 

 

本プログラムへの介護養成校の期待 

会議では、学生数の減少や留学生の増加に伴い、学校の魅力づくり、実践的な

教育内容などが主な問題として挙げられ、これから教員、学校全体が取り組ま

なければならない重要課題ということが議論された。 

次年度に向けて、アシスタントティーチャ養成をすることを提案し、専門学校の教

員が授業で出来る講座を提供することを提案した。 

  

令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

■実証実施日 令和 6年 12月 20日（金） 16:00～17:00 

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリン

グ）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用

できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確

認する実証研究事業 

■講座名 介護 ICT/DX講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 受講生４人 

介護 ICT/DX講座分科会 

吉田 涼平（運営企画委員会・プログラム開発委員会副委員長・ICT/DX講座分科会

リーダー） 

尾滝 元太（プログラム開発委員会  介護 ICT/DX分科会委員） 

渡邉みどり（コーディネーター） 

16：00 

 

16：30 

 

17：00 

開催の挨拶 

テーマに沿って受講者へ質問をする。     

導入に当たって                   

まとめ 

終了 

■交流会 事前にアンケートを実施 

 

問 2．問 1の回答で、③④⑤を回答した方へ、回答した理由をお聞かせください。 

0 件の回答 

この質問にはまだ回答がありません。 

90

令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   90令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   90 2025/05/02   14:36:362025/05/02   14:36:36



令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

  

■実証実施日 令和 6年１2月 16日（月） 16:00～17:00 

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・ス

キリング）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で

利活用できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその

有効性を確認する実証研究事業 

■講座名 介護予防講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 受講生 2人 

介護予防講座座分科会  

内柴佑基（コーディネーター） 

角田 大樹（プログラム開発委員会・介護予防講座分科会） 

事務局 

小林英一（事業責任者）、渡邉みどり（コーディネ―ター） 

16:30 

～ 

17:30 

開始のあいさつ              

テーマに沿って受講生へ質問をする。 

まとめ 

■交流会の様子 交流会については以下の内容で進行した。 

介護予防の実践と改善 

事務局より、介護予防事業の目標と将来的な展望について説明し、参加者に学

んだことを職場で活用することを促した。 

 

受講者より、専門学校生への実証だったが、とても効果的であり、即授業で実践

できるだった。 

根拠がしっかりとしているため、介護過程と結びつけるとさらに学習効果があが

ると思った。 

 

今回は、留学生が多かったため、北海道もそうであったが、ルビ付き対応を資料

のみお願いしたが、できれば動画も同じようにルビ付きにしてもらうと自宅学習

などに活用できると思う。 

 

本プログラムへの介護養成校の期待 

会議では、学生数の減少や留学生の増加に伴い、学校の魅力づくり、実践的な

教育内容などが主な問題として挙げられ、これから教員、学校全体が取り組ま

なければならない重要課題ということが議論された。 

次年度に向けて、アシスタントティーチャ養成をすることを提案し、専門学校の教

員が授業で出来る講座を提供することを提案した。 

  

令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

■実証実施日 令和 6年 12月 20日（金） 16:00～17:00 

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリン

グ）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用

できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確

認する実証研究事業 

■講座名 介護 ICT/DX講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 受講生４人 

介護 ICT/DX講座分科会 

吉田 涼平（運営企画委員会・プログラム開発委員会副委員長・ICT/DX講座分科会

リーダー） 

尾滝 元太（プログラム開発委員会  介護 ICT/DX分科会委員） 

渡邉みどり（コーディネーター） 

16：00 

 

16：30 

 

17：00 

開催の挨拶 

テーマに沿って受講者へ質問をする。     

導入に当たって                   

まとめ 

終了 

■交流会 事前にアンケートを実施 

 

問 2．問 1の回答で、③④⑤を回答した方へ、回答した理由をお聞かせください。 

0 件の回答 

この質問にはまだ回答がありません。 
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問 4．問３の回答で、②③を回答した方へ、回答した理由をお聞かせください。 

2 件の回答 

導入に向けての動きがあるため 

会社自体古い体質のため 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

交流会については以下質問を受講生へ質問し現場での ICT/DXの課題を共有した。 

■問 1：講座を受けた感想 

＊講座は面白かった。最後の試験が良かった。 

＊最初にイメージしていたよりも、講座内容が事業所運営側寄りだったかなという印象

で、もっと現場よりの情報が欲しかった。 

例えば、実際に使っているスタッフの様子や感想がもう少し知りたかったです。 

＊仕事しながらの参加が出来てよかった。 

＊情報収集の段階で参加した。介護の新しい施設の紹介とかで使っていけそうなもの

を情報収集している。 

■問 2：現場での ICT化は進んでいると思いますか？ 

＊結構進んでいる。 

コロナ禍で作ったテレワークのケアマネだから、そもそも ICT化前提で進んでいる。 

＊まだまだ、ほぼないです。連絡が LINEなくらいです。 

＊介護記録の電子化や見守りカメラも導入している。機能は沢山あるが使いこなせて

いない。 

＊現場で使える機能に即していない。一般的には使えるかもしれないが、施設ならで

はの文化を変えたくない人がいる。 

■問 3：どんな点がもっと進むといいなと思いますか？ 

＊音声の文章化、ですね体を動かしている時間と別に、記録をする時間が後々必要

になる点 

＊インカムも利用しているが、会話しているものが文章になっていたり、そのまま記録

になったりするものがほしい。 

＊端末に入力すること自体が難しい人（外国人など）、今黒板に書いてることをもう一

度書くのが手間。 

■問 4：導入のネックになるのはどこか？ 

＊講習自体が少ないこと ICTが苦手だけど解消したい人が学ぶ場が少ない。 

横のつながりができて、理解が進んでいる。 

生産性向上＝ICTではないのに、ICT化から入ると間違えてしまう。 

ICTを入れることが目的化してしまっているため、適した危機を導入することが重

要。 

＊上の抵抗感、なくても今できているじゃない。という現場との温度差。働き手全体とし

て ICTへの苦手意識がある。 

＊現場は新しいことに拒否的に思う人多い、経験則でやる方が多い。 

ボトムアップが良い。「やりたいからやらせて！」というモチベーションである。 

＊今のままで出来ているという認識があるから進まない。"施設の方は忙しすぎる。他

の会社だとシステム部門などがある。 
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問 4．問３の回答で、②③を回答した方へ、回答した理由をお聞かせください。 

2 件の回答 

導入に向けての動きがあるため 

会社自体古い体質のため 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

交流会については以下質問を受講生へ質問し現場での ICT/DXの課題を共有した。 

■問 1：講座を受けた感想 

＊講座は面白かった。最後の試験が良かった。 

＊最初にイメージしていたよりも、講座内容が事業所運営側寄りだったかなという印象

で、もっと現場よりの情報が欲しかった。 

例えば、実際に使っているスタッフの様子や感想がもう少し知りたかったです。 

＊仕事しながらの参加が出来てよかった。 

＊情報収集の段階で参加した。介護の新しい施設の紹介とかで使っていけそうなもの

を情報収集している。 

■問 2：現場での ICT化は進んでいると思いますか？ 

＊結構進んでいる。 

コロナ禍で作ったテレワークのケアマネだから、そもそも ICT化前提で進んでいる。 

＊まだまだ、ほぼないです。連絡が LINEなくらいです。 

＊介護記録の電子化や見守りカメラも導入している。機能は沢山あるが使いこなせて

いない。 

＊現場で使える機能に即していない。一般的には使えるかもしれないが、施設ならで

はの文化を変えたくない人がいる。 

■問 3：どんな点がもっと進むといいなと思いますか？ 

＊音声の文章化、ですね体を動かしている時間と別に、記録をする時間が後々必要

になる点 

＊インカムも利用しているが、会話しているものが文章になっていたり、そのまま記録

になったりするものがほしい。 

＊端末に入力すること自体が難しい人（外国人など）、今黒板に書いてることをもう一

度書くのが手間。 

■問 4：導入のネックになるのはどこか？ 

＊講習自体が少ないこと ICTが苦手だけど解消したい人が学ぶ場が少ない。 

横のつながりができて、理解が進んでいる。 

生産性向上＝ICTではないのに、ICT化から入ると間違えてしまう。 

ICTを入れることが目的化してしまっているため、適した危機を導入することが重

要。 

＊上の抵抗感、なくても今できているじゃない。という現場との温度差。働き手全体とし

て ICTへの苦手意識がある。 

＊現場は新しいことに拒否的に思う人多い、経験則でやる方が多い。 

ボトムアップが良い。「やりたいからやらせて！」というモチベーションである。 

＊今のままで出来ているという認識があるから進まない。"施設の方は忙しすぎる。他

の会社だとシステム部門などがある。 
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令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

■開催実施日 令和 7年 1月 17日（金） 16:00～17:00 

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリン

グ）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用

できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確

認する実証研究事業 

■講座名 介護 ICT/DX講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 受講生 11人 

介護 ICT/DX講座分科会 

吉田 涼平（運営企画委員会・プログラム開発委員会副委員長・ICT/DX講座分科会

リーダー） 

尾滝 元太（プログラム開発委員会  介護 ICT/DX分科会委員） 

小林 英一（事業責任者） 

渡邉みどり（コーディネーター） 

16：00 

 

16：30 

 

17：00 

開催の挨拶 

テーマに沿って受講者へ質問をする。     

導入に当たって                   

まとめ 

終了 

■交流会 事前にアンケートを実施 

 

問 2．問 1の回答で、③④⑤を回答した方へ、回答した理由をお聞かせください。 

0 件の回答 

この質問にはまだ回答がありません。 

 

 

問 4．問３の回答で、②③を回答した方へ、回答した理由をお聞かせください。 

2 件の回答 

導入に向けての動きがあるため 

会社自体古い体質のため 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

交流会については以下質問を受講生へ質問し現場での ICT/DXの課題を共有した。 

■問 1：講座を受けた後に変化があったこと  

・委員会の立ち上げをしているところ。 

・見守り機器やインカムの導入を進めている。 

・講座内容の取り入れを進めている 

・訪問介護のサービス提供責任者 記録は手書き。取り組みをはじめた。やってみると

いう考え。LINEワークスで情報共有からはじめた。有料への稟議。小さい事業所か

ら法人に伝えていきたい。 

・老健のリハ施設 LINEワークスの導入進めている。 

・沢山のツールを知った。どのツールから導入するかを検討している。 

・インカムがようやく導入される。 

・本社部門であるが、進んでいる方ではない。 

・特別養護老人ホームで手書きだった。進んでいないと感じた。導入の経費ハードル

が高いと感じた。 

・チャットワークと悩んだ。LINEを使い慣れているところがよかった。" 

・LINEワークス導入手前。 

・見守り機器の使用頻度が高い。眠りスキャンなど、前日の眠りの状況をチェック。 

記入はどこも PCであった。使いこなしていた。 

・ICTの進み具合は、進んでいる。活用できていない。見守りセンターが最も重要。使

わない世界は考えられない。 

・インカムは見守りセンターが鳴るので耳に付けていないことが多い。 

 

■問 3：どんな点がもっと進むといいなと思いますか？ 

・大浴場で忘れ物をした際にすぐにお願いできる。集まる必要がなく、よかった。 

・"新潟で災害が多くて、1月 1日で感じたのは「連絡手段」であった。 

・使いやすさと費用を考える。看護記録を補助金でやっている。チャットワークから
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令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

■開催実施日 令和 7年 1月 17日（金） 16:00～17:00 

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリン

グ）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用

できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確

認する実証研究事業 

■講座名 介護 ICT/DX講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 受講生 11人 

介護 ICT/DX講座分科会 

吉田 涼平（運営企画委員会・プログラム開発委員会副委員長・ICT/DX講座分科会

リーダー） 

尾滝 元太（プログラム開発委員会  介護 ICT/DX分科会委員） 

小林 英一（事業責任者） 

渡邉みどり（コーディネーター） 

16：00 

 

16：30 

 

17：00 

開催の挨拶 

テーマに沿って受講者へ質問をする。     

導入に当たって                   

まとめ 

終了 

■交流会 事前にアンケートを実施 

 

問 2．問 1の回答で、③④⑤を回答した方へ、回答した理由をお聞かせください。 

0 件の回答 

この質問にはまだ回答がありません。 

 

 

問 4．問３の回答で、②③を回答した方へ、回答した理由をお聞かせください。 

2 件の回答 

導入に向けての動きがあるため 

会社自体古い体質のため 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

交流会については以下質問を受講生へ質問し現場での ICT/DXの課題を共有した。 

■問 1：講座を受けた後に変化があったこと  

・委員会の立ち上げをしているところ。 

・見守り機器やインカムの導入を進めている。 

・講座内容の取り入れを進めている 

・訪問介護のサービス提供責任者 記録は手書き。取り組みをはじめた。やってみると

いう考え。LINEワークスで情報共有からはじめた。有料への稟議。小さい事業所か

ら法人に伝えていきたい。 

・老健のリハ施設 LINEワークスの導入進めている。 

・沢山のツールを知った。どのツールから導入するかを検討している。 

・インカムがようやく導入される。 

・本社部門であるが、進んでいる方ではない。 

・特別養護老人ホームで手書きだった。進んでいないと感じた。導入の経費ハードル

が高いと感じた。 

・チャットワークと悩んだ。LINEを使い慣れているところがよかった。" 

・LINEワークス導入手前。 

・見守り機器の使用頻度が高い。眠りスキャンなど、前日の眠りの状況をチェック。 

記入はどこも PCであった。使いこなしていた。 

・ICTの進み具合は、進んでいる。活用できていない。見守りセンターが最も重要。使

わない世界は考えられない。 

・インカムは見守りセンターが鳴るので耳に付けていないことが多い。 

 

■問 3：どんな点がもっと進むといいなと思いますか？ 

・大浴場で忘れ物をした際にすぐにお願いできる。集まる必要がなく、よかった。 

・"新潟で災害が多くて、1月 1日で感じたのは「連絡手段」であった。 

・使いやすさと費用を考える。看護記録を補助金でやっている。チャットワークから
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LINEに変更。会議議事録のツールを入れる予定。 

・夜勤ならではのリスクを考える。"インカムを導入したい。 

■問 4：導入のネックになるのはどこか？ 

・介護報酬も下がっている。最低賃金があがっているが、報酬が下がっているので、会

社の経営が。 

・法人が大きいため、補助金を特養が使ってしまったから訪問介護に回ってこない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

  

■実証実施日 令和 7年 1月 20日（月）  

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・ス

キリング）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で

利活用できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその

有効性を確認する実証研究事業 

■講座名 マネジメント講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 ・受講生 3人 

・マネジメント講座分科会  

菊地克彦 （プログラム開発委員会・マネジメント講座分科会） 

内田和宏 （運営企画委員会・プログラム開発委員会・マネジメント講座分科会リ

ーダー・実証委員会） 

朝野愛子 （プログラム開発委員会・マネジメント講座分科会） 

太原靖一朗（プログラム開発委員会・マネジメント講座分科会） 

・事務局 小林英一（事業責任者）、渡邉みどり（コーディネ―ター） 

 

16:00 

～ 

17:00 

開会のあいさつ 

１． 「自己紹介と対面研修で学んだこと」についての共有  

２． 「実際に現場で実践してみてどうだったか」についての共有 

３． 「今後の課題」についての共有  

４． 閉会のあいさつ 

■交流会の様子 交流会について、以下の振り返りが行われた。 

１１．．自自己己紹紹介介とと対対面面研研修修でで学学んんだだこことと  

 対面では、マネジメントの行動セルフチェック表が自分を振り返る上で効果

的だった。上司・部下との面談ができればよいと思うが、上司に面談してくれ

とは言えないが、部下に使っていきたい。目標管理は、特定事業所加算を

目標にして、準備を進めている。ICT を活用して、LINE ワークスを導入する

ようにした。訪問介護事業所から初めて法人全体に広げていきたい。上司と

なかなか面談ができないため、セルフチェック表を活用して自分を評価し

て、自己理解していきたい。 

 ユニットリーダーをしていたが、目標を立てることが出来ていなかった。自分

の出来ているところと出来ていないところが明確になった。すぐにできること

として、傾聴などすぐに実践してみた。 

 自分の腕組みの癖が一番印象的であった。自分の無意識な癖を自覚でき

た。すぐにできることとして、自分が話すのではなく、相手の話を聞くことを大

事に面談できることを客観的に気づくことが出来た。 

２２．．実実際際にに現現場場でで行行っっててみみててどどううだだっったたかか  

 職員の面談と行動計画書をもとにした実践ができた。早速、部下と 1対 1で
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LINEに変更。会議議事録のツールを入れる予定。 

・夜勤ならではのリスクを考える。"インカムを導入したい。 

■問 4：導入のネックになるのはどこか？ 

・介護報酬も下がっている。最低賃金があがっているが、報酬が下がっているので、会

社の経営が。 

・法人が大きいため、補助金を特養が使ってしまったから訪問介護に回ってこない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

  

■実証実施日 令和 7年 1月 20日（月）  

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・ス

キリング）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で

利活用できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその

有効性を確認する実証研究事業 

■講座名 マネジメント講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 ・受講生 3人 

・マネジメント講座分科会  

菊地克彦 （プログラム開発委員会・マネジメント講座分科会） 

内田和宏 （運営企画委員会・プログラム開発委員会・マネジメント講座分科会リ

ーダー・実証委員会） 

朝野愛子 （プログラム開発委員会・マネジメント講座分科会） 

太原靖一朗（プログラム開発委員会・マネジメント講座分科会） 

・事務局 小林英一（事業責任者）、渡邉みどり（コーディネ―ター） 

 

16:00 

～ 

17:00 

開会のあいさつ 

１． 「自己紹介と対面研修で学んだこと」についての共有  

２． 「実際に現場で実践してみてどうだったか」についての共有 

３． 「今後の課題」についての共有  

４． 閉会のあいさつ 

■交流会の様子 交流会について、以下の振り返りが行われた。 

１１．．自自己己紹紹介介とと対対面面研研修修でで学学んんだだこことと  

 対面では、マネジメントの行動セルフチェック表が自分を振り返る上で効果

的だった。上司・部下との面談ができればよいと思うが、上司に面談してくれ

とは言えないが、部下に使っていきたい。目標管理は、特定事業所加算を

目標にして、準備を進めている。ICT を活用して、LINE ワークスを導入する

ようにした。訪問介護事業所から初めて法人全体に広げていきたい。上司と

なかなか面談ができないため、セルフチェック表を活用して自分を評価し

て、自己理解していきたい。 

 ユニットリーダーをしていたが、目標を立てることが出来ていなかった。自分

の出来ているところと出来ていないところが明確になった。すぐにできること

として、傾聴などすぐに実践してみた。 

 自分の腕組みの癖が一番印象的であった。自分の無意識な癖を自覚でき

た。すぐにできることとして、自分が話すのではなく、相手の話を聞くことを大

事に面談できることを客観的に気づくことが出来た。 

２２．．実実際際にに現現場場でで行行っっててみみててどどううだだっったたかか  

 職員の面談と行動計画書をもとにした実践ができた。早速、部下と 1対 1で
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面談をおこなった。なんでそのように行動するのか、ということを考えられる

ようになった。自分の目標を明確にできていなかったため、部下の目標管理

も出来ていなかった。また、面談する際の環境づくりも実践することが出来

た。部下も普段話していないことも聞くことができた。職員のヒヤリハットにつ

いて、出してくれたらご飯に連れていくということをしたら、毎月 10 件程度だ

ったのが、30件程度に増えた。 

 質問：事前に聞きたいことは作成したのか？→時間は 15 分予定だったの

が、30 分くらい話をすることになった。2～3 ヶ月くらいごとに実施していきた

い。8 人のメンバーと定期的に面談していきたい。ユニットリーダー同士で内

容を共有して、今後上司に報告する。 

 面談の距離感を、気を付けるようになった。腕組みをしないようにした。キャ

リアアップをしたくない若者が多く、上司の自分自身の行動を振り返ることが

増えるようになった。決めつけた意見の発言や姿勢に気を付けるようになっ

た。上司をみながら、あんな風になりたいと思うようなリーダーになれるよう

に、考えて話をするようになった。昔行っていた面談も、プラスになった面談

だったのか振り返るようになったし、チャレンジを応援するような姿勢になっ

た。個人の目標の面談を年 3 回程度行っている。目的を達成するために伴

走していくのではなく、評価することが面談の目的になった。目標管理がキ

ャリアパスにつながっている。全体目標になると、人の得意不得意が出てし

まうので、マネジメントコースとプロコースでキャリアを分けるようにしてい

る。事務とケアのプロで得意なところを伸ばすようなキャリアパスを作ってい

る。 

 登録ヘルパーが 10名程度いる。60代以上の人が多い。人材確保が難しい

ことになってきている。特定事業所加算を目標にする前に、人材確保をして

いかないといけない。若い世代と高齢世代の差として、金銭的に稼ぐために

はヘルパーを選ばないような気がする。障害を担当する事業所について

は、若い人もいることが多い。 

３３．．今今後後のの課課題題  

 人がいないと回らない。施設の取り組みの魅力をどう発信していくのかが課

題である。インスタや現場のつらいことも発信していくことが大事ではない

か。分野を超えて魅力を発信していくことが必要になる。 

 DX の補助金も特養に取られていくので、小さい事業所にはなかなか下りて

こない。自分の事業所や施設を出て話を聞くことが必要だし、業界として交

わっていくことが必要なのではないか。 

 取り組み始めたことを継続していくのか。大きな目標を立てずに、コツコツし

ていきたい。特に、上司とどのようにコミュニケーションを取っていくのかが

大事になる。現場の状況を上司に理解を促して、小さいことから事業所に広

げていきたいと思っている。 

 

 

 

  

令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

  

■実証実施日 令和 7年１月 20日（月） 16:30～17:30 

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・ス

キリング）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で

利活用できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその

有効性を確認する実証研究事業 

■講座名 介護予防講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 受講生 2人 

介護予防講座分科会  

内柴佑基（コーディネーター） 

八子久美子（介護予防講座分科会） 

角田 大樹（プログラム開発委員会・介護予防講座分科会） 

事務局 

小林英一（事業責任者）、渡邉みどり（コーディネ―ター） 

16:30 

～ 

 

17:30 

開始のあいさつ              

介護予防プログラムの振り返り     

テーマに沿って受講生へ質問をする。 

まとめ 

■交流会の様子 交流会については以下の内容で進行した。 

介護予防の実践と改善 

事務局より、介護予防事業の目標と将来的な展望について説明し、参加者に学

んだことを職場で活用することを促した。 

 

受講者より、体力測定の正確な実施方法を学び、実践していると報告し、受講者

よりは施設の繁忙期と感染症の影響で学んだことを実践できていないと述べる。 

参加者の経験を聞き、介護予防の視点を取り入れた業務改善の可能性につい

て議論した。 

 

介護施設の労働力不足 

会議では、介護施設での人手不足が主な問題として挙げられ、これがケアの質

と職員の意欲に悪影響を与えていることが議論された。 

受講生より、人手不足により基本的なケアが削られ、機能維持や向上に取り組

む時間が不足していると指摘した。解決策として、効率的な支援方法の検討、リ

カレント教育の重要性、他施設との情報交換の機会が提案された。 

分科会委員より、現場の介護職員がこのような研修に参加する重要性を強調し

た。 
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面談をおこなった。なんでそのように行動するのか、ということを考えられる

ようになった。自分の目標を明確にできていなかったため、部下の目標管理

も出来ていなかった。また、面談する際の環境づくりも実践することが出来

た。部下も普段話していないことも聞くことができた。職員のヒヤリハットにつ

いて、出してくれたらご飯に連れていくということをしたら、毎月 10 件程度だ

ったのが、30件程度に増えた。 

 質問：事前に聞きたいことは作成したのか？→時間は 15 分予定だったの

が、30 分くらい話をすることになった。2～3 ヶ月くらいごとに実施していきた

い。8 人のメンバーと定期的に面談していきたい。ユニットリーダー同士で内

容を共有して、今後上司に報告する。 

 面談の距離感を、気を付けるようになった。腕組みをしないようにした。キャ

リアアップをしたくない若者が多く、上司の自分自身の行動を振り返ることが

増えるようになった。決めつけた意見の発言や姿勢に気を付けるようになっ

た。上司をみながら、あんな風になりたいと思うようなリーダーになれるよう

に、考えて話をするようになった。昔行っていた面談も、プラスになった面談

だったのか振り返るようになったし、チャレンジを応援するような姿勢になっ

た。個人の目標の面談を年 3 回程度行っている。目的を達成するために伴

走していくのではなく、評価することが面談の目的になった。目標管理がキ

ャリアパスにつながっている。全体目標になると、人の得意不得意が出てし

まうので、マネジメントコースとプロコースでキャリアを分けるようにしてい

る。事務とケアのプロで得意なところを伸ばすようなキャリアパスを作ってい

る。 

 登録ヘルパーが 10名程度いる。60代以上の人が多い。人材確保が難しい

ことになってきている。特定事業所加算を目標にする前に、人材確保をして

いかないといけない。若い世代と高齢世代の差として、金銭的に稼ぐために

はヘルパーを選ばないような気がする。障害を担当する事業所について

は、若い人もいることが多い。 

３３．．今今後後のの課課題題  

 人がいないと回らない。施設の取り組みの魅力をどう発信していくのかが課

題である。インスタや現場のつらいことも発信していくことが大事ではない

か。分野を超えて魅力を発信していくことが必要になる。 

 DX の補助金も特養に取られていくので、小さい事業所にはなかなか下りて

こない。自分の事業所や施設を出て話を聞くことが必要だし、業界として交

わっていくことが必要なのではないか。 

 取り組み始めたことを継続していくのか。大きな目標を立てずに、コツコツし

ていきたい。特に、上司とどのようにコミュニケーションを取っていくのかが

大事になる。現場の状況を上司に理解を促して、小さいことから事業所に広

げていきたいと思っている。 

 

 

 

  

令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

  

■実証実施日 令和 7年１月 20日（月） 16:30～17:30 

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・ス

キリング）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で

利活用できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその

有効性を確認する実証研究事業 

■講座名 介護予防講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 受講生 2人 

介護予防講座分科会  

内柴佑基（コーディネーター） 

八子久美子（介護予防講座分科会） 

角田 大樹（プログラム開発委員会・介護予防講座分科会） 

事務局 

小林英一（事業責任者）、渡邉みどり（コーディネ―ター） 

16:30 

～ 

 

17:30 

開始のあいさつ              

介護予防プログラムの振り返り     

テーマに沿って受講生へ質問をする。 

まとめ 

■交流会の様子 交流会については以下の内容で進行した。 

介護予防の実践と改善 

事務局より、介護予防事業の目標と将来的な展望について説明し、参加者に学

んだことを職場で活用することを促した。 

 

受講者より、体力測定の正確な実施方法を学び、実践していると報告し、受講者

よりは施設の繁忙期と感染症の影響で学んだことを実践できていないと述べる。 

参加者の経験を聞き、介護予防の視点を取り入れた業務改善の可能性につい

て議論した。 

 

介護施設の労働力不足 

会議では、介護施設での人手不足が主な問題として挙げられ、これがケアの質

と職員の意欲に悪影響を与えていることが議論された。 

受講生より、人手不足により基本的なケアが削られ、機能維持や向上に取り組

む時間が不足していると指摘した。解決策として、効率的な支援方法の検討、リ

カレント教育の重要性、他施設との情報交換の機会が提案された。 

分科会委員より、現場の介護職員がこのような研修に参加する重要性を強調し

た。 
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令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

  

■実証実施日 令和 7年１月 2１日（火） 16:00～17:00 

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・ス

キリング）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で

利活用できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその

有効性を確認する実証研究事業 

■講座名 外出支援講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 受講生 6人 

外出支援講座分科会  

高橋 利明（プログラム開発委員会・外出支援講座分科会リーダー） 

真鍋 圭彰（外出支援講座分科会） 

日本トラベルヘルパー協会 

事務局 

小林英一（事業責任者）、渡邉みどり（コーディネ―ター） 

 

16:30 

～ 

17:30 

開始のあいさつ              

外出支援プログラムの振り返り     

テーマに沿って受講生へ質問をする。 

まとめ 

■交流会の様子 交流会については以下の内容で進行した。 

【外出支援プログラムの振り返り】 

・介護予防の体操を指導している。全く知らない世界でとても学びになった。 

テキストがわかりやすく即、インプット、アウトプットができた。 

・車いすの外出についての実践で、難しさ大変さを感じた。あらためて気づきの

学びになった。 

・通常気にしなかったことを専門職として気にしなければならないことが実践で行

えた。最近では、バリアフリーなどの環境を気にするようになり学びの成果があ

った。 

・事前の資料がわかりやすかった。車いすを押すことが初めてだったため、実際

に車いすに乗り、利用者さんの気持ちを体感できた。資格を取得しても、しっかり

としたスケジュールや事前の下調べ等十分に行わないと安全なサービスが提供

できないと思った。先日親族の介助で、車いすでのコーナーの曲がりのテクニッ

クが即実践できた。 

・外出支援は初めて勉強する機会となったが、実際に実践を通して外室支援の

難しさを知ることができた。 

・自分の周りに車いすを使用する人がいないため、想像はしていたが実際に体

験をしてみて、外出さきでの不便を知ることができた。 

 

外出に特化した資格について説明をした。 

同行援護、行動援護 

トラベルヘルパー協会より、トラベルヘルパーの役割についての説明をした。 

要介護支援者をサポートする仕事。トラベルヘルパーの役割としては、旅行の準

備・旅行中のサポートがある。また、今後のキャリアアップの紹介をした。 

 

【今後の実践や可能性について】 

・この資格でさらに学びを深めることで、様々な障害をもつ方への支援が広がる

と思った。自分の仕事でも室内での対応が多いが、これを機会に外へ出かける

という支援を働きかけていきたいと思う。 

・知的障がい者の支援のお手伝いをしているので、同行援護など興味があるが 

旅行まではいかないかもしれないが、ちょっとした日常の外出のお手伝いが出

来たらいいと思う。 

・まだ、現場で働くことがまだ先ではあるが、外出できないきっかけになる提案だ

ったり、実践だったりすることに、今回の学びを生かしていきたいと思う。 

・利用者から遠方への外出の希望を聞くことがある、今回の学びを通して、自分

たちがいけない場合に利用できるサービスとして提案していきたいと思う。 

・車いすに乗っている方々の気持ちになり、環境や身体状況の把握について事

前にしっかり準備していこうと思う。 

・この学びをきっかけに、まだまだ知らない資格があることがわかった。自分が興

味がある者についてまずは調べてみたいと思った。 

 

【まとめ】 

外出支援は、利用者にとって非日常的な事かもしれないが、利用者の想いに沿

ったサービスだと思っている。 

その想い対して、私たちは個別のアセスメントを計画し安全に外出を楽しんでい

ただくことを常に考えている。 

また、外出が目的となることで、介護過程と同様、利用者も目標に向かってリハ

ビリなどの身体の向上などを目指すきっかけとなることもこのサービスのメリット

かと思う。 

外出支援はインフォーマルなサービスだか、これからの介護職は自分の得意な

ことを介護サービスに生かせる介護職になることが必要だと思う。 
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令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

  

■実証実施日 令和 7年１月 2１日（火） 16:00～17:00 

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・ス

キリング）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で

利活用できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその

有効性を確認する実証研究事業 

■講座名 外出支援講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 受講生 6人 

外出支援講座分科会  

高橋 利明（プログラム開発委員会・外出支援講座分科会リーダー） 

真鍋 圭彰（外出支援講座分科会） 

日本トラベルヘルパー協会 

事務局 

小林英一（事業責任者）、渡邉みどり（コーディネ―ター） 

 

16:30 

～ 

17:30 

開始のあいさつ              

外出支援プログラムの振り返り     

テーマに沿って受講生へ質問をする。 

まとめ 

■交流会の様子 交流会については以下の内容で進行した。 

【外出支援プログラムの振り返り】 

・介護予防の体操を指導している。全く知らない世界でとても学びになった。 

テキストがわかりやすく即、インプット、アウトプットができた。 

・車いすの外出についての実践で、難しさ大変さを感じた。あらためて気づきの

学びになった。 

・通常気にしなかったことを専門職として気にしなければならないことが実践で行

えた。最近では、バリアフリーなどの環境を気にするようになり学びの成果があ

った。 

・事前の資料がわかりやすかった。車いすを押すことが初めてだったため、実際

に車いすに乗り、利用者さんの気持ちを体感できた。資格を取得しても、しっかり

としたスケジュールや事前の下調べ等十分に行わないと安全なサービスが提供

できないと思った。先日親族の介助で、車いすでのコーナーの曲がりのテクニッ

クが即実践できた。 

・外出支援は初めて勉強する機会となったが、実際に実践を通して外室支援の

難しさを知ることができた。 

・自分の周りに車いすを使用する人がいないため、想像はしていたが実際に体

験をしてみて、外出さきでの不便を知ることができた。 

 

外出に特化した資格について説明をした。 

同行援護、行動援護 

トラベルヘルパー協会より、トラベルヘルパーの役割についての説明をした。 

要介護支援者をサポートする仕事。トラベルヘルパーの役割としては、旅行の準

備・旅行中のサポートがある。また、今後のキャリアアップの紹介をした。 

 

【今後の実践や可能性について】 

・この資格でさらに学びを深めることで、様々な障害をもつ方への支援が広がる

と思った。自分の仕事でも室内での対応が多いが、これを機会に外へ出かける

という支援を働きかけていきたいと思う。 

・知的障がい者の支援のお手伝いをしているので、同行援護など興味があるが 

旅行まではいかないかもしれないが、ちょっとした日常の外出のお手伝いが出

来たらいいと思う。 

・まだ、現場で働くことがまだ先ではあるが、外出できないきっかけになる提案だ

ったり、実践だったりすることに、今回の学びを生かしていきたいと思う。 

・利用者から遠方への外出の希望を聞くことがある、今回の学びを通して、自分

たちがいけない場合に利用できるサービスとして提案していきたいと思う。 

・車いすに乗っている方々の気持ちになり、環境や身体状況の把握について事

前にしっかり準備していこうと思う。 

・この学びをきっかけに、まだまだ知らない資格があることがわかった。自分が興

味がある者についてまずは調べてみたいと思った。 

 

【まとめ】 

外出支援は、利用者にとって非日常的な事かもしれないが、利用者の想いに沿

ったサービスだと思っている。 

その想い対して、私たちは個別のアセスメントを計画し安全に外出を楽しんでい

ただくことを常に考えている。 

また、外出が目的となることで、介護過程と同様、利用者も目標に向かってリハ

ビリなどの身体の向上などを目指すきっかけとなることもこのサービスのメリット

かと思う。 

外出支援はインフォーマルなサービスだか、これからの介護職は自分の得意な

ことを介護サービスに生かせる介護職になることが必要だと思う。 
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令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

  

■実証実施日 令和 7年１月 22日（水） 16:00～17:00 

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・ス

キリング）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で

利活用できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその

有効性を確認する実証研究事業 

■講座名 ナチュラルセラピーアロマセラピー講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 受講生 4人 

介護予防講座座分科会  

光星 きらら（プログラム開発委員会・ナチュラルセラピー講座分科会） 

遠藤 靖子（ナチュラルセラピー講座分科会） 

自然セラピスト協会 

事務局 

小林英一（事業責任者）、渡邉みどり（コーディネ―ター） 

16:30 

～ 

 

17:30 

開始のあいさつ              

アロマセラピープログラムの振り返り   

テーマに沿って受講生へ質問をする。 

まとめ 

■交流会の様子 交流会については以下の内容で進行した。 

【アロマセラピープログラムの振り返り】 

・アロマについては興味があり、実際に自己流で学んでいたが、この講座を受け

て身近なもので対応できることを知ることができ驚きの発見だった。 

・精油以外に、・ハーブなども活用できるなど様々な活用方法があることを学ん

だ。実際に現場で利用者、職員に対してリラックス効果が出るものと確信をした

ので実践していきたいと思っている。 

・わかりやすく楽しい講座だった。マッサージオイルを作ったが、祖母の施設面会

の時に持参して手に付けて喜んでもらえた。ハンドマッサージはまだまだハード

ルが高いが、次回はチャレンジしたいと思っている。 

・アロマは馴染みがなかったが、今回講座を受講し、身近なものだと実感した。 

最近は乾燥がひどいので、作ったオイルをマスクにつけている。オイルの効果を

知ることで、実践効果があることに喜びを感じたまずは周りの人に対して進めて

いければと思っている。保育の中でも遊びながら広めていきたいと思う。 

・昨年と今年度と 2 回受講をしている。介護の未来ということで、即実践ができる

ものを探していた。実際に香りや手浴・足浴など授業にも取り入れることができ

た。 

【事前セラピスト協会】 

体感してもらうことが重要だと思う。この研究を通していろんな人が介護現場で

のアロマの実践に興味を持ってもらい意味のある講座になっていると思う。 

今回の講座で、外国人留学生への講座を提供したが、世界中で全く基準が違う

ということもまた、発見となった。 

アロマは敷居が高いとイメージする人が多いが、手に塗る、においを提供するこ

とで、実際に自分の母親は寝たきりだが 7年間褥瘡ができていない。 

衣料的なことはできないが、触れることでコミュニケーションが生まれることが 

これからの介護には必要ではないかと思う。これからも、アロマが介護の未来に

結びついてもらうように広めていきたいと思っている。 

 

【介護現場で取り組んでいる事例を紹介】 

株式会社リエイより、実際に現場から中継をしてもらい、事例の紹介をした。 

①ロイヤルセラピー概要のご説明。 

②サービスの提供場所や方法をリアルタイムで紹介。 

 

【まとめ】 

介護の未来にアロマを導入してく必要性が伝わったと思う。 

次年度は、この講座を伝えられるアシスタントティーチャを養成していくことにな

る。身近なもので、誰でもコミュニケーションの手段としてアロマの効果を伝えて

いきたいと思う。 
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令令和和 66年年度度  文文部部科科学学省省委委託託事事業業  

「「専専門門職職業業人人材材のの最最新新技技能能アアッッププデデーートトののたためめのの専専修修学学校校リリカカレレンントト教教育育（（リリ・・ススキキリリンンググ））推推進進事事業業  」」交交流流会会報報告告書書  

  

■実証実施日 令和 7年１月 22日（水） 16:00～17:00 

■委託事業名 令和 6年度 文部科学省委託事業 

「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・ス

キリング）推進事業 」 

■事業名 これからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で

利活用できる最新技能アップデートのための実践プログラム開発事業及びその

有効性を確認する実証研究事業 

■講座名 ナチュラルセラピーアロマセラピー講座 

■実施形態 Zoomによるオンラインでの実施 

■参加人数 受講生 4人 

介護予防講座座分科会  

光星 きらら（プログラム開発委員会・ナチュラルセラピー講座分科会） 

遠藤 靖子（ナチュラルセラピー講座分科会） 

自然セラピスト協会 

事務局 

小林英一（事業責任者）、渡邉みどり（コーディネ―ター） 

16:30 

～ 

 

17:30 

開始のあいさつ              

アロマセラピープログラムの振り返り   

テーマに沿って受講生へ質問をする。 

まとめ 

■交流会の様子 交流会については以下の内容で進行した。 

【アロマセラピープログラムの振り返り】 

・アロマについては興味があり、実際に自己流で学んでいたが、この講座を受け

て身近なもので対応できることを知ることができ驚きの発見だった。 

・精油以外に、・ハーブなども活用できるなど様々な活用方法があることを学ん

だ。実際に現場で利用者、職員に対してリラックス効果が出るものと確信をした

ので実践していきたいと思っている。 

・わかりやすく楽しい講座だった。マッサージオイルを作ったが、祖母の施設面会

の時に持参して手に付けて喜んでもらえた。ハンドマッサージはまだまだハード

ルが高いが、次回はチャレンジしたいと思っている。 

・アロマは馴染みがなかったが、今回講座を受講し、身近なものだと実感した。 

最近は乾燥がひどいので、作ったオイルをマスクにつけている。オイルの効果を

知ることで、実践効果があることに喜びを感じたまずは周りの人に対して進めて

いければと思っている。保育の中でも遊びながら広めていきたいと思う。 

・昨年と今年度と 2 回受講をしている。介護の未来ということで、即実践ができる

ものを探していた。実際に香りや手浴・足浴など授業にも取り入れることができ

た。 

【事前セラピスト協会】 

体感してもらうことが重要だと思う。この研究を通していろんな人が介護現場で

のアロマの実践に興味を持ってもらい意味のある講座になっていると思う。 

今回の講座で、外国人留学生への講座を提供したが、世界中で全く基準が違う

ということもまた、発見となった。 

アロマは敷居が高いとイメージする人が多いが、手に塗る、においを提供するこ

とで、実際に自分の母親は寝たきりだが 7年間褥瘡ができていない。 

衣料的なことはできないが、触れることでコミュニケーションが生まれることが 

これからの介護には必要ではないかと思う。これからも、アロマが介護の未来に

結びついてもらうように広めていきたいと思っている。 

 

【介護現場で取り組んでいる事例を紹介】 

株式会社リエイより、実際に現場から中継をしてもらい、事例の紹介をした。 

①ロイヤルセラピー概要のご説明。 

②サービスの提供場所や方法をリアルタイムで紹介。 

 

【まとめ】 

介護の未来にアロマを導入してく必要性が伝わったと思う。 

次年度は、この講座を伝えられるアシスタントティーチャを養成していくことにな

る。身近なもので、誰でもコミュニケーションの手段としてアロマの効果を伝えて

いきたいと思う。 
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（（３３））次次年年度度にに向向けけててのの課課題題  

①① 本本年年度度のの振振りり返返りりとと次次年年度度にに向向けけてて  分分科科会会別別  

介介護護予予防防： 

・施設で働いている介護福祉士さん向けに、転倒予防・フレイル予防について中心に、プログ

ラムを展開した。様々な職種お方々に協力いただきながら、多角的な角度でプログラム構成

したことで、より多くの知見が示せたと感じている。 

来年度に向けて、プレでアシスタントティーチャーの展開も実施し、養成校や新人教育の場面

での活用も検討中である。来年度は、コンテンツの中身の精査していきたい。 

外外出出支支援援：：  

トラベルヘルパーを事前学習教材として学んでいただいた方に、実践して頂くという講座であ

った。具体的に外出する準備・計画と実際に外出して実践するところまでメンバーと実施した。 

実証に参加された方からは、外出支援を今まで経験したことがない方が多く、実際に、町に車

椅子で出かけ、食事をして帰ってくるという内容が、非常に良いと評価をいただいた。一方で、

働きながら学んでいくためには、なかなか時間が取れないということも課題であった。 

今後もさまざまな対象の方に対応することを念頭に、していきたい。 

座談会では、外出支援というのが一つのその形が、より良く生きるための手段として学びたい

というようなニーズがあったと思う。今後も、スキルアップにつながる良い講座開発に繋げて

いきたいと考えている。 

介介護護 IICCTT//DDXX： 

介護現場は、ICTや DXに関して、対応が遅れているのが現状である。 

その中で、どうやって前に進めていこうかっていうのがこのプロジェクトになっており、まずは

初歩の初歩の ZOOMの使い方や入り方みたいなところから講座展開を行っていった。そのよ

                  
          
                    
                     
                
        
                     
                  
                   
                    
                   
             
             
                      

        
          

            
              

             
         

         

うな点から進めることで、受講者にとって、プラスになったと感じた。本プログラムで非常に良

かったなと思った点が、交流会を設けて、情報交換することで大きな学びになったと思う。具

体的には、介護現場では、ラインワークスというコミュニケーションツールが流行っており、導

入のしやすさが需要の高さであることがよくわかった。そのような、現場にマッチしている講座

や展開をどんどん作っていきたいと思う。次年度は、ICTや DX の良さを知ってもらえたため、

その次のステップを対応できるようにしていきたいと考えている。 

ママネネジジメメンントト：：  

今回は、人的資本マネジメントに焦点を当ててプログラムを実施した。 

目標管理や上司や部下とのコミュニケーションという点で、自身の施設や事業所の理念に基

づいて、個人として、また事業所としての目標を立て、その目標を達成するためには、実際に

どのようにすればよいのかを考えるということ。また、運営している中で、周りとコミュニケーシ

ョンを取っていくっていうところで、プログラムを作り、オンデマンド、対面、交流会を実施した。 

課題は、各々のモチベーションや動機付けに対して、喚起していくことを考えて、取り組んでい

きたい。 

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  外外国国人人： 

・作成した動画は、今後も活用が可能である内容であった。対面での講座では、養成校の教

員の方と参加型で行うことができた。様々なリアルなケーススタディーを行い、対応策を提示

することで、参加者も得るものが多かったというコメントも聞かれた。 

次年度は、国籍による是々非々ではなく、誰でも受け入れられるような対応ができるように続

けていかなければいけないと思う。また、外国人と働く日本人に関してのサポートに関しては、

やや薄いと思うので、その方々の意見も抽出しながら、課題や利点を模索したい。 

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  障障ががいい者者： 

兼ねてより、特別支援学級の高等科及び高等学園の介護（初任者研修）を学ぶ方に対して、

支援を行っていた。今回は、軽度の障がいを持つ方と共に働くことへの可能性や共有を行っ

ている。 

次年度は、障がいを持つ方と共に働く現場の方や当事者に対して困りごとに関して、現場に

行き、ヒアリングして、どのような対応が必要であるかを検討していく。 

  

ナナチチュュララルルセセララピピーー  ミミュューージジッッククセセララピピーー：：  

・物まね芸人の方を招いて、特別養護老人ホームの高齢者を対象にミュージックセラピーを

実施。物まねの笑いの力や歌や音楽自体の癒しの力を非常に感じた。音楽を通して、楽し

む・能動性を引き出すといった点を大切にしながら、次年度以降はミュージックをうまく使って、

“音楽レク”という形で展開できればと考えている。 

ナナチチュュララルルセセララピピーー  アアロロママセセララピピーー：：  

・留学生や老若男女問わず、参加されていた。アロマを作成したものを持参して、現場ですぐ

に活用できるので、現場での汎用性も高い印象を受けた。振り返り会では、実際にアロマを
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①① 本本年年度度のの振振りり返返りりとと次次年年度度にに向向けけてて  分分科科会会別別  

介介護護予予防防： 

・施設で働いている介護福祉士さん向けに、転倒予防・フレイル予防について中心に、プログ

ラムを展開した。様々な職種お方々に協力いただきながら、多角的な角度でプログラム構成

したことで、より多くの知見が示せたと感じている。 

来年度に向けて、プレでアシスタントティーチャーの展開も実施し、養成校や新人教育の場面

での活用も検討中である。来年度は、コンテンツの中身の精査していきたい。 

外外出出支支援援：：  

トラベルヘルパーを事前学習教材として学んでいただいた方に、実践して頂くという講座であ

った。具体的に外出する準備・計画と実際に外出して実践するところまでメンバーと実施した。 

実証に参加された方からは、外出支援を今まで経験したことがない方が多く、実際に、町に車

椅子で出かけ、食事をして帰ってくるという内容が、非常に良いと評価をいただいた。一方で、

働きながら学んでいくためには、なかなか時間が取れないということも課題であった。 

今後もさまざまな対象の方に対応することを念頭に、していきたい。 

座談会では、外出支援というのが一つのその形が、より良く生きるための手段として学びたい

というようなニーズがあったと思う。今後も、スキルアップにつながる良い講座開発に繋げて

いきたいと考えている。 

介介護護 IICCTT//DDXX： 

介護現場は、ICTや DXに関して、対応が遅れているのが現状である。 

その中で、どうやって前に進めていこうかっていうのがこのプロジェクトになっており、まずは

初歩の初歩の ZOOMの使い方や入り方みたいなところから講座展開を行っていった。そのよ

                  
          
                    
                     
                
        
                     
                  
                   
                    
                   
             
             
                      

        
          

            
              

             
         

         

うな点から進めることで、受講者にとって、プラスになったと感じた。本プログラムで非常に良

かったなと思った点が、交流会を設けて、情報交換することで大きな学びになったと思う。具

体的には、介護現場では、ラインワークスというコミュニケーションツールが流行っており、導

入のしやすさが需要の高さであることがよくわかった。そのような、現場にマッチしている講座

や展開をどんどん作っていきたいと思う。次年度は、ICTや DX の良さを知ってもらえたため、

その次のステップを対応できるようにしていきたいと考えている。 

ママネネジジメメンントト：：  

今回は、人的資本マネジメントに焦点を当ててプログラムを実施した。 

目標管理や上司や部下とのコミュニケーションという点で、自身の施設や事業所の理念に基

づいて、個人として、また事業所としての目標を立て、その目標を達成するためには、実際に

どのようにすればよいのかを考えるということ。また、運営している中で、周りとコミュニケーシ

ョンを取っていくっていうところで、プログラムを作り、オンデマンド、対面、交流会を実施した。 

課題は、各々のモチベーションや動機付けに対して、喚起していくことを考えて、取り組んでい

きたい。 

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  外外国国人人： 

・作成した動画は、今後も活用が可能である内容であった。対面での講座では、養成校の教

員の方と参加型で行うことができた。様々なリアルなケーススタディーを行い、対応策を提示

することで、参加者も得るものが多かったというコメントも聞かれた。 

次年度は、国籍による是々非々ではなく、誰でも受け入れられるような対応ができるように続

けていかなければいけないと思う。また、外国人と働く日本人に関してのサポートに関しては、

やや薄いと思うので、その方々の意見も抽出しながら、課題や利点を模索したい。 

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  障障ががいい者者： 

兼ねてより、特別支援学級の高等科及び高等学園の介護（初任者研修）を学ぶ方に対して、

支援を行っていた。今回は、軽度の障がいを持つ方と共に働くことへの可能性や共有を行っ

ている。 

次年度は、障がいを持つ方と共に働く現場の方や当事者に対して困りごとに関して、現場に

行き、ヒアリングして、どのような対応が必要であるかを検討していく。 

  

ナナチチュュララルルセセララピピーー  ミミュューージジッッククセセララピピーー：：  

・物まね芸人の方を招いて、特別養護老人ホームの高齢者を対象にミュージックセラピーを

実施。物まねの笑いの力や歌や音楽自体の癒しの力を非常に感じた。音楽を通して、楽し

む・能動性を引き出すといった点を大切にしながら、次年度以降はミュージックをうまく使って、

“音楽レク”という形で展開できればと考えている。 

ナナチチュュララルルセセララピピーー  アアロロママセセララピピーー：：  

・留学生や老若男女問わず、参加されていた。アロマを作成したものを持参して、現場ですぐ

に活用できるので、現場での汎用性も高い印象を受けた。振り返り会では、実際にアロマを
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活用して、ハンドマッサージを親族に実施しているコメントも聞かれた。 

アロマコンシェルジュを展開している大塚先生の講座を基に、アシスタントティーチャーのプレ

実証を養成校にて実施し、対応が出来ていたので、来年度はその点の適応も行えるようにし

ていきたい。 

②② 次次年年度度にに開開発発すするるププロロググララムム講講にに向向けけててキキャャリリアア段段位位及及びび山山脈脈型型をを用用いいたた対対象象ココーースス  

厚生労働省が提唱している、これからの介護職

に求められる多様なキャリアパスにおいて富士

山型から山脈型への変換が必要となるため、山

脈型とキャリア段位制度をうまくミックスさせ、日

本型の介護＋α講座にしていく。 

【【講講座座提提供供イイメメーージジ】】 

3 つのコース別に分け、アップデートできる介護

講座を提供する。 

①養成校学生と入職 1-3 年目の職員の方（介護

予防、外出支援、ナチュラルセラピー、アロマセ

ラピー、ミュージックセラピー）、②プロフェッショ

ナル（排泄ケア、介護 ICT/DX professional、外出

支援 2級）、③管理職（介護 ICT/DX、多様な人と

の関わり 外国人編・障がい者編、マネジメント

＋ICT/DX を活用したマネジメント）に分けて、展

開する予定。 

③③ 次次年年度度にに向向けけたた課課題題のの解解決決策策  

１． 募集の方法などを受講者目線で見直し 

２． 募集周知の方法の再検討 

３． 動画やスライドで実践できる講座を再検討 

４． 実施方法の見直し 

 

上記の、課題の解決策として、１．２については、集客に向けに、まなびフェス（仮タイトル）を

開催し、いろんな講座を体験して、興味がある講座について実証で深く学んでいただくという

stepや全国の学校などで実証して、それぞれの地域でこのプログラムを活用していく。 

3.4 については、講座ごとに教材の見直しを行い、実施方法についても受講生が受けやすい

方法を再度検討し、講座が円滑に提供できるような仕組みを作る。 

また、アシスタントティーチャー養成プログラムの開発では、アシスタントティーチャーの適応

が必要なため、講座ごとに適応か否かの分別を行い、プログラムを開発していく。 

次年度は、社会実装化となる仕組みづくりも行うため、企業とのコラボの可能性についても検

討をしていく。 

                           

   

    
       

         

 
 
 

 
 

 

         

         
       

          

        

                        

        
                    

   

          
          

             

         

  

   

             

             
                       

((44))成成果果報報告告会会のの報報告告  

 

令和７年１月31（金）、令和６年度文部科学省委託事業「専門職

業人材の最新技能アップデートプログラムの開発」における「こ

れからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療

分野の現場で利活用できる最新技能アップデートのための実

践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研究」

の成果報告会が、対面およびオンラインにて同時開催された。

参加者は、関係者含む対面名 30 名、オンライン 16 名、計 46

名であった。元日本テレビアナウンサー（プログラム開発委員）

の町亞聖氏の進行で、成果報告会がスタートした。 

 

11))開開催催ののごご挨挨拶拶  

当学園の理事長より、開会のあいさつをした。 

マルチタスク型の介護士への求められることが多

くなってきており、今回の事業の介護+αという部

分では、非常に親密度を感じます。このプログラ

ムが最終的には、専門学校や施設への研修制度

につながり、新しい学びを広め、1 人でも多くのマ

ルチタスク型の介護職を輩出していって欲しいと

思う。 

。 

２２））実実証証のの成成果果報報告告  

本年度の実証報告 

学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター プログラム開発コーディネーター 渡邉 みどり 

 本年度の事業目的、事業計画、事業実施体制、実証の様子、アンケート結果報告、本年度の課題と次年

度の課題について報告を行った。 

■目的 

 アップデートプログラム開発のための実態調査を行う。6つの既存のプログラムを活用し、これから介護職

となる人材と介護職員向けに活用できるプログラムであるか調査する。 

■対象者 

 介護施設の職員及び介護福祉士養成校の学生・卒業生 

■実証調査 

 令和 6（2024年）年 10月～令和 7（2025）年 1月 

■調査方法 

 ①次年度のプログラム開発をするために必要な 

 データを収集する。  

②既存のプログラムについて、即現場で実践できる 
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活用して、ハンドマッサージを親族に実施しているコメントも聞かれた。 

アロマコンシェルジュを展開している大塚先生の講座を基に、アシスタントティーチャーのプレ

実証を養成校にて実施し、対応が出来ていたので、来年度はその点の適応も行えるようにし

ていきたい。 

②② 次次年年度度にに開開発発すするるププロロググララムム講講にに向向けけててキキャャリリアア段段位位及及びび山山脈脈型型をを用用いいたた対対象象ココーースス  

厚生労働省が提唱している、これからの介護職

に求められる多様なキャリアパスにおいて富士

山型から山脈型への変換が必要となるため、山

脈型とキャリア段位制度をうまくミックスさせ、日

本型の介護＋α講座にしていく。 

【【講講座座提提供供イイメメーージジ】】 

3 つのコース別に分け、アップデートできる介護

講座を提供する。 

①養成校学生と入職 1-3 年目の職員の方（介護

予防、外出支援、ナチュラルセラピー、アロマセ

ラピー、ミュージックセラピー）、②プロフェッショ

ナル（排泄ケア、介護 ICT/DX professional、外出

支援 2級）、③管理職（介護 ICT/DX、多様な人と

の関わり 外国人編・障がい者編、マネジメント

＋ICT/DX を活用したマネジメント）に分けて、展

開する予定。 

③③ 次次年年度度にに向向けけたた課課題題のの解解決決策策  

１． 募集の方法などを受講者目線で見直し 

２． 募集周知の方法の再検討 

３． 動画やスライドで実践できる講座を再検討 

４． 実施方法の見直し 

 

上記の、課題の解決策として、１．２については、集客に向けに、まなびフェス（仮タイトル）を

開催し、いろんな講座を体験して、興味がある講座について実証で深く学んでいただくという

stepや全国の学校などで実証して、それぞれの地域でこのプログラムを活用していく。 

3.4 については、講座ごとに教材の見直しを行い、実施方法についても受講生が受けやすい

方法を再度検討し、講座が円滑に提供できるような仕組みを作る。 

また、アシスタントティーチャー養成プログラムの開発では、アシスタントティーチャーの適応

が必要なため、講座ごとに適応か否かの分別を行い、プログラムを開発していく。 

次年度は、社会実装化となる仕組みづくりも行うため、企業とのコラボの可能性についても検

討をしていく。 

                           

   

    
       

         

 
 
 

 
 

 

         

         
       

          

        

                        

        
                    

   

          
          

             

         

  

   

             

             
                       

((44))成成果果報報告告会会のの報報告告  

 

令和７年１月31（金）、令和６年度文部科学省委託事業「専門職

業人材の最新技能アップデートプログラムの開発」における「こ

れからの高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療

分野の現場で利活用できる最新技能アップデートのための実

践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研究」

の成果報告会が、対面およびオンラインにて同時開催された。

参加者は、関係者含む対面名 30 名、オンライン 16 名、計 46

名であった。元日本テレビアナウンサー（プログラム開発委員）

の町亞聖氏の進行で、成果報告会がスタートした。 

 

11))開開催催ののごご挨挨拶拶  

当学園の理事長より、開会のあいさつをした。 

マルチタスク型の介護士への求められることが多

くなってきており、今回の事業の介護+αという部

分では、非常に親密度を感じます。このプログラ

ムが最終的には、専門学校や施設への研修制度

につながり、新しい学びを広め、1 人でも多くのマ

ルチタスク型の介護職を輩出していって欲しいと

思う。 

。 

２２））実実証証のの成成果果報報告告  

本年度の実証報告 

学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター プログラム開発コーディネーター 渡邉 みどり 

 本年度の事業目的、事業計画、事業実施体制、実証の様子、アンケート結果報告、本年度の課題と次年

度の課題について報告を行った。 

■目的 

 アップデートプログラム開発のための実態調査を行う。6つの既存のプログラムを活用し、これから介護職

となる人材と介護職員向けに活用できるプログラムであるか調査する。 

■対象者 

 介護施設の職員及び介護福祉士養成校の学生・卒業生 

■実証調査 

 令和 6（2024年）年 10月～令和 7（2025）年 1月 

■調査方法 

 ①次年度のプログラム開発をするために必要な 

 データを収集する。  

②既存のプログラムについて、即現場で実践できる 
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 について、アンケート・インタビューを行い、 

 プログラムの有効性を検証する。  

■調査結果まとめおよびデータ分析  

 実証調査においてプログラムが有用性のあるかど 

 うかについて分析を行う。また、実証とともに 

 受講形態の意識調査も行いその結果をまとめる。 

■実証報告 

 総受講生数 456名 

■本年度の課題と次年度に向けた課題 

【本年度の課題】 

■講座集客について 

・内容や日時の記載等講座案内の説明不足。 

・無料で受講するための条件の周知徹底不足。 

・受講生の職歴・役職のばらつき。 

■講座について 

・動画の完成延滞に伴う事前学習開始の延滞。 

・事前学習の周知徹底ができなかった。 

・動画視聴時間が長すぎるものがあった。 

・講座の目的、その後活躍方法の説明不足。 

・アシスタントティーチャー養成ができる講座できない講座があった。 

■LMSシステムについて 

・ミニテスト・アンケートの回答率が低かった。 

【次年度に向けた課題】 

・募集の方法などを受講者目線で見直し 

・募集周知の方法の再検討 

・動画やスライドで実践できる講座のみを再検討 

・実施方法の見直し 

 

各講座の振り返り 

介介護護予予防防： 

・施設で働いている介護福祉士さん向けに、転倒予防・フレ

イル予防について中心に、プログラムを展開した。様々な

職種お方々に協力いただきながら、多角的な角度でプログ

ラム構成したことで、より多くの知見が示せたと感じてい

る。 

来年度に向けて、プレでアシスタントティーチャーの展開も

実施し、養成校や新人教育の場面での活用も検討中であ

る。来年度は、コンテンツの中身の精査していきたい。 

 

外外出出支支援援：：  

トラベルヘルパーを事前学習教材として学んでいただいた方に、実践して頂くという講座であった。具体的

に外出する準備・計画と実際に外出して実践するところまでメンバーと実施した。 

実証に参加された方からは、外出支援を今まで経験したことがない方が多く、実際に、町に車椅子で出か

け、食事をして帰ってくるという内容が、非常に良いと評価をいただいた。一方で、働きながら学んでいくた

めには、なかなか時間が取れないということも課題であった。 

今後もさまざまな対象の方に対応することを念頭に、していきたい。 

座談会では、外出支援というのが一つのその形が、より良く生きるための手段として学びたいというような

ニーズがあったと思う。今後も、スキルアップにつながる良い講座開発に繋げていきたいと考えている。 

 

介介護護 IICCTT//DDXX： 

介護現場は、ICTや DXに関して、対応が遅れているのが現状である。 

その中で、どうやって前に進めていこうかっていうのがこのプロジェクトになっており、まずは初歩の初歩の

ZOOM の使い方や入り方みたいなところから講座展開を行っていった。そのような点から進めることで、受

講者にとって、プラスになったと感じた。本プログラムで非常に良かったなと思った点が、交流会を設けて、

情報交換することで大きな学びになったと思う。具体的には、介護現場では、ラインワークスというコミュニ

ケーションツールが流行っており、導入のしやすさが需要の高さであることがよくわかった。そのような、現

場にマッチしている講座や展開をどんどん作っていきたいと思う。次年度は、ICT や DX の良さを知ってもら

えたため、その次のステップを対応できるようにしていきたいと考えている。 

 

ママネネジジメメンントト：：  

今回は、人的資本マネジメントに焦点を当ててプログラムを実施した。 

目標管理や上司や部下とのコミュニケーションという点で、自身の施設や事業所の理念に基づいて、個人

として、また事業所としての目標を立て、その目標を達成するためには、実際にどのようにすればよいのか

を考えるということ。また、運営している中で、周りとコミュニケーションを取っていくっていうところで、プログ

ラムを作り、オンデマンド、対面、交流会を実施した。 

課題は、各々のモチベーションや動機付けに対して、喚起していくことを考えて、取り組んでいきたい。 

 

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  外外国国人人： 

・作成した動画は、今後も活用が可能である内容であった。対面での講座では、養成校の教員の方と参加

型で行うことができた。様々なリアルなケーススタディーを行い、対応策を提示することで、参加者も得るも

のが多かったというコメントも聞かれた。 

次年度は、国籍による是々非々ではなく、誰でも受け入れられるような対応ができるように続けていかなけ

ればいけないと思う。また、外国人と働く日本人に関してのサポートに関しては、やや薄いと思うので、その

方々の意見も抽出しながら、課題や利点を模索したい。 

  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  障障ががいい者者： 
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 について、アンケート・インタビューを行い、 

 プログラムの有効性を検証する。  

■調査結果まとめおよびデータ分析  

 実証調査においてプログラムが有用性のあるかど 

 うかについて分析を行う。また、実証とともに 

 受講形態の意識調査も行いその結果をまとめる。 

■実証報告 

 総受講生数 456名 

■本年度の課題と次年度に向けた課題 

【本年度の課題】 

■講座集客について 

・内容や日時の記載等講座案内の説明不足。 

・無料で受講するための条件の周知徹底不足。 

・受講生の職歴・役職のばらつき。 

■講座について 

・動画の完成延滞に伴う事前学習開始の延滞。 

・事前学習の周知徹底ができなかった。 

・動画視聴時間が長すぎるものがあった。 

・講座の目的、その後活躍方法の説明不足。 

・アシスタントティーチャー養成ができる講座できない講座があった。 

■LMSシステムについて 

・ミニテスト・アンケートの回答率が低かった。 

【次年度に向けた課題】 

・募集の方法などを受講者目線で見直し 

・募集周知の方法の再検討 

・動画やスライドで実践できる講座のみを再検討 

・実施方法の見直し 

 

各講座の振り返り 

介介護護予予防防： 

・施設で働いている介護福祉士さん向けに、転倒予防・フレ

イル予防について中心に、プログラムを展開した。様々な

職種お方々に協力いただきながら、多角的な角度でプログ

ラム構成したことで、より多くの知見が示せたと感じてい

る。 

来年度に向けて、プレでアシスタントティーチャーの展開も

実施し、養成校や新人教育の場面での活用も検討中であ

る。来年度は、コンテンツの中身の精査していきたい。 

 

外外出出支支援援：：  

トラベルヘルパーを事前学習教材として学んでいただいた方に、実践して頂くという講座であった。具体的

に外出する準備・計画と実際に外出して実践するところまでメンバーと実施した。 

実証に参加された方からは、外出支援を今まで経験したことがない方が多く、実際に、町に車椅子で出か

け、食事をして帰ってくるという内容が、非常に良いと評価をいただいた。一方で、働きながら学んでいくた

めには、なかなか時間が取れないということも課題であった。 

今後もさまざまな対象の方に対応することを念頭に、していきたい。 

座談会では、外出支援というのが一つのその形が、より良く生きるための手段として学びたいというような

ニーズがあったと思う。今後も、スキルアップにつながる良い講座開発に繋げていきたいと考えている。 

 

介介護護 IICCTT//DDXX： 

介護現場は、ICTや DXに関して、対応が遅れているのが現状である。 

その中で、どうやって前に進めていこうかっていうのがこのプロジェクトになっており、まずは初歩の初歩の

ZOOM の使い方や入り方みたいなところから講座展開を行っていった。そのような点から進めることで、受

講者にとって、プラスになったと感じた。本プログラムで非常に良かったなと思った点が、交流会を設けて、

情報交換することで大きな学びになったと思う。具体的には、介護現場では、ラインワークスというコミュニ

ケーションツールが流行っており、導入のしやすさが需要の高さであることがよくわかった。そのような、現

場にマッチしている講座や展開をどんどん作っていきたいと思う。次年度は、ICT や DX の良さを知ってもら

えたため、その次のステップを対応できるようにしていきたいと考えている。 

 

ママネネジジメメンントト：：  

今回は、人的資本マネジメントに焦点を当ててプログラムを実施した。 

目標管理や上司や部下とのコミュニケーションという点で、自身の施設や事業所の理念に基づいて、個人

として、また事業所としての目標を立て、その目標を達成するためには、実際にどのようにすればよいのか

を考えるということ。また、運営している中で、周りとコミュニケーションを取っていくっていうところで、プログ

ラムを作り、オンデマンド、対面、交流会を実施した。 

課題は、各々のモチベーションや動機付けに対して、喚起していくことを考えて、取り組んでいきたい。 

 

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  外外国国人人： 

・作成した動画は、今後も活用が可能である内容であった。対面での講座では、養成校の教員の方と参加

型で行うことができた。様々なリアルなケーススタディーを行い、対応策を提示することで、参加者も得るも

のが多かったというコメントも聞かれた。 

次年度は、国籍による是々非々ではなく、誰でも受け入れられるような対応ができるように続けていかなけ

ればいけないと思う。また、外国人と働く日本人に関してのサポートに関しては、やや薄いと思うので、その

方々の意見も抽出しながら、課題や利点を模索したい。 

  

多多様様なな人人ととののかかかかわわりり  障障ががいい者者： 
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兼ねてより、特別支援学級の高等科及び高等学園の介護（初任者研修）を学ぶ方に対して、支援を行っ

ていた。今回は、軽度の障がいを持つ方と共に働くことへの可能性や共有を行っている。 

次年度は、障がいを持つ方と共に働く現場の方や当事者に対して困りごとに関して、現場に行き、ヒアリン

グして、どのような対応が必要であるかを検討していく。 

  

ナナチチュュララルルセセララピピーー  ミミュューージジッッククセセララピピーー：：  

・物まね芸人の方を招いて、特別養護老人ホームの高齢者を対象にミュージックセラピーを実施。物まねの

笑いの力や歌や音楽自体の癒しの力を非常に感じた。音楽を通して、楽しむ・能動性を引き出すといった

点を大切にしながら、次年度以降はミュージックをうまく使って、“音楽レク”という形で展開できればと考え

ている。 

 

ナナチチュュララルルセセララピピーー  アアロロママセセララピピーー：：  

・留学生や老若男女問わず、参加されていた。アロマを作成したものを持参して、現場ですぐに活用できる

ので、現場での汎用性も高い印象を受けた。振り返り会では、実際にアロマを活用して、ハンドマッサージ

を親族に実施しているコメントも聞かれた。 

アロマコンシェルジュを展開している大塚先生の講座を基に、アシスタントティーチャーのプレ実証を養成校

にて実施し、対応が出来ていたので、来年度はその点の適応も行えるようにしていきたい。 

 

３３））本本年年度度のの振振りり返返りり  教教育育ププロロググララムム開開発発委委員員会会委委員員長長  

非常に重要な点があり、初年度は既存のプログラムを活用して、どのような課題があるかを検証し、本プロ

グラムの 2年目は、0ベースから作りあげて、受講者数も 4５0名という目標に対して、概ね近い数字まで近

づけた点は、大きな成果であったと感じる。 

今回出た多くの課題に関しては、3年目は完成形に近づけることが必要であると感じる。 

来年度は、2025 年問題に差し掛かり、後期高齢者が増え、人口は減少していく社会において、施設におい

ては、利用者が増え、働く担い手が減るという現実が、ほぼ確実に起きてしまう。 

これからの福祉の現場で働き活躍するためには、既存の介護の技術やコミュニケーションの技術などだけ

では、到底足りないと痛感している。一方で、本事業の最新機能アップデートを、ひとりひとりの職員方々が、

知識と能力をフル活用して、新しい福祉のサービスのあり方をこれから作っていく、要の年になってくると思

う。逆説的に言えば、この国難において、アップデートがない

と、人口減社会を突破できないと思う。 

今回のこの取り組みにおいては、課題は出たが、まだまだア

ップデートができると思っている。来年度にそれらの課題をプ

ログラム開発に、しっかりと繋げていきたいと思う。 

 

44））本本年年度度のの振振りり返返りりとと来来年年度度にに向向けけてて  実実証証委委員員会会委委員員長長  

全国各地、この事業の実証にご協力いただいた、多くの皆様

のおかげで、様々なデータを収集することができまして、次年

度に向けての課題も見つけることができた。 

実証という点では、今回プログラムが８つあるということで、管理や運用含めて、事務局の皆さんにも非常

に多く汗をかいていただいたという印象。先ほどアンケート結果等も示された中で、内容やコンテンツによっ

て、受講者の方たちがどう役に立つのかというところが、出来た点と出来なかった点が、一部あるというふう

に感じた。この点の反省を活かして、次年度に結び付けていきたいと思う。三年目になり、一番最適化につ

いても求める必要があるが、研究事業において、実際に試してみて、エビデンスを収集している段階である

が、最終的には社会実装をしていかなければいけないと考えている。他国との相対的な比較では、日本人

は学生時代に学び社会に出たら、学び直す機会がなかったと言うことがよく指摘をされている。2025 年問

題について、現時点で必要なサービスやサービスの質など、国をあげて成果があったかというと、良い成果

が得られたわけではないと、私自身も反省点として多くあるが、今後、生産年齢人口の減少に伴い、現在と

は大きくかけ離れた、介護サービスを提供していかなければいけない未来が必ず来ると思っている。 

また、労働人口が減少して、介護サービスを提供する際には、最終的には介護が必要な方に、介護が行き

届かなくなることにも繋がっていくと思う。既存の方法での対応では、人口動態的にも、非常に困難である

ため、未来に向けてのエビデンスを作っていきながら、介護が必要な方が介護を受けられる日本を作って

いくことや、国民の皆さんが年を取っていくことに不安にならないような、そういった社会を作っていかなけ

ればいけないと思っている。 

更に、一人当たりの生産性をもっと高めていかなければいけないと思う。その人が持っている力、技術を高

めていきながら、より良いサービスをより最適な形で提供していけるような世の中になっていかなければい

けない、そのためには、学びから始まるところが非常に多くあり、また学びの仕方も形を変えていかなけれ

ばいけないと思う。 

 

５５））成成果果報報告告会会のの座座談談会会  現現場場でで求求めめらられれるる介介護護実実践践力力とと介介護護＋＋ααのの可可能能性性  

実証に協力した 4 つの専門学校の教員を招き、現場で求められる介護実践力と介護＋αの可能性につい

てディスカッションした。 

テテーーママ１１：：学学校校でで実実践践ししたたいい教教育育ととはは  

１.現場での実践力と応用力の育成 

→国家試験対策に偏ってしまい、卒後

の教育に時間を要す傾向になってい

る。卒後のフォローも含めて、教育公演

など通じて、フォローしていきたい。 

２.多職種連携教育の不足（IPE） 

→国家試験においても出段頻度は低

く、まだまだ認識も低い。 

臨床現場において、リハビリの単位数を求めてしまい、多種職との連携が不足することも多々あるため、制

度上の問題も含めて、てこ入れが必要であると思う。 

３.地域密着型のリハビリテーションの教育の必要性 

→地域に密着した教育が不足している。多種職で認知症ケア研究会を立ち上げて、講演やスーパーでの

相談会、学生と RUN伴（とも）などの活動も行っている。 

また、学生のうちに学会発表に取り組めるようにしており、成果が出てきている。 
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兼ねてより、特別支援学級の高等科及び高等学園の介護（初任者研修）を学ぶ方に対して、支援を行っ

ていた。今回は、軽度の障がいを持つ方と共に働くことへの可能性や共有を行っている。 

次年度は、障がいを持つ方と共に働く現場の方や当事者に対して困りごとに関して、現場に行き、ヒアリン

グして、どのような対応が必要であるかを検討していく。 

  

ナナチチュュララルルセセララピピーー  ミミュューージジッッククセセララピピーー：：  

・物まね芸人の方を招いて、特別養護老人ホームの高齢者を対象にミュージックセラピーを実施。物まねの

笑いの力や歌や音楽自体の癒しの力を非常に感じた。音楽を通して、楽しむ・能動性を引き出すといった

点を大切にしながら、次年度以降はミュージックをうまく使って、“音楽レク”という形で展開できればと考え

ている。 

 

ナナチチュュララルルセセララピピーー  アアロロママセセララピピーー：：  

・留学生や老若男女問わず、参加されていた。アロマを作成したものを持参して、現場ですぐに活用できる

ので、現場での汎用性も高い印象を受けた。振り返り会では、実際にアロマを活用して、ハンドマッサージ

を親族に実施しているコメントも聞かれた。 

アロマコンシェルジュを展開している大塚先生の講座を基に、アシスタントティーチャーのプレ実証を養成校

にて実施し、対応が出来ていたので、来年度はその点の適応も行えるようにしていきたい。 

 

３３））本本年年度度のの振振りり返返りり  教教育育ププロロググララムム開開発発委委員員会会委委員員長長  

非常に重要な点があり、初年度は既存のプログラムを活用して、どのような課題があるかを検証し、本プロ

グラムの 2年目は、0ベースから作りあげて、受講者数も 4５0名という目標に対して、概ね近い数字まで近

づけた点は、大きな成果であったと感じる。 

今回出た多くの課題に関しては、3年目は完成形に近づけることが必要であると感じる。 

来年度は、2025 年問題に差し掛かり、後期高齢者が増え、人口は減少していく社会において、施設におい

ては、利用者が増え、働く担い手が減るという現実が、ほぼ確実に起きてしまう。 

これからの福祉の現場で働き活躍するためには、既存の介護の技術やコミュニケーションの技術などだけ

では、到底足りないと痛感している。一方で、本事業の最新機能アップデートを、ひとりひとりの職員方々が、

知識と能力をフル活用して、新しい福祉のサービスのあり方をこれから作っていく、要の年になってくると思

う。逆説的に言えば、この国難において、アップデートがない

と、人口減社会を突破できないと思う。 

今回のこの取り組みにおいては、課題は出たが、まだまだア

ップデートができると思っている。来年度にそれらの課題をプ

ログラム開発に、しっかりと繋げていきたいと思う。 

 

44））本本年年度度のの振振りり返返りりとと来来年年度度にに向向けけてて  実実証証委委員員会会委委員員長長  

全国各地、この事業の実証にご協力いただいた、多くの皆様

のおかげで、様々なデータを収集することができまして、次年

度に向けての課題も見つけることができた。 

実証という点では、今回プログラムが８つあるということで、管理や運用含めて、事務局の皆さんにも非常

に多く汗をかいていただいたという印象。先ほどアンケート結果等も示された中で、内容やコンテンツによっ

て、受講者の方たちがどう役に立つのかというところが、出来た点と出来なかった点が、一部あるというふう

に感じた。この点の反省を活かして、次年度に結び付けていきたいと思う。三年目になり、一番最適化につ

いても求める必要があるが、研究事業において、実際に試してみて、エビデンスを収集している段階である

が、最終的には社会実装をしていかなければいけないと考えている。他国との相対的な比較では、日本人

は学生時代に学び社会に出たら、学び直す機会がなかったと言うことがよく指摘をされている。2025 年問

題について、現時点で必要なサービスやサービスの質など、国をあげて成果があったかというと、良い成果

が得られたわけではないと、私自身も反省点として多くあるが、今後、生産年齢人口の減少に伴い、現在と

は大きくかけ離れた、介護サービスを提供していかなければいけない未来が必ず来ると思っている。 

また、労働人口が減少して、介護サービスを提供する際には、最終的には介護が必要な方に、介護が行き

届かなくなることにも繋がっていくと思う。既存の方法での対応では、人口動態的にも、非常に困難である

ため、未来に向けてのエビデンスを作っていきながら、介護が必要な方が介護を受けられる日本を作って

いくことや、国民の皆さんが年を取っていくことに不安にならないような、そういった社会を作っていかなけ

ればいけないと思っている。 

更に、一人当たりの生産性をもっと高めていかなければいけないと思う。その人が持っている力、技術を高

めていきながら、より良いサービスをより最適な形で提供していけるような世の中になっていかなければい

けない、そのためには、学びから始まるところが非常に多くあり、また学びの仕方も形を変えていかなけれ

ばいけないと思う。 

 

５５））成成果果報報告告会会のの座座談談会会  現現場場でで求求めめらられれるる介介護護実実践践力力とと介介護護＋＋ααのの可可能能性性  

実証に協力した 4 つの専門学校の教員を招き、現場で求められる介護実践力と介護＋αの可能性につい

てディスカッションした。 

テテーーママ１１：：学学校校でで実実践践ししたたいい教教育育ととはは  

１.現場での実践力と応用力の育成 

→国家試験対策に偏ってしまい、卒後

の教育に時間を要す傾向になってい

る。卒後のフォローも含めて、教育公演

など通じて、フォローしていきたい。 

２.多職種連携教育の不足（IPE） 

→国家試験においても出段頻度は低

く、まだまだ認識も低い。 

臨床現場において、リハビリの単位数を求めてしまい、多種職との連携が不足することも多々あるため、制

度上の問題も含めて、てこ入れが必要であると思う。 

３.地域密着型のリハビリテーションの教育の必要性 

→地域に密着した教育が不足している。多種職で認知症ケア研究会を立ち上げて、講演やスーパーでの

相談会、学生と RUN伴（とも）などの活動も行っている。 

また、学生のうちに学会発表に取り組めるようにしており、成果が出てきている。 
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テテーーママ２２：：ここののププロロググララムムをを行行っっててみみててどどううだだっったたかか？？  

実際に行ってみて、方法は良かったと思う。事前の動画、テスト、実際の対面で参加者の様子や困っている

ことも聞ける点、交流会にて現場での意見を抽出して、来年度の課題と出来た点が成果であった 

参加した養成校の学生からも、現場で実施にどのように行うのかをリハ職種から直接聞けるのは、実践力

として養えて、楽しく、自身でレクレーションなども企画するなどまでできたのが好印象であったようです。ま

た、今回の経験から、今後学生自身がどのようなことを行っていきたいかなどを考えるきっかけになり、養

成校としても導入していきたいと思いました。 

留学生に関しても、体験を通して、自身の経験とリンクしながら、学びになっているコメントが聞かれた。 

 

テテーーママ３３：：来来年年度度のの介介護護＋＋ααへへのの学学校校かからら見見ええるる期期待待ににつついいてて  

マルチタスク型に関しては、現場で確実に活用出来るものであるとともに、様々な学びを通して、学生のキ

ャリア形成やキャリアの棚卸においても、強みを見つける点にもつながっていくと感じた。 

 

介護＋αの取捨選択においては、講座内容の明確化を行ったうえで、学生が教育を選択できるようにして

いくようにすることも重要である。 

 

テテーーママ４４::アアシシススタタンントトテティィーーチチャャーーをを行行っってて  

介護予防：日頃から、学生に自立支援を考えた介護の視点を伝えており、今回は根拠を基に展開されてい

たので、学生の臨床的な思考の変革にもなって良い機会であった。 

動画教材においては、留学生にとっては、読解をするのには厳しい状況であった。今後としては、講義の中

で動画を活用しながら、教員がフォローを行う（アシスタントティーチ）していくような形も考えていきたい。 

 

ナチュラルセラピー：生活支援技術の手浴・足浴の部分でハーブなどの香りを取り入れることなど、講義で

取り入れやすい内容であった。留学生においても、母国の香りなどを教えてくれる方もいて、自身も学びに

なった。アシスタントティーチャーにおいては、責任があるので、しっかりとした知識が必要であるので、自身

のスキルアップが必要であると感じた。 

来年度においては、現場で働く卒業生に対して、今回学んだ内容を提供できる機会が作れればと思います。 

 

６６））事事業業責責任任者者かかららのの振振りり返返りり  新新たたななるるチチャャレレンンジジへへのの思思いい  

当事業の事業責任者より次年度に向けてのチャレンジを説明した。 

これからの介護職に求められる多様なキャリアパスにおいては、富士山型から山脈型への変換が必要で

ある。この事業アップデートであるからこそ、まさに富士山型から山脈型への変革が必要である。私たちと

しては、山脈型とキャリアラインをうまくミックスさせて、日本型の介護を＋αの講座にしていこうという狙い

があります。まず大きなくくりで行くと、キャリア外では、介護現場に出る前の学生さんたち、そして介護の現

場に出たばかりの人たちが、自信持てるような内容の作成を行い、来年度は、プロフェッショナルを育成し

ようという狙いがある。一つは、大手企業さんとコラボ

した、排泄ケアのプロフェッショナルの講座を実施した

いと考えており、そういったところを山脈型のキャリア

形成と紐付けながらやっていきたいと思う。そして管

理職の人たちは、マネジメントの講座も含めて、外国

人や障害のある方達をどう支援していくかを学んでい

ただきたいと考えている。 

今後の提供イメージとしては、3 段階あり、①養成校

学生と入職 1-3 年目の職員の方（介護予防、外出支

援、ナチュラルセラピー、アロマセラピー、ミュージックセラピー）、②プロフェッショナル（排泄ケア、介護

ICT/DX professional、外出支援 2 級）、③管理職（介護 ICT/DX、多様な人との関わり 外国人編・障がい

者編、マネジメント＋ICT/DXを活用したマネジメント）に分けて、展開する予定である。 

アシスタントティーチャーに関しても、適応しやすい講座の吟味が必要であるため、もう 1 回検証していきた

いと考えている。アシスタントティーチャーの適応に関しては、介護学生向けであり、学んだことをすぐ活か

せるものは、アシスタントティーチャーに出来ると事務局で考えているので、来年も更に検証していきたい。

専門性が必要なものは、再来年度にアシスタントティーチャーにどのように組み込めるのかを考えている。

来年度の予定としては、5・６月より文科省から、スタートの連絡いただけると想定をして、アシスタントティー

チャー養成のプログラムを作りながら、まなびフェスみのような形で 10～15分間でいろんな講座を体験して

もらうという形を、東京と東北にて、実証する予定としている。 

それらを受けた方々が、実証で深く学んでもらう step や全国の学校などで実証して、それぞれの地域でこ

のプログラムを活用してもらいたいと思う。 

文部科学省事業でで、大事だと思うことは、社会実装であるため意識してやっていきたいと思う。 

社会実装においては、企業や他の文科省事業とのコラボレーションをして実施していきたいと思っている。

そして、再来年については、既存の仕組みを介護事業者の中で利用しているシステムとコラボしようと思っ

ている。2 つ目は資格とのコラボで、色々な民間資格や企業主催とコラボして展開していこうと考えている。

最後に 3 つ目として、大手企業とのコラボを考えており、いくつかのメーカーとコラボするということを、承諾

を得て、我々の事業に参画するように進めている。 

このような形で社会実装を前提とした研究を進めていき、知識を学生、そして留学生に還元して行きたいと

思っている。 

 

７７））閉閉会会ののああいいささつつ    

当事業の事業代表者より閉会のあいさつをした。 

日本の高齢化についても、いろんな新しい時代になってるということは改めて再認識されたと思うが、世界

中も高齢化しているという、グローバルエイジという新しい事態に直面している。それに合わせて、ケア経済

にならざるを得ない状況である。ケアの中には、高齢者だけではなく、チャイルドケア、教育というのも入っ

ており、こういうケアの経済をどう構築するかということに関しては、人材の育成が何よりも大切だということ

を改めて実感したと思う。 
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テテーーママ２２：：ここののププロロググララムムをを行行っっててみみててどどううだだっったたかか？？  

実際に行ってみて、方法は良かったと思う。事前の動画、テスト、実際の対面で参加者の様子や困っている

ことも聞ける点、交流会にて現場での意見を抽出して、来年度の課題と出来た点が成果であった 

参加した養成校の学生からも、現場で実施にどのように行うのかをリハ職種から直接聞けるのは、実践力

として養えて、楽しく、自身でレクレーションなども企画するなどまでできたのが好印象であったようです。ま

た、今回の経験から、今後学生自身がどのようなことを行っていきたいかなどを考えるきっかけになり、養

成校としても導入していきたいと思いました。 

留学生に関しても、体験を通して、自身の経験とリンクしながら、学びになっているコメントが聞かれた。 

 

テテーーママ３３：：来来年年度度のの介介護護＋＋ααへへのの学学校校かからら見見ええるる期期待待ににつついいてて  

マルチタスク型に関しては、現場で確実に活用出来るものであるとともに、様々な学びを通して、学生のキ

ャリア形成やキャリアの棚卸においても、強みを見つける点にもつながっていくと感じた。 

 

介護＋αの取捨選択においては、講座内容の明確化を行ったうえで、学生が教育を選択できるようにして

いくようにすることも重要である。 

 

テテーーママ４４::アアシシススタタンントトテティィーーチチャャーーをを行行っってて  

介護予防：日頃から、学生に自立支援を考えた介護の視点を伝えており、今回は根拠を基に展開されてい

たので、学生の臨床的な思考の変革にもなって良い機会であった。 

動画教材においては、留学生にとっては、読解をするのには厳しい状況であった。今後としては、講義の中

で動画を活用しながら、教員がフォローを行う（アシスタントティーチ）していくような形も考えていきたい。 

 

ナチュラルセラピー：生活支援技術の手浴・足浴の部分でハーブなどの香りを取り入れることなど、講義で

取り入れやすい内容であった。留学生においても、母国の香りなどを教えてくれる方もいて、自身も学びに

なった。アシスタントティーチャーにおいては、責任があるので、しっかりとした知識が必要であるので、自身

のスキルアップが必要であると感じた。 

来年度においては、現場で働く卒業生に対して、今回学んだ内容を提供できる機会が作れればと思います。 

 

６６））事事業業責責任任者者かかららのの振振りり返返りり  新新たたななるるチチャャレレンンジジへへのの思思いい  

当事業の事業責任者より次年度に向けてのチャレンジを説明した。 

これからの介護職に求められる多様なキャリアパスにおいては、富士山型から山脈型への変換が必要で

ある。この事業アップデートであるからこそ、まさに富士山型から山脈型への変革が必要である。私たちと

しては、山脈型とキャリアラインをうまくミックスさせて、日本型の介護を＋αの講座にしていこうという狙い

があります。まず大きなくくりで行くと、キャリア外では、介護現場に出る前の学生さんたち、そして介護の現

場に出たばかりの人たちが、自信持てるような内容の作成を行い、来年度は、プロフェッショナルを育成し

ようという狙いがある。一つは、大手企業さんとコラボ

した、排泄ケアのプロフェッショナルの講座を実施した

いと考えており、そういったところを山脈型のキャリア

形成と紐付けながらやっていきたいと思う。そして管

理職の人たちは、マネジメントの講座も含めて、外国

人や障害のある方達をどう支援していくかを学んでい

ただきたいと考えている。 

今後の提供イメージとしては、3 段階あり、①養成校

学生と入職 1-3 年目の職員の方（介護予防、外出支

援、ナチュラルセラピー、アロマセラピー、ミュージックセラピー）、②プロフェッショナル（排泄ケア、介護

ICT/DX professional、外出支援 2 級）、③管理職（介護 ICT/DX、多様な人との関わり 外国人編・障がい

者編、マネジメント＋ICT/DXを活用したマネジメント）に分けて、展開する予定である。 

アシスタントティーチャーに関しても、適応しやすい講座の吟味が必要であるため、もう 1 回検証していきた

いと考えている。アシスタントティーチャーの適応に関しては、介護学生向けであり、学んだことをすぐ活か

せるものは、アシスタントティーチャーに出来ると事務局で考えているので、来年も更に検証していきたい。

専門性が必要なものは、再来年度にアシスタントティーチャーにどのように組み込めるのかを考えている。

来年度の予定としては、5・６月より文科省から、スタートの連絡いただけると想定をして、アシスタントティー

チャー養成のプログラムを作りながら、まなびフェスみのような形で 10～15分間でいろんな講座を体験して

もらうという形を、東京と東北にて、実証する予定としている。 

それらを受けた方々が、実証で深く学んでもらう step や全国の学校などで実証して、それぞれの地域でこ

のプログラムを活用してもらいたいと思う。 

文部科学省事業でで、大事だと思うことは、社会実装であるため意識してやっていきたいと思う。 

社会実装においては、企業や他の文科省事業とのコラボレーションをして実施していきたいと思っている。

そして、再来年については、既存の仕組みを介護事業者の中で利用しているシステムとコラボしようと思っ

ている。2 つ目は資格とのコラボで、色々な民間資格や企業主催とコラボして展開していこうと考えている。

最後に 3 つ目として、大手企業とのコラボを考えており、いくつかのメーカーとコラボするということを、承諾

を得て、我々の事業に参画するように進めている。 

このような形で社会実装を前提とした研究を進めていき、知識を学生、そして留学生に還元して行きたいと

思っている。 

 

７７））閉閉会会ののああいいささつつ    

当事業の事業代表者より閉会のあいさつをした。 

日本の高齢化についても、いろんな新しい時代になってるということは改めて再認識されたと思うが、世界

中も高齢化しているという、グローバルエイジという新しい事態に直面している。それに合わせて、ケア経済

にならざるを得ない状況である。ケアの中には、高齢者だけではなく、チャイルドケア、教育というのも入っ

ており、こういうケアの経済をどう構築するかということに関しては、人材の育成が何よりも大切だということ

を改めて実感したと思う。 
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しかし、これから抜本的に今までの教育の仕組みを変えなければならな

いという思いはあるが、具体的にどうするかに関しては、これから取り組

まなければいけない現状だと思っている。 

 

世界では、マイクロプレデンシャルという形で『学ぶ』という形が推奨され

ている。このような形で、今回取り組まれたプログラムもさらにブラッシュ

アップをしていく必要があると思う。 

今までは、介護保険制度という保険がみの形でしか、お金が出ない社

会であったが、それを超えて。自由な形で、お金が得られて職業になるという世界をどう考えていくかってい

うのを一つの大きな課題です。そのような、新しい世界に向けて挑戦するという宿題も残っているということ

を皆さんに知っていただきたいと思う。これまでの努力をこれからは形を整えて、制度にできるだけ寄せな

がら、新しい日本初のケア経済を構築するといった、使命を持って、取り組んでいただきたいと思う。 

 

以上 

Ⅲ．事業評価
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しかし、これから抜本的に今までの教育の仕組みを変えなければならな

いという思いはあるが、具体的にどうするかに関しては、これから取り組

まなければいけない現状だと思っている。 

 

世界では、マイクロプレデンシャルという形で『学ぶ』という形が推奨され

ている。このような形で、今回取り組まれたプログラムもさらにブラッシュ

アップをしていく必要があると思う。 

今までは、介護保険制度という保険がみの形でしか、お金が出ない社

会であったが、それを超えて。自由な形で、お金が得られて職業になるという世界をどう考えていくかってい

うのを一つの大きな課題です。そのような、新しい世界に向けて挑戦するという宿題も残っているということ

を皆さんに知っていただきたいと思う。これまでの努力をこれからは形を整えて、制度にできるだけ寄せな

がら、新しい日本初のケア経済を構築するといった、使命を持って、取り組んでいただきたいと思う。 

 

以上 

Ⅲ．事業評価
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外外部部評評価価委委員員会会評評価価報報告告ままととめめ  

（（11））総総評評  

当事業は、「専門職業人材の最新技能アップデートプログラムの開発」である。これからの

高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる最新技能ア

ップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研究事業であ

る。 

当該年度においては、計画書でも触れているが、事業の主旨・目的としては以下の通りで

ある。目前に迫っている「２０２５年問題」においては、①医療費や介護費の増大、②現役世

代の社会保険料の負担の増大、③慢性的な人材不足といった３つの問題が懸念されている。

さらにその先にある２０４０年問題を迎えるにあたっては、具体的に機能を果たす地域共生な

どの施策を早々に整備する必要性に迫られることも予見される。 

①については、医療や介護の給付費が２０２５年度には GDP規模で、６４５．６兆円（２０４０

年度は７９０兆円を超える）とされており、国家予算の約６倍規模となる。団塊の世代全員が７

５歳になる２０２５年、２０～６４歳の現役世代が大幅に減少する２０４０年に向けて、介護分野

の社会保障給付は増大していく傾向があり、限られた資源（人材や環境、経営ノウハウ等）を

活用し、継続的な運営を図る必要に迫られる。 

②においては、少子高齢化社会、就業人口減、生産人口減といった状況からも分かる通り、

いわゆる「現役世代」が高齢者を支える構図がこれまで以上に負担の大きいものとなることも

十分に予見される。今後の日本経済の維持成長を図る上では、③の「慢性的な人材不足」へ

の対策を考える必要があり、この問題を乗り切るため には上記の３つの課題について考え、

対策を講じる必要があると考えられる。福祉業界は特に、経営資源＝「人材」として捉えられ

ることも多い。一方で、人材確保や育成、定着においては、前述の就業人口減、生産人口減 

といった状況の中、近い将来、福祉業界はおろか、サービス業全体、全産業においても人材

確保が困難な状況となることも予見される。限られた資源（ヒト・モノ・カネ）にてサービス提供

を図る上で、一つの方策として、DX 推進が挙げられる。DX を推進する第一歩としてデジタル

化のさらなる普及、「生産性向上」「業務効率化」を図ることでサービスの質維持・向上に役立

つとされているが、IT リテラシーを高める必要があり、その為の人材確保や育成、安定して利

用できるシステムの構築などが十分でないといった課題もある。また、②については、少子高

齢化社会、就業・生産人口の減少に伴い、政府財政への圧迫といった点も懸念とされる。 

③については、②と同様に、就業人口減少、このことは全産業に言えることであるが、サー

ビス業、とりわけ福祉業界においては顕著である。今後、限られた資源の中で、これまで通り、

福祉現場においてサービスを提供する為には、経営者や管理者、スタッフひとり一人の意識

変革と同時に、デジタル化の推進を 図り、「ムダ・ムリ・ムラ」をなくした業務遂行が求められ

る。さらには、「介護人材不足による介護業務の増大」、「ICT/DX推進の遅れによる業務改善

の停滞」、「次世代の介護のニーズに合わせた人材不足」、「現場で利活用できるアフターフォ

ローの体制」といった課題が背景には存在し、それらを解決する為には、経営者の中長期の

健全な経営計画の策定と同時に、そこで働くスタッフの学びが必要となる。 

これまでの事業報告でも述べられてきたが、現場における ICT/DX の活用においては、利

便性や有効性を訴求することも必要であるが、実際に機器等を使用するスタッフに対して、情

報提供やトレーニングなどの教育が不可欠である。すなわち現場スタッフが「理解と納得」を

持ってもらい、サービス提供の一助として機器を活用するといった認識が必要となる。ICT/DX

推進のほか、介護人材を量と質の両面から確保する為、国と地域が二人三脚で、「参入促進」

「資質の向上」「労働環境・処遇の改善」を進めるための対策（（介介護護人人材材確確保保にに向向けけたた対対策策））注注

１１に総合的・計画的に取り組むことも必要となる。 

本事業は、令和５年度より、令和７年度までの３カ年にかけて、実態調査・実証、プログラ

ム開発、プログラム実証、プログラムの完成、人材養成、調査まとめ、最終報告を予定してお

り、各年度の事業計画案に基づいて遂行する。３カ年の事業計画に基づき、各委員会を構成

し、年度ごとの成果を果たすべく活動を行っている。本事業においては、こうした課題や懸念

の解決策として各委員会委員の尽力のもと、策定を行っている。 

実施体制においては、①運営企画委員会 ②教育プログラム開発委員会 ③実証委員会 

④外部評価委員会 にて実証結果において、多角的な視点から課題抽出、問題提起、助言

等を行っている。外部評価委員会においては、①②③が行う検証結果を客観的な視点から

評価を行うことが目的となっている。また、委員会横断連絡会議を設置し、各委員会の活動を

共有するとともに、各委員会へ報告事項に対しての助言や提案などを行っている。 

本年度の活動については、限られた期間の中、各委員会及び事務局の尽力により無事、

事業遂行が出来たと評価をしている。一方で、各委員会及び成果報告会においても、各委員

より建設的な意見が呈され、次年度の事業遂行に活かす所存である。 

 

注１ 「介護人材確保に向けた対策」は厚生労働省の施策として、「介護に関する入門的研

修」「人材育成等に取り組む介護事業者の認証評価制度」「介護現場における多様な

働き方導入モデル」「介護の仕事の魅力発信などによる普及啓発」「介護人材確保地

域戦略会議」などがある。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02977.html 

 

（（22））本本委委員員会会のの役役割割  

【【目目的的】】  

外部評価委員会は直接点検・評価を行うことはせず、各プロジェクトが行う自己点検・評価の

結果を総合評価実施することで、評価の有効性、適切 性について第三者の立場から客観的

のある評価を行う。  

【【役役割割】】  

・計画段階において、目標が明確か、目標を達成したことを測定する評価 指標は適切か、

事業がスムーズに進み大きな成果が得られるように助言する。  
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外外部部評評価価委委員員会会評評価価報報告告ままととめめ  

（（11））総総評評  

当事業は、「専門職業人材の最新技能アップデートプログラムの開発」である。これからの

高齢社会に対応できる人材育成に必要な介護・医療分野の現場で利活用できる最新技能ア

ップデートのための実践プログラム開発事業及びその有効性を確認する実証研究事業であ

る。 

当該年度においては、計画書でも触れているが、事業の主旨・目的としては以下の通りで

ある。目前に迫っている「２０２５年問題」においては、①医療費や介護費の増大、②現役世

代の社会保険料の負担の増大、③慢性的な人材不足といった３つの問題が懸念されている。

さらにその先にある２０４０年問題を迎えるにあたっては、具体的に機能を果たす地域共生な

どの施策を早々に整備する必要性に迫られることも予見される。 

①については、医療や介護の給付費が２０２５年度には GDP規模で、６４５．６兆円（２０４０

年度は７９０兆円を超える）とされており、国家予算の約６倍規模となる。団塊の世代全員が７

５歳になる２０２５年、２０～６４歳の現役世代が大幅に減少する２０４０年に向けて、介護分野

の社会保障給付は増大していく傾向があり、限られた資源（人材や環境、経営ノウハウ等）を

活用し、継続的な運営を図る必要に迫られる。 

②においては、少子高齢化社会、就業人口減、生産人口減といった状況からも分かる通り、

いわゆる「現役世代」が高齢者を支える構図がこれまで以上に負担の大きいものとなることも

十分に予見される。今後の日本経済の維持成長を図る上では、③の「慢性的な人材不足」へ

の対策を考える必要があり、この問題を乗り切るため には上記の３つの課題について考え、

対策を講じる必要があると考えられる。福祉業界は特に、経営資源＝「人材」として捉えられ

ることも多い。一方で、人材確保や育成、定着においては、前述の就業人口減、生産人口減 

といった状況の中、近い将来、福祉業界はおろか、サービス業全体、全産業においても人材

確保が困難な状況となることも予見される。限られた資源（ヒト・モノ・カネ）にてサービス提供

を図る上で、一つの方策として、DX 推進が挙げられる。DX を推進する第一歩としてデジタル

化のさらなる普及、「生産性向上」「業務効率化」を図ることでサービスの質維持・向上に役立

つとされているが、IT リテラシーを高める必要があり、その為の人材確保や育成、安定して利

用できるシステムの構築などが十分でないといった課題もある。また、②については、少子高

齢化社会、就業・生産人口の減少に伴い、政府財政への圧迫といった点も懸念とされる。 

③については、②と同様に、就業人口減少、このことは全産業に言えることであるが、サー

ビス業、とりわけ福祉業界においては顕著である。今後、限られた資源の中で、これまで通り、

福祉現場においてサービスを提供する為には、経営者や管理者、スタッフひとり一人の意識

変革と同時に、デジタル化の推進を 図り、「ムダ・ムリ・ムラ」をなくした業務遂行が求められ

る。さらには、「介護人材不足による介護業務の増大」、「ICT/DX推進の遅れによる業務改善

の停滞」、「次世代の介護のニーズに合わせた人材不足」、「現場で利活用できるアフターフォ

ローの体制」といった課題が背景には存在し、それらを解決する為には、経営者の中長期の

健全な経営計画の策定と同時に、そこで働くスタッフの学びが必要となる。 

これまでの事業報告でも述べられてきたが、現場における ICT/DX の活用においては、利

便性や有効性を訴求することも必要であるが、実際に機器等を使用するスタッフに対して、情

報提供やトレーニングなどの教育が不可欠である。すなわち現場スタッフが「理解と納得」を

持ってもらい、サービス提供の一助として機器を活用するといった認識が必要となる。ICT/DX

推進のほか、介護人材を量と質の両面から確保する為、国と地域が二人三脚で、「参入促進」

「資質の向上」「労働環境・処遇の改善」を進めるための対策（（介介護護人人材材確確保保にに向向けけたた対対策策））注注

１１に総合的・計画的に取り組むことも必要となる。 

本事業は、令和５年度より、令和７年度までの３カ年にかけて、実態調査・実証、プログラ

ム開発、プログラム実証、プログラムの完成、人材養成、調査まとめ、最終報告を予定してお

り、各年度の事業計画案に基づいて遂行する。３カ年の事業計画に基づき、各委員会を構成

し、年度ごとの成果を果たすべく活動を行っている。本事業においては、こうした課題や懸念

の解決策として各委員会委員の尽力のもと、策定を行っている。 

実施体制においては、①運営企画委員会 ②教育プログラム開発委員会 ③実証委員会 

④外部評価委員会 にて実証結果において、多角的な視点から課題抽出、問題提起、助言

等を行っている。外部評価委員会においては、①②③が行う検証結果を客観的な視点から

評価を行うことが目的となっている。また、委員会横断連絡会議を設置し、各委員会の活動を

共有するとともに、各委員会へ報告事項に対しての助言や提案などを行っている。 

本年度の活動については、限られた期間の中、各委員会及び事務局の尽力により無事、

事業遂行が出来たと評価をしている。一方で、各委員会及び成果報告会においても、各委員

より建設的な意見が呈され、次年度の事業遂行に活かす所存である。 

 

注１ 「介護人材確保に向けた対策」は厚生労働省の施策として、「介護に関する入門的研

修」「人材育成等に取り組む介護事業者の認証評価制度」「介護現場における多様な

働き方導入モデル」「介護の仕事の魅力発信などによる普及啓発」「介護人材確保地

域戦略会議」などがある。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02977.html 

 

（（22））本本委委員員会会のの役役割割  

【【目目的的】】  

外部評価委員会は直接点検・評価を行うことはせず、各プロジェクトが行う自己点検・評価の

結果を総合評価実施することで、評価の有効性、適切 性について第三者の立場から客観的

のある評価を行う。  

【【役役割割】】  

・計画段階において、目標が明確か、目標を達成したことを測定する評価 指標は適切か、

事業がスムーズに進み大きな成果が得られるように助言する。  
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・プログラムの評価効果測定を担当するとともに、事業全体への評価・検証を行う. 

【【検検討討のの具具体体的的なな内内容容】】  

①事業の企画・運営に関する助言 

②事業の運営と成果に関する評価・検証 

③開発した教育プログラムそれに伴う教材の検証 

 

（（33））評評価価方方法法ににつついいてて  

各委員会の遂行した事業において、評価項目に基づいて評価を行う。当該年度においては、

以下の５つの項目について、エビデンスを元に評価を行った。 

①事業計画に基づき、各委員会それぞれの活動計画（年次計画・研究調査計画等）を立案で

きたか 

②各委員会で立案したそれぞれの計画に基づき、予定通り遂行できていたか 

③事業計画書・各活動計画と実施された内容は合理的に適合していたか 

④各委員会が、それぞれの活動実績について適切に振り返りを行っていたか 

⑤各委員会で行った振り返りに基づく次年度計画は妥当性があるか（現実的か、目標と行動

計画が合致しているか）  

 

（（44））運運営営企企画画委委員員会会にに対対すするる評評価価  

外部評価委員会として、運営企画委員会において以下の評価を行った。運営企画委員会

の設置目的は、本プロジェクトに参加する当事者を含む多様な関係者による事業の目的、目

標、運営方法の検討・共有を行い、各委員会の調整も行うことにある。その意義と観点から①

～⑦について評価を行った。 

①事業全体の企画・運営 ・事業進捗の管理調整 が出来たか。 

⇒企画・運営が出来ている。初回に本事業の意義と各委員会座長からの目指すゴールにつ

いて言及があり、事業遂行の為のベクトル合わせが出来た。 

②事業進捗の管理調整が 出来たか。 

⇒管理調整が出来ている。 

③事業計画の到達点、評価指標の設定 が出来たか。 

⇒いずれも出来ている。具体的な実施計画についても初回で触れることが出来ており、参加

委員の理解も深まった。 

④評価基準の確認 が出来たか。 

⇒基準の確認が出来ている。 

⑤実証調査が出来たか。 

⇒限られた時間ではあったが、年度内の目標については到達出来た。 

⑥実施出来たか。 

⇒同上。実施出来た。 

⑦研修会の運営企画が出来たか。 

⇒運営企画が出来ている。短期間での実施となった為、実施回やエリアによっては差異が生

じたものの、参加人数は一定数あり、実施が出来ている。 

  

（（55））ププロロググララムム開開発発委委員員会会にに対対すするる評評価価  

外部評価委員会として、プログラム開発委員会において以下の評価を行った。 

プログラム開発委員会の設置目的は、プログラム全体の企画・開発をする。それに伴う教材

の企画・開発を行うこと、６つの講座開発に伴う、プログラムについての最終検討を行うことで

ある。委員会では、以下の項目①～②について、評価を行った。 

①プログラムの企画・開発する。それに伴う教材の企画・開発を行う。  

⇒多岐に渡った企画であったが、特にデジタル活用は昨今の人材不足、サービスの低下を

懸念する現場においては、支援の一助となるものとして認識されつつあり、ICT・DX 推進の

必要性を持って行っていることが理解できた。十分に実施されている。 

②6つの分科会に分かれ、分科会ごとにプログラム開発を行いプログラム開発委員会全体会

にて最終検討を行う。  

⇒年々、現場で求められる知識は多様化している。プログラムは多岐に渡るが必要であり、

十分に議論がなされ、検討されたことが理解できた。 

 

以降、計 5 回のプログラム開発委員会では、各委員からこれまでの経験や実績から多くの

示唆があった。カリキュラムの再構築については、目標設定を置き、内容とその結果・検証を

見越した体制づくりを構築できている。この委員会では、受講生からのアンケート結果など、

本事業にて求められる結果に限らず、今後の介護業界のゆくえや本質について議論をされた

と思う。 

尚、それぞれ、A～Fまでの分科会を設置している。 

A．介護予防講座分科会  

B．外出支援講座分科会  

C．介護施設の ICT/DX講座分科会  

D．マネジメント講座分科会  

E．多様な人材との関わり講座分科会 （外国人編・障がい者編） 

F．ナチュラルセラピー講座分科会（アロマセラピー・ミュージックセラピー） 

 

また、A～Fまでの分科会では以下の内容を検討している。尚、プログラム開発委員会委員

は、それぞれが２～４つの分科会に属し、企画に携わっており、それぞれの経験や専門性を

生かした関わりがなされていた。 

○既存のコンテンツを使ったプログラムの開発  

○新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発  
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・プログラムの評価効果測定を担当するとともに、事業全体への評価・検証を行う. 

【【検検討討のの具具体体的的なな内内容容】】  

①事業の企画・運営に関する助言 

②事業の運営と成果に関する評価・検証 

③開発した教育プログラムそれに伴う教材の検証 

 

（（33））評評価価方方法法ににつついいてて  

各委員会の遂行した事業において、評価項目に基づいて評価を行う。当該年度においては、

以下の５つの項目について、エビデンスを元に評価を行った。 

①事業計画に基づき、各委員会それぞれの活動計画（年次計画・研究調査計画等）を立案で

きたか 

②各委員会で立案したそれぞれの計画に基づき、予定通り遂行できていたか 

③事業計画書・各活動計画と実施された内容は合理的に適合していたか 

④各委員会が、それぞれの活動実績について適切に振り返りを行っていたか 

⑤各委員会で行った振り返りに基づく次年度計画は妥当性があるか（現実的か、目標と行動

計画が合致しているか）  

 

（（44））運運営営企企画画委委員員会会にに対対すするる評評価価  

外部評価委員会として、運営企画委員会において以下の評価を行った。運営企画委員会

の設置目的は、本プロジェクトに参加する当事者を含む多様な関係者による事業の目的、目

標、運営方法の検討・共有を行い、各委員会の調整も行うことにある。その意義と観点から①

～⑦について評価を行った。 

①事業全体の企画・運営 ・事業進捗の管理調整 が出来たか。 

⇒企画・運営が出来ている。初回に本事業の意義と各委員会座長からの目指すゴールにつ

いて言及があり、事業遂行の為のベクトル合わせが出来た。 

②事業進捗の管理調整が 出来たか。 

⇒管理調整が出来ている。 

③事業計画の到達点、評価指標の設定 が出来たか。 

⇒いずれも出来ている。具体的な実施計画についても初回で触れることが出来ており、参加

委員の理解も深まった。 

④評価基準の確認 が出来たか。 

⇒基準の確認が出来ている。 

⑤実証調査が出来たか。 

⇒限られた時間ではあったが、年度内の目標については到達出来た。 

⑥実施出来たか。 

⇒同上。実施出来た。 

⑦研修会の運営企画が出来たか。 

⇒運営企画が出来ている。短期間での実施となった為、実施回やエリアによっては差異が生

じたものの、参加人数は一定数あり、実施が出来ている。 

  

（（55））ププロロググララムム開開発発委委員員会会にに対対すするる評評価価  

外部評価委員会として、プログラム開発委員会において以下の評価を行った。 

プログラム開発委員会の設置目的は、プログラム全体の企画・開発をする。それに伴う教材

の企画・開発を行うこと、６つの講座開発に伴う、プログラムについての最終検討を行うことで

ある。委員会では、以下の項目①～②について、評価を行った。 

①プログラムの企画・開発する。それに伴う教材の企画・開発を行う。  

⇒多岐に渡った企画であったが、特にデジタル活用は昨今の人材不足、サービスの低下を

懸念する現場においては、支援の一助となるものとして認識されつつあり、ICT・DX 推進の

必要性を持って行っていることが理解できた。十分に実施されている。 

②6つの分科会に分かれ、分科会ごとにプログラム開発を行いプログラム開発委員会全体会

にて最終検討を行う。  

⇒年々、現場で求められる知識は多様化している。プログラムは多岐に渡るが必要であり、

十分に議論がなされ、検討されたことが理解できた。 

 

以降、計 5 回のプログラム開発委員会では、各委員からこれまでの経験や実績から多くの

示唆があった。カリキュラムの再構築については、目標設定を置き、内容とその結果・検証を

見越した体制づくりを構築できている。この委員会では、受講生からのアンケート結果など、

本事業にて求められる結果に限らず、今後の介護業界のゆくえや本質について議論をされた

と思う。 

尚、それぞれ、A～Fまでの分科会を設置している。 

A．介護予防講座分科会  

B．外出支援講座分科会  

C．介護施設の ICT/DX講座分科会  

D．マネジメント講座分科会  

E．多様な人材との関わり講座分科会 （外国人編・障がい者編） 

F．ナチュラルセラピー講座分科会（アロマセラピー・ミュージックセラピー） 

 

また、A～Fまでの分科会では以下の内容を検討している。尚、プログラム開発委員会委員

は、それぞれが２～４つの分科会に属し、企画に携わっており、それぞれの経験や専門性を

生かした関わりがなされていた。 

○既存のコンテンツを使ったプログラムの開発  

○新規コンテンツ企画、開発、プログラム開発  

119

令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   119令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   119 2025/05/02   14:36:532025/05/02   14:36:53



○それに伴う教材（動画も含む）の作成  

○アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

  

（（66））実実証証委委員員会会にに対対すするる評評価価    

外部評価委員会として、実証委員会において以下の評価を行った。 

実証委員会の目的は、開発した教育プログラムと、それに伴う教材を使って実証し、検証す

ることにある。委員会では、実証の内容と進め方、検証方法、協力体制の確認など、以下の

項目①～⑥について、評価を行った。 

①開発されたプログラムを活用した講座を希望する福祉施設の介護職及び専門学校の学生

や、卒業生を対象に実施を行う。 

⇒限られた時間ではあったが概ね実施出来た。 

②習得の効果に関する測定が必要なため、当該講座の試験結果が基本データとなる。講座

後、その都度、学習効果の測定を精密化する。  

⇒実施出来た。受講生の層や数にバラツキがあり、データの精緻化については課題がある。 

③受講生に対して、プログラムに内容がどこまで習得できたか、研修の改善や継続の有無に

関するアンケートおよびインタビュー調査を行う。  

⇒受講生の生声が盛り込まれており、実施する側やプログラムを提供する側との意識の違い

に気付かされた。 

④今後、開発したプログラムの導入を考えている福祉施設の介護職や専門学校も教員のた

めにアシスタントティーチャー養成講座を実施し、全国の福祉施設や専門学校で実施でき

るよう人材育成を行う。  

⇒知識を身に付けることはこれまでの生活で経験がある（学校生活や仕事などを通じて）が、

「教え方を学ぶ」ことは本質的に難しい。知識を身に付けて、同時に教え方やこういった反応

に対しては、こうした対応が望ましいなどケーススタディを入れて育成に目を向けるようにし

ていきたいので、次年度以降、さらに期待をしたい。 

⑤習得効果測定が基本であるので、講座の修了試験【筆記・実技】で効果が明確になる評価

方法を取る。  

⇒筋道や具体的な方策については議論を尽くしたと思う。実施に次年度以降、効果測定や

フィードバックの内容などを確立する必要がある。 

⑥アシスタントティーチャー養成マニュアルについて、受講したアシスタントティーチャー候補

生の活用能力がどこまで向上したかに関する調査を行う。 

⇒最終的には客観的な指標が必要となり、調査方法や実施時期などが決まれば実装にいて

は慎重に実施する必要がある。調査の目的と記載をするモチベーションを加味した内容と

する必要がある。 

 

 

（（77））全全体体をを通通じじててのの評評価価  

介護業界を取り巻く環境は厳しいものがある。「２０２５年問題」やその先の「２０４０年問題」

など、現場の備えだけではサービスの質を向上はおろか、維持することも困難となる。限ら

れた資源（ヒト・モノ・カネ）を最大限に活用し、同時に「業務改善」と「生産性向上」を推進す

る必要があり、経営者や管理者、現場スタッフ一人一人の意識変革をはかり、ICT／DX推進

をはかることが求められる。 

本事業では、３カ年の事業計画に基づいて複数の委員会で構成され、実証研究と教育プ

ログラム開発や検証が行われている。各委員会から前向きな提言（意見）が議事録を通じて

共有され、教育現場と開発チーム、各委員会がハイレベルな検証が図られることを期待した

い。実証に参加した受講生の年代や立場は様々で、得られる情報やデータは今後多様な人

材の参入を促す意味でも大変意義のある内容となっている。一方で、今年度の活動によって

浮かび上がった課題についても検証と議論を継続し、ＤＸ等のリカレント教育推進の為の支援

体制の強化を図っていくことが肝要である。 

 

（（88））全全体体をを通通じじたた本本外外部部評評価価委委員員会会のの総総評評  

本事業に限ったことではないが、事業推進にあたっては、昨今の新型コロナウイルス感染

症拡大悪化への影響は小康状態にはなったものの、いまだに懸念した活動となっており、制

約があったことも推察できる。各委員会及び協力頂いた教育機関においては、心より謝意を

申し上げる次第である。そうした想いのなか、本事業への期待を込めて各外部評価委員から

は、全体を通じて次のような意見があったことから、次年度事業の参考としていただきたい。 

 

・介護現場の課題としては、「人材」（＝確保・育成・定着）に基づくものが多く見受けられる。 

・また、稼働率等の経営戦略についても、課題としては大きなウェートを占めており、長い目で

見たときはそういったテーマも経営層や上級管理層に限らず、一般スタッフにおいてもＤＸや

現場で役立つ専門スキルと一緒に学ぶ必要があると思っている。 

・短期間の中で、事業実施体制を具体的に構築し、事業開始にまでこぎ着けたことは高く評

価できる。また、今年度は具体的な活動が実施できい、一定の成果と次年度に向けた課題

が得られており、着実な事業実施の進捗状況が伺える。 

・次年度は、今年度明らかになった各プログラムの課題を踏まえ、事業計画・次年度計画に

沿ったプログラム開発を進めることが望まれる。 

・各委員会の進捗状況、課題、スケジュールの情報共有がきちんと行われ PCDA サイクルが

うまく回っており事業については、高く評価できる。ただし、新たな課題も散見されるので、次

年度に向け、各委員会にて、振り返りと反省を行い、最終年度となる次年度に向け、更なる

進化と発展（質的な向上）に期待したい。 

・多様なプログラムが組まれている点がよかった。 

・受講の方式も３Step に分け、オンライン形式や対面形式など、受講者の要望に応じて変え
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○それに伴う教材（動画も含む）の作成  

○アシスタントティーチャー養成講座マニュアルの作成 

  

（（66））実実証証委委員員会会にに対対すするる評評価価    

外部評価委員会として、実証委員会において以下の評価を行った。 

実証委員会の目的は、開発した教育プログラムと、それに伴う教材を使って実証し、検証す

ることにある。委員会では、実証の内容と進め方、検証方法、協力体制の確認など、以下の

項目①～⑥について、評価を行った。 

①開発されたプログラムを活用した講座を希望する福祉施設の介護職及び専門学校の学生

や、卒業生を対象に実施を行う。 

⇒限られた時間ではあったが概ね実施出来た。 

②習得の効果に関する測定が必要なため、当該講座の試験結果が基本データとなる。講座

後、その都度、学習効果の測定を精密化する。  

⇒実施出来た。受講生の層や数にバラツキがあり、データの精緻化については課題がある。 

③受講生に対して、プログラムに内容がどこまで習得できたか、研修の改善や継続の有無に

関するアンケートおよびインタビュー調査を行う。  

⇒受講生の生声が盛り込まれており、実施する側やプログラムを提供する側との意識の違い

に気付かされた。 

④今後、開発したプログラムの導入を考えている福祉施設の介護職や専門学校も教員のた

めにアシスタントティーチャー養成講座を実施し、全国の福祉施設や専門学校で実施でき

るよう人材育成を行う。  

⇒知識を身に付けることはこれまでの生活で経験がある（学校生活や仕事などを通じて）が、

「教え方を学ぶ」ことは本質的に難しい。知識を身に付けて、同時に教え方やこういった反応

に対しては、こうした対応が望ましいなどケーススタディを入れて育成に目を向けるようにし

ていきたいので、次年度以降、さらに期待をしたい。 

⑤習得効果測定が基本であるので、講座の修了試験【筆記・実技】で効果が明確になる評価

方法を取る。  

⇒筋道や具体的な方策については議論を尽くしたと思う。実施に次年度以降、効果測定や

フィードバックの内容などを確立する必要がある。 

⑥アシスタントティーチャー養成マニュアルについて、受講したアシスタントティーチャー候補

生の活用能力がどこまで向上したかに関する調査を行う。 

⇒最終的には客観的な指標が必要となり、調査方法や実施時期などが決まれば実装にいて

は慎重に実施する必要がある。調査の目的と記載をするモチベーションを加味した内容と

する必要がある。 

 

 

（（77））全全体体をを通通じじててのの評評価価  

介護業界を取り巻く環境は厳しいものがある。「２０２５年問題」やその先の「２０４０年問題」

など、現場の備えだけではサービスの質を向上はおろか、維持することも困難となる。限ら

れた資源（ヒト・モノ・カネ）を最大限に活用し、同時に「業務改善」と「生産性向上」を推進す

る必要があり、経営者や管理者、現場スタッフ一人一人の意識変革をはかり、ICT／DX推進

をはかることが求められる。 

本事業では、３カ年の事業計画に基づいて複数の委員会で構成され、実証研究と教育プ

ログラム開発や検証が行われている。各委員会から前向きな提言（意見）が議事録を通じて

共有され、教育現場と開発チーム、各委員会がハイレベルな検証が図られることを期待した

い。実証に参加した受講生の年代や立場は様々で、得られる情報やデータは今後多様な人

材の参入を促す意味でも大変意義のある内容となっている。一方で、今年度の活動によって

浮かび上がった課題についても検証と議論を継続し、ＤＸ等のリカレント教育推進の為の支援

体制の強化を図っていくことが肝要である。 

 

（（88））全全体体をを通通じじたた本本外外部部評評価価委委員員会会のの総総評評  

本事業に限ったことではないが、事業推進にあたっては、昨今の新型コロナウイルス感染

症拡大悪化への影響は小康状態にはなったものの、いまだに懸念した活動となっており、制

約があったことも推察できる。各委員会及び協力頂いた教育機関においては、心より謝意を

申し上げる次第である。そうした想いのなか、本事業への期待を込めて各外部評価委員から

は、全体を通じて次のような意見があったことから、次年度事業の参考としていただきたい。 

 

・介護現場の課題としては、「人材」（＝確保・育成・定着）に基づくものが多く見受けられる。 

・また、稼働率等の経営戦略についても、課題としては大きなウェートを占めており、長い目で

見たときはそういったテーマも経営層や上級管理層に限らず、一般スタッフにおいてもＤＸや

現場で役立つ専門スキルと一緒に学ぶ必要があると思っている。 

・短期間の中で、事業実施体制を具体的に構築し、事業開始にまでこぎ着けたことは高く評

価できる。また、今年度は具体的な活動が実施できい、一定の成果と次年度に向けた課題

が得られており、着実な事業実施の進捗状況が伺える。 

・次年度は、今年度明らかになった各プログラムの課題を踏まえ、事業計画・次年度計画に

沿ったプログラム開発を進めることが望まれる。 

・各委員会の進捗状況、課題、スケジュールの情報共有がきちんと行われ PCDA サイクルが

うまく回っており事業については、高く評価できる。ただし、新たな課題も散見されるので、次

年度に向け、各委員会にて、振り返りと反省を行い、最終年度となる次年度に向け、更なる

進化と発展（質的な向上）に期待したい。 

・多様なプログラムが組まれている点がよかった。 

・受講の方式も３Step に分け、オンライン形式や対面形式など、受講者の要望に応じて変え
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ることができるなど工夫がされていた。特に、現在の生産性向上の促進の観点から介護 DX、

さらに外国人介護人材の急増から多様なかかわりについての講座もあり、興味を引くもので

あった。 

・今後、介護報酬に、このような施策にも対応できるプログラムになると、さらによいプログラ

ムになるのではないかと考える。 

 

（（99））今今後後のの事事業業へへのの期期待待  

介護や障害の現場に限らず、サービスの提供や価値はもちろん、「学び方」や「働き方」に

ついても大きな変革をもたらした。とりわけ学びの場においてはオンラインが加速度的に普及

した。昨今の少子高齢化社会、就業人口減、といった問題があり、今後も現場の介護スタッフ

をはじめとした人材確保や育成不足が予見される。また、専門学校の学びが大きく変化して

おり、国家資格を取得る事が、目標＝卒業となり、従来の現場実践力を身に着けた学生を社

会へ輩出することが目標＝資格取得にならなければならないと思われる。実践できるプログ

ラムをアップデートする場があることで、活躍できる専門食を養成することで、離職者軽減にも

つながるのではないかと考えられる。 

学びは重要であり、経験をもとに獲得した知識や技術は大変有益であると思われる。一方、

現場で通用する実践的な内容についてのニーズも高いこともあり、出来る限り多くの対処事

例やケーススタディを取り入れ、体験型かつ習得が出来る内容を検討することも必要と思わ

れる。 

次年度の展開として期待したいことは、現場での事例をより多く盛りこみ、課題解決のプロ

セスを入れることが望ましい。医療・福祉・介護の現場に限らないが、管理職やリーダーにな

りたくないといった若年層も少なくないとも言われており、マネージャー層を対象とした「リーダ

ーシップ」や法人における「事業計画の策定」などをワークショップ等で学べる内容なども検討

を頂きたい。また、介護・障害・子育ての現場の離職理由は人間関係が上位で挙げられるこ

とも、リーダー養成において改善できることも期待しており、コンテンツの内容充実も図る一方

で、是非とも実施して頂きたい。 

  

（（1100））事事業業推推進進ににああたたっってて見見直直すすべべきき事事項項  

全体的な工程、進捗はスムーズに進んでいるように思われる。それぞれの委員会に参加さ

れた委員各々が、これまでの経験や実績を存分に発揮し、事業を遂行した成果もあり、年度

の目標については達成できたと思われる。 

アンケート結果においても概ね高評価を得ているが、参加者のモチベーションが高く、現場

で実践できると言う回答も多かったと思われる。関係者が参加にあたって事前に意識付けを

行った成果もあったかと思うが、継続するためには、その学びが学校や施設に戻った時、以

降についてもアップデートするための継続方法について検証する必要がある。今年度と同様

に学んだあとの変化や具体的な改善できた点についても追跡調査が出来れば良い。 

また、実証については比較的好意的、協力的に受け入れて頂いたが、実際の現場で活用

する際は、負担が生じることも想定される。負担感を感じさせることなく、参加をしてもらうよう

に、受講生の環境にも配慮した提供が望ましい。また、この講座の趣旨を説明し、講座提供

の目的を受講生に理解してもらうことも踏まえ講座がスムーズに進行できるように進めてほし

い。 

 

((1111））本本外外部部評評価価委委員員会会にによよるる評評価価  

以上を踏まえ、本外部評価委員会において、本事業が適切に執行され、実施されたことを

確認した。各委員会、委員及び事務局の尽力により、多くの関係団体の協力を得られて、内

容の濃い事業を展開できたと思われる。 

今後、事業を継続するにあたっては、介護現場にて提供されるサービスの質維持・向上を

目途とした実用的な講座の企画と実証が必要だと思われる。現場の切実な声としては、人材

不足の中でも、マネジメント層の育成や確保が難しいといった内容が見受けられる。特に経

営資源となる人材の育成やマネジメントに注力した講座の企画や具体的な事例を多く取り入

れた演習形式の講座の開講を通じて、どう変化したか、新たな課題は何かなどを見出せる内

容となることを強く祈念する。参加者に関心を持ってもらい、継続性を維持出来る内容の実証

が出来たと評価する。 

 

（（1122））ああととががきき  

全産業について言及すべきことであるが、サービス業、とりわけ:介護業界においては人材

の確保や育成が困難な状況になることは想定できる。人材の確保が困難な状況が今後もし

ばらくは続くものの、状況に甘んじることなく、経営層や管理者層ばかりが思案することなく、

全スタッフが一緒に考え、ベクトルを合わせることが諸問題の解決手段につながるのではな

いか。 

様々な価値観は尊重しながらも、「利用者のため」「仲間のため」といった認識を共有する

仕組みづくりや、人的資源に限りがあるのであれば、「生産性向上」や「業務改善」を図るべく、

ICT／DX の活用を検討し、その検証についても施設や事業所、法人全体で取り組むことが必

要ではないか。但し、あくまでも施設や事業所、法人における課題の解決ツールの１つとして

の ICT／DXの活用であることは前提である。 

外部評価委員会 
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ることができるなど工夫がされていた。特に、現在の生産性向上の促進の観点から介護 DX、

さらに外国人介護人材の急増から多様なかかわりについての講座もあり、興味を引くもので

あった。 

・今後、介護報酬に、このような施策にも対応できるプログラムになると、さらによいプログラ

ムになるのではないかと考える。 
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ついても大きな変革をもたらした。とりわけ学びの場においてはオンラインが加速度的に普及

した。昨今の少子高齢化社会、就業人口減、といった問題があり、今後も現場の介護スタッフ

をはじめとした人材確保や育成不足が予見される。また、専門学校の学びが大きく変化して

おり、国家資格を取得る事が、目標＝卒業となり、従来の現場実践力を身に着けた学生を社

会へ輩出することが目標＝資格取得にならなければならないと思われる。実践できるプログ

ラムをアップデートする場があることで、活躍できる専門食を養成することで、離職者軽減にも

つながるのではないかと考えられる。 

学びは重要であり、経験をもとに獲得した知識や技術は大変有益であると思われる。一方、

現場で通用する実践的な内容についてのニーズも高いこともあり、出来る限り多くの対処事

例やケーススタディを取り入れ、体験型かつ習得が出来る内容を検討することも必要と思わ

れる。 

次年度の展開として期待したいことは、現場での事例をより多く盛りこみ、課題解決のプロ

セスを入れることが望ましい。医療・福祉・介護の現場に限らないが、管理職やリーダーにな

りたくないといった若年層も少なくないとも言われており、マネージャー層を対象とした「リーダ

ーシップ」や法人における「事業計画の策定」などをワークショップ等で学べる内容なども検討

を頂きたい。また、介護・障害・子育ての現場の離職理由は人間関係が上位で挙げられるこ

とも、リーダー養成において改善できることも期待しており、コンテンツの内容充実も図る一方

で、是非とも実施して頂きたい。 
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全体的な工程、進捗はスムーズに進んでいるように思われる。それぞれの委員会に参加さ

れた委員各々が、これまでの経験や実績を存分に発揮し、事業を遂行した成果もあり、年度

の目標については達成できたと思われる。 

アンケート結果においても概ね高評価を得ているが、参加者のモチベーションが高く、現場

で実践できると言う回答も多かったと思われる。関係者が参加にあたって事前に意識付けを

行った成果もあったかと思うが、継続するためには、その学びが学校や施設に戻った時、以

降についてもアップデートするための継続方法について検証する必要がある。今年度と同様

に学んだあとの変化や具体的な改善できた点についても追跡調査が出来れば良い。 

また、実証については比較的好意的、協力的に受け入れて頂いたが、実際の現場で活用

する際は、負担が生じることも想定される。負担感を感じさせることなく、参加をしてもらうよう

に、受講生の環境にも配慮した提供が望ましい。また、この講座の趣旨を説明し、講座提供

の目的を受講生に理解してもらうことも踏まえ講座がスムーズに進行できるように進めてほし

い。 

 

((1111））本本外外部部評評価価委委員員会会にによよるる評評価価  

以上を踏まえ、本外部評価委員会において、本事業が適切に執行され、実施されたことを

確認した。各委員会、委員及び事務局の尽力により、多くの関係団体の協力を得られて、内

容の濃い事業を展開できたと思われる。 

今後、事業を継続するにあたっては、介護現場にて提供されるサービスの質維持・向上を

目途とした実用的な講座の企画と実証が必要だと思われる。現場の切実な声としては、人材

不足の中でも、マネジメント層の育成や確保が難しいといった内容が見受けられる。特に経

営資源となる人材の育成やマネジメントに注力した講座の企画や具体的な事例を多く取り入

れた演習形式の講座の開講を通じて、どう変化したか、新たな課題は何かなどを見出せる内

容となることを強く祈念する。参加者に関心を持ってもらい、継続性を維持出来る内容の実証

が出来たと評価する。 

 

（（1122））ああととががきき  

全産業について言及すべきことであるが、サービス業、とりわけ:介護業界においては人材

の確保や育成が困難な状況になることは想定できる。人材の確保が困難な状況が今後もし

ばらくは続くものの、状況に甘んじることなく、経営層や管理者層ばかりが思案することなく、

全スタッフが一緒に考え、ベクトルを合わせることが諸問題の解決手段につながるのではな

いか。 

様々な価値観は尊重しながらも、「利用者のため」「仲間のため」といった認識を共有する

仕組みづくりや、人的資源に限りがあるのであれば、「生産性向上」や「業務改善」を図るべく、

ICT／DX の活用を検討し、その検証についても施設や事業所、法人全体で取り組むことが必

要ではないか。但し、あくまでも施設や事業所、法人における課題の解決ツールの１つとして

の ICT／DXの活用であることは前提である。 

外部評価委員会 
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ⅣⅣ事事業業のの振振りり返返りり  

（（11））ププロロググララムム開開発発委委員員会会  本本年年度度事事業業のの振振りり返返りり  

 

プログラム委員会を代表しまして、本事業に多大なるご協力をいただきました、関係者の皆様に心か

ら感謝申し上げます。 

 

本年度は、3年を予定する本プログラムの中でも最も重要な年度でありました。 

と言いますのも、初年度は既存のプログラムを活用し実証を進める事で、プログラム運営にどのような課

題があるかを検証する事が目的であり、プログラム開発は次年度に繋げる設計が主の活動でありまし

た。つまり、本プログラムの 2年目である今年度こそ、前年度の学びを基に 0ベースから作りあげるとい

うプログラム開発そのものの活動でした。 

各プログラム開発の分科会の皆様の試行錯誤の末、大変ながらも予定通り８つの講座を開発することが

出来ました。また、受講者数も 4５0名という目標に対して、概ね近い数字まで近づけた点は、大きな成

果であったと感じております。 

 

2年目である本年もプログラム開発そのものや、講座を運営したことにより新たな課題が多く見つかっ

た事も大きな成果であったと思います。最終年度を予定する 3年目は、新たに発見した課題を解決し、

完成形に近づけることが必要であると思っております。 

 

足元では 2025年問題と言われた年に突入し、団塊の世代のすべてが後期高齢者となりました。 

後期高齢者が増え続ける一方で、生産年齢人口が減少していく社会において、今後介護や福祉サービ

スの利用者は増え、職員は減り続ける時代に突入します。 

 これからの介護と福祉の現場は所謂少数精鋭化が求められる事となり、現場で活躍するためには、既

存の介護の技術やコミュニケーションの技術などの教育だけでは、備えるべき知識に到底及ばないと考

えております。本事業で生み出されるプログラムを活用して知のアップデートを図り、学びを得た皆様が

介護と福祉の新しいサービスの在り方を創って行けるように、まだまだプログラムの改善が必要です。 

前述の通り今年度も多数課題は出ましたが、来年度はそれらの課題をプログラム開発にしっかりと繋

げ、より良いプログラムに深化させたいと思っていますので、 分科会の皆様、リーダーの皆様、そして実

証実験のご協力をいただく各事業所の皆様や専門学校の皆様におきましては、まだまだ多大なお力添

えを頂きたく、来年度も引き続きよろしくお願いいたします。 

 

プログラム開発委員長 

株式会社ビーブリッド 

代表取締役  

竹下康平氏 

 

 

 

（（22））実実証証委委員員会会  本本年年度度事事業業のの振振りり返返りり  

 

実証委員を代表しまして、関係者の皆様、並びに実証へご協力をいただきました施設様、学校様へ、多

大なるご協力をいただきましたことを心より感謝申し上げます。 

また、本年度は８つのプログラムを開発し、管理や運用含め、事務局並びに委員の皆様にご尽力いただ

きましたことを重ねて感謝申し上げます。 

 

本年度の実績報告の中で、講座の内容やコンテンツによって、受講者の方々が現場で実践できた講座

と実践ができていない講座が一部あるという結果となりました。この課題を踏まえ、次年度は、円滑に講座

の提供が行え、かつ受講生が、学びのきっかけの場となるよう改善をしていきたいと思います。本来は講座

の最適化についても求める必要がありますが、本研究事業において、一番重要なのは効果検証であり、実

際に試し、エビデンスを収集し、改善をしていくという工程を踏み、最終的に講座の最適化を目指していき

たいと考えております。 

近年、学びに対する、他国との相対的な比較では、日本人は学生時代に学び社会に出たのち、学び直

す機会がなかったと言うことがよく指摘をされています。2025 年問題について、現時点で必要なサービスや

サービスの質など、国をあげて成果があったかというと、十分な成果が得られたわけではないと、私自身も

反省すべき点があります。今後は、生産年齢人口の減少に伴い、現状より多くの介護サービスの提供が必

要な未来がやってきます。また、労働人口が減少して、介護サービスを提供する際には、最終的には介護

が必要な方に、介護が行き届かなくなることにも繋がり、既存の方法では、人口動態的にも、非常に困難で

あるため、未来に向けてのエビデンスを作っていきながら、介護が必要な方が介護を受けられる日本を作

っていくこと、国民の皆さんが年を取っていくことに不安にならないような、社会を作っていかなければなら

ないと思っています。 

一人当たりの生産性をもっと高めていくことで、その人が持っている力、技術を高めていきながら、より良

いサービスを、より最適な形で提供していける世の中になればいけないと思っています。そのためには、学

びの仕方も形を変えていかなければなりません。 

来年度は、いよいよ最終年度となり社会実装化に向けて取り組む予定ですが、より良い講座の提供がで

きるよう引き続き皆様のお力添えをお願いいたします。 

 

実証委員会委員長 

社会福祉法人善光会 理事 

最高執行責任者  

統括施設局長  

≪株式会社善光総合研究所≫ 

代表取締役社長 

宮本 隆史 
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ⅣⅣ事事業業のの振振りり返返りり  

（（11））ププロロググララムム開開発発委委員員会会  本本年年度度事事業業のの振振りり返返りり  

 

プログラム委員会を代表しまして、本事業に多大なるご協力をいただきました、関係者の皆様に心か

ら感謝申し上げます。 

 

本年度は、3年を予定する本プログラムの中でも最も重要な年度でありました。 

と言いますのも、初年度は既存のプログラムを活用し実証を進める事で、プログラム運営にどのような課

題があるかを検証する事が目的であり、プログラム開発は次年度に繋げる設計が主の活動でありまし

た。つまり、本プログラムの 2年目である今年度こそ、前年度の学びを基に 0ベースから作りあげるとい

うプログラム開発そのものの活動でした。 

各プログラム開発の分科会の皆様の試行錯誤の末、大変ながらも予定通り８つの講座を開発することが

出来ました。また、受講者数も 4５0名という目標に対して、概ね近い数字まで近づけた点は、大きな成

果であったと感じております。 

 

2年目である本年もプログラム開発そのものや、講座を運営したことにより新たな課題が多く見つかっ

た事も大きな成果であったと思います。最終年度を予定する 3年目は、新たに発見した課題を解決し、

完成形に近づけることが必要であると思っております。 

 

足元では 2025年問題と言われた年に突入し、団塊の世代のすべてが後期高齢者となりました。 

後期高齢者が増え続ける一方で、生産年齢人口が減少していく社会において、今後介護や福祉サービ

スの利用者は増え、職員は減り続ける時代に突入します。 

 これからの介護と福祉の現場は所謂少数精鋭化が求められる事となり、現場で活躍するためには、既

存の介護の技術やコミュニケーションの技術などの教育だけでは、備えるべき知識に到底及ばないと考

えております。本事業で生み出されるプログラムを活用して知のアップデートを図り、学びを得た皆様が

介護と福祉の新しいサービスの在り方を創って行けるように、まだまだプログラムの改善が必要です。 

前述の通り今年度も多数課題は出ましたが、来年度はそれらの課題をプログラム開発にしっかりと繋

げ、より良いプログラムに深化させたいと思っていますので、 分科会の皆様、リーダーの皆様、そして実

証実験のご協力をいただく各事業所の皆様や専門学校の皆様におきましては、まだまだ多大なお力添

えを頂きたく、来年度も引き続きよろしくお願いいたします。 

 

プログラム開発委員長 

株式会社ビーブリッド 

代表取締役  

竹下康平氏 

 

 

 

（（22））実実証証委委員員会会  本本年年度度事事業業のの振振りり返返りり  
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実証委員会委員長 

社会福祉法人善光会 理事 

最高執行責任者  

統括施設局長  

≪株式会社善光総合研究所≫ 

代表取締役社長 

宮本 隆史 
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（（33））新新たたななるるチチャャレレンンジジへへのの思思いい  

はじめに、この研究にご尽力いただきました関係者様、実証校の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

来年度については、厚生労働省が提唱している、

これからの介護職に求められる多様なキャリアパス

において富士山型から山脈型への変換が必要となり

ます。この事業のキーワードはアップデートですか

ら、まさに富士山型から山脈型への変革が必要であ

ると考えられます。 

私たちとしては、山脈型とキャリア段位制度をうまく

ミックスさせ、日本型の介護＋α講座にしていこうと

いう狙いがあります。まず、大きなくくりで考えるとキ

ャリアについては、介護現場に出る前の学生さんたち、

そして介護の現場に出たばかりの人たちが、自信持て

るような内容のプログラムの開発を行い、その上で、来

年度は、プロフェッショナルを育成しようという狙いがあ

ります。一つの例としては、大手企業さんとコラボし、排

泄ケアのプロフェッショナルの講座を実施したいと考え

ており、そういったところを山脈型のキャリア形成と紐

付けながらやっていきたいと思っております。 

 また、管理職の人たちは、マネジメントの講座も含めて、外国人や障害のある方達をどう支援していくかを

学んでいただきたいと考えております。 

今後の提供イメージとしては、3 段階あり、①養成校学生と入職 1-3 年目の職員の方（介護予防、外出

支援、ナチュラルセラピー、アロマセラピー、ミュージックセラピー）、②プロフェッショナル（排泄ケア、介護

ICT/DX professional、外出支援 2 級）、③管理職（介護 ICT/DX、多様な人との関わり 外国人編・障がい

者編、マネジメント＋ICT/DXを活用したマネジメント）に

分けて、展開する予定で考えております。また、アシス

タントティーチャーに関しても、適応しやすい講座かどう

か吟味する必要があるため、もう 1回検証していきたい

と考えています。 

アシスタントティーチャーが講義を行うことに関して

は、介護の学校での教員による展開など、割とすぐに

活かせるものは、アシスタントティーチャー制度が出来

ると事務局で考えていますので、来年も更に検証しきま

す。専門性が必要なものは、再来年度にアシスタントティーチャーにどのように組み込めるのかを考えてお

ります。来年度の予定としては、5・６月より文科省から、スタートの連絡いただけると想定をして、アシスタン

トティーチャー養成のプログラムを作りながら、まなびフェスみたいな形で 10～15 分間でいろんな講座を体

                           

   

    
       

         

 
 
 

 
 

 

         

         
       

          

        

                        

        
                    

   

          
          

             

         

  

   

これ ら    に求められる       パ 

   デ  富士     

験してもらうという形を、東京と東北にて、実証になるかと思っています。それらを受けた方々が、実証で深

く学んでいただくというステップや全国の学校などで実証して、それぞれの地域でこのプログラムを活用して

いただきたいと思っています。 

文科省事業で、大事だと考えてるのは、社会実装です。そこは常に意識してやっていきます。 

社会実装においては、企業や他の文科省事業とのコラボレーションをして実施していきたいと思います。

再来年については、まず、既存の仕組みを介護事業者の中で利用しているシステムとコラボしようと思って

います。2 つ目は資格とのコラボで、色々な民間資格や企業主催とコラボして展開していこうかと考えてい

ます。最後に 3 つ目として、大手企業さんとのコラボを考えており、大手のおむつメーカーさんとコラボする

ということを、承諾を得て、我々の事業に参画していただくことになっております。 

こういう形で社会実装を前提とした研究を進めていき、知識を学生さん、そして留学生に還元して行きたい

と思っております。今年度で止まらず。来年度も、皆さんのお力添えをいただければと思っていますので、よ

ろしくお願い致します。 

 

 

学校法人敬心学園 職業教育研究開発センター  

事業責任者     小林 英一 
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5年後10年後の
　ミライを見据えて

介護予防 外出支援

介護 ICT/DX マネジメント

ナチュラル
セラピー

多様な人との
かかわり

お問合せ

受講料無料
（定員に達し次第終

了）

プログラム修了までの流れ

介護α

講座介護α コース管理職育成
いずれかの講座 【介護 ICT/DX】

【マネジメント】

介護現場で利活用できる実践力をつけてマルチタスク型介護職へ！専門職業人材最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリング）推進事業

令和 6年度 文部科学省委託事業

５A アロマセラピー編
５B ミュージックセラピー（入門編）

６A 外国人編
６B 障がい者編

1 2

3 4

5 6

03-3200-9074 kaicare@keishin-group.jp
担当：小林・仲野・長坂 〒169-0075 東京都高田馬場 2-16-6 宇田川ビル 6階

大阪 11/23（土）～ 24（日）リファレンス大阪駅前第 4 ビル 23 階（梅田駅）
東京 12/14（土）～15（日）日本福祉教育専門学校　高田校舎（高田馬場駅）
※オンデマンド（基礎編）受講後、実践編を対面で行う会場となります。

プログラム期間

会場
（対面・オンライン）

介護・医療分野の現場で利活用できる最新技能アップデータのための
実践プログラム6種類（8講座）の中から、自分の受講したい講座が選択できます。プログラム内容

●介護・医療施設の管理職および介護職の方
●養成校学生（2025年3月卒業見込み）および養成校を卒業した卒業生の方対　象

10/12024 火 ～ 1/152025 水

主任クラス以上の方 対象

オンデマンド形式※

（基礎編）の受講

※オンデマンド形式…ご自身の空いている時間で動画を視聴する受講形式です。

1 対面・オンライン
（実践編）双方向授業2

「介護 +α」修了証の発行オンライン
実践交流会3

オンデマンド形式※

（基礎編）の受講1 対面・オンライン
（実践編）双方向授業2

「管理職」
修了証の発行

オンライン
実践交流会3

ほかの4 種類について
オンデマンド形式受講4
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実践交流会3

ほかの4 種類について
オンデマンド形式受講4

介護予防 各会場 30 名

施設で生活する利用者を対象とした
“転倒” を予防するために、転倒に関連する筋肉、
メカニズム、評価方法を学びます。

受講形態：　基礎編（オンデマンド）+実践編（対面・オンライン）+実践交流会
講座受講で得られるもの：修了証

介護 ICT/DX 定員 60 名

ナチュラルセラピー 各会場 30名 多様な人とのかかわり 定員 60 名

QR コードでお申し込み
上記それぞれのQRコードから に
お申し込みください。（定員に達し次第終了となります）

事務局よりご連絡
受講の流れやオンデマンドの
情報をメールでご案内します。

受講
各講座を受講
ください。

1

3

5 6

ICT/DX の興味を持ち、
介護の生産性向上の必要性を学びます。

受講形態：　基礎編（オンデマンド）+実践編（オンライン）+実践交流会
講座受講で得られるもの：修了証、スマート介護士受験資格

アロマセラピーの基礎、介護現場で活用する
方法を学び、広めたい香り作りを行います。

受講形態：　基礎編（オンデマンド）+実践編（対面・オンライン）+実践交流会
講座受講で得られるもの：修了証

５A アロマセラピー編

音楽が高齢者や私たちの身体や心に
もたらす力について学びます。
受講形態：　基礎編（オンデマンド）+実践編（対面・オンライン）+実践交流会
講座受講で得られるもの：修了証

５B ミュージックセラピー入門編

外国人人財の受け入れに関するポイントを理解し、
日本人・外国人の相互理解を深めます。

受講形態：　基礎編（オンデマンド）+実践編（オンライン）+実践交流会
講座受講で得られるもの：修了証

６A 外国人編

なぜ障がい者を受け入れるのか、
入職前にどのような勉強をしているかを理解し、
現場での共働・共生を実例を交えてに学びます。

受講形態：　基礎編（オンデマンド）+実践編（対面・オンライン）+実践交流会
講座受講で得られるもの：修了証

６B 障がい者編

日程など詳細は HP で
ご確認ください

受講申し込み

受講申し込み 受講申し込み

外出支援 各会場 30名

2

施設、デイサービスの人が外に出る不安を
解消する知識を学び、外出時のリスクを知り、
安全に外出を実践できる知識を身につけます。

受講形態：　基礎編（オンデマンド）+実践編（対面・オンライン）+実践交流会
講座受講で得られるもの：修了証、トラベルヘルパー3級受験資格

受講申し込み

受講申し込み

受講申し込み

受講申し込み

コース管理職育成
受講申し込み

アロマで介護を必要とする全ての方を
リラックスさせる知識を習得したい方
  におススメです！

日本人介護職員および管理者の方、
現在日本で 3 年以上勤務している外国人の方
  におススメです！

介護職員として 3 年目くらいで職員の直接指導に関わる方、
障がい者雇用や職員としてのかかわり方を知りたいと思っている方
  におススメです！

ICT（情報通信技術）に苦手意識があるが、
より良いサービスを提供したい現場担当者
  におススメです！

介護現場で音楽を用いたいと思っている方
  におススメです！

高齢者の転倒を基礎から学び、予防したい方
 におススメです！

マネジメント 各会場 30名

4

現場で生かせる人材育成や組織づくり、
マネジメントに関する知識とスキルを学びます。

受講形態：　基礎編（オンデマンド）+実践編（対面・オンライン）+実践交流会
講座受講で得られるもの：修了証

受講申し込み

管理職 1～3 年の方
 におススメです！

介護現場を2～3年経験し慣れてきた外国人を含む方
 におススメです！

主任クラス以上の方 対象

申し込み方法
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介護予防 事前アンケート（回答数３３件）

職場の上司

からの紹介
事務局からご連絡

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。
ヨガ講師
キャリアコンサルタント 2
精神保健福祉士
介護事務
保育士
あん摩マッサージ指圧師
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介護予防 事前アンケート（回答数３３件）

職場の上司

からの紹介
事務局からご連絡

問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。
ヨガ講師
キャリアコンサルタント 2
精神保健福祉士
介護事務
保育士
あん摩マッサージ指圧師
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。
労働局 公共職業安定所
新潟青陵大学
株式会社ニチイ学館
介護福祉士養成校
専門学校
介護部門一般事務
本社 管理部門
放課後等デイサービス、看多機
訪問マッサージ

問 11：問 10 で「⑧ その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてくださ
い。
任期付き
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問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。
労働局 公共職業安定所
新潟青陵大学
株式会社ニチイ学館
介護福祉士養成校
専門学校
介護部門一般事務
本社 管理部門
放課後等デイサービス、看多機
訪問マッサージ

問 11：問 10 で「⑧ その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてくださ
い。
任期付き
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問 16 ：問 15 で「① はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。

ICT、トラベルヘルパー
スマート介護士
ICT 介護技術
初任者研修
初任者研修受講中
問 15 を「いいえ」と答えましたが、以下必須項目のため、空欄では回答を送信できません
でした。そのため、「どちらともいえない」もしくは「その他」を選びました。
知的障害者に関する支援専門員
重度訪問介護

問 19 ：問 18 で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えて
ください。

ICT は機器導入が進んでいないから。トラベルヘルパーは訪問介護事業では活用の機会が
ないから
受講していないため
受けてない
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問 16 ：問 15 で「① はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。

ICT、トラベルヘルパー
スマート介護士
ICT 介護技術
初任者研修
初任者研修受講中
問 15 を「いいえ」と答えましたが、以下必須項目のため、空欄では回答を送信できません
でした。そのため、「どちらともいえない」もしくは「その他」を選びました。
知的障害者に関する支援専門員
重度訪問介護

問 19 ：問 18 で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えて
ください。

ICT は機器導入が進んでいないから。トラベルヘルパーは訪問介護事業では活用の機会が
ないから
受講していないため
受けてない
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問 21 ：問 20 で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を
教えてください。

受講していないため
受けてない

介護予防 事後アンケート（回答数32件）
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問 21 ：問 20 で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を
教えてください。

受講していないため
受けてない

介護予防 事後アンケート（回答数32件）
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問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

精神保健福祉士
キャリアコンサルタント 2 級技能士(現在)、保育士、幼稚園教諭 2 級資格
あん摩マッサージ指圧師 鍼灸師
ヨガ講師
介護事務
あん摩マッサージ指圧師
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問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

精神保健福祉士
キャリアコンサルタント 2 級技能士(現在)、保育士、幼稚園教諭 2 級資格
あん摩マッサージ指圧師 鍼灸師
ヨガ講師
介護事務
あん摩マッサージ指圧師
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問 11：問 10 で「⑧ その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてくださ
い。

任期付き
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問 11：問 10 で「⑧ その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてくださ
い。

任期付き
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問 18 ：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教え
てください。

出来ないと思ってないけど、選ばないといけないみたい
業務内容
問 16 で④⑤を選択していませんが、回答必須のため「その他」を回答しました。
離職中のため
実践できると思ったから
選択肢が必須になっているの、選ばざるを得ない

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を
教えてください。

出来ないと思ってないけど、選ばないといけないみたい
現在、就労支援に携わっていますので業務では実践できないと思いますが、シニア層のまわ
りの方々に広めていきたいと思います。
問 16 で④⑤を選択していませんが、回答必須のため「その他」を回答しました。
離職中のため
実践できると思ったから
選択肢が必須になっているの、選ばざるを得ない
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問 18 ：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教え
てください。

出来ないと思ってないけど、選ばないといけないみたい
業務内容
問 16 で④⑤を選択していませんが、回答必須のため「その他」を回答しました。
離職中のため
実践できると思ったから
選択肢が必須になっているの、選ばざるを得ない

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を
教えてください。

出来ないと思ってないけど、選ばないといけないみたい
現在、就労支援に携わっていますので業務では実践できないと思いますが、シニア層のまわ
りの方々に広めていきたいと思います。
問 16 で④⑤を選択していませんが、回答必須のため「その他」を回答しました。
離職中のため
実践できると思ったから
選択肢が必須になっているの、選ばざるを得ない
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介護予防 1か月後アンケート（回答数１４件）

問 2 ：問 で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知り
ましたか。

・リュウ ケイ エイ
・タダカヨ
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介護予防 1か月後アンケート（回答数１４件）

問 2 ：問 で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知り
ましたか。

・リュウ ケイ エイ
・タダカヨ
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問問 66：：問問 55 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの資資格格をを教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 1111：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささ
いい。。
0 件の回答
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問問 66：：問問 55 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの資資格格をを教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 1111：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささ
いい。。
0 件の回答
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問問 1188：：問問 1177 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教
ええててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 2200：：問問 1199「「⑤⑤  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」職職場場のの理理由由
をを教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答
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問問 1188：：問問 1177 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教
ええててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 2200：：問問 1199「「⑤⑤  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」職職場場のの理理由由
をを教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答
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問問 2244：：問問 2233 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思
うう研研修修ととははどどんんなな研研修修でですすかか。。
外出支援
介護予防
認知用についての講座
介護予防資格
認知症に関する研修

問問 3300：：問問 2299 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足しし
てていいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。
0 件の回答
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問問 2244：：問問 2233 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思
うう研研修修ととははどどんんなな研研修修でですすかか。。
外出支援
介護予防
認知用についての講座
介護予防資格
認知症に関する研修

問問 3300：：問問 2299 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足しし
てていいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。
0 件の回答
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外出支援 事前アンケート（回答数３１件）

問 2 ：問 で「⑤ その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知り
ましたか。

知人の sns
法人
事務局からご連絡頂きました。
友人から
社内通知
紹介
事務局のご紹介
東京都介護福祉士会
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外出支援 事前アンケート（回答数３１件）

問 2 ：問 で「⑤ その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知り
ましたか。

知人の sns
法人
事務局からご連絡頂きました。
友人から
社内通知
紹介
事務局のご紹介
東京都介護福祉士会
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問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

ヨガ講師

 

問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

小規模多機能居宅介護
福祉専門学校
特定非営利活動法人
東京未来大学福祉保育専門学校
本社部門

問 11：問 10 で「⑧ その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてくださ
い。
0 件の回答
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問６：問５で「⑬ その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

ヨガ講師

 

問９：問８で「⑮ その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

小規模多機能居宅介護
福祉専門学校
特定非営利活動法人
東京未来大学福祉保育専門学校
本社部門

問 11：問 10 で「⑧ その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてくださ
い。
0 件の回答
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問 19 ：問 18 で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えて
ください。

解答欄が一致していないかと思います。
研修を受けた事が無い為。
研修を受けていない
研修を受けたことがないため
現場を経験していないため

問 21 ：問 20 で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を
教えてください。

解答欄が一致していないかと思います。
研修を受けた事がない為。
研修を受けていない
研修を受けたことがないため
現場を経験していないため

外出支援 事後アンケート（回答数３１件）
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問 19 ：問 18 で「⑥ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えて
ください。

解答欄が一致していないかと思います。
研修を受けた事が無い為。
研修を受けていない
研修を受けたことがないため
現場を経験していないため

問 21 ：問 20 で「⑤ その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を
教えてください。

解答欄が一致していないかと思います。
研修を受けた事がない為。
研修を受けていない
研修を受けたことがないため
現場を経験していないため

外出支援 事後アンケート（回答数３１件）
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問 11：問 10 で「⑧ その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてくださ
い。

役員
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問 11：問 10 で「⑧ その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてくださ
い。

役員
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問 18 ：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教え
てください。

就職前でまだ分からない
実践できるようにします
就職前のため分からない
実践できると思ったため。

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を
教えてください。

まだ就職前で状況が分からない
実践できるようにします
就職前のため分からない
実践できると思ったため。
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問 18 ：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教え
てください。

就職前でまだ分からない
実践できるようにします
就職前のため分からない
実践できると思ったため。

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を
教えてください。

まだ就職前で状況が分からない
実践できるようにします
就職前のため分からない
実践できると思ったため。
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外出支援 1か月後アンケート（回答数２０件）

問問 22  ：：問問  でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた人人にに質質問問でですす。。ああななたたはは今今回回のの研研修修ををどどののよよううにに知知りり
ままししたたかか。。

渡辺さんのからの紹介で知りました
渡邉様よりご紹介
ご紹介
学校の教師
知人からの紹介
知人から 問問 66：：問問 55 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの資資格格をを教教ええててくくだだささいい。。

運動指導
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外出支援 1か月後アンケート（回答数２０件）

問問 22  ：：問問  でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた人人にに質質問問でですす。。ああななたたはは今今回回のの研研修修ををどどののよよううにに知知りり
ままししたたかか。。

渡辺さんのからの紹介で知りました
渡邉様よりご紹介
ご紹介
学校の教師
知人からの紹介
知人から 問問 66：：問問 55 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの資資格格をを教教ええててくくだだささいい。。

運動指導
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問問 1111  ：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答
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問問 1111  ：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答
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問問 1177  ：：問問 1166 でで「「④④⑤⑤  ででききてていいなないいとと思思うう」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききてていいなないい
とと思思うう」」理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 1188  ：：問問 1177 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教ええ
ててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 1199：：問問 1166 でで「「④④⑤⑤  ででききなないいとと思思うう」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」
職職場場のの理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 2200：：問問 1199  「「⑤⑤  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答
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問問 1177  ：：問問 1166 でで「「④④⑤⑤  ででききてていいなないいとと思思うう」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききてていいなないい
とと思思うう」」理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 1188  ：：問問 1177 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教ええ
ててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 1199：：問問 1166 でで「「④④⑤⑤  ででききなないいとと思思うう」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」
職職場場のの理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 2200：：問問 1199  「「⑤⑤  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答
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問問 2244  ：：問問 2233 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思うう
研研修修ととははどどんんなな研研修修でですすかか。。

介護予防運動
アロマテラピー
介護予防
今は特に思い浮かばない。
今後の業務に関連する内容や認知症支援
なんでも
外出支援
介護予防の研修に参加したいです。
今の仕事に活かせる資格
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問問 2244  ：：問問 2233 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思うう
研研修修ととははどどんんなな研研修修でですすかか。。

介護予防運動
アロマテラピー
介護予防
今は特に思い浮かばない。
今後の業務に関連する内容や認知症支援
なんでも
外出支援
介護予防の研修に参加したいです。
今の仕事に活かせる資格
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問問 3300  ：：問問 2299 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足ししてて
いいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。

プログラム内容が良かっただけに、事前のアナウンスが不明瞭な点と終了後のゴタゴタが残
念でした。

介護 ICT/DX 事前アンケート（回答数１７件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

3 件の回答

 タダコニュ

 NPO 法人タダカヨ講師からの案内

 会社から
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問問 3300  ：：問問 2299 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足ししてて
いいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。

プログラム内容が良かっただけに、事前のアナウンスが不明瞭な点と終了後のゴタゴタが残
念でした。

介護 ICT/DX 事前アンケート（回答数１７件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

3 件の回答

 タダコニュ

 NPO 法人タダカヨ講師からの案内

 会社から
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問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

1 件の回答

 准看護師

 
問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

2 件の回答

 ㈱ミライト・ワン・システムズ

 事務

問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答
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問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

1 件の回答

 准看護師

 
問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

2 件の回答

 ㈱ミライト・ワン・システムズ

 事務

問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答
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問 16：問 15 で「①はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。

2 件の回答

 現在、デジタル中核人材養成研修を受講しています。

 ファーストステップ研修

問 18：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該

当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 19：問 18 で「⑥その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。

0 件の回答

問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何です

か。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 21：問 20 で「⑤その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。

0 件の回答

介護 ICT/DX 事後アンケート（回答数１５件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

3 件の回答

 タダカヨ

 スマート介護士資格ご案内により

 NPO 法人タダカヨ講師からの案内
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問 16：問 15 で「①はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。

2 件の回答

 現在、デジタル中核人材養成研修を受講しています。

 ファーストステップ研修

問 18：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該

当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 19：問 18 で「⑥その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。

0 件の回答

問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何です

か。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 21：問 20 で「⑤その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。

0 件の回答

介護 ICT/DX 事後アンケート（回答数１５件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

3 件の回答

 タダカヨ

 スマート介護士資格ご案内により

 NPO 法人タダカヨ講師からの案内
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問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

0 件の回答
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問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

0 件の回答
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問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答

問 17：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由は何ですか。該

当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

0 件の回答
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問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答

問 17：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由は何ですか。該

当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

0 件の回答
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問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何です

か。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

0 件の回答

問 24：問 23 で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

9 件の回答

 ICT

 DX化の推進方法

 介護保健について

 現場への ICT 導入事例について

 管理者研修、福祉経営マネジメント

 介護予防

 リーダーシップ

 AI 活用 管理者向け アンガーマネジメント

 認知症ケア
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問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何です

か。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

0 件の回答

問 24：問 23 で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

9 件の回答

 ICT

 DX化の推進方法

 介護保健について

 現場への ICT 導入事例について

 管理者研修、福祉経営マネジメント

 介護予防

 リーダーシップ

 AI 活用 管理者向け アンガーマネジメント

 認知症ケア
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問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入く

ださい。

0 件の回答

介護 ICT/DX 1か月後アンケート（回答数１２件）

問2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

スマート介護士運営事務局様からのご案内

NPO法人タダカヨ講師からの案内

タダカヨ
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問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入く

ださい。

0 件の回答

介護 ICT/DX 1か月後アンケート（回答数１２件）

問2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

スマート介護士運営事務局様からのご案内

NPO法人タダカヨ講師からの案内

タダカヨ
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問6：問 5で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

0 件の回答

問9：問 8で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

システム開発会社

本社部門

問 11：問 10で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

会社員
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問6：問 5で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

0 件の回答

問9：問 8で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

システム開発会社

本社部門

問 11：問 10で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

会社員
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問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

学生で、まだ実践できていないから

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

学生だから
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問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

学生で、まだ実践できていないから

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

学生だから
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問24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

介護 ICT/DX浸研修

生産性向上に関する研修、科学的介護に関する研修

自己啓発 職員教育 介護施設経営論

経営マネジメント、人材育成
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問24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

介護 ICT/DX浸研修

生産性向上に関する研修、科学的介護に関する研修

自己啓発 職員教育 介護施設経営論

経営マネジメント、人材育成
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問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入

ください。

オンライン講座の場合、わからないことがあっても講義が先に進んでしまい、不明点が解決しない。
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問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入

ください。

オンライン講座の場合、わからないことがあっても講義が先に進んでしまい、不明点が解決しない。
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マネジメント 事前アンケート（回答数１４件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

4 件の回答

 運営の小林氏より

 タダカヨ

 委員会からの紹介

 タダコニュ

問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

1 件の回答

 HRS1 級・テーブルマナー講師（西洋）・シニアバーテンダー
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マネジメント 事前アンケート（回答数１４件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

4 件の回答

 運営の小林氏より

 タダカヨ

 委員会からの紹介

 タダコニュ

問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

1 件の回答

 HRS1 級・テーブルマナー講師（西洋）・シニアバーテンダー
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問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

2 件の回答

 法人本部

 居宅介護支援事業所

問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答

問 14：問 13 で「⑤その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。

4 件の回答

 企画開発部部長

 総務部長

 支配人

 学生
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問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

2 件の回答

 法人本部

 居宅介護支援事業所

問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答

問 14：問 13 で「⑤その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。

4 件の回答

 企画開発部部長

 総務部長

 支配人

 学生
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問 16：問 15 で「①はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。

2 件の回答

 ICT、介護テックの導入に関わる研修

 実務者研修

問 18：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該

当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 19：問 18 で「⑥その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。

0 件の回答

問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何です

か。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 21：問 20 で「⑤その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。

0 件の回答

マネジメント 事後アンケート（回答数１０件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

3 件の回答

 NPO 法人タダカヨ講師からの案内

 タダカヨ

 運営の小林氏
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問 16：問 15 で「①はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。

2 件の回答

 ICT、介護テックの導入に関わる研修

 実務者研修

問 18：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該

当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 19：問 18 で「⑥その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。

0 件の回答

問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何です

か。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 21：問 20 で「⑤その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。

0 件の回答

マネジメント 事後アンケート（回答数１０件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

3 件の回答

 NPO 法人タダカヨ講師からの案内

 タダカヨ

 運営の小林氏
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問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

1 件の回答

 管理栄養士

問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

1 件の回答

 法人本部

問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答
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問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

1 件の回答

 管理栄養士

問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

1 件の回答

 法人本部

問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答
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問 14：問 13 で「⑤その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。

5 件の回答

 サービス提供責任者

 法人部長

 総務部長

 ユニットリーダー

 国際交流特任プロジェクトリーダー

問 17：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由は何ですか。該

当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

0 件の回答

問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何です

か。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

0 件の回答
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問 14：問 13 で「⑤その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。

5 件の回答

 サービス提供責任者

 法人部長

 総務部長

 ユニットリーダー

 国際交流特任プロジェクトリーダー

問 17：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由は何ですか。該

当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

0 件の回答

問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何です

か。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

0 件の回答
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問 24：問 23 で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

6 件の回答

 管理者研修

 福祉経営マネジメント、DX/ICT 活用

 ICT

 組織の風土を変える方法

 利用者様との適切なコミュニケーションのとり方

 コーチングやアクティブリスニングなど傾聴スキルを上げる研修
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問 24：問 23 で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

6 件の回答

 管理者研修

 福祉経営マネジメント、DX/ICT 活用

 ICT

 組織の風土を変える方法

 利用者様との適切なコミュニケーションのとり方

 コーチングやアクティブリスニングなど傾聴スキルを上げる研修
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問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入く

ださい。

0 件の回答

マネジメント 1か月後アンケート（回答数５件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

NPO法人タダカヨ

タダカヨ
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問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入く

ださい。

0 件の回答

マネジメント 1か月後アンケート（回答数５件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

NPO法人タダカヨ

タダカヨ
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問問 66：：問問 55 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの資資格格をを教教ええててくくだだささいい。。

管理栄養士

問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。

住宅型有料老人ホーム

問問 1111  ：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 1144：：問問 1133 でで「「⑤⑤そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの役役職職をを教教ええててくくだだささいい。。

サービス提供責任者
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問問 66：：問問 55 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの資資格格をを教教ええててくくだだささいい。。

管理栄養士

問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。

住宅型有料老人ホーム

問問 1111  ：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 1144：：問問 1133 でで「「⑤⑤そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの役役職職をを教教ええててくくだだささいい。。

サービス提供責任者
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問問 1177  ：：問問 1166 でで「「④④⑤⑤  ででききてていいなないいとと思思うう」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききてていいなないい
とと思思うう」」理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 1188  ：：問問 1177 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教ええ
ててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 1199：：問問 1166 でで「「④④⑤⑤  ででききなないいとと思思うう」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」
職職場場のの理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 2200：：問問 1199  「「⑤⑤  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 2244  ：：問問 2233 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思うう
研研修修ととははどどんんなな研研修修でですすかか。。

介護職員間のズレをなくすための施策など
コーチング、ティーチング
コーチング、
経営マネジメント・人財育成
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問問 1177  ：：問問 1166 でで「「④④⑤⑤  ででききてていいなないいとと思思うう」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききてていいなないい
とと思思うう」」理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 1188  ：：問問 1177 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教ええ
ててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 1199：：問問 1166 でで「「④④⑤⑤  ででききなないいとと思思うう」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」
職職場場のの理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 2200：：問問 1199  「「⑤⑤  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 2244  ：：問問 2233 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思うう
研研修修ととははどどんんなな研研修修でですすかか。。

介護職員間のズレをなくすための施策など
コーチング、ティーチング
コーチング、
経営マネジメント・人財育成
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問問 3300  ：：問問 2299 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足ししてて
いいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。
0 件の回答
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問問 3300  ：：問問 2299 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足ししてて
いいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。
0 件の回答
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ナチュラルセラピー（アロマセラピー） 事前アンケート（回答数１４件）
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ナチュラルセラピー（アロマセラピー） 事前アンケート（回答数１４件）
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問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。

普通の事務です。
ベビーシッター
第一生命
幼稚園

問 11 ：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

経営者

 

問問 1144：：問問 1133 でで「「⑤⑤そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの役役職職をを教教ええててくくだだささいい。。

経営者
現在、離職中です
特に役職ないです。
なし
介護福祉士養成校教員
特になし
無し
法人代表
営業
保育士、幼稚園教諭
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問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。

普通の事務です。
ベビーシッター
第一生命
幼稚園

問 11 ：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

経営者

 

問問 1144：：問問 1133 でで「「⑤⑤そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの役役職職をを教教ええててくくだだささいい。。

経営者
現在、離職中です
特に役職ないです。
なし
介護福祉士養成校教員
特になし
無し
法人代表
営業
保育士、幼稚園教諭
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問問 1166：：問問 1155 でで「「①①ははいい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。受受講講ししたた研研修修内内容容をを教教ええててくくだだささいい。。

介護予防士、ナチュラルセラピー、トラベルヘルパー
介護実技

 

問問 1199：：問問 1188 でで「「⑥⑥そそのの他他」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききななかかっったた」」理理由由をを教教ええてて
くくだだささいい。。

現場がないため

問問 2200：：問問 1177 でで「「④④⑤⑤  実実践践ででききななかかっったた」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。実実践践ででききななかかっったた職職
場場のの理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 2211：：問問 2200 でで「「⑤⑤そそのの他他」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききななかかっったた」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。

所属していないため

ナチュラルセラピー（アロマセラピー） 事後アンケート（回答数１７件）
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問問 1166：：問問 1155 でで「「①①ははいい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。受受講講ししたた研研修修内内容容をを教教ええててくくだだささいい。。

介護予防士、ナチュラルセラピー、トラベルヘルパー
介護実技

 

問問 1199：：問問 1188 でで「「⑥⑥そそのの他他」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききななかかっったた」」理理由由をを教教ええてて
くくだだささいい。。

現場がないため

問問 2200：：問問 1177 でで「「④④⑤⑤  実実践践ででききななかかっったた」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。実実践践ででききななかかっったた職職
場場のの理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。
0 件の回答

問問 2211：：問問 2200 でで「「⑤⑤そそのの他他」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききななかかっったた」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。

所属していないため

ナチュラルセラピー（アロマセラピー） 事後アンケート（回答数１７件）
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問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。

ベビーシッター
第一生命
普通の会社の事務です。
介護福祉士養成校教員
幼稚園

問問 1111  ：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささいい。。

経営者
契約社員
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問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。

ベビーシッター
第一生命
普通の会社の事務です。
介護福祉士養成校教員
幼稚園

問問 1111  ：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささいい。。

経営者
契約社員
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問問 1188  ：：問問 1177 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教ええ
ててくくだだささいい。。

職場がないため

問問 2200：：問問 1199  「「⑤⑤  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。

職場がないため
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問問 1188  ：：問問 1177 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教ええ
ててくくだだささいい。。

職場がないため

問問 2200：：問問 1199  「「⑤⑤  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。

職場がないため
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問問 2244  ：：問問 2233 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思うう
研研修修ととははどどんんなな研研修修でですすかか。。

アロマセラピー
自然療法
現場に活かせる研修
現状、思い浮かぶものはありません
他のプロダクトの作成の実習。モリンガオイルの作り方
音楽セラピー
この後のステップのアロマコンシェルジュです。
アロマコンシェルジュの研修
外国人介護職員
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問問 2244  ：：問問 2233 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思うう
研研修修ととははどどんんなな研研修修でですすかか。。

アロマセラピー
自然療法
現場に活かせる研修
現状、思い浮かぶものはありません
他のプロダクトの作成の実習。モリンガオイルの作り方
音楽セラピー
この後のステップのアロマコンシェルジュです。
アロマコンシェルジュの研修
外国人介護職員
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問問 3300  ：：問問 2299 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足ししてて
いいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。

0 件の回答

ナチュラルセラピー（アロマセラピー） 1 カ月アンケート（回答数１１件）

問問 22  ：：問問  でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた人人にに質質問問でですす。。ああななたたはは今今回回のの研研修修ををどどののよよううにに知知りり
ままししたたかか。。

知人の紹介
講師の告知をみて
大塚さんから
大塚久子先生の紹介
小林先生のご紹介
タダカヨ
知人
大塚久子さん
友人より紹介されて。
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問問 3300  ：：問問 2299 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足ししてて
いいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。

0 件の回答

ナチュラルセラピー（アロマセラピー） 1 カ月アンケート（回答数１１件）

問問 22  ：：問問  でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた人人にに質質問問でですす。。ああななたたはは今今回回のの研研修修ををどどののよよううにに知知りり
ままししたたかか。。

知人の紹介
講師の告知をみて
大塚さんから
大塚久子先生の紹介
小林先生のご紹介
タダカヨ
知人
大塚久子さん
友人より紹介されて。
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問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。

幼稚園
第一生命
普通の企業
ベビーシッター
就労継続支援B型事業所

242

令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   242令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   242 2025/05/02   14:37:522025/05/02   14:37:52



問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。

幼稚園
第一生命
普通の企業
ベビーシッター
就労継続支援B型事業所
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問問 1111  ：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささいい。。

個人事業主
経営者
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問問 1111  ：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささいい。。

個人事業主
経営者
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問問 1188  ：：問問 1177 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教ええ
ててくくだだささいい。。

いまの仕事ではなかなか機会がないと思うので
会社に過剰サービスと受けとられる恐れがある。 何あったら責任を追及されるなど懸念が
あるから。
離職中のため、復職したら是非、実践したいです

問問 2200：：問問 1199  「「⑤⑤  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答
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問問 1188  ：：問問 1177 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教ええ
ててくくだだささいい。。

いまの仕事ではなかなか機会がないと思うので
会社に過剰サービスと受けとられる恐れがある。 何あったら責任を追及されるなど懸念が
あるから。
離職中のため、復職したら是非、実践したいです

問問 2200：：問問 1199  「「⑤⑤  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。
0 件の回答
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問問 2244  ：：問問 2233 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思うう
研研修修ととははどどんんなな研研修修でですすかか。。

施設ですぐに実践できるような内容の研修
コミュニケーションについて
予防介護
音楽セラピー
障害者との関わり方について
現在、具体的に思いつくテーマは思い浮かびませんが、その時に自分の興味関心のあるもの
があれば率先して受けたいです

問問 3300  ：：問問 2299 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足ししてて
いいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。

何日かかかること。
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問問 2244  ：：問問 2233 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思うう
研研修修ととははどどんんなな研研修修でですすかか。。

施設ですぐに実践できるような内容の研修
コミュニケーションについて
予防介護
音楽セラピー
障害者との関わり方について
現在、具体的に思いつくテーマは思い浮かびませんが、その時に自分の興味関心のあるもの
があれば率先して受けたいです

問問 3300  ：：問問 2299 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足ししてて
いいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。

何日かかかること。
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ナチュラルセラピー（ミュージックセラピー入門編） 事前アンケート （回答数３件）

問問 22  ：：問問  でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた人人にに質質問問でですす。。ああななたたはは今今回回のの研研修修ををどどののよよううにに知知りり
ままししたたかか。。

事務局からのご紹介
タダコニュ
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ナチュラルセラピー（ミュージックセラピー入門編） 事前アンケート （回答数３件）

問問 22  ：：問問  でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた人人にに質質問問でですす。。ああななたたはは今今回回のの研研修修ををどどののよよううにに知知りり
ままししたたかか。。

事務局からのご紹介
タダコニュ
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問問 66：：問問 55 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの資資格格をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

 

問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 1111  ：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

 

問問 1144：：問問 1133 でで「「⑤⑤そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの役役職職をを教教ええててくくだだささいい。。

無し
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問問 66：：問問 55 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの資資格格をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

 

問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 1111  ：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

 

問問 1144：：問問 1133 でで「「⑤⑤そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの役役職職をを教教ええててくくだだささいい。。

無し
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問問 1166：：問問 1155 でで「「①①ははいい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。受受講講ししたた研研修修内内容容をを教教ええててくくだだささいい。。

介護予防士、トラベルヘルパー、ナチュラルセラピー

 

問問 1199：：問問 1188 でで「「⑥⑥そそのの他他」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききななかかっったた」」理理由由をを教教ええてて
くくだだささいい。。

実践する現場が無かったため

問問 2211：：問問 2200 でで「「⑤⑤そそのの他他」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききななかかっったた」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。

職場が無いため
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問問 1166：：問問 1155 でで「「①①ははいい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。受受講講ししたた研研修修内内容容をを教教ええててくくだだささいい。。

介護予防士、トラベルヘルパー、ナチュラルセラピー

 

問問 1199：：問問 1188 でで「「⑥⑥そそのの他他」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききななかかっったた」」理理由由をを教教ええてて
くくだだささいい。。

実践する現場が無かったため

問問 2211：：問問 2200 でで「「⑤⑤そそのの他他」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききななかかっったた」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。

職場が無いため
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ナチュラルセラピー（ミュージックセラピー入門編） 事後アンケート （回答数１件）

問問 22  ：：問問  でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた人人にに質質問問でですす。。ああななたたはは今今回回のの研研修修ををどどののよよううにに知知りり
ままししたたかか。。

タダカヨ

問問 66：：問問 55 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの資資格格をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答
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ナチュラルセラピー（ミュージックセラピー入門編） 事後アンケート （回答数１件）

問問 22  ：：問問  でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた人人にに質質問問でですす。。ああななたたはは今今回回のの研研修修ををどどののよよううにに知知りり
ままししたたかか。。

タダカヨ

問問 66：：問問 55 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの資資格格をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 99：：問問 88 でで「「⑰⑰そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの所所属属先先をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答
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問問 1111  ：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 1144：：問問 1133 でで「「⑤⑤そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの役役職職をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 1177：：問問 1166 でで「「④④⑤⑤  ででききなないいとと思思うう」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」
理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 1188  ：：問問 1177 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教ええ
ててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 1199：：問問 1166 でで「「④④⑤⑤  ででききなないいとと思思うう」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」
職職場場のの理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。

0 件の回答
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問問 1111  ：：問問 1100 でで「「⑧⑧そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの雇雇用用形形態態をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 1144：：問問 1133 でで「「⑤⑤そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。ああななたたのの役役職職をを教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 1177：：問問 1166 でで「「④④⑤⑤  ででききなないいとと思思うう」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」
理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 1188  ：：問問 1177 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教ええ
ててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 1199：：問問 1166 でで「「④④⑤⑤  ででききなないいとと思思うう」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」
職職場場のの理理由由はは何何でですすかか。。該該当当すするるももののをを２２つつ選選択択ししててくくだだささいい。。

0 件の回答
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問問 2200：：問問 1199  「「⑤⑤  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 2244  ：：問問 2233 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思うう
研研修修ととははどどんんなな研研修修でですすかか。。

0 件の回答
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問問 2200：：問問 1199  「「⑤⑤  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「実実践践ででききなないいとと思思うう」」職職場場のの理理由由をを
教教ええててくくだだささいい。。

0 件の回答

問問 2244  ：：問問 2233 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思うう
研研修修ととははどどんんなな研研修修でですすかか。。

0 件の回答
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問問 3300  ：：問問 2299 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足ししてて
いいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。

0 件の回答

多様な人とのかかわり（外国人編） 事前アンケート（回答数１０件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

2 件の回答

 吉田病院あい様の紹介です

 タダコニュ
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問問 3300  ：：問問 2299 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足ししてて
いいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。

0 件の回答

多様な人とのかかわり（外国人編） 事前アンケート（回答数１０件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

2 件の回答

 吉田病院あい様の紹介です

 タダコニュ
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問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

1 件の回答

 日本語教育（大学 副専攻）

問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

0 件の回答

問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答
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問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

1 件の回答

 日本語教育（大学 副専攻）

問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

0 件の回答

問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答

265

令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   265令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   265 2025/05/02   14:38:082025/05/02   14:38:08



問 16：問 15 で「①はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。

2 件の回答

 ICT スキル、介護技術向上勉強会など

 ICT に関する研修

問 18：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該

当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 19：問 18 で「⑥その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。

0 件の回答

問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何です

か。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 21：問 20 で「⑤その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。

0 件の回答

多様な人とのかかわり（外国人編） 事後アンケート（回答数９件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

1 件の回答

 タダカヨ
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問 16：問 15 で「①はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。

2 件の回答

 ICT スキル、介護技術向上勉強会など

 ICT に関する研修

問 18：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。「実践できなかった」理由は何ですか。該

当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 19：問 18 で「⑥その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。

0 件の回答

問 20：問 17 で「④⑤ 実践できなかった」と回答した方に質問です。実践できなかった職場の理由は何です

か。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 21：問 20 で「⑤その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。

0 件の回答

多様な人とのかかわり（外国人編） 事後アンケート（回答数９件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

1 件の回答

 タダカヨ
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問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてくださ い。

1 件の回答

 日本語教師

問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

1 件の回答

 管理部門

問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答
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問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてくださ い。

1 件の回答

 日本語教師

問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

1 件の回答

 管理部門

問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答
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問 14：問 13 で「⑤その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。

6 件の回答

 専任教員

 入試広報課 課長代理

 一般職員

 管理部門 マネージャー

 職員

 なし

問 17：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由は何ですか。該

当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

0 件の回答

問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何です

か。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

0 件の回答
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問 14：問 13 で「⑤その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。

6 件の回答

 専任教員

 入試広報課 課長代理

 一般職員

 管理部門 マネージャー

 職員

 なし

問 17：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由は何ですか。該

当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

0 件の回答

問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何です

か。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

0 件の回答
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問 24：問 23 で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

6 件の回答

 教育と福祉の業界が初めてなので、業界のことを広く学べる内容がありがたいです。

 介護の外国人人材に関して

 制度的なことではなく、実際の外国人とのかかわり方、職員のマインドセットの仕方を学びたい

 インストラクションスキル

 具体的な外国人留学生やスタッフのトラブルを解決した事例等

 介護の外国人人材に関する研修
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問 24：問 23 で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

6 件の回答

 教育と福祉の業界が初めてなので、業界のことを広く学べる内容がありがたいです。

 介護の外国人人材に関して

 制度的なことではなく、実際の外国人とのかかわり方、職員のマインドセットの仕方を学びたい

 インストラクションスキル

 具体的な外国人留学生やスタッフのトラブルを解決した事例等

 介護の外国人人材に関する研修
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問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入く

ださい。

1 件の回答

 あまり自分にとって新しい情報がなかった

多様な人とのかかわり（外国人編） 1か月後アンケート（回答数２件）

問2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

タダカヨ

問6：問 5で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

0 件の回答
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問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入く

ださい。

1 件の回答

 あまり自分にとって新しい情報がなかった

多様な人とのかかわり（外国人編） 1か月後アンケート（回答数２件）

問2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

タダカヨ

問6：問 5で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

0 件の回答
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問9：問 8で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

0 件の回答

問 11：問 10で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答

問 14：問 13で「⑤その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。

教員
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問9：問 8で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

0 件の回答

問 11：問 10で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答

問 14：問 13で「⑤その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。

教員
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問 17：問 16 で「④⑤ できていないと思う」と回答した方に質問です。「実践できていないと思う」理由は何

ですか。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

0 件の回答

問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何で

すか。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

0 件の回答

問24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

0 件の回答
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問 17：問 16 で「④⑤ できていないと思う」と回答した方に質問です。「実践できていないと思う」理由は何

ですか。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

0 件の回答

問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何で

すか。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

0 件の回答

問24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

0 件の回答
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問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入

ください。

0 件の回答

280

令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   280令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   280 2025/05/02   14:38:152025/05/02   14:38:15



問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入

ください。

0 件の回答

281

令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   281令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   281 2025/05/02   14:38:152025/05/02   14:38:15



多様な人とのかかわり(障がい者編） 事前アンケート（回答数６８件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

0 件の回答

問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

1 件の回答

 日商簿記検定 2 級、全商簿記検定 1 級、全商情報処理検定 1 級

問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

0 件の回答
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多様な人とのかかわり(障がい者編） 事前アンケート（回答数６８件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

0 件の回答

問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

1 件の回答

 日商簿記検定 2 級、全商簿記検定 1 級、全商情報処理検定 1 級

問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

0 件の回答
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問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答

問 16：問 15 で「①はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。

5 件の回答

 福祉

 ict 研修

 認知症の高齢者に対しての講義
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問 11：問 10 で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答

問 16：問 15 で「①はい」を回答した方に質問です。受講した研修内容を教えてください。

5 件の回答

 福祉

 ict 研修

 認知症の高齢者に対しての講義

285

令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   285令和6年度_専修学校リカレント教育推進事業成果報告書_本文PDFデータ.indd   285 2025/05/02   14:38:162025/05/02   14:38:16



問 19：問 18 で「⑥その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。

０件の回答

問 21：問 20 で「⑤その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。

０ 件の回答

多様な人とのかかわり(障がい者編） 事後アンケート（回答数６３件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

0 件の回答
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問 19：問 18 で「⑥その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」理由を教えてください。

０件の回答

問 21：問 20 で「⑤その他」を回答した方に質問です。「実践できなかった」職場の理由を教えてください。

０ 件の回答

多様な人とのかかわり(障がい者編） 事後アンケート（回答数６３件）

問 2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

0 件の回答
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問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてくださ い。

1 件の回答

 日商簿記 2 級、全商簿記検定 1 級、全商情報処理検定 1 級

問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

0 件の回答
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問 6：問 5 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてくださ い。

1 件の回答

 日商簿記 2 級、全商簿記検定 1 級、全商情報処理検定 1 級

問 9：問 8 で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

0 件の回答
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問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

0 件の回答

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

2 件の回答

 学んだ内容が全く理解できなかったから

 よく分からない
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問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

0 件の回答

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

2 件の回答

 学んだ内容が全く理解できなかったから

 よく分からない
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問 24：問 23 で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

8 件の回答

 介護技術の研修

 障害者に関する研修を受けたいと思う。

 分からない

 障がい者との関わり方の具体例

 障がい者が行動しやすくなるような効果的なアプローチ方法

 障がいのある方の理解をどう学ぶか

 精神疾患のある患者との接し方について

 無い
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問 24：問 23 で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

8 件の回答

 介護技術の研修

 障害者に関する研修を受けたいと思う。

 分からない

 障がい者との関わり方の具体例

 障がい者が行動しやすくなるような効果的なアプローチ方法

 障がいのある方の理解をどう学ぶか

 精神疾患のある患者との接し方について

 無い
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問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入く

ださい。

3 件の回答

 意図が分からない。学校の授業に組込まれてしまった以上、受けなければならないが、何か収穫があっ

たかは疑問である。

 触りだけなので、自分が関わる事がどういった効果があるのか？出来ることはないか？が分からない。

 内容が全く理解できない

多様な人とのかかわり(障がい者編） 1か月後アンケート（回答数２件）

問2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

0 件の回答

問6：問 5で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

0 件の回答
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問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入く

ださい。

3 件の回答

 意図が分からない。学校の授業に組込まれてしまった以上、受けなければならないが、何か収穫があっ

たかは疑問である。

 触りだけなので、自分が関わる事がどういった効果があるのか？出来ることはないか？が分からない。

 内容が全く理解できない

多様な人とのかかわり(障がい者編） 1か月後アンケート（回答数２件）

問2：問１で「⑧その他」と回答した人に質問です。あなたは今回の研修をどのように知りましたか。

0 件の回答

問6：問 5で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの資格を教えてください。

0 件の回答
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問9：問 8で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

0 件の回答

問 11：問 10で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答

問 14：問 13で「⑤その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。

学生
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問9：問 8で「⑰その他」と回答した方に質問です。あなたの所属先を教えてください。

0 件の回答

問 11：問 10で「⑧その他」と回答した方に質問です。あなたの雇用形態を教えてください。

0 件の回答

問 14：問 13で「⑤その他」と回答した方に質問です。あなたの役職を教えてください。

学生
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問 17：問 16 で「④⑤ できていないと思う」と回答した方に質問です。「実践できていないと思う」理由は何

ですか。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

0 件の回答

問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何で

すか。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

0 件の回答

問24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

0 件 の 回 答
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問 17：問 16 で「④⑤ できていないと思う」と回答した方に質問です。「実践できていないと思う」理由は何

ですか。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 18：問 17 で「⑥ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」理由を教えてください。

0 件の回答

問 19：問 16 で「④⑤ できないと思う」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由は何で

すか。該当するものを２つ選択してください。

0 件の回答

問 20：問 19「⑤ その他」と回答した方に質問です。「実践できないと思う」職場の理由を教えてください。

0 件の回答

問24：問 23で「①②受けたいと思う」を回答した方に質問です。率先して受けたいと思う研修とはどんな研

修ですか。

0 件 の 回 答
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問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入

ください。

0 件の回答
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問 30：問 29 で「③④満足していない」を回答した方に質問です。どんなところに満足していないか、ご記入

ください。

0 件の回答
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専門学校生受講後アンケート （回答数４４件）

 

 

問問 44：：問問 33 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「活活用用ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教ええ
ててくくだだささいい。。

0 件の回答
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専門学校生受講後アンケート （回答数４４件）

 

 

問問 44：：問問 33 でで「「⑥⑥  そそのの他他」」とと回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。「「活活用用ででききなないいとと思思うう」」理理由由をを教教ええ
ててくくだだささいい。。

0 件の回答
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問問 77：：問問 66 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思うう
ススキキルルアアッッププ講講座座ははどどんんなな講講座座でですすかか。。

コミュニケーション
ミュージックセラピー
その人の個性、楽しみを伸ばす介護過程、考え方についてなどの講座
ナチュラルセラピー
介護
高齢者に親しみやすい趣味に関する講座
トラベルヘルパー
トラベルヘルパー等、興味があるもの
興味があればなんでも

 

 

  

 

問問 1133：：問問 1122 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足しし
てていいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。

0 件の回答
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問問 77：：問問 66 でで「「①①②②受受けけたたいいとと思思うう」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。率率先先ししてて受受けけたたいいとと思思うう
ススキキルルアアッッププ講講座座ははどどんんなな講講座座でですすかか。。

コミュニケーション
ミュージックセラピー
その人の個性、楽しみを伸ばす介護過程、考え方についてなどの講座
ナチュラルセラピー
介護
高齢者に親しみやすい趣味に関する講座
トラベルヘルパー
トラベルヘルパー等、興味があるもの
興味があればなんでも

 

 

  

 

問問 1133：：問問 1122 でで「「③③④④満満足足ししてていいなないい」」をを回回答答ししたた方方にに質質問問でですす。。どどんんななととこころろにに満満足足しし
てていいなないいかか、、ごご記記入入くくだだささいい。。

0 件の回答
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